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はじめに

『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』では、Sun Clusterデータ
サービスのインストールと構成の手順について説明します。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルで説明されている作業手順を行うには、Solaris™オペレーティング環
境に関する知識と、Sun Clusterと共に使用するボリューム管理ソフトウェアに関する
専門知識が必要です。

UNIXコマンド
このマニュアルには、Sun Clusterデータサービスのインストールと設定に使用される
コマンドに関する説明が含まれています。ただし、システムの停止、システムの起
動、およびデバイスの構成など、基本的な UNIX®コマンドに関する説明は記載され
ていません。UNIXコマンドについては、次のマニュアルを参照してください。

� Solarisソフトウェア環境のAnswerBook™オンラインマニュアル
� Solarisオペレーティング環境のマニュアルページ
� このマニュアル以外にシステムに付属しているソフトウェアマニュアル
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]
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[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

一般規則
� このマニュアルでは、英語環境での画面イメージを使っています。このため、実際
に日本語環境で表示される画面イメージとこのマニュアルで使っている画面イメー
ジが異なる場合があります。本文中で画面イメージを説明する場合には、日本語の
メニュー、ボタン名などの項目名と英語の項目名が、適宜併記されています。

� このマニュアルでは、「IA」という用語は、Intel 32ビットのプロセッサアーキテ
クチャを意味します。これには、Pentium、Pentium Pro、Pentium II、Pentium II
Xeon、Celeron、Pentium III、Pentium III Xeon、Pentium 4の各プロセッサ、お
よびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップが含まれます。

関連マニュアル

説明内容 タイトル パート番号

インストール 『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』 817-1020
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説明内容 タイトル パート番号

ハードウェア 『Sun Cluster 3.1 Hardware Administration Manual』 817–0168

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge 3310 Array
Manual』

817-0180

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge 3900 or 6900 Series
System Manual』

817-0179

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge 9900 Series Storage
Device Manual』

817-0177

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge A1000 or Netra st
A1000 Array Manual』

817-0171

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge A3500/A3500FC
System Manual』

817-0174

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge A5x00 Array
Manual』

817-0173

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge D1000 or Netra st
D1000 Disk Array Manual』

817-0170

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge MultiPack Enclosure
Manual』

817-0169

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge Netra D130 or
StorEdge S1 Enclosure Manual』

817-0178

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge T3 or T3+ Array
Partner-Group Configuration Manual』

817-0176

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge T3 or T3+ Array
Single-Controller Configuration Manual』

817-0175

『Sun Cluster 3.1 With Sun StorEdge T3 or T3+ Array
Single-Controller Configuration Manual』

817-0172

API開発 『Sun Cluster 3.1データサービス開発ガイド』 817-1019

管理 『Sun Cluster 3.1のシステム管理』 817-1021

クラスタの概念 『Sun Cluster 3.1の概念』 817-1018

エラーメッセージ 『Sun Cluster 3.1 Error Messages Guide』 816-3382

マニュアルページ 『Sun Cluster 3.1 Man Page Reference Manual』 816–5251
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説明内容 タイトル パート番号

最新情報 『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』 817-1022

『Sun Cluster 3.1 Release Notes Supplement』 816-3381

Sunのオンラインマニュアル
docs.sun.comでは、Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することがで
きます。マニュアルのタイトルや特定の主題などをキーワードとして、検索を行うこ
ともできます。URLは、http://docs.sun.comです。

ヘルプ
Sun Clusterのインストールまたは使用で問題が発生した場合は、ご購入先に連絡し、
次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� システムのモデルとシリアル番号
� Sun Clusterのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのリリース番号 (例: Sun Cluster 3.0)

システムの各ノードに関する情報を収集するには、次のコマンドを使用してくださ
い。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズを表示してと周辺デバイス情報を表示する

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示する

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。

はじめに 19
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第 1章

Sun Clusterデータサービスの計画

この章では、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成を計画するにあたって
のガイドラインを説明します。この章の内容は次のとおりです。

� 21ページの「Sun Clusterデータサービスのインストールと構成作業」
� 23ページの「Sun Clusterデータサービスの構成ガイドライン」
� 25ページの「リソースグループとディスクデバイスグループの関係」
� 26ページの「HAStorageおよび HAStoragePlusリソースタイプ」
� 27ページの「推奨事項」
� 28ページの「ノードリストプロパティ」
� 29ページの「インストールと構成プロセスの概要」
� 31ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」
� 33ページの「Sun Clusterデータサービスの障害モニター」

データサービス、リソースタイプ、リソースグループについての概念的な情報につい
ては、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

Sun Clusterデータサービスとして現在提供されていないアプリケーションについて
は、『Sun Cluster 3.1データサービス開発ガイド』を参照してください。アプリケー
ションを高可用性データサービスとして構成する方法について説明されています。

Sun Clusterデータサービスのインス
トールと構成作業
次の表に、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成について説明している章
を示します。

21



表 1–1作業マップ: Sun Clusterデータサービスのインストールと構成

作業 参照箇所

Sun Cluster HA for Oracleのインス
トールと構成

第 2章

Sun Cluster HA for Sun Open Net
Environment (Sun ONE) Web Server
のインストールと構成

第 3章

Sun Cluster HA for Sun ONE
Directory Serverのインストールと構
成

第 4章

Sun Cluster HA for Apacheのインス
トールと構成

第 5章

Sun Cluster HA for DNSのインス
トールと構成

第 6章

Sun Cluster HA for NFSのインス
トールと構成

第 7章

Sun Cluster Support for Oracle
Parallel Server/Real Application
Clustersのインストールと構成

第 8章

Sun Cluster HA for SAPのインス
トールと構成

第 9章

Sun Cluster HA for Sybase ASEのイ
ンストールと構成

第 10章

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストー
ルと構成

第 11章

Sun Cluster HA for NetBackupのイ
ンストールと構成

第 12章

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
インストールと構成

第 13章

Sun Cluster HA for Siebelのインス
トールと構成

第 14章

データサービスリソースの管理 第 15章
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Sun Clusterデータサービスの構成ガイ
ドライン
この節では、Sun Clusterデータサービスを構成するためのガイドラインを説明しま
す。

データサービス固有の要件の識別
Solarisと Sun Clusterのインストールを開始する前に、すべてのデータサービスの要
件を確認します。計画に不備があった場合、インストールエラーが発生し、Solarisや
Sun Clusterソフトウェアを完全にインストールし直す必要が生じる可能性もありま
す。

たとえば、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
の Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardオプションには、ユー
ザーがクラスタ内で使用するホスト名に関する特殊な要件があります。Sun Cluster
HA for SAPにも特殊な要件があります。Sun Clusterソフトウェアをインストールし
た後はホスト名を変更できないので、Sun Clusterソフトウェアをインストールする前
にこれらの条件を満たす必要があります。

アプリケーションバイナリの格納先の決定
アプリケーションソフトウェアおよびアプリケーション構成ファイルは、次のいずれ
かの場所にインストールできます。

� 各クラスタノードのローカルディスク –個々のクラスタノードごとにソフトウェア
と構成ファイルを置いた場合、次のような利点があります。あとでアプリケー
ションを更新する場合に、サービスを停止することなく実施できます。

ただし、ソフトウェアや構成ファイルの異なるコピーが存在するため、保守や管理
をするファイルが増えるという欠点があります。

� クラスタファイルシステム –アプリケーションバイナリをクラスタファイルシステ
ムに格納した場合、保守や管理をするコピーが 1つだけになります。しかし、アプ
リケーションソフトウェアをアップグレードするには、クラスタ全体でデータサー
ビスを停止する必要があります。アップグレード時に多少の時間停止できるようで
あれば、アプリケーションおよび構成ファイルの 1つのコピーをクラスタファイル
システムに格納するようにしてください。

クラスタファイルシステムの作成については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイ
ンストール』の計画に関する章を参照してください。

� 高可用性ローカルファイルシステム -Sun Cluster 3.1 Software Installation Guideを
使用すると、ローカルファイルシステムを Sun Cluster環境に統合して、ローカル
ファイルシステムを高可用性にすることができます。HAStoragePlusは、検
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査、マウント、およびマウント解除などのファイルシステム機能も備えているの
で、Sun Clusterはローカルファイルシステムをフェイルオーバーできます。
フェイルオーバーを行うには、アフィニティスイッチオーバーが有効な広域ディス
クグループ上にローカルファイルシステムが存在していなければなりません。

HAStoragePlusリソースタイプを使用する方法については、各データサービス
の章、または、376ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参
照してください。

nsswitch.confファイルの内容の確認
nsswitch.confファイルは、ネームサービスの検索用の構成ファイルです。この
ファイルは次の情報を指定します。

� ネームサービスの検索に使用する Solaris環境内のデータベース
� データベースの検索順序

一部のデータサービスについては、「group」検索の対象をまず「files」に変更してく
ださい。これらのデータサービスは、nsswitch.confファイル内の「group」行を変
更し、「files」エントリが最初にリストされるようにします。「group」行を変更する
かどうかを判断するには、構成するデータサービスに関する章を参照してください。

Sun Cluster環境の nsswitch.confファイルの構成方法については、『Sun Cluster
3.1ソフトウェアのインストール』の計画に関する章を参照してください。　

クラスタファイルシステムの構成の計画
データサービスによっては、Sun Clusterの要件を満たす必要があります。特別な検討
事項が必要かどうかを判断するには、そのデータサービスに関する章を参照してくだ
さい。

リソースタイプ HAStoragePlusを使用すると、フェイルオーバー用に構成された
Sun Cluster環境で高可用性ローカルファイルシステムを使用できます。
HAStoragePlusリソースタイプを設定する方法については、376ページの「高可用
性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください。

クラスタファイルシステムの作成については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイン
ストール』の計画に関する章を参照してください。
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リソースグループとディスクデバイスグ
ループの関係
Sun Clusterには、ディスクデバイスグループとリソースグループに関連した、ノード
リストという概念を持っています。ノードリストには、ディスクデバイスグループま
たはリソースグループの潜在マスターである主ノードが順にリストされています。ダ
ウンしていたノードがクラスタに再結合し、そのノードがノードリストで現在の主
ノードより前にきたときにどうなるかは、フェイルバックポリシーの設定によって異
なります。フェイルバックが Trueに設定されていると、デバイスグループまたはリ
ソースグループが現在の主ノードから、再結合したノードに切り替えられ、このノー
ドが新しい主ノードになります。

フェイルオーバーリソースグループの高可用性を保証するには、そのグループのノー
ドリストと関連するディスクデバイスグループのノードリストとを一致させます。ス
ケーラブルリソースグループの場合、そのリソースグループのノードリストは必ずし
もデバイスグループのノードリストと一致するとは限りません。これは、現段階で
は、デバイスグループのノードリストには 2つのノードしか含むことができないため
です。2ノードを超えるクラスタの場合は、スケーラブルリソースグループのノード
リストに、3ノード以上を含むことができます。

たとえば、ノード phys-schost-1と phys-schost-2が含まれるノードリストを
持つディスクデバイスグループ disk-group-1があり、フェイルバックポリシーが
Enabledに設定されているとします。さらに、アプリケーションデータの保持に
disk-group-1を使用する resource-group-1というフェイルオーバーリソース
グループも持っているとします。このような場合は、resource-group-1を設定す
るときに、リソースグループのノードリストに phys-schost-1と phys-schost-2
も指定し、フェイルバックポリシーを Trueに設定します。

スケーラブルリソースグループの高可用性を保証するためには、そのスケーラブル
サービスグループのノードリストをディスクデバイスグループのノードリストのスー
パーセットにします。スーパーセットにすることで、ディスクに直接接続されるノー
ドは、スケーラブルリソースグループを実行するノードになります。この利点は、
データに接続されている少なくとも 1つのクラスタノードがクラスタで起動されてい
るときに、スケーラブルリソースグループがこれらと同じノード上で実行されても、
スケーラブルサービスは利用できることです。

ディスクデバイスグループの設定については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイン
ストール』を参照してください。ディスクデバイスグループとリソースグループの関
連性については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。
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HAStorageおよび HAStoragePlusリ
ソースタイプ
HAStorageおよび HAStoragePlusリソースタイプは、次のオプションの構成に使
用されます。

� HAStorageまたは HAStoragePlusリソースを含む同じリソースグループ内のほ
かのリソースの STARTメソッドを、ディスクデバイスリソースが利用可能になる
まで待機させることで、ディスクデバイスとリソースグループの起動順序を調整し
ます。

� AffinityOnを Trueに設定することで、リソースグループとディスクデバイス
グループを同一ノード上におき、ディスクに負荷がかかることの多いデータサービ
スのパフォーマンスを向上させます。

さらに、 HAStoragePlusはマウント解除状態であると判明した任意の広域ファイル
システムもマウントできます。詳細については、24ページの「クラスタファイルシス
テムの構成の計画」を参照してください。

注 – HAStorageまたは HAStoragePlusリソースがオンラインの間にデバイスグ
ループが別のノードに切り替えられた場合、AffinityOnの設定は無視され、リソー
スグループはデバイスグループと共に別のノードに移行することはありません。一
方、リソースグループが別のノードに切り替わった場合、AffinityOnが Trueに設
定されていると、デバイスグループはリソースグループと一緒に新しいノードに移動
します。

ディスクデバイスグループとリソースグループの関連性については、373ページ
の「リソースグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」を参照してく
ださい。詳細については、SUNW.HAStorage(5)および SUNW.HAStoragePlus(5)の
マニュアルページを参照してください。

VxFSなどのファイルシステムをローカルモードでマウントする方法については、376
999ページの「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください。
詳細については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページを参照してくださ
い。

データサービスに HAStorageまたは
HAStoragePlusが必要かどうかの判断
� データサービスリソースグループがノードリストを持っており、その一部のノード
が記憶装置に直接接続されていない場合は、リソースグループ内で HAStorageま
たは HAStoragePlusリソースを構成し、ほかのデータサービスリソースの依存
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性を HAStorageまたは HAStoragePlusに設定する必要があります。この条件
によって、記憶装置とデータサービス間の起動の順番が調整されます。

� データサービスがディスクに負荷をかける場合 (Sun Cluster HA for Oracleや Sun
Cluster HA for NFSなど)は、次の作業を必ず行なってください。

� データサービスグループに HAStorageまたは HAStoragePlusリソースを追
加します。

� HAStorageまたは HAStoragePlusリソースをオンラインにします。

� HAStorageまたは HAStoragePlusリソースにデータサービスリソースの依
存性を設定します。

� AffinityOnを Trueに設定します。

これらの作業を行うと、リソースグループとディスクデバイスグループは同じ
ノード上に配置されます。

� フェイルバック設定は、両方のリソースグループとデバイスグループに対して
同一である必要があります。

� ディスクに負荷がかからないデータサービスの場合 ( Sun Cluster HA for DNSな
ど、起動時にすべてのファイルを読み取るようなサービス)、必ずしも HAStorage
または HAStoragePlusのリソースタイプを構成する必要はありません。

HAStorageまたは HAStoragePlusの選択
HAStorageまたは HAStoragePlusのどちらのリソースをデータサービスリソース
グループに作成するかを決める場合には、次の事項を考慮します。

� Sun Cluster 3.0 12/01以前を使用している場合は、HAStorageを使用します。

� Sun Cluster 3.0 5/02または Sun Cluster 3.1を使用している場合は、
HAStoragePlusを使用します。(ローカルのファイルシステムをフェイルオー
バー用に構成されている Sun Clusterに統合する場合は、Sun Cluster 3.0 5/02ま
たは Sun Cluster 3.1にアップグレードし、HAStoragePlusリソースタイプを使
用する必要があります。詳細については、24ページの「クラスタファイルシステ
ムの構成の計画」を参照してください。)

推奨事項
データサービスのインストールと構成を計画するときは、この節で説明する情報を使
用してください。この節の情報は、任意のデータサービスのインストールと構成にお
ける決定が与える影響について検討するのに役立ちます。データサービスに固有の推
奨事項については、『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』の該当
するデータサービスについて説明されている章を参照してください。
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� データサービスが入出力中心で、多数のディスクをクラスタとして構成している場
合にディスクに障害が発生すると、入出力サブシステムが再試行するので、アプリ
ケーションは遅延を感じることがあります。入出力サブシステムが再試行し、障害
から回復するまで、数分かかることもあります。この遅延によって、最終的に
ディスクが自分自身で回復したとしても、Sun Clusterがアプリケーションを別の
ノードにフェイルオーバーすることがあります。このような場合のフェイルオー
バーを回避するには、データサービスのデフォルトの検証タイムアウト値を増やし
てみてください。データサービスのタイムアウトについての詳細や、タイムアウト
値を増やす方法については、ご購入先にお問い合わせください。

� パフォーマンスを向上するには、記憶装置に直接接続されているクラスタノードに
データサービスをインストールして構成します。

ノードリストプロパティ
データサービスを構成するときに、次の 3つのノードリストを指定できます。

1. installed_nodes —リソースタイプのプロパティ。このプロパティには、リ
ソースタイプがインストールされ、そこで実行が可能になるクラスタノード名の一
覧が含まれます。

2. nodelist —リソースグループのプロパティ。優先順位に基づいて、グループを
オンラインにできるクラスタノード名の一覧が含まれます。これらのノードは、リ
ソースグループの潜在的な主ノードまたはマスターノードになります。フェイル
オーバーサービスについては、リソースグループノードリストを 1つだけ設定しま
す。スケーラブルサービスの場合は、2つのリソースグループを設定するため、
ノードリストも 2つ必要になります。一方のリソースグループとノードリストに
は、共有アドレスをホストするノードが含まれます。このリソースグループとノー
ドリストは、スケーラブルリソースが依存するフェイルオーバーリソースグループ
になります。もう一方のリソースグループとノードリストには、アプリケーション
リソースをホストするノードの一覧が含まれます。アプリケーションリソースは、
共有アドレスに依存します。共有アドレスを含むリソースグループ用のノードリス
トは、アプリケーションリソース用のノードリストのスーパーセットになる必要が
あるためです。

3. auxnodelist —共有アドレスリソースのプロパティ。このプロパティには、ク
ラスタノードを識別する物理ノード IDの一覧が含まれます。このクラスタノード
は共有アドレスをホストできますが、フェイルオーバー時に主ノードになることは
ありません。これらのノードは、リソースグループのノードリストで識別される
ノードとは、相互に排他的な関係になります。このノードリストは、スケーラブル
サービスにのみ適用されます。詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照
してください。
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インストールと構成プロセスの概要
データサービスをインストールして構成するには、次の手順を使用します。

� Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMからデータサービスパッケージをインストールし
ます。

� クラスタ環境で実行するアプリケーションをインストールして構成します。

� データサービスが使用するリソースおよびリソースグループを構成します。データ
サービスを構成するときは、Resource Group Manager (RGM)によって管理され
る、リソースタイプ、リソース、リソースグループを指定します。これらの手順
は、各データサービスに関する章で説明されています。

データサービスのインストールと構成を開始する前に、『Sun Cluster 3.1ソフト
ウェアのインストール』を参照してください。このマニュアルには、データサービス
ソフトウェアパッケージのインストール方法、ネットワークリソースが使用する
Internet Protocol Network Multipathing (IP Networking Multipathing) (NAFO)グ
ループの構成方法についての説明があります。

注 – SunPlex Managerを使用して、Sun Cluster HA for Oracle、Sun Cluster HA for
Sun ONE Web Server、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server、Sun Cluster
HA for Apache、Sun Cluster HA for DNS、Sun Cluster HA for NFSの各データサー
ビスのインストールと構成を行うことができます。詳細については、SunPlex
Managerのオンラインヘルプを参照してください。

インストールと構成の作業の流れ
次の表に、Sun Clusterフェイルオーバーデータサービスのインストールおよび構成作
業と、その手順が説明されている参照先を示します。

表 1–2作業マップ: Sun Clusterデータサービスのインストールと構成

作業 参照箇所

Solarisと Sun Clusterソフトウェア
のインストール

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

IP Networking Multipathingグルー
プの設定

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

多重ホストディスクの設定 『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』

リソースとリソースグループの計画 『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』
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表 1–2作業マップ: Sun Clusterデータサービスのインストールと構成 (続き)
作業 参照箇所

アプリケーションバイナリの格納先
の決定と nsswitch.confの構成

第 1章

アプリケーションソフトウェアのイ
ンストールと構成

データサービスに関する各章

データサービスソフトウェア
パッケージのインストール

『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』、デー
タサービスに関する各章

データサービスの登録と構成 データサービスに関する各章

例
この節では、高可用性フェイルオーバーデータサービスとして設定されている Oracle
アプリケーション用に、リソースタイプ、リソース、リソースグループを設定する方
法を紹介します。

この例とスケーラブルデータサービスの例では、ネットワークリソースを含むフェイ
ルオーバーリソースグループが異なります。さらに、スケーラブルデータサービスに
は、アプリケーションリソースごとに別のリソースグループ (スケーラブルリソース
グループ)が必要です。

Oracleアプリケーションには、サーバーとリスナーの 2つのコンポーネントがありま
す。Sun Cluster HA for Oracleデータサービスは、Sunが提供しているので、これら
のコンポーネントは、すでに Sun Clusterリソースタイプにマップされています。こ
れら両方のリソースタイプが、リソースとリソースグループに関連付けられます。

この例は、フェイルオーバーデータサービスの例なので、論理ホスト名ネットワーク
リソースを使用し、主ノードから二次ノードにフェイルオーバーする IPアドレスを使
用します。フェイルオーバーリソースグループに論理ホスト名リソースを入れ、
Oracleサーバーリソースとリスナーリソースを同じリソースグループに入れます。こ
の順に入れることで、フェイルオーバーを行うすべてのリソースが 1つのグループに
なります。

Sun Cluster HA for Oracleをクラスタ上で実行するには、次のオブジェクトを定義す
る必要があります。

� LogicalHostnameリソースタイプ –このリソースタイプは組み込まれているた
め、明示的に登録する必要はありません。

� Oracleリソースタイプ – Sun Cluster HA for Oracleは、2つの Oracleリソースタ
イプ (データベースサーバーとリスナー)を定義します。

� 論理ホスト名リソース –これらのリソースは、ノードで障害が発生した場合に
フェイルオーバーする IPアドレスをホストします。

� Oracleリソース – Sun Cluster HA for Oracle用に 2つのリソースインスタンス
(サーバーとリスナー)を指定する必要があります。
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� フェイルオーバーリソースグループ – 1つのグループでフェイルオーバーを行う、
Oracleサーバーとリスナー、および論理ホスト名リソースで構成されています。

データサービスリソースを管理するため
のツール
この節では、インストールや構成の作業に使用するツールについて説明します。

SunPlex Managerのグラフィカルユーザーインタ
フェース (GUI)
SunPlex ManagerはWebベースのツールです。このツールでは、次の作業を行うこ
とができます。

� クラスタのインストール
� クラスタの管理
� リソースやリソースグループの作成と構成
� Sun Clusterソフトウェアを使ったデータサービスの構成

SunPlex Managerを使ってクラスタソフトウェアをインストールする手順について
は、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参照してください。SunPlex
Managerのオンラインヘルプには、ほとんどの管理作業の説明が載っています。

Sun Management Center GUI向けの Sun Cluster
モジュール
Sun Clusterモジュールを使用することにより、Sun Management Center GUIからク
ラスタの監視を行ったり、リソースおよびリソースグループに対して操作を実行する
ことができます。Sun Clusterモジュールのインストール要件やインストール手順につ
いては、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参照してください。Sun
Management Centerの詳細は、 http://docs.sun.comにある Sun Management Center
のソフトウェアマニュアルを参照してください。
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scsetupユーティリティー
scsetup(1M)ユーティリティーは、Sun Clusterの一般的な管理に使用するメニュー
方式のインタフェースです。このユーティリティーは、さらに、データサービスのリ
ソースやリソースグループの構成にも使用できます。この場合には、scsetupのメイ
ンメニューからオプション 2を選択して、「リソースグループマネージャ」というサ
ブメニューを起動してください。

scrgadmコマンド
scrgadmコマンドにより、データサービスリソースの登録や構成を行うことができま
す。この手順については、このマニュアルの該当する各章に記載されているデータ
サービスの登録と構成の項を参照してください。たとえば Sun Cluster HA for Oracle
を使用している場合は、53ページの「Sun Cluster HA for Oracleの登録と構成」を
参照してください。第 15章にも、scrgadmコマンドを使ってデータサービスリソー
スを管理する方法が記載されています。さらに、scrgadm(1M)のマニュアルページ
も参照してください。

データサービスリソースの管理作業
次の表に、データサービスリソースの管理作業に使用できるツール (コマンド行以外
の)を示します。これらの作業の詳細や、関連する手順をコマンド行から行う方法に
ついては、第 15章を参照してください。

表 1–3データサービスリソースの管理作業に使用できるツール

作業 SunPlex Manager
Sun Management
Center

scsetup ユーティリ
ティー

リソースタイプの登録 可 不可 可

リソースグループの作成 可 不可 可

リソースのリソースグループへの追
加

可 不可 可

リソースグループのオンライン化 可 可 不可

リソースグループの削除 可 可 不可

リソースの削除 可 可 不可

リソースグループの現在の主ノード
の切り替え

可 不可 不可

リソースの無効化 可 可 不可
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表 1–3データサービスリソースの管理作業に使用できるツール (続き)

作業 SunPlex Manager
Sun Management
Center

scsetup ユーティリ
ティー

無効なリソースのリソースグループ
を非管理状態に変更

可 不可 不可

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソース構成情報の表示

可 可 不可

リソースプロパティの変更 可 不可 不可

リソースの STOP_FAILEDエラー
フラグの消去

可 不可 不可

ノードのリソースグループへの追加 可 不可 不可

Sun Clusterデータサービスの障害モニ
ター
この節では、データサービス障害モニターの一般的な事項について説明します。Sun
が提供するデータサービスには、パッケージに組み込まれている障害モニターがあり
ます。障害モニター (または障害検証機能)は、データサービスの状態を検証するプロ
セスです。

障害モニターの呼び出し
障害モニターは、リソースグループとそのリソースをオンラインにしたときに、RGM
によって呼び出されます。この呼び出しによって、RGMはそのデータサービスの
MONITOR_STARTメソッドの呼び出しを内部で行います。

障害モニターは、次の 2つの機能を実行します。

� データサービスのサーバープロセスまたはプロセスの異常終了の監視
� データサービスの状態の検査

サーバープロセスの異常終了の監視

プロセスモニター (PMF : Process Monitor Facility)は、データサービスプロセスを監
視します。

データサービスの障害検証は、無限ループで実行され、
Thorough_probe_intervalリソースプロパティによって設定された調整可能な期
間に休止状態 (スリープ)になります。休止している間に、検証機能はプロセスが終了
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したかどうかについて PMFにより検査します。サーバープロセスが終了した場合
は、その後、検証機能はデータサービスの状態を「Service daemon not running」で
更新し、操作を実行します。実行する操作には、データサービスのローカルでの再起
動、または二次クラスタノードへのデータサービスのフェイルオーバーなどが含まれ
ます。検証機能は、そのデータサービスアプリケーションリソースの Retry_count
および Retry_intervalリソースプロパティで設定されている値を調べ、データ
サービスを再起動するか、またはフェイルオーバーするかを決定します。

データサービスの状態の検査
通常、検証機能とデータサービスとの間の通信は、専用のコマンドまたは指定した
データサービスポートとの正常な接続によって行われます。

検証機能は主に以下の操作を行います。

1. 休止します (Thorough_probe_interval)。

2. タイムアウトプロパティ Probe_timeoutで状態検査を実行します。
Probe_timeoutは、ユーザーが設定可能な各データサービスのリソース拡張プロ
パティです。

3. 手順 2を実行し、サービスの状態に異常がなければ、正常/異常の履歴を更新しま
す。Retry_intervalリソースプロパティに設定されている値よりも古い履歴を
消去 (パージ)することで、正常/異常の履歴を更新します。検証機能は、リソース
の状態メッセージを「Service is online」に設定し、手順 1に戻ります。

手順 2の結果、サービスの状態に異常があれば、検証機能は異常履歴を更新しま
す。その後、状態検査に失敗した総数を計算します。

状態検査の結果は、致命的な異常から正常までの範囲があります。結果の判断は、
個々のデータサービスに依存します。たとえば、検証機能が正常にサーバーに接続
でき、ハンドシェイクメッセージをサーバーに送信できるにも関わらず、この検証
機能がタイムアウト前に一部の応答しか受け取ることができない場合を考えてみま
す。このケースは、システムの過負荷の結果として、最も発生する可能性がありま
す。サービスの再起動など、操作を何か実行すると、クライアントはそのサービス
に接続するため、さらにシステムの負荷が増大します。このような場合に、データ
サービスの障害モニターは、この「一部」の異常を致命的なものとして扱わないよ
うにします。代わりに、モニターは、この異常をサービスの致命的ではない検証と
して追跡します。これらの一部の異常は、Retry_intervalプロパティによって
指定された期間、累積されます。

ただし、検証機能がまったくサーバーに接続できない場合は、致命的な異常である
と認識されます。一部の異常が、断片的な量によって異常カウントの増加につなが
ります。致命的な異常、または一部の異常の累積のいずれかによって、異常カウン
トが合計カウントに到達するたびに、検証機能はデータサービスの再起動または
フェイルオーバーによってこの状況を修正しようとします。

4. 手順 3 (履歴期間内での異常の数)での計算の結果、Retry_countリソースプロパ
ティの値よりも少ない場合は、検証機能は、状況をローカルで修正しようとします
(たとえば、サービスの再起動)。検証機能は、リソースの状態メッセージ
を「Service is degraded」に設定し、手順 1に戻ります。
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5. Retry_intervalで指定した期間内で発生した異常の数が Retry_countの値を
超える場合、検証機能は、scha_controlを「giveover」オプション付きで呼び
出します。このオプションは、サービスのフェイルオーバーを要求します。この要
求によって異常が修正されると、このノードでの障害モニターが停止されます。検
証機能は、リソースの状態メッセージを「Service has failed」に設定します。

6. さまざまな理由により、前の手順で発行された scha_control要求が Sun
Clusterフレームワークによって拒否されることがあります。この理由は、
scha_controlのリターンコードで識別できます。検証機能は、リターンコード
を調べます。scha_controlが拒否される場合、検証機能は異常/正常履歴をリ
セットし、新たに開始します。検証機能が履歴をリセットするのは、異常の数がす
でに Retry_countを超えているため、障害モニターが各後続の繰り返しで
scha_controlを発行しようとするためです (ただし、再び拒否されます)。この
要求は、システムの負荷をさらに高め、サービス障害がさらに生じる可能性が増大
します。

その後、検証機能は、手順 1に戻ります。
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第 2章

Sun Cluster HA for Oracleのインス
トールと構成

この章の内容は次のとおりです。

� 40ページの「ノードの準備」
� 41ページの「Solstice DiskSuiteによるOracleデータベースアクセスの構成」
� 42ページの「VERITAS Volume Managerによる Oracleデータベースアクセスの
構成」

� 43ページの「Oracleソフトウェアのインストール」
� 44ページの「Oracleのインストールの確認」
� 44ページの「Oracleデータベースの作成」
� 45ページの「Oracleデータベースのアクセス権の設定」
� 49ページの「Sun Cluster HA for Oracleパッケージのインストール」
� 53ページの「Sun Cluster HA for Oracleの登録と構成」
� 58ページの「Sun Cluster HA for Oracleのインストールの確認」

注 –このデータサービスのインストールと構成には、SunPlex Managerが使用できま
す。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

Sun Cluster HA for Oracleのインストー
ルと構成
表 2–1は、Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成のための作業を示してい
ます。ここに示されている順に作業を実行してください。
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表 2–1作業マップ: Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成

作業 参照箇所

Sun Cluster HA for Oracleのインス
トールと構成の計画

38ページの「Sun Cluster HA for Oracleのインストー
ルと構成の計画」

ノードとディスクの準備 40ページの「ノードおよびディスクの準備」

Oracleソフトウェアのインストール 43ページの「Oracleソフトウェアのインストール」

Oracleのインストールの確認 44ページの「Oracleのインストールの確認」

Oracleデータベースの作成 44ページの「Oracleデータベースの作成」

Oracleデータベースのアクセス権の
設定

45ページの「Oracleデータベースのアクセス権の設
定」

Sun Cluster HA for Oracleパッケー
ジのインストール

49ページの「Sun Cluster HA for Oracleパッケージの
インストール」

Sun Cluster HA for Oracleの登録と
構成

53ページの「Sun Cluster HA for Oracleの登録と構
成」

Sun Cluster HA for Oracleのインス
トールの確認

44ページの「Oracleのインストールの確認」

Sun Cluster HA for Oracleの障害モ
ニターの理解

60ページの「Sun Cluster HA for Oracleの障害モニ
ター」

Sun Cluster HA for Oracleのインストー
ルと構成の計画
この節では、Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成の計画に必要な情報に
ついて説明します。

構成要件

注意 –これらの要件を厳守しなければ、データサービスの構成がサポートされない可
能性があります。
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この節で説明する要件を使用して、 Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成
を計画します。これらの要件は、Sun Cluster HA for Oracleのみに適用されます。
Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成を行う前に、これらの要件を満たす
必要があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、23ページの「データサービス
固有の要件の識別」を参照してください。

� Oracleアプリケーションファイル—これには、Oracleバイナリや構成ファイル、
パラメータファイルなどがあります。これらのファイルは、ローカルファイルシス
テム (高可用性なローカルファイルシステム)にインストールすることも、クラス
タファイルシステムにインストールすることもできます。

Oracleバイナリをローカルファイルシステム、高可用性なローカルファイルシス
テム、およびクラスタファイルシステムに配置する場合の長所と短所については、23
23ページの「アプリケーションバイナリの格納先の決定」を参照してください。

� データベース関連のファイル—これには、制御ファイルや、REDOログ、データ
ファイルなどがあります。これらのファイルは、rawデバイスまたは通常のファイ
ルとして、高可用性なローカルファイルシステムまたはクラスタファイルシステム
上にインストールする必要があります。

構成計画の確認事項
この節の確認事項を使用して、Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成を計
画します。『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』のデータサービスワークシートに、
これらの確認事項に対する答えを記入してください。

� ネットワークアドレスとアプリケーションリソース、およびそれらの間の依存関係
に使用するリソースグループを確認します。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)を確
認します。

� システム構成ファイルが存在する場所を確認します。

Oracleバイナリをクラスタファイルシステムではなくローカルファイルシステム
に配置する場合の利点と欠点については、『Sun Cluster 3.1データサービスのイン
ストールと構成』の 23ページの「アプリケーションバイナリの格納先の決定」を
参照してください。

第 2章 • Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成 39



ノードおよびディスクの準備
この節では、ノードおよびディスクを準備する手順について説明します。

� ノードの準備
次の手順を使用して、Oracleソフトウェアのインストールと構成用にノードを準備し
ます。

注意 –ここで説明する手順は、すべてのノードで実行してください。すべてのノード
ですべての手順を実行しないと、Oracleのインストールが不完全なため、 Sun
Cluster HA for Oracleは起動に失敗します。

注 –この手順を実行する前に、Oracleのマニュアルを参照してください。

Sun Clusterノードを準備し、Oracleソフトウェアをインストールする手順は、次の
とおりです。

1. すべてのクラスタメンバーでスーパーユーザーになります。

2. /etc/nsswitch.confファイルを次のように構成します。これによって、スイッチ
オーバーやフェイルオーバーが起こったときに、データサービスの起動と停止が正し
く行われます。

Sun Cluster HA for Oracleが動作する論理ホストをマスターできる各ノードで、次の
groupエントリのどれかを /etc/nsswitch.confファイルに指定します。

group: files
group: files [NOTFOUND=return] nis

group: files [NOTFOUND=return] nisplus

Sun Cluster HA for Oracleは、su userコマンドを使用してデータベースの起動と停止
を行います。クラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネット
ワーク情報ネームサービスが使用不能になることがあります。groupに上のどれかの
エントリが指定されていると、su(1M)コマンドは、ネットワーク情報ネームサービ
スが使用できない場合は NIS/NIS+ネームサービスを参照しません。

3. Sun Cluster HA for Oracleのクラスタファイルシステムを構成します。

データベースを rawデバイスに格納する場合は、広域デバイスを rawデバイスアクセ
ス用に構成します。広域デバイスの構成方法については、『Sun Cluster 3.1ソフト
ウェアのインストール』を参照してください。
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Solstice™ DiskSuite/Solaris Volume Managerを使用する場合は、Oracleソフト
ウェアが、ミラー化メタデバイスまたは rawミラー化メタデバイス上で UNIXファイ
ルシステム (UFS)ロギングを使用するように構成してください。rawミラー化メタデ
バイスの構成方法については、Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerのマ
ニュアルを参照してください。

4. ローカルディスクまたは多重ホストディスクに $ORACLE_HOMEディレクトリを作成
します。

注 – Oracleバイナリをローカルディスクにインストールする場合は、できるだけ別の
ディスクを使用してください。Oracleバイナリを別のディスクにインストールする
と、オペレーティング環境の再インストール時にバイナリが上書きされるのを防止で
きます。

5. 各ノードの /etc/groupファイルにデータベース管理者 (DBA)グループのエントリ
を作成し、予定するユーザーをこのグループに追加します。

DBAグループには、通常 dbaという名前を付けます。rootと oracleユーザーが dba
グループのメンバーになっているか確認し、必要に応じてほかの DBAユーザーのエ
ントリを追加します。このグループ IDは、Sun Cluster HA for Oracleが動作するど
のノードでも同じでなければなりません。次にその例を示します。

dba:*:520:root,oracle

グループエントリをネットワークネームサービス (NISや NIS+など)に作成すること
ができます。その場合には、ネットワークネームサービスに依存するのを避けるため
に、これらのエントリをローカルの /etc/inet/hostsファイルにも追加します。

6. 各ノードで、Oracleユーザー ID (oracle)のエントリを作成します。

Oracleユーザー IDには、通常 oracleという名前を付けます。次のコマンドでは、
/etc/passwdと /etc/shadowファイルに Oracleユーザー IDのエントリを作成し
ます。

# useradd -u 120 -g dba -d /Oracle-home oracle

oracleユーザーエントリは、Sun Cluster HA for Oracleが動作するどのノードでも同
じでなければなりません。

� Solstice DiskSuite™によるOracleデータベースア
クセスの構成
次の手順を使用して、Solstice DiskSuiteボリューム管理ソフトウェアにより Oracle
データベースを構成します。

1. Solstice DiskSuiteソフトウェアが使用するディスクデバイスを構成します。

ソフトウェアの構成方法については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストー
ル』を参照してください。
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2. データベースを rawデバイスに格納する場合は、次のコマンドを実行して各 rawミ
ラー化メタデバイスの所有者、グループ、モードを変更します。

rawデバイスを使用しない場合は、次の各手順を実行しないでください。

a. rawデバイスを作成する場合は、Oracleリソースグループをマスターできる各
ノードでデバイスごとに次のコマンドを実行します。

# chown oracle /dev/md/metaset/rdsk/dn
# chgrp dba /dev/md/metaset/rdsk/dn
# chmod 600 /dev/md/metaset/rdsk/dn

metaset ディスクセットの名前を指定します。

/rdsk/dn metasetディスクセット内の rawディスクデバイスの名前を指定しま
す。

b. 変更が有効になっているか確認します。

# ls -lL /dev/md/metaset/rdsk/dn

� VERITAS Volume Managerによる Oracleデータ
ベースアクセスの構成
次の手順を使用して、VERITAS Volume Managerソフトウェアにより Oracleデータ
ベースを構成します。

1. VxVMソフトウェアが使用するディスクデバイスを構成します。

VxVMの構成方法については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参
照してください。

2. データベースを rawデバイスに格納する場合は、現在のディスクグループ主ノードで
次のコマンドを実行して各デバイスの所有者、グループ、モードを変更します。

rawデバイスを使用しない場合は、この手順を実行しないでください。

a. rawデバイスを作成する場合は、rawデバイスごとに次のコマンドを実行します。

# vxedit -g diskgroup set user=oracle group=dba mode=600 volume

diskgroup ディスクグループの名前を指定します。

volume ディスクグループ内の rawボリュームの名前を指定します。

b. 変更が有効になっているか確認します。

# ls -lL /dev/vx/rdsk/diskgroup/volume

c. ディスクデバイスグループをクラスタに再登録して、クラスタ内での VxVM名前
空間の整合性を確保します。

# scconf -c -D name=diskgroup
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Oracleソフトウェアのインストール
この節では、Oracleソフトウェアのインストール手順について説明します。

� Oracleソフトウェアのインストール
次の手順を使用して、Oracleソフトウェアをインストールします。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Oracleインストールの要件に注意してください。

Oracleバイナリは、次のいずれかにインストールする必要があります。

� クラスタノードのローカルディスク

� 高可用性なローカルファイルシステム

� クラスタファイルシステム

注 – Oracleソフトウェアをクラスタファイルシステムにインストールする場合に
は、まず、Sun Clusterソフトウェアを起動し、ディスクデバイスグループの所有
者になる必要があります。

Oracleソフトウェアのインストール場所については、40ページの「ノードおよび
ディスクの準備」を参照してください。

3. Oracleソフトウェアをインストールします。

Oracleソフトウェアをどこにインストールする場合でも、Oracleの標準的なインス
トール手順を使用する場合と同じように、各ノードの /etc/systemファイルを変更
する必要があります。その後で再起動してください。

この手順を行うときには、oracleでログインし、ディレクトリ全体を所有する必要が
あります。Oracleソフトウェアのインストール方法については、Oracleの適切なイン
ストールおよび構成ガイドを参照してください。

Oracleのインストールを構成の確認
この節では、Oracleのインストールと構成を確認する手順について説明します。
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� Oracleのインストールの確認
次の手順を使用して、Oracleのインストールを確認します。この手順では、まだデー
タサービスをインストールしていないため、アプリケーションが高可用性であること
の確認は行いません。

1. oracleユーザーと dbaグループが $ORACLE_HOME/bin/oracleディレクトリを所有
していることを確認します。

2. $ORACLE_HOME/bin/oracleのアクセス権が次のように設定されていることを確認
します。

-rwsr-s--x

3. リスナーバイナリが $ORACLE_HOME/binにあることを確認します。

次に進む手順
この節での作業を終了したなら、44ページの「Oracleデータベースの作成」に進み
ます。

Oracleデータベースの作成
この節では、Sun Cluster環境で初期 Oracleデータベースを構成し作成する手順につ
いて説明します。追加のデータベースを作成し、構成する場合は、 44ページ
の「Oracleデータベースの作成」を省略します。

� Oracleデータベースの作成
1. データベース構成ファイルを準備します。

すべてのデータベース関連ファイル (データファイル、REDOログファイル、制御
ファイル)を、共有 raw広域デバイスまたはクラスタファイルシステムに格納しま
す。インストール場所については、40ページの「ノードおよびディスクの準備」を参
照してください。

場合によっては、init$ORACLE_SID.oraまたは config$ORACLE_SID.ora
ファイル内の control_filesと background_dump_destの設定を、制御ファイ
ルとアラートファイルの格納場所を示すように変更する必要があります。
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注 –データベースへのログインに Solarisの認証機能を使用している場合は、
init$ORACLE_SID.oraファイル内の remote_os_authent変数を Trueに設定し
ます。

2. データベースを作成します。

Oracleインストーラを起動し、データベースを作成するオプションを選択します。
Oracleのバージョンによっては、Oracleの svrmgrl (1M)コマンドを使用してデータ
ベースを作成できます。

作成中、すべてのデータベース関連ファイルが、共有広域デバイスまたはクラスタ
ファイルシステムの適切な場所に配置されていることを確認してください。

3. 制御ファイルのファイル名が、構成ファイル内のファイル名と一致していることを確
認します。

4. v$sysstatビューを作成します。

カタログスクリプトを実行して v$sysstatビューを作成します。このビューは、
Sun Clusterの障害モニタースクリプトで使用されます。

次に進む手順
この節での作業を終了したなら45ページの「Oracleデータベースのアクセス権の設
定」に進みます。

Oracleデータベースのアクセス権の設定
この節では、Oracleデータベースのアクセス権を設定する手順について説明します。

� Oracleデータベースのアクセス権の設定
次の手順を使用して、Oracle 8iおよび Oracle 9i用に Oracleデータベースのアクセス
権を設定します。

1. 障害モニターに使用されるユーザーとパスワードに対するアクセスを有効にします。

� Oracle認証方式を使用する場合 –サポートされるすべての Oracleリリースに対
し、sqlplusコマンドの表示画面に次のスクリプトを入力してアクセスを有効に
します。
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# sqlplus “/as sysdba”

grant connect, resource to user identified by passwd;
alter user user default tablespace system quota 1m on

system;
grant select on v_$sysstat to user;

grant create session to user;
grant create table to user;

exit;

� Solaris認証方式を使用する場合: Solaris認証を使用するデータベースのアクセス権
を付与します。

注 – Solaris認証を有効にするユーザーは、$ORACLE_HOMEディレクトリ下の
ファイルを所有するユーザーです。次のコード例では、ユーザー oracleが、これら
のファイルを所有しています。

# sqlplus “/as sysdba”

create user ops$oracle identified by externally
default tablespace system quota 1m on system;

grant connect, resource to ops$oracle;
grant select on v_$sysstat to ops$oracle;

grant create session to ops$oracle;
grant create table to ops$oracle;

exit;

2. Sun Clusterソフトウェア用に NET8を構成します。

listener.oraファイルは、クラスタ内のすべてのノードからアクセスできるように
してください。これらのファイルは、Oracleリソースを実行することができる各ノー
ドのクラスタファイルシステム下、またはローカルファイルシステム内に配置できま
す。

注 – listener.oraファイルを /var/opt/oracleディレクトリまたは
$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ以外の場所に置く場合、ユーザー環
境ファイルで TNS_ADMINまたはそれに相当する Oracle変数 (詳細については、
Oracleのマニュアルを参照)を指定する必要があります。さらに、scrgadm (1M)コ
マンドを実行して、ユーザー環境ファイルを指定するリソース拡張パラメータ
User_envを設定してください。書式の詳細は、表 2–2または表 2–3を参照してくだ
さい。

Sun Cluster HA for Oracleデータサービスでは、リスナー名に制限はありません。任
意の有効な Oracleリスナー名を指定できます。

次のコード例は、listener.oraファイル内で更新された行を示しています。
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LISTENER =
(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS =
(PROTOCOL = TCP)

(HOST = logical-hostname) <- use logical hostname
(PORT = 1527)

)
)

.

.
SID_LIST_LISTENER =

.
.

(SID_NAME = SID) <- Database name,

default is ORCL

次のコード例は、クライアントマシンで更新された tnsnames.oraファイルの行を
示しています。

service_name =
.

.
(ADDRESS =

(PROTOCOL = TCP)
(HOST = logicalhostname) <- logical hostname
(PORT = 1527) <- must match port in LISTENER.ORA

)
)
(CONNECT_DATA =

(SID = <SID>)) <- database name, default is ORCL

以下の例は、次の Oracleインスタンスを指定して listener.oraおよび
tnsnames.oraファイルを更新する方法を示しています。

インスタンス 論理ホスト リスナー

ora8 hadbms3 LISTENER-ora8

ora9 hadbms4 LISTENER-ora9

対応する listener.oraエントリは次のようになります。

LISTENER-ora9 =
(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS =
(PROTOCOL = TCP)
(HOST = hadbms4)
(PORT = 1530)

)
)

SID_LIST_LISTENER-ora9 =
(SID_LIST =

(SID_DESC =
(SID_NAME = ora9)
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)
)

LISTENER-ora8 =
(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS= (PROTOCOL=TCP) (HOST=hadbms3)(PORT=1806))

)
SID_LIST_LISTENER-ora8 =
(SID_LIST =

(SID_DESC =
(SID_NAME = ora8)

)

)

対応する tnsnames.oraエントリは次のようになります。

ora8 =
(DESCRIPTION =

(ADDRESS_LIST =
(ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)
(HOST = hadbms3)
(PORT = 1806))

)
(CONNECT_DATA = (SID = ora8))

)
ora9 =
(DESCRIPTION =
(ADDRESS_LIST =

(ADDRESS =
(PROTOCOL = TCP)
(HOST = hadbms4)
(PORT = 1530))

)
(CONNECT_DATA = (SID = ora9))

)

3. Sun Clusterソフトウェアがインストールされ、すべてのノードで実行されているこ
とを確認します。

# scstat

次に進む手順
49ページの「Sun Cluster HA for Oracleパッケージのインストール」へ進み、Sun
Cluster HA for Oracleの登録と構成を行ってください。
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Sun Cluster HA for Oracleパッケージの
インストール
scinstall(1M)ユーティリティーを使って、SUNWscorパッケージをクラスタにイ
ンストールします。このとき、非対話型の scinstallには -sオプション (すべての
データサービスパッケージをインストールする)を指定しないでください。

Sun Clusterのインストール時に SUNWscorデータサービスパッケージをすでにイン
ストールしている場合は、50ページの「Sun Cluster HA for Oracleの登録と構成」
に進んでください。まだインストールしていない場合は、次の手順に従って
SUNWscorパッケージをインストールします。

� Sun Cluster HA for Oracleパッケージのインス
トール
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。Sun Cluster
HA for Oracleを実行するすべてのクラスタノードでこの手順を実行してください。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。
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次に進む手順
50ページの「Sun Cluster HA for Oracleの登録と構成」を参照して Sun Cluster HA
for Oracleを登録し、このデータサービス用にクラスタを構成してください。

Sun Cluster HA for Oracleの登録と構成
この節では、Sun Cluster HA for Oracleを構成する手順について説明します。

Sun Cluster HA for Oracle拡張プロパティ
表 2–2の拡張プロパティを使用して、リソースを作成します。リソースを作成すると
きは、コマンド行 scrgadm -x parameter=value を使用して、拡張プロパティを
構成します。すでにリソースを作成してある場合は、第 15章の手順を使用して拡張
プロパティを構成してください。拡張プロパティの中には動的に変更できるものもあ
りますが、それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成するか無効にするときにし
か更新できません。「調整可能」の欄には、そのプロパティをいつ変更できるかが示
されています。 Sun Clusterのすべてのプロパティの詳細については、『Sun Cluster
3.1データサービスのインストールと構成』の「付録A」を参照してください。

表 2–2 Sun Cluster HA for Oracleリスナーの拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

LISTENER_ NAME
(文字列)

Oracleリスナーの名前。

デフォルト: LISTENER

範囲:なし

調整:無効になっている時

ORACLE_ HOME
(文字列)

Oracleホームディレクトリへのパス。

デフォルト:なし

範囲:最小 = 1

調整:無効になっている時
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表 2–2 Sun Cluster HA for Oracleリスナーの拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

User_env (文字
列))

環境変数が含まれているファイル。リスナーの起動と停止の前に設定され
ます。Oracleデフォルトと異なる値を持つ環境変数は、このファイル内に
定義する必要があります (たとえば /var/opt/oracleまたは
$ORACLE_HOME/network/adminの下に listener.oraファイルが存在し
ない場合、TNS_ADMIN環境変数を定義する必要があります)。また、各環
境変数の定義は、VARIABLE_NAME=VARIABLE_VALUEという書式で行う
必要があります。これらの環境変数は、それぞれ環境ファイル内で 1行に
1つずつ指定しなければなりません。

デフォルト:““

範囲:なし

調整:任意の時点

表 2–3に、Oracleサーバーに設定できる拡張プロパティを示します。Oracleサーバー
に対して設定する必要のある拡張プロパティは、ORACLE_HOME、ORACLE_SID、
Alert_log_file、Connect_stringプロパティです。

表 2–3 Sun Cluster HA for Oracleサーバーの拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Alert_log_ file
(文字列)

Oracle警告ログファイル。

デフォルト:なし

範囲:最小 = 1

調整:任意の時点

Auto_End_Bkp (ブー
ル値)

Oracle RDBMSのホットバックアップが中断された場合に、次の回復
操作を実行する機能。
� ホットバックアップモードに残されたファイルが原因でデータ
ベースが開かないことを認識します。この確認プロセスは、Sun
Cluster HA for Oracleの起動時に発生します。

� ホットバックアップモードに残されたすべてのファイルを識別
し、解放します。

� データベースを開き使用できるようにする。

この機能は、ONまたは OFFに切り替えることができます。

デフォルト:False

範囲:なし

調整:任意の時点
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表 2–3 Sun Cluster HA for Oracleサーバーの拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Connect_ cycle (整
数)

データベースから切り離されるまでの障害モニターの接続検証サイク
ル数。

デフォルト: 5

範囲: 0 – 99,999

調整:任意の時点

Connect_ string
(文字列)

障害モニターがデータベースに接続するのに使用する Oracleユー
ザーとパスワード。

デフォルト:なし

範囲:最小 = 1

調整:任意の時点

ORACLE_ HOME (文字
列)

Oracleホームディレクトリへのパス。

デフォルト:なし

範囲:最小 = 1

調整:無効になっている時

ORACLE_ SID (文字
列)

Oracleシステム識別子。

デフォルト:なし

範囲:最小 = 1

調整:無効になっている時

Parameter_ file
(文字列)

Oracleパラメータファイル。指定しない場合は、Oracleプロパ
ティのデフォルトが使用されます。

デフォルト:““

範囲:最小 = 0

調整:任意の時点

Probe_ timeout (整
数)

Oracleサーバーインスタンスの検証に障害モニターが使用するタイ
ムアウト時間 (秒)。

デフォルト:60

範囲: 0 – 99,999

調整:任意の時点
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表 2–3 Sun Cluster HA for Oracleサーバーの拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Restart_type (文字
列)

このリソースで障害が検出された場合、 RESOURCE_RESTARTの値
は、このリソースの再起動のみを保証します。
RESOURCE_GROUP_RESTART の値は、再起動するリソースグループ
内のすべてのリソースを保証します。

デフォルト: RESOURCE_GROUP_RESTART

範囲:なし

調整:任意の時点

User_env (文字列)) 環境変数が含まれているファイル。サーバーの起動と停止の前に設定
されます。

Oracleデフォルトと異なる値を持つ環境変数は、このファイル内に
定義する必要があります (たとえば /var/opt/oracleまたは
$ORACLE_HOME/network/adminの下に listener.oraファイルが存
在しない場合、TNS_ADMIN環境変数を定義する必要があります)。ま
た、各環境変数の定義は、VARIABLE_NAME=VARIABLE_VALUEとい
う書式で行う必要があります。これらの環境変数は、それぞれ環境
ファイル内で 1行に 1つずつ指定しなければなりません。

デフォルト:““

範囲:なし

調整:任意の時点

Wait_for_ online
(ブール値)

データベースがオンラインになるまで STARTメソッドで待機しま
す。

デフォルト:True

範囲:なし

調整:任意の時点

� Sun Cluster HA for Oracleの登録と構成
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for Oracleをフェイルオーバーデータサービス
として構成します。この手順では、Sun Clusterの初期インストール時にデータサービ
スパッケージがインストール済みであることを前提とします。Sun Clusterの初期イ
ンストール時に Sun Cluster HA for Oracleパッケージをインストールしていない場合
は、49ページの「Sun Cluster HA for Oracleパッケージのインストール」に進み、
データサービスパッケージをインストールしてください。それ以外の場合は、この手
順を使用して Sun Cluster HA for Oracleを構成します。

この手順を実行するには、次の情報を確認しておく必要があります。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前。
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� クライアントがデータサービスにアクセスするために使用するネットワークリソー
ス。通常、この IPアドレスはクラスタをインストールするときに設定します。
ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

� 構成しようと計画しているリソース用の Oracleアプリケーションのバイナリへの
パス。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadmコマンドを実行して、データサービスのリソースタイプを登録します。

Sun Cluster HA for Oracleの場合、次のように、2つのリソースタイプ
SUNW.oracle_serverおよび SUNW.oracle_listenerを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.oracle_server

# scrgadm -a -t SUNW.oracle_listener

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.oracle_type 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソー
スタイプを指定します。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

次のように -hオプションを使用すると、データサービスを実行できるノードの
セットを選択できます。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。どのような名前でもかま
いませんが、クラスタ内のリソースグループごとに一意である必
要があります。

-h nodelist 潜在的マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマで区
切って指定します (任意)。フェイルオーバー時、ノードはこのリ
スト内の順番に従って主ノードが決定されます。

注 – -hオプションを使用してノードリストの順序を指定します。クラスタ内のすべ
てのノードが潜在的マスターの場合、-hオプションを使用する必要はありません。

4. 使用するすべてのネットワークリソースがネームサービスデータベースに追加されて
いることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行います。

注 –ネームサービスの検索における問題を回避するために、すべてのネットワークリ
ソースがサーバーとクライアントの /etc/inet/hostsファイルに存在することを
確認します。
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5. ネットワークリソースをフェイルオーバーリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l logical-hostname [-n netiflist]

-l logical-hostname ネットワークリソースを指定します。ネットワークリソース
は、クライアントが Sun Cluster HA for Oracleのアクセスに使
用する論理ホスト名または共有アドレス (IPアドレス)です。

-n netiflist 各ノード上の IP Networking Multipathingグループをコンマで
区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の書式は、
netif@nodeでなければなりません。netifは、sc_ipmp0
などの IP Networking Multipathingグループ名として指定でき
ます。ノードは、sc_ipmp0@1や sc_ipmp@phys-schost-1
などのノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できま
せん。

6. SUNW.HAStoragePlusリソースタイプをクラスタに登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

7. タイプ SUNW.HAStoragePlusのリソース oracle-hastp-rsを作成します。

# scrgadm -a -j oracle-hastp-rs -g oracle-rg -t SUNW.HAStoragePlus \

[データベースが rawデバイスにある場合は、広域デバイスパスを指定する]
-x GlobalDevicePaths=ora-set1,/dev/global/dsk/dl \

[データベースがクラスタファイルサービス上にある場合は、広域ファイルシステムとローカルファイ
ルシステムのマウントポイントを指定する ]
-x FilesystemMountPoints=/global/ora-inst,/global/ora-data/logs,/
local/ora-data \

[AffinityOnを trueに設定する]
-x AffinityOn=TRUE

注 –フェイルオーバーを行うためには、AffinityOnが TRUEに設定され、ローカル
ファイルシステムが広域ディスクグループ上に存在する必要があります。

8. scswitchコマンドを実行して、次の作業を完了し、リソースグループ oracle-rgを
クラスタノード上でオンラインにします。
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注意 –切り替えは、リソースグループレベルのときに行うよう注意してください。デ
バイスグループレベルで切り替えを行うと、リソースグループを混乱させ、フェイル
オーバーが発生します。

� リソースグループを MANAGED状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。

このノードは、デバイスグループ ora-set1および rawデバイス
/dev/global/dsk/d1のプライマリになります。ファイルシステムに関連するデバ
イスグループ (/global/ora-instや /global/ora-data/logsなど)もこのノー
ド上でプライマリになります。

# scswitch -Z -g oracle-rg

9. Oracleアプリケーションリソースをフェイルオーバーリソースグループに作成しま
す。

� Oracleサーバーリソースの場合 :

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t SUNW.oracle_server \
-x Connect_string=user/passwd \
-x ORACLE_SID=instance \
-x ORACLE_HOME=Oracle-home \
-x Alert_log_file=path-to-log
-y resource_dependencies=<storageplus-resource>

� Oracleリスナーリソースの場合 :

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t SUNW.oracle_listener \
-x LISTENER_NAME=listener \
-x ORACLE_HOME=Oracle-home
-y resource_dependencies=<storageplus-resource>

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースを格納するリソースグループの名前を指定します。

-t SUNW.oracle_server/listener
追加するリソースのタイプを指定します。

-x Alert_log_file=path-to-log
サーバーメッセージログ用のパスを $ORACLE_HOMEの下に指定します。

-x Connect_string=user/passwd
障害モニターがデータベースに接続するために使用するユーザー名とパスワードを
指定します。ここでの設定は、45ページの「Oracleデータベースのアクセス権の
設定」で設定したアクセス権を満たす必要があります。Solarisの承認を使用する場
合、ユーザー名とパスワードの代わりにスラッシュ (/)を入力します。
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-x ORACLE_SID=instance
Oracleシステム識別子を設定します。

-x LISTENER_NAME=listener
Oracleリスナーインスタンスの名前を設定します。この名前は、listener.ora
内の対応するエントリに一致する必要があります。

-x ORACLE_HOME=Oracle-home
Oracleホームディレクトリへのパスを設定します。

注 – Oracleサーバーリソース内で障害が発生して再起動が発生した場合、リソースグ
ループ全体が再起動します。リソースグループ内の他のリソース (Apacheや DNSな
ど)は自分自身に障害がなくても再起動します。他のリソースが Oracleサーバーリ
ソースと一緒に再起動するのを避けるためには、他のリソースを別のリソースグルー
プに格納します。

Oracleデータサービスに属する拡張プロパティを設定して、そのデフォルト値を上書
きできます。どのような拡張プロパティがあるかについては、50ページの「Sun
Cluster HA for Oracle拡張プロパティ」を参照してください。

10. scswitchコマンドを実行して、次の作業を完了します。

� リソースと障害の監視を有効にします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを有効にし、リソースグループを MANAGED
状態にして、リソースグループをオンラインにします。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

例 – Sun Cluster HA for Oracleの登録
次の例では、Sun Cluster HA for Oracleを 2ノードクラスタに登録する方法を示しま
す。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (フェイルオーバーリソースグループ)
リソース: oracle-server-1, oracle-listener-1
Oracleインスタンス: ora-lsnr (リスナー), ora-srvr (サーバー)

(Oracleリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.oracle_server
# scrgadm -a -t SUNW.oracle_listener

(すべてのリソースを含むようにフェイルオーバーリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2

第 2章 • Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成 57



(論理ホスト名リソースをリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(リソースグループに Oracleアプリケーションリソースを追加する)
# scrgadm -a -j oracle-server-1 -g resource-group-1 \
-t SUNW.oracle_server -x ORACLE_HOME=/global/oracle \
-x Alert_log_file=/global/oracle/message-log \
-x ORACLE_SID=ora-srvr -x Connect_string=scott/tiger

# scrgadm -a -j oracle-listener-1 -g resource-group-1 \
-t SUNW.oracle_listener -x ORACLE_HOME=/global/oracle \
-x LISTENER_NAME=ora-lsnr

(リソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-1

次に進む手順
Sun Cluster HA for Oracleを登録し構成したら、58ページの「Sun Cluster HA for
Oracleのインストールの確認」に進みます。

Sun Cluster HA for Oracleのインストー
ルの確認
次の確認テストを実行し、Sun Cluster HA for Oracleが正しくインストールされてい
ることを確認してください。

これらの妥当性検査によって、Sun Cluster HA for Oracleを実行するすべてのノード
で Oracleインスタンスが起動され、構成内のほかのノードから Oracleインスタンス
にアクセスできることが保証されます。これらの妥当性検査を実行し、Sun Cluster
HA for Oracleから Oracleソフトウェアを起動するときに発生する問題を特定してく
ださい。

� Sun Cluster HA for Oracleのインストールの確認
1. Oracleリソースグループを現在マスターしているノードに oracleでログインします。

2. 環境変数 ORACLE_SIDおよび ORACLE_HOMEを設定します。
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3. このノードから Oracleインスタンスを起動できることを確認します。

4. Oracleインスタンスに接続できることを確認します。

sqlplusコマンドと、connect_stringプロパティで定義されている
user/password変数を使用します。

# sqlplus user/passwd@tns_service

5. Oracleインスタンスを停止します。

Oracleインスタンスは、Sun Clusterによって制御されるため、Sun Clusterソフト
ウェアはあとでこのインスタンスを再起動します。

6. Oracleデータベースリソースが含まれているリソースグループを、そのクラスタ内の
別のクラスタメンバーに切り替えます。

次の例に、この手順を行う方法を示します。

# scswitch -z -g resource-group -h node

7. そのリソースグループがあるノードに oracleでログインします。

8. 手順 3と手順 4を繰り返し行って、Oracleインスタンスの起動とそれへの接続が正
常に行われることを確認します。

Oracleクライアント
クライアントは、物理ホスト名 (マシン名)ではなく、ネットワークリソース (フェイ
ルオーバー時に、物理ノード間で移動できる IPアドレス)を使用し、常にデータベー
スを参照する必要があります。

たとえば、tnsnames.oraファイルでは、ネットワークリソース (論理ホスト名また
は共有アドレス)をデータベースインスタンスが動作しているホストとして指定する
必要があります。45ページの「Oracleデータベースのアクセス権の設定」を参照し
てください。

注 – Oracleのクライアントとサーバー間の接続は、Sun Cluster HA for Oracleス
イッチオーバーが発生すると切り離されます。このため、クライアントアプリケー
ションは、必要に応じて、切り離しと再接続、あるいは回復に対処する必要がありま
す。トランザクションモニターによって、アプリケーションの処理が簡単になること
があります。また、Sun Cluster HA for Oracleのノードの回復時間は、アプリケー
ションに依存します。
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Sun Cluster HA for Oracleの障害モニ
ター
Sun Cluster HA for Oracleには、サーバーモニターとリスナーモニターという 2つの
障害モニターがあります。

Oracleサーバーの障害モニター
Oracleサーバーの障害モニターは、サーバーの状態を照会する要求をサーバーに送信
します。

サーバーの障害モニターは、次の 2つのプロセスから成ります。

� 障害モニターの主プロセスは、エラー検索と scha_controlアクションを実行し
ます。

� データベースクライアント障害検証は、データベーストランザクションを実行しま
す。

検証機能からのすべてのデータベース接続は、ユーザー Oracleで実行されます。障害
モニターの主プロセスは、データベースがオンラインで、トランザクション中にエ
ラーが返されていない場合に、操作が正常に終了したと判断します。

データベースのトランザクションに失敗した場合、主プロセスは、実行するアク
ションについて内部アクションテーブルを調べ、あらかじめ定義されているアク
ションを実行します。そのアクションが外部プログラムを実行する場合は、そのプロ
グラムは別プロセスとしてバックグラウンドで処理されます。発生する可能性がある
アクションには、次のものがあります。

� スイッチオーバー
� サーバーの停止
� サーバーの再起動
� リソースグループの停止
� リソースグループの再起動

検証機能は、Probe_timeoutリソースプロパティで設定されるタイムアウト値を使
用し、Oracleを正常に検証するための試行時間を判断します。

サーバーの障害モニターは、Oracleの alert_log_fileを走査し、障害モニターで
見つけたエラーに基づいてアクションを実行します。

サーバーの障害モニターは、モニターを高可用性にするために pmfadmによって開始
されます。モニターが、何らかの理由により強制終了されても、Process Monitor
Facility(PMF)によって自動的に再開します。
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Oracleリスナーの障害モニター
Oracleリスナーの障害モニターは、Oracleリスナーの状態を調べます。

リスナーが実行されている場合、Oracleリスナーの障害モニターは検証に成功したと
判断します。障害モニターがエラーを検知すると、リスナーが再起動されます。

リスナー検証は、高可用性にするために pmfadmによって開始されます。リスナー検
証が強制終了されても、PMFによって自動的に再開します。

検証中にリスナーで問題が発生した場合、検証機能はリスナーの再起動を試みます。
再起動の試行最大回数は、Retry_countリソースプロパティで設定した値で決定さ
れます。最大回数まで再起動を試みても検証が成功しない場合は、障害モニターを停
止し、リソースグループのスイッチオーバーは行いません。
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第 3章

Sun Cluster HA for Sun™ ONE Web
Serverのインストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverのインストールと構成手順に
ついて説明します。このデータサービスは、以前 Sun Cluster HA for Netscape™
HTTPおよび Sun Cluster HA for iPlanet Web Serverと呼んでいたものです。アプリ
ケーションから出力される一部のエラーメッセージで、Netscapeという名前が使用さ
れることがありますが、このメッセージは、Sun ONE Web Serverのことを示してい
ます。 Sun Cluster Agents CD-ROM内のアプリケーションの名前は、いまだ iPlanet
Web Serverになっているものもあります。

この章の内容は次のとおりです。

� 66ページの「Sun ONE Web Serverのインストール」
� 68ページの「Sun ONE Web Serverの構成」
� 70ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverパッケージのインストー
ル」

� 71ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverの登録と構成」
� 79ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成」

Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverは、フェイルオーバーデータサービスまた
はスケーラブルデータサービスとして構成できます。データサービス、リソースグ
ループ、リソース、関連事項については、第 1章および『Sun Cluster 3.1の概念』を
参照してください。

注 –このデータサービスのインストールと構成には、SunPlex Managerが使用できま
す。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。
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注 – Sun Cluster構成で複数のデータサービスを実行している場合は、任意の順序で
データサービスを設定できます (次の場合を除く)。 Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverが Sun Cluster HA for DNSに依存している場合は、最初に DNSを設定する必
要があります。詳細は、第 6章を参照してください。DNSソフトウェアは、Solaris
オペレーティング環境に含まれています。クラスタが別のサーバーから DNSサービ
スを取得する場合は、最初に、クラスタが DNSクライアントになるように構成して
ください。

注 –インストール後は、クラスタ管理コマンドの scswitch(1M)を使用する場合を
除き、手作業で Sun ONE Web Serverを起動したり、停止しないでください。詳細
は、マニュアルページを参照してください。Sun ONE Web Serverは、起動後は Sun
Clusterソフトウェアによって制御されます。

インストールと構成の計画
Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverのインストールと構成を行う前に、構成
ワークシートをチェックリストとして使用し、以降の手順を実行してください。

インストールを開始する前に、以下の点を検討します。

� フェイルオーバーデータサービス、スケーラブルデータサービスのどちらで Sun
Cluster HA for Sun ONE Web Serverを使用するか。この 2種類のサービスについ
ては、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。スケーラブルサービスとし
て実行する場合は、以下の点を検討します。

� どのノードがスケーラブルサービスをホストするのか。ほとんどの場合はノー
ド全体にしますが、サービスをホストするノードを制限することもできます。

� Sun ONE Web Serverインスタンスが、スティッキー IPを必要とするかどう
か。スティッキー IPは、Load_balancing_policyのリソースプロパティ設
定です。クライアント状態がメモリーに格納されるため、同じノードからの戻
りトラフィックは、常に同じクラスタノードに送られます。負荷均衡ポリシー
は任意のものを選択できます。詳細は、付録A のリソースプロパティの表を参
照してください。

Load_balancing_policyが LB_STICKYまたは LB_STICKY_WILDに設定
されているオンラインスケーラブルサービスの場合、
Load_balancing_weightsを変更するには注意が必要です。サービスがオン
ラインのときにこれらのプロパティを変更すると、既存のクライアントとの関
連がリセットされます。したがって、そのクライアントが以前にクラスタ内の
別のクラスタメンバーからサービスを受けていても、異なるノードがそのクラ
イアントの要求を処理します。
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同様に、サービスの新しいインスタンスがクラスタで起動された場合は、既存
のクライアントとの関連がリセットされることがあります。

� Webサーバーのルートの配置先。

� Webサーバーは、別の高可用性アプリケーションにデータを提供するかどうか。
データを提供する場合は、リソースの一方がもう一方よりも先に起動し停止するよ
うに、リソース間の依存性が必要になります。この依存性を設定するリソースプロ
パティの Resource_dependenciesについては、付録A を参照してください。

� ネットワークアドレスおよびアプリケーションリソースに使用するリソースグルー
プ、およびそれらの間に存在する依存性の決定。これらの依存性を設定するリソー
スグループプロパティの RG_dependencieについては、付録A を参照してくだ
さい。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)の指
定。

� Sun ONE Web Serverは INADDR_ANYにバインドするように構成できるため、Sun
ONE Web Serverデータサービスの複数のインスタンス、または同じノード上の複
数のデータサービスを実行する予定の場合は、各インスタンスが一意のネットワー
クリソースとポート番号にバインドする必要があります。

� Confdir_listおよび Port_listプロパティのエントリの決定。フェイルオー
バーサービスの場合、この 2つのプロパティに登録できるエントリは、それぞれ 1
つだけです。スケーラブルサービスの場合は、複数のエントリを登録できます。た
だし、登録するエントリの数を同じにし、指定した順に相互にマップする必要があ
ります。詳細については、71ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverの登録と構成」を参照してださい。

� ログファイル、エラーファイル、PIDファイルをローカルファイルシステムの配置
先の決定。

� コンテンツをクラスタファイルシステムの配置先の決定。

Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverのインストールと構成
インストール作業と構成作業を説明している節は次のとおりです。
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表 3–1作業マップ: Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverのインストールと構成

作業 参照箇所

Sun ONE Web Serverのインストー
ル

66ページの「Sun ONE Web Serverのインストールと
構成」

Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverパッケージのインストール

70ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server
パッケージのインストール」

Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverの構成

71ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server
の登録と構成」

リソース拡張プロパティの構成 79ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server
拡張プロパティの構成」

障害モニターの情報の表示 81ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server
障害モニター」

Sun ONE Web Serverのインストールと
構成
この節では、setupコマンドを使って次の作業を行う手順を説明します。

� Sun ONE Web Serverのインストール。
� Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverとして動作するように Sun ONE Web

Serverを設定。

注 – Webサーバーに対する URLマッピングの設定では、いくつかの規則に従う必要
があります。たとえば、CGIディレクトリを設定する場合、可用性を維持するには、
マップしたディレクトリをクラスタファイルシステムに配置する必要があります。た
とえば、CGIディレクトリを /global/pathname/cgi-binにマップします。

CGIプログラムが、RDBMSなどのバックエンドサーバーにアクセスするような状況
では、そのバックエンドサーバーも Sun Clusterによって制御されていることを確認
してください。そのサーバーが、Sun Clusterがサポートする RDBMSの場合には、高
可用性 RDBMSパッケージのいずれか 1つを使用します。サポートされない RDBMS
の場合は、APIを使用してそのサーバーを Sun Clusterの制御下に置きます。APIに
ついては、『Sun Cluster 3.1データサービス開発ガイド』を参照してください。

� Sun ONE Web Serverのインストール
この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。
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� サーバーのルートディレクトリ (アプリケーションバイナリへのパス)。バイナリ
は、ローカルディスクまたはクラスタファイルシステムにインストールできます。
これらの場所にインストールした場合の長所と短所については、23ページの「ア
プリケーションバイナリの格納先の決定」を参照してください。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)。こ
れらのアドレスを構成し、オンラインにしなければなりません。

注 – Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverと別の HTTPサーバーを実行してお
り、これらが同じネットワークリソースを使用している場合は、それぞれ異なるポー
トで待機するように構成してください。異なるポートで待機するように構成しない
と、2つのサーバーの間でポートの衝突が発生します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. CDのインストールディレクトリから、iPlanet Web Server用の setupコマンドを実
行します。

3. プロンプトが表示されたら、Sun ONE Web Serverバイナリをインストールする場所
を入力します。

インストール場所には、クラスタファイルシステム上またはローカルディスク上の場
所を指定します。ローカルディスクにインストールする場合は、次の手順で指定する
ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)の潜在的主ノードになるす
べてのクラスタノード上で setupコマンドを実行してください。

4. マシン名の入力が求められたなら、Sun ONE Web Serverが依存する論理ホスト名と
適切な DNSドメイン名を入力します。

完全な論理ホスト名は、network-resource.domainnameの形式になります (例: schost-
1.sun.com)。

注 – Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverが正しくフェイルオーバーするには、
マシン名の入力を求められたときには、常に、物理ホスト名ではなく、論理ホスト名
または共有アドレスリソース名のいずれかを使用する必要があります。

5. 問い合わせが表示されたら、「Run admin server as root」を選択します。

Sun ONEインストールスクリプトが管理サーバー用として選択するポート番号を書き
留めてください。あとで管理サーバーを使用して Sun ONE Web Serverのインスタン
スを構成する時に、このデフォルト値を使用する必要が生じる可能性があります。デ
フォルト値を使用しない場合は、別のポート番号を指定することもできます。

6. 問い合わせが表示されたなら、サーバー管理者 IDとパスワードを入力します。

システムのガイドラインに従います。
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管理サーバーが起動されることを示すメッセージが表示されたなら、構成の準備は完
了です。

次に進む手順
Sun ONE Web Serverを構成する場合は、68ページの「Sun ONE Web Serverの構
成」を参照してください。

� Sun ONE Web Serverの構成
この手順では、Sun ONEのインスタンスを構成し、高可用性を実現する方法について
説明します。この手順では、Netscapeブラウザを使用します。

この手順を実行するには、次の情報を確認しておく必要があります。

� 開始する前に、クラスタが存在するネットワークにアクセスできるマシン上にブラ
ウザをインストールしていることを確認します。ブラウザは、クラスタノードにも
クラスタの管理ワークステーションにもインストールできます。

� 構成ファイルは、ローカルファイルシステムにもクラスタファイルシステムにも格
納できます。

� セキュアインスタンス (セキュリティ保護されたインスタンス)用にインストール
されるあらゆる証明書は、すべてのクラスタノードからインストールされる必要が
あります。このインストールでは、各ノード上で管理コンソールを実行します。し
たがって、クラスタにノード n1、n2、n3、および n4が存在する場合、インス
トール手順は次のようになります。

1. ノード n1上で管理サーバーを実行します。

2. Webブラウザから管理サーバー、すなわち http://n1.domain:port
(例:http://n1.eng.sun.com:8888または、管理サーバーポートとして指定
したポート)に接続します。通常、このポートは 8888です。

3. 証明書をインストールします。

4. ノード n1上で管理サーバーを停止して、ノード n2から管理サーバーを実行し
ます。

5. Webブラウザから新しい管理サーバー、すなわち http://n2.domain:port
(例:http://n2.eng.sun.com:8888)に接続します。

6. ノード n3と n4に対しても上記手順を繰り返します。

上記の事項を考慮した後で、次の手順を行います。

1. すべてのノードのローカルディスクにディレクトリを作成し、Sun ONE Web Server
が管理するログ、エラーファイル、PIDファイルを保持できるようにします。

Sun ONEが正しく機能するために、これらのファイルは、クラスタファイルシステム
ではなく、クラスタの各ノード上に存在する必要があります。
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クラスタ内のすべてのノードにおいて、ローカルディスクの同じ場所を選択します。
ディレクトリを作成するには、mkdir -p コマンドを使用します。このディレクトリ
の所有者は nobodyにします。

次の例に、この手順を行う方法を示します。

phys-schost-1# mkdir -p /var/pathname/http-instance/logs/

注 –エラーログや PIDファイルが大きくなると予想される場合は、/varディレクト
リの容量は小さいので、このディレクトリに格納してはいけません。その代わりに、
大きなファイルを格納できるだけの十分な容量を持つパーティションに新しいディレ
クトリを作成します。

2. 管理ワークステーションまたはクラスタノードから Netscapeブラウザを起動しま
す。

3. クラスタノードのいずれか 1つで、https-admservディレクトリに移動し、Sun
ONE管理サーバーを起動します。

# cd https-admserv
# ./start

4. Sun ONE管理サーバーの URLを Netscapeブラウザに入力します。

URLは、サーバーのインストール手順 (手順 4)の Sun ONEインストールスクリプト
によって確立される物理ホスト名とポート番号で構成されます(例:
n1.eng.sun.com:8888)。手順 3を実行すると、./startコマンドで管理 URLが
表示されます。

プロンプトが表示されたら、サーバーのインストール手順 (手順 6)で指定したユー
ザー IDとパスワードを使用し、Sun ONE管理サーバーインタフェースにログインし
ます。

5. 次の作業を行うには、可能な限り管理サーバーを使用し、そうでない場合だけ手動で
変更するようにします。

� サーバー名が正しいことを確認します。

� サーバーユーザーがスーパーユーザーとして設定されていることを確認します。

� バインドアドレスフィールドを次のアドレスのいずれかの 1つに変更します。

� ネームサービスとして DNSを使用する場合、論理ホスト名または共有アドレ
ス。

� ネームサービスとして NISを使用する場合、論理ホスト名または共有アドレス
に関連する IPアドレス。

� この節の手順 1で作成したディレクトリを反映するように、ErrorLog、PidLog、
およびAccess Logエントリを更新します。

� 変更を保存します。
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6. このインスタンスの起動に必要なセキュアキーパスワードを含むファイルを作成し、
このファイルをサーバーのルートディレクトリに置きます。このファイルの名前を、
keypassにします。

注 –このファイルには、キーデータベースのパスワードが含まれているため、適切な
アクセス許可で保護する必要があります。

Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverパッケージのインストール
scinstall(1M)ユーティリティーを使って、SUNWschtt (Sun Cluster HA for Sun
ONE Web Serverパッケージ)をクラスタにインストールします。このとき、非対話型
の scinstallには -sオプション (CDのすべてのデータサービスパッケージをイン
ストールする)を指定しないでください。

Sun Clusterのインストール時にこのデータサービスパッケージをすでにインストール
している場合は、71ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverの登録と構
成」へ進んでください。まだインストールしていない場合は、次の手順に従って
SUNWschttパッケージをインストールします。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverパッケー
ジのインストール
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。Sun Cluster
HA for Sun ONE Web Serverを実行するすべてのクラスタノードで、この手順を実行
してください。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。
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5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

注 – CD-ROM内のアプリケーションの名前は、まだ iPlanet Web Serverになっている
ものもあります。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
71ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverの登録と構成」を参照して
Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverを登録し、このデータサービス向けにクラ
スタを構成してください。

Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverの登録と構成
Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverは、フェイルオーバーデータサービスまた
はスケーラブルデータサービスとして構成できます。Sun ONE Web Serverをスケー
ラブルデータサービスとして構成する場合には、追加の手順を実行する必要がありま
す。この節では、先頭に「スケーラブルサービスのみ」と付けて、まずスケーラブル
サービスの場合の追加手順を示しています。フェイルオーバーサービスおよびスケー
ラブルサービスの個々の例を、その後に示しています。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverの登録と
構成
この手順では、scrgadm (1M)コマンドを使って Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverの登録と構成を行う方法を説明します。
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注 –その他のオプションでもデータサービスは登録および構成できます。これらの方
法については、31ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」を参
照してください。

この手順を実行するには、次の情報を確認しておく必要があります。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverのリソースタイプの名前。この名前は、
SUNW.iwsです。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前。フェイルオーバーサービス
の場合、同時にデータサービスをマスターできるノードは 1つだけです。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)。

� Sun ONEバイナリへのパス。バイナリは、ローカルディスクまたはクラスタ
ファイルシステムにインストールできます。各場所にインストールした場合の長所
と短所については、23ページの「アプリケーションバイナリの格納先の決定」を
参照してください。

注 – Sun ONEアプリケーションリソースの Network_resources_usedの設定
は、Sun ONE Web Serverによって使用される一連の IPアドレスを決定します。
また、リソースの Port_listの設定は、Sun ONE Web Serverで使用されるポー
ト番号のリストを決定します。障害モニターでは、Sun ONE Web Serverのデーモ
ンが IPとポートのすべての組み合わせで待機することを想定しています。ポート
80以外の別のポート番号で待機するように Sun ONE Web Serverの
magnus.confファイルをカスタマイズしている場合は、magnus.confファイル
に、IPアドレスとポートの可能なすべての組み合わせが含まれている必要があり
ます。障害モニターは、これらの組み合わせすべてを検証し、Sun ONE Web
Serverが IPアドレスとポートの特定の組み合わせで待機していない場合にはモニ
ターの起動に失敗します。Sun ONE Web Serverが IPアドレスとポートの組み合
わせの一部を提供しない場合は、それを行う別のインスタンスに Sun ONE Web
Serverを分割する必要があります。

注 –この手順は、すべてのクラスタメンバー上で実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.iws

-a データサービスのリソースタイプを追加します。
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-t SUNW.iws 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタイ
プを指定します。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

フェイルオーバーサービスの場合には、このリソースグループはアプリケーションリ
ソースも保持します。

必要に応じて、-hオプションを指定し、データサービスを実行できる一群のノードを
選択することもできます。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group フェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。どのよ
うな名前でもかまいませんが、クラスタ内のリソースグループご
とに一意である必要があります。

-h nodelist 潜在的マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマで区
切って指定します (任意)。フェイルオーバー時、ノードはこのリ
スト内の順番に従って主ノードが決定されます。

注 – -hを使用してノードリストの順序を指定します。クラスタ内のすべてのノード
が潜在的マスターの場合、-hオプションを使用する必要はありません。

4. 使用しているすべてのネットワークアドレスがネームサービスデータベースに追加さ
れていることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行います。詳細は、『Sun Cluster 3.1ソ
フトウェアのインストール』の計画に関する章を参照してください。

注 –ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、サーバーおよび
クライアントの /etc/inet/hostsファイルに、すべての論理ホスト名と共有アド
レスが登録されていることを確認してください。サーバーの /etc/nsswitch.conf
のネームサービスマッピングは、NISまたは NIS+にアクセスする前に、最初にロー
カルファイルを検査するように構成してください。

5. ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)をフェイルオーバーリソー
スグループに追加します。

# scrgadm -a {-S | -L} -g resource-group \
-l network-resource,… [-j resource] \

[-X auxnodelist=node,…] [-n netiflist]

-S | -L 共有アドレスリソースには -Sを、論理ホスト名リソース
には -Lを使用します。

-g resource-group フェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。
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-l network-resource,… 追加するネットワークリソースをコンマで区切って指定し
ます。-jオプションを使用してリソース名を指定できま
す。リソース名を指定しないと、ネットワークリソースの
名前は、コンマで区切ったリストの最初の名前になりま
す。

-j resource リソースの名前を指定します (省略可能)。リソース名を指
定しない場合、ネットワークリソース名は、デフォルトで
-lオプションで最初に指定した名前になります。

-X auxnodelist=node,… 共有アドレスをホストできるクラスタノード (ただし、
フェイルオーバー時に主ノードとして使用されない)を識別
する物理ノード IDをコンマで区切って指定します (オプ
ション)。このオプションを指定した場合は、これらのノー
ドは、リソースグループの nodelistで指定されるノードと相
互に排他的になります。

-n netiflist 各ノード上の IP Networking Multipathingグループをコン
マで区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の
書式は、 netif@node でなければなりません。 netif
は、sc_ipmp0などの IP Networking Multipathingグルー
プ名として指定できます。ノードは、sc_ipmp0@1や
sc_ipmp@phys-schost-1などのノード名またはノード
IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用で
きません。

6. スケーラブルサービスのみ:希望するすべてのクラスタノードで実行するスケーラブル
リソースグループを作成します。

Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverをフェイルオーバーデータサービスとして
使用する場合は、この手順を実行せずに手順 8へ進んでください。

データサービスアプリケーションリソースを保持するリソースグループを作成しま
す。主ノードの最大数と希望数、およびこのリソースグループと手順 3で作成した
フェイルオーバーリソースグループとの間の依存性について指定する必要がありま
す。この依存性によって、フェイルオーバー時に、Resource Group Manager (RGM)
は、ネットワークリソースに依存する任意のデータサービスが開始される前に、
ネットワークリソースを開始できます。

# scrgadm -a -g resource-group \
-y Maximum_primaries=m -y Desired_primaries=n \

-y RG_dependencies=resource-group

-g resource_group
スケーラブルリソースグループの名前を指定します。
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-y Maximum_primaries=m
このリソースグループに許可するアクティブ主ノードの最大数を指定します。この
プロパティに値を指定しない場合は、デフォルトの 1になります。

-y Desired_primaries=n
このリソースグループに許可するアクティブ主ノードの希望数を指定します。この
プロパティに値を指定しない場合は、デフォルトの 1になります。

-y RG_dependencies= resource-group
作成されたリソースグループが依存する共有アドレスリソースを含むリソースグ
ループを指定します。

7. スケーラブルサービスのみ:スケーラブルリソースグループにアプリケーションリソー
スを作成します。

Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverをフェイルオーバーデータサービスとして
使用する場合は、この手順を実行せずに手順 8へ進んでください。

この手順を繰り返し、複数のアプリケーションリソース (セキュアバージョンや非セ
キュアバージョンなど)を追加できます。

必要に応じて、データサービスの負荷均衡を設定します。負荷均衡を設定するには、
標準リソースプロパティの Load_balancing_policyと
Load_balancing_weightsを使用します。これらのプロパティの詳細については、
付録Aを参照してください。また、この節で説明している例も参照してください。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t resource-type -y Network_resources_used=network-resource, … \
-y Port_list=port-number/protocol, … -y Scalable=True \

-x Confdir_list=config-directory, …

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースが配置されるスケーラブルリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
追加するリソースのタイプを指定します。

-y Network_resources_used= network-resource,…
データサービスが使用する共有アドレスを指定するネットワークリソース名をコン
マで区切って指定します。

-y Port_list=port-number/protocol,…
使用するポート番号とプロトコルをコンマで区切って指定します (例:80/tcp,
81/tcp)。

-y Scalable=True
スケーラブルサービスに必要なブール値を指定します。

-x Confdir_list=config-directory,…
Sun ONE構成ファイルの位置をコンマで区切って指定します。Sun Cluster HA for
Sun ONE Web Serverには、この拡張プロパティが必要です。
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注 – 1対 1のマッピングは、Confdir_Listと Port_Listに適用されます。一方の
リストに含まれる各値は、指定した順に、もう一方のリストの値と一致する必要があ
ります。

8. フェイルオーバーサービスのみ:フェイルオーバーリソースグループにアプリケー
ションリソースを作成します。

この手順は、Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverをフェイルオーバーデータ
サービスとして実行する場合だけ実行してください。Sun Cluster HA for Sun ONE
Web Serverをスケーラブルサービスとして実行する場合は、前述の手順 6および手
順 7を実行し、手順 10へ進んでください。
この手順を繰り返し、複数のアプリケーションリソース (セキュアバージョンや非セ
キュアバージョンなど)を追加できます。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t resource-type -y Network_resources_used=logical-hostname-list \
-y Port_list=port-number/protocol \

-x Confdir_list=config-directory

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースが配置されるフェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
追加するリソースのタイプを指定します。

-y Network_resources_used=network-resource,…
データサービスが使用する論理ホストを識別するネットワークリソースをコンマで
区切って指定します。

-y Port_list=port-number/protocol
使用するポート番号とプロトコルを指定します (例:80/tcp)。Port_listと
Confdir_list間の 1対 1のマッピング規則により、フェイルオーバーサービス
のための Port_listには、エントリを 1つだけ登録します。

-x Confdir_list=config-directory
Sun ONE構成ファイルの場所を指定します。フェイルオーバーサービスのための
Confdir_listには、エントリを 1つだけ登録します。config-directoryには、
configという名前のディレクトリが含まれている必要があります。Sun Cluster
HA for Sun ONE Web Serverは、この拡張プロパティを必要とします。

注 –必要に応じて、Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverに属する拡張プロパ
ティを追加設定し、プロパティのデフォルト値を上書きできます。拡張プロパティに
ついては、表 3–2を参照してください。
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9. フェイルオーバーリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z ネットワークリソースと障害モニターを有効に設定し、リソース
グループを MANAGED状態に切り替え、オンラインにします。

-g resource-group フェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。

10. スケーラブルサービスのみ：スケーラブルリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを有効に設定し、リソースグループを
MANAGED状態にし、オンラインにします。

-g resource-group スケーラブルリソースグループの名前を指定します。

例 –スケーラブル Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverの登録
次に、スケーラブル Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverを登録する方法を示し
ます。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
共有アドレス: schost-1
リソースグループ: sa-resource-group-1 (共有アドレスの場合),

iws-resource-group-1 (スケーラブル Sun ONEアプリケーションリソースの場合)
リソース: schost-1 (共有アドレス), SunONE-insecure-1 (非セキュア SunONE
アプリケーションリソース), SunONE-secure-1 (セキュア Sun ONEアプリケーション
リソース)

(Sun ONEリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.iws

(共有アドレスを含むようにフェイルオーバーリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g sa-resource-group-1 -h phys-schost-1, phys-schost-2

(フェイルオーバーリソースグループに共有アドレスリソースを追加する)
# scrgadm -a -S -g sa-resource-group-1 -l schost-1

(スケーラブルリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g iws-resource-group-1 -y Maximum_primaries=2 \
-y Desired_primaries=2 -y RG_dependencies=sa-resource-group-1

(デフォルトの負荷分散を使用して非セキュア Sun ONEインスタンスを追加する)
# scrgadm -a -j SunONE-insecure-1 -g iws-resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_List=/opt/SunONE/https-SunONE-insecure-1 \
-y Scalable=True -y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp

(スティッキー IP 負荷分散を使用してセキュア SunONE インスタンスを追加する)
# scrgadm -a -j SunONE-secure-1 -g iws-resource-group-1 -t SUNW.iws \
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-x Confdir_List=/opt/SunONE/https-SunONE-secure-1 \
-y Scalable=True -y Network_resources_used=schost-1 \
-y Port_list=443/tcp -y Load_balancing_policy=LB_STICKY \
-y Load_balancing_weights=40@1,60@2

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g sa-resource-group-1

(スケーラブルリソースグループをオンラインにする)

# scswitch -Z -g iws-resource-group-1

例 –フェイルオーバー Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Serverの登録
次に、フェイルオーバー Sun ONEサービスを 2ノードクラスタで登録する例を示し
ます。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (すべてのリソースに適用)

リソース: schost-1 (論理ホスト名), SunONE-insecure-1 (非セキュア SunONE
アプリケーションリソース), SunONE-secure-1 (セキュア SunONEアプリケーション
リソース)

(SunONEリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.iws

(リソースグループを追加してすべてのリソースを含める)
# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost-1, phys-schost-2

(論理ホスト名リソースをリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(非セキュア SunONEアプリケーションリソースインスタンス)
# scrgadm -a -j SunONE-insecure-1 -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_list=/opt/SunONE/conf -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp\

(セキュア SunONEアプリケーションリソースインスタンスを追加する)
# scrgadm -a -j SunONE-secure-1 -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_List=/opt/SunONE/https-SunONE-secure-1 -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=443/tcp \

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする)

# scswitch -Z -g resource-group-1
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次に進む手順
SUNW.HAStorageリソースタイプを構成するには、79ページ
の「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成」を参照してください。

� SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは Sun Cluster 3.0 5/02から導入されていま
す。この新しいリソースタイプは、 SUNW.HAStorageと同じ機能を実行し、HAス
トレージとデータサービス間のアクションを同期します。

SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加の機
能があります。Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverはスケーラブルであるた
め、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを設定する必要があります。

詳細については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページおよび 25ページ
の「リソースグループとディスクデバイスグループの関係」を参照してください。手
順については、376ページの「HAStoragePlusリソースタイプの設定」を参照して
ください。(Sun Cluster 3.0の 5/02よりも前のバージョンを使用している場合は、
SUNW.HAStoragePlusではなく SUNW.HAStorageを設定してください。手順につ
いては、373ページの「新しいリソース用の HAStorageリソースタイプの設定」を
参照してください)

Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Server拡張プロパティの構成
この節では、Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverの拡張プロパティについて説
明します。フェイルオーバーの場合、データサービスは強制的に Confdir_listの
サイズを 1にします。複数の構成ファイル (インスタンス)が必要な場合は、それぞれ
が Confdir_listエントリを 1つ持つ複数のフェイルオーバーリソースを作成して
ください。

通常、拡張プロパティは Sun ONE Web Serverリソースを作成するときに、コマンド
行から scrgadm -x parameter=value を実行して構成します。拡張プロパティは、
第 15章に示す手順を使ってあとで構成することもできます。Sun Clusterの全プロパ
ティについては、付録A を参照してください。
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表 3–2に、Sun ONEサーバーのために設定できる拡張プロパティを示します。 Sun
ONEサーバーリソースの作成に必須の拡張プロパティは、Confdir_listプロパ
ティだけです。拡張プロパティの中には動的に変更できるものもありますが、それ以
外の拡張プロパティは、リソースを作成するときにしか更新できません。「調整可
能」の欄は、各プロパティをいつ更新できるかを示しています。

表 3–2 Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server拡張プロパティ

名前/データタイプ デフォルト

Confdir_ list (文字列配列) 特定の Sun ONE Web Serverインスタンス
の、サーバールートディレクトリへのポイン
タ。Netscape Directory Serverがセキュア
モードの場合、パス名に keypassという名前
のファイルを含む必要があります。この
ファイルには、このインスタンスの起動に必
要なセキュアキーパスワードが含まれていま
す。

デフォルト:なし

範囲:なし

調整:作成時

Monitor_ retry_ count (整数) Monitor_retry_interval プロパティで指
定された時間の範囲内に、プロセスモニター
機能 (PMF)が障害モニターを再起動する回
数。このプロパティは、障害モニターの再起
動について制御するのであって、リソースの
再起動を制御するわけではありません。リ
ソースの再起動は、システム定義プロパ
ティの Retry_intervalおよび
Retry_countによって制御されます。

デフォルト:4

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の数が無限であることを示しま
す。

調整:任意の時点
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表 3–2 Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ デフォルト

Monitor_ retry_ interval (整数) 障害モニターの失敗がカウントされる期間
(分)。この期間内に、障害モニターの失敗の数
が、拡張プロパティ Monitor_retry_count
で指定した値を超えた場合、PMFは障害モニ
ターを再起動しません。

デフォルト:2

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の間隔が無限であることを示し
ます。

調整:任意の時点

Probe_ timeout (整数) Sun ONE Web Serverインスタンスの検証に
障害モニターが使用するタイムアウト値 (秒)

デフォルト:90

範囲: 0 – 2、147、483、641

調整:任意の時点

Sun Cluster HA for Sun ONE Web
Server障害モニター
Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverの検証機能は、サーバーに要求を送ること
によりそのサーバーの状態を照会します。検証機能が実際にサーバーを照会する前
に、ネットワークリソースがこのWebサーバーリソース用に構成されていることの確
認が行われます。ネットワークリソースが構成されていない場合は、エラーメッセー
ジ (No network resources found for resource.) が記録され、検証はエラー
となり、終了します。

検証機能は、次の 2つの Sun ONE Web Server構成を扱える必要があります。

� セキュアインスタンス
� 非セキュアインスタンス

Webサーバーがセキュアモードのときに、検証機能が構成ファイルからセキュアポー
トを取得できない場合は、エラーメッセージ (Unable to parse configuration
file)が記録され、検証はエラーとなり終了します。セキュアインスタンスと非セ
キュアインスタンスの検証の処理は同じです。
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検証機能は、Probe_timeoutリソースプロパティで設定されたタイムアウト値を使
用し、Sun ONE Web Serverを正常に検証するための試行時間を制限します。このリ
ソースプロパティについては、付録A を参照してください。

Sun ONE Web Serverリソースで設定されている Network_resources_usedリソー
スプロパティは、Webサーバーが使用する IPアドレスセットを決定します。
Port_listリソースプロパティの設定は、Sun ONE Web Serverで使用されるポート
番号のリストを決定します。障害モニターは、Webサーバーが IPアドレスとポート
のすべての組み合わせに対して待機することを想定しています。ポート 80以外の別
のポート番号で待機するようにWebサーバー構成をカスタマイズしている場合は、構
成ファイル (magnus.conf)が IPアドレスとポートのすべての組み合わせを含んでい
ることを確認してください。障害モニターは、このようなすべての組み合わせを検証
しようとし、IPアドレスとポートの特定の組み合わせでWebサーバーが待機してい
ない場合には、検証に失敗します。

検証機能は、次の操作を行います。

1. 検証機能は、指定した IPアドレスとポートの組み合わせを使用し、Webサーバー
に接続します。正しく接続できない場合は、検証機能は致命的な異常が発生したと
判断します。その後、検証機能はこの異常を記録し、適切な処理を行います。

2. 検証機能が正しく接続した場合は、Webサーバーがセキュアモードで実行されて
いるかどうかを調べます。セキュアモードで実行されている場合は、検証機能は
Webサーバーとの接続を解除し、サーバーの状態が正常であると判断します。セ
キュア Sun ONE Web Serverに対しては、これ以上の検査は行われません。

ただし、Webサーバーが非セキュアモードで実行されている場合は、検証機能は
HTTP 1.0 HEAD要求をWebサーバーに送信し、応答を待ちます。ネットワーク
トラフィックスの混雑、過剰なシステム負荷、不適切な構成など、さまざまな理由
によって要求が正しく処理できないことがあります。

不適切な構成は、検証される IPアドレスとポートのすべての組み合わせに対し、
Webサーバーが待機するように構成されていない場合に生じます。Webサーバー
は、このリソースに指定した各 IPアドレスに対し、それぞれポートを提供する必
要があります。

また、リソースの作成時に、Network_resources_usedおよび Port_listリ
ソースプロパティを正しく設定しないと、不適切な構成が生じます。

Probe_timeoutリソースの制限時間内に照会に対する応答を受信しない場合
は、検証機能は Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverで異常が発生したと判断
します。この異常は、検証の履歴に記録されます。

検証異常は、致命的な異常または部分的異常になります。致命的な異常とみなされ
る検証異常は、以下のとおりです。

� サーバーへの接続に失敗した場合。次のエラーメッセージが表示されます。%s
はホスト名、%dはポート番号です。

Failed to connect to %s port %d

� サーバーに接続しようとしてタイムアウト (Probe_timeoutリソースプロパ
ティのタイムアウト値を超過)した場合。
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� 検証文字列をサーバーに送信することに失敗した場合。次のエラーメッセージ
が表示されます。最初の %sはホスト名、%dはポート番号です。最後の %sは
エラーの詳細です。

Failed to communicate with server %s port %d: %s

モニターは、Retry_intervalリソースプロパティで指定した期間内で、以下に
示す 2つの部分的異常を累積し、1つの異常としてカウントします。

部分的異常とみなされる検証異常は次のとおりです。

� 検証機能による照会に対し、サーバーからの応答を読み取ろうとしてタイムア
ウト (Probe_timeoutリソースプロパティのタイムアウト値を超過)した場
合。

� その他の理由によってサーバーからデータを読み取ることに失敗した場合。次
のエラーメッセージが表示されます。最初の %sはホスト名、%dはポート番号
です。最後の %sはエラーの詳細です。

Failed to communicate with server %s port %d: %s

3. 異常履歴に基づいて、データサービスのローカルでの再起動、またはデータサービ
スのフェイルオーバーのいずれかを実行します。詳細は、34ページの「データ
サービスの状態の検査」を参照してください。
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第 4章

Sun Cluster HA for Sun ONE
Directory Serverのインストールと構
成

この章では、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverをインストールし、構成
する手順について説明します。このデータサービスは、以前 Sun Cluster HA for
Netscape™ LDAPおよび Sun Cluster HA for iPlanet Directory Serverと呼んでいたも
のです。アプリケーションから出力される一部のエラーメッセージで、Netscape
LDAPという名前が使用されることがありますが、このメッセージは、Sun ONE
Directory Serverのことを示しています。 Sun Cluster Agents CD-ROM内のアプリ
ケーションの名前は、まだ iPlanet Directory Serverになっているものもあります。

この章で説明する手順は、Netscape HTTPバージョン 4.1.6および iPlanet Directory
Serverバージョン 5.0と 5.1に適用されます。iPlanet Directory Serverの新バー
ジョン(Sun ONE Directory Server)については、データサービスに付属の Sun ONEの
マニュアルを参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

� 88ページの「ネットワークリソースの構成と起動」
� 91ページの「Solaris 8用の Sun ONE Directory Serverのインストール」
� 92ページの「Solaris 9用の Sun ONE Directory Serverのインストール」
� 93ページの「Sun ONE Directory Serverの構成」
� 94ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverパッケージのインス
トール」

� 96ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの構成」
� 98ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成」

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverは、フェイルオーバーデータサービス
として構成する必要があります。データサービス、リソースグループ、リソース、関
連事項については、第 1章および『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

注 –このデータサービスのインストールと構成には、SunPlex Managerが使用できま
す。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。
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インストールと構成の計画
インストールと構成を行う前に、『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』にあるワーク
シートをチェックリストとして使用し、以降の手順を実行してください。

インストールを開始する前に、以下の点を検討します。

� サーバーのルートの配置先。

変更されないファイルやデータは、各クラスタノードのローカルファイルシステム
に格納できます。ただし、任意のクラスタノードから、データを参照または更新で
きるように、動的データはクラスタファイルシステムに置いてください。

� 1つのノード上で複数の Sun ONE Directory Serverインスタンスを使用する場合
は、適切なネットワークリソースを IPアドレスとして指定して nsslapd-
listenhost命令を設定する必要があります。デフォルトの Sun ONE Directory
Serverの動作は、ノード上のすべての IPアドレスにインスタンスをバインドする
ため、この設定は必須です。

たとえば、ネットワークリソース nds-1を使用するように特定のインスタンスを
設定するには、

nsslapd-listenhost: nds-1 と指定します。

これによって、そのインスタンスは、ノード上のすべての IPアドレスにバインド
するのではなく、ネットワークリソース nds-1にのみバインドします。

� Sun ONE Directory Server管理サーバーでは、ホスト名の大文字と小文字が区別さ
れます。したがって、この管理サーバーの Sun ONE Directory Server構成に指定
されているすべてのホスト名は、そのクラスタノードで使用されるネームサービス
の Sun ONE Directory Server指定と大文字 /小文字の区別と一致していなければ
なりません。DNSドメイン名は Sun ONE Directory Server構成内のホスト名指定
とも一致する必要があるので、この大文字 /小文字の区別は重要です。

Sun ONE Directory Server用マシンの絶対パスによるドメイン名は、リゾルバが返
すドメイン名と大文字 /小文字の区別を含め一致していなければなりません。た
とえば、DNSリゾルバがドメイン名として、大文字と小文字が混合した
Eng.Sun.Comを返すのであれば、Sun ONE Directory Server管理サーバーを構成
するときに、この名前を完全に同じように指定する必要があります。

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverのインストールと構成
インストール作業と構成作業を説明している節は次のとおりです。
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表 4–1作業マップ: Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverのインストールと構成

作業 参照箇所

ネットワークリソースの構成と起動 88ページの「ネットワークリソースの構成と起動」

Sun ONE Directory Serverのインス
トールと構成

90ページの「Sun ONE Directory Serverのインストー
ルと構成」

Sun Cluster HA for Sun ONE
Directory Serverパッケージのインス
トール

94ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverパッケージのインストール」

アプリケーションリソースの構成と
Sun Cluster HA for Sun ONE
Directory Serverの起動

95ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server構成」

リソース拡張プロパティの構成 99ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server拡張プロパティの構成」

障害モニターの情報の表示 101ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server障害モニター」

注 – Sun Cluster構成で複数のデータサービスを実行している場合は、任意の順序で
データサービスを設定できます (次の場合を除く)。ただし、Sun Cluster HA for DNS
の設定は Sun ONE Directory Serverを設定する前に行う必要があります。詳細は、
第 6章を参照してください。DNSソフトウェアは、Solarisオペレーティング環境に
含まれています。クラスタが別のサーバーから DNSサービスを取得する場合は、最
初に、クラスタが DNSクライアントになるように構成してください。

注 –インストール後は、クラスタ管理コマンドの scswitch(1M)のみを使用して、
手作業で Sun ONE Directory Serverの起動と停止を行ってください。詳細は、マ
ニュアルページを参照してください。Sun ONE Directory Serverの起動後は、Sun
Clusterソフトウェアがこれを制御します。

ネットワークリソースの構成と起動
Sun ONE Directory Serverのインストールと構成を開始する前に、ネットワークリ
ソースを設定します。このネットワークリソースは、インストールと構成が行われた
あとでサーバーが使用します。ネットワークリソースを構成して起動するには、以下
のコマンド行手続きを使用します。
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� ネットワークリソースの構成と起動
この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。

� データサービスをマスターできるクラスタノードの名前。

� クライアントが Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverのアクセスに使用
するネットワークリソース。通常、クラスタをインストールするときにこのホスト
名を設定します。ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参
照してください。

注 –この手順は、すべてのクラスタメンバー上で実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 使用しているすべてのネットワークアドレスがネームサービスデータベースに追加さ
れていることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行います。詳細は、『Sun Cluster 3.1ソ
フトウェアのインストール』の計画に関する章を参照してください。

注 –ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、すべてのクラス
タノードの /etc/inet/hostsファイルに、すべての論理ホスト名と共有アドレス
が登録されていることを確認してください。サーバーの /etc/nsswitch.conf の
ネームサービスマッピングは、NIS、NIS+、DNSにアクセスする前に、最初にローカ
ルファイルを検査するように構成してください。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。任意の名前を指定できま
す。

-h nodelist マスターになり得る物理ノードの名前または Sun ONE Directory
Serverをコンマで区切ったリストを指定します (オプション)。
フェイルオーバー時は、この順序で主ノードが決まります。

注 – -hオプションを使用してノードリストの順序を指定します。クラスタのすべて
のノードがマスターになり得るのであれば、-hオプションを指定する必要はありませ
ん。

4. リソースグループへネットワークリソースを追加します。
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たとえば、リソースグループの論理ホスト名を追加するには次のコマンドを実行しま
す。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l hostname, ...[-n netiflist]

-L ネットワークリソースが追加されることを示します。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-l hostname, … ネットワークリソースをコンマで区切って指定します。

-n netiflist 各ノード上の IP Networking Multipathingグループをコンマで
区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の書式は、
netif@nodeでなければなりません。netifは、sc_ipmp0な
どの IP Networking Multipathingグループ名として指定できま
す。ノードは、sc_ipmp0@1や sc_ipmp@phys-schost-1な
どのノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できませ
ん。

5. 使用するすべてのネットワークリソースがネームサービスデータベースに追加されて
いることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行います。詳細は、『Sun Cluster 3.1ソ
フトウェアのインストール』の計画に関する章を参照してください。

6. scswitchコマンドを実行してリソースグループを有効にし、オンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースグループを MANAGED状態に移行し、リソースグループ
をオンラインにします。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

次に進む手順
ネットワークリソースを構成し、起動したなら、90ページの「Sun ONE Directory
Serverのインストールと構成」へ進みます。
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Sun ONE Directory Serverのインストー
ルと構成
Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverは、Netscape Lightweight Directory
Access Protocol (LDAP)を使用する Sun ONE Directory Serverであり、Sun Cluster
ソフトウェアの制御下で実行されます。この節では、Sun ONE Directory Serverをイ
ンストールし、Sun ONE Directory Serverを Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverとして実行できるようにするための手順を説明します。

Sun ONE Directory Serverソフトウェアでは、デフォルトのインストールパラメータ
を変更して使用する必要があります。Sun ONE Directory Serverのインストールと構
成を行う場合は、以下の点を考慮してください。

� サービスが正しくフェイルオーバーするには、コンピュータ名が要求されたとき
に、物理的なマシンを指定するのではなく、ノード間でのフェイルオーバーを行う
ネットワークリソース (IPアドレス)を指定する必要があります。つまり、インス
トールを開始する前に、ネットワークリソースをネームサービスで設定する必要が
あります。この手順は、通常、Sun Clusterインストールの一環として行う必要が
あります。ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照して
ください。

� ディスクパスが要求されたときに、デフォルトのサーバールートディスクパスを使
用しないでください。ファイルは、クラスタファイルシステムに置いてください。

注 – Sun ONE Directory Serverインストールによってクラスタファイルシステムに配
置されたファイルやディレクトリは、削除や移動を行わないでください。たとえば、
ldapsearchなどのクライアントバイナリを移動することはできません。これらのバ
イナリは、ほかの Sun ONE Directory Serverソフトウェアとともにインストールされ
ます。

Sun ONE Directory Serverをインストールするには、次のいずれかの節を参照してく
ださい。

� 91ページの「Solaris 8用の Sun ONE Directory Serverのインストール」
� 92ページの「Solaris 9用の Sun ONE Directory Serverのインストール」
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� Solaris 8用の Sun ONE Directory Serverのインス
トール
この手順では、対話形式の Sun ONEまたは iPlanetの setupコマンドについて説明
します。ここでは、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server固有の説明を示し
ています。適宜デフォルト値を選択するか、値を変更してください。ここでは、基本
的な手順のみを説明します。詳細は、Sun ONE Directory Serverのマニュアルを参照
してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Sun ONEまたは iPlanet CDのインストールディレクトリから、setupコマンドを実
行します。

3. カスタムインストールを使用して Sun ONE Directory Serverをインストールするメ
ニュー項目を選択します。

カスタムインストールを利用すると、管理サーバーの物理的なホスト名を指定できま
す。これにより、論理ホストが起動しているかどうかにかかわらず管理サーバーにア
クセスできるようになります。

4. インストールする場所として、クラスタファイルシステム上の場所を選択します
(例:/global/nsldap)。

注 –指定した論理ホストは、Sun ONE Directory Serverのインストールを実行してい
るノード上でオンラインにする必要があります。Sun ONE Directory Serverのインス
トールの最後で、Sun ONE Directory Serverを自動的に起動するため、そのノード上
で論理ホストがオフラインの場合には、起動に失敗します。

5. ネットワークリソースとそのマシンのドメインを選択します (例: phys-schost-
1.eng.sun.com)。

setupコマンドによりフルサーバー名の入力を求めるプロンプトが表示されたなら、
ネットワークリソースに関連付けられているホスト名を指定します。

6. Sun ONE Directory Server Administrative Serverとして使用する IPアドレスの入力
を求めるプロンプトが表示されたなら、クラスタノードの IPアドレスを 1つ指定し
ます。

インストールの一部として、Sun ONE Directory Server Administrative Serverを設定
します。このサーバー用に指定する IPアドレスは、フェイルオーバーする論理ホスト
名ではなく、物理クラスタノードの IPアドレスである必要があります。
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次に進む手順
ネットワークリソースを構成し、起動したなら、93ページの「Sun ONE Directory
Serverの構成」へ進みます。

� Solaris 9用の Sun ONE Directory Serverのインス
トール
Sun ONE Directory Serverは、Solaris 9.0オペレーティングシステムとバンドルされ
ています。Solaris 9.0を使用している場合は、Solaris 9.0 CDを使用して Sun ONE
Directory Serverをインストールします。

1. Sun ONE Directory Serverパッケージ (iPlanet Directory Serverと呼ばれる)をまだ
インストールしていない場合は、クラスタ内のすべてのノードにこのパッケージをイ
ンストールします。

2. 広域ファイルシステム上で、すべてのディレクトリサーバーを保守したい場所を特定
します (/global/nsldapなど)。

必要であれば、保守用のファイルシステムとして異なるディレクトリも作成できま
す。

3. すべてのノード上で、/var/ds5から当該ディレクトリへのリンクを作成します。
/var/ds5がすでにノード上に存在する場合、それを削除してからリンクを作成しま
す。

# rmdir /var/ds5

# ln -s /global/nsldap /var/ds5

4. 任意の 1つのノード上で、ディレクトリサーバーを通常の方法で設定します。

# directoryserver setup

このノード上では、リンク /usr/iplanet/ds5/slapd-<instance-name>が自動的に
作成されます。その他のすべてのノード上では、リンクを手動で作成します。

次の例の、dixon-1はディレクトリサーバーの名前です。

# ln -s /var/ds5/slapd-dixon-1 /usr/iplanet/ds5/slapd-dixon-1

5. setupコマンドによりサーバー名の入力を求めるプロンプトが表示されたら、論理ホ
スト名を指定します。

この手順は、フェイルオーバーが正しく機能するために必要です。
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注 –指定する論理ホストは、directoryserver setupコマンドを実行したノード
上でオンラインである必要があります。Sun ONE Directory Serverのインストールの
最後で、Sun ONE Directory Serverを自動的に起動するため、そのノード上で論理ホ
ストがオフラインの場合には、起動に失敗します。

6. 論理ホスト名の入力を求めるプロンプトが表示されたら、当該コンピュータ名として
論理ホスト名とドメインを一緒に指定します (phys-schost-1.eng.sun.comな
ど)。

setupコマンドがフルサーバー名を問い合わせたときは、ネットワークリソースに関
連するホスト名を指定します。

7. Sun ONE Directory Server Administrative Serverとして使用する IPアドレスの入力
を求めるプロンプトが表示されたら、directoryserver setup を実行しているク
ラスタノードの IPアドレスを指定します。

インストールの一部として、Sun ONE Directory Server Administrative Serverを設定
します。このサーバー用に指定する IPアドレスは、フェイルオーバーする論理ホスト
名ではなく、物理クラスタノードの IPアドレスである必要があります。

次に進む手順
ネットワークリソースを構成し、起動したなら、93ページの「Sun ONE Directory
Serverの構成」へ進みます。

� Sun ONE Directory Serverの構成
� Sun ONE Directory Serverの構成と検証には、Sun ONE Administration Serverを
使用します。

詳細については、Sun ONEまたは iPlanetのマニュアルを参照してください。

構成が終了すると、Sun ONE Directory Serverは自動的に起動します。インストー
ルと構成の次の手順に進む前に、stop-slapdを使用してサーバーを停止してく
ださい。
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次に進む手順
Sun ONE Directory Serverのデータサービスパッケージが Sun Cluster 3.1 Agents CD-
ROMからインストールされていない場合には、94ページの「Sun Cluster HA for
Sun ONE Directory Serverパッケージのインストール」へ進みます。パッケージがイ
ンストールされている場合は、95ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server構成」へ進みます。

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverパッケージのインストール
scinstall (1M)ユーティリティーを使って、SUNWscdns (Sun Cluster HA for Sun
ONE Directory Serverパッケージ)をクラスタにインストールします。このときに、
非対話型の scinstallに CDのすべてのデータサービスパッケージをインストール
する -sオプションを指定しないでください。

Sun Clusterのインストール時にこのデータサービスパッケージをすでにインストール
している場合は、95ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server構
成」へ進んでください。まだインストールしていない場合は、次の手順に従って
SUNWscnslパッケージをインストールします。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server
パッケージのインストール
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。Sun Cluster
HA for Sun ONE Directory Serverを実行できるすべてのクラスタノードで、この手順
を実行してください。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。
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このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

注 – CD-ROM内のアプリケーションの名前は、いまだ iPlanet Directory Serverに
なっているものもあります。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
95ページの「Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server構成」を参照して Sun
Cluster HA for Sun ONE Directory Serverを登録し、このデータサービス用にクラス
タを構成してください。

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server構成
この手順では、scrgadmコマンドを使って Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverの登録と構成を行う方法を説明します。

注 –その他のオプションでもデータサービスは登録および構成できます。これらの方
法については、31ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」を参
照してください。

この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverのリソースタイプの名前。この名前
は、SUNW.nsldapです。

� データサービスをマスターできるクラスタノードの名前。
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� クライアントが Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverのアクセスに使用
するネットワークリソース。通常、クラスタをインストールするときにこのネット
ワークリソースを設定します。ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1
の概念』を参照してください。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverのリソースである Sun ONE
Directory Serverアプリケーションバイナリのパス。バイナリは、ローカルディス
クまたはクラスタファイルシステムにインストールできます。各場所にインストー
ルした場合の長所と短所については、第 1章を参照してください。

� Sun ONE Directory Serverが待機するポート。非セキュアインスタンスの場合、
Sun ONE Directory Serverリソースの標準リソースプロパティ Port_listは、デ
フォルトで 389/tcpになり、セキュアポートの値は、636/tcpになります。
ポート番号を 389以外に設定する場合は、Port_listプロパティを構成するとき
にその番号を指定する必要があります。リソースプロパティの設定については、
第 15章を参照してください。

注 –この手順は、すべてのクラスタメンバー上で実行します。

� Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの構
成
障害モニターは、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverインスタンスがセ
キュアか非セキュアかを判断します。セキュアディレクトリサーバーと非セキュア
ディレクトリサーバーでは、検証方法が異なります。パスワードファイルを作成した
場合は、インスタンスはセキュアと判断されます。パスワードファイルを作成しな
かった場合は、インスタンスは非セキュアと判断されます。パスワードファイルは、
keypassと名付けられ、iPlanetのパスワードファイルとは異なるフォーマットにな
ります。keypassファイルには、手動で起動される場合にディレクトリサーバーのセ
キュアインスタンスが要求するパスワードだけが記録されます。このパスワード
ファイルは、このディレクトリサーバーインスタンスの起動に使用される start-
slapdプログラムと同じディレクトリに置かれます。

注 – Sun ONE Directory Serverがセキュアモードの場合は、パス名に keypassとい
う名前のファイルを含む必要があります。このファイルには、このインスタンスの起
動に必要なセキュアキーパスワードが含まれています。キーパスファイルが存在する
場合、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverはキーパスインスタンスがセ
キュアであると見なします。

次の手順に従って構成を行います。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。
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2. データサービスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.nsldap

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.nsldap 事前に定義したリソースタイプ名を指定します。

3. ネットワークリソース用に作成したフェイルオーバーリソースグループに Sun ONE
Directory Serverアプリケーションリソースを追加します。

アプリケーションリソースを含むリソースグループは、88ページの「ネットワークリ
ソースの構成と起動」でネットワークリソース用に作成したリソースグループと同じ
になります。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t SUNW.nsldap [-y Network_resources_used=network-resource, ...] \

-y Port_list=port-number/protocol -x Confdir_list=pathname

-j resource
Sun ONE Directory Serverアプリケーションリソース名を指定します。

-y Network_resources_used=network-resource
resource-groupでネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)をコン
マで区切って指定します。このリストは、Sun ONE Directory Serverアプリケー
ションリソースが必ず使用します。

-t SUNW.nsldap
追加するリソースの種類を指定します。

-y Port_list=port-number/protocol
使用するポート番号とプロトコルを指定します (例: 389/tcp)。Port_listプロ
パティには 1つまたは 2つのエントリが必要です。

-x Confdir_list=pathname
Sun ONE Directory Server構成ディレクトリのパスを指定します。Confdir_list
拡張プロパティが必要です。Confdir_listのエントリは、1つだけです。

4. リソースとそのモニターを有効にします。

# scswitch -e -j resource

-e リソースとそのモニターを有効にします。

-j resource 有効になっているアプリケーションリソースの名前を指定します。

例 – Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの登録
と構成
次の例は、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの登録方法を示していま
す。
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クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (すべてのリソースに適用)
リソース: schost-1 (論理ホスト名),

nsldap-1 (Sun ONE Directory Serverアプリケーションリソース)

(フェイルオーバーリソースグループを作成する)
# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2

(リソースグループに論理ホスト名リソースを追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(リソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-1

(Sun ONE Directory Serverのインストールと構成を行う)

(SunONE Directory Serverのインストールと構成を行うには、論理ホスト名を現在ホストしているノー
ドから
“setup”プログラムを実行する。)

(Sun ONE Directory Serverサーバーを停止する)

(SUNW.nsldapリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.nsldap

(Sun ONE Directory Serverリソースを作成し、これを
リソースグループに追加する)
# scrgadm -a -j nsldap-1 -g resource-group-1 \
-t SUNW.nsldap -y Network_resources_used=schost-1 \
-y Port_list=389/tcp \
-x Confdir_list=/global/nsldap/slapd-schost-1

(アプリケーションリソースを有効にする)
# scswitch -e -j nsldap-1

� SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは Sun Cluster 3.0 5/02から導入されていま
す。この新しいリソースタイプは、 SUNW.HAStorageと同じ機能を実行し、HAス
トレージとデータサービス間のアクションを同期します。

SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加の機
能があります。Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverは、ディスクに負荷を
かけず、またスケーラブルではないので、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの
設定は任意です。
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詳細については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページおよび25ページ
の「リソースグループとディスクデバイスグループの関係」を参照してください。手
順については、376ページの「HAStoragePlusリソースタイプの設定」を参照して
ください。(Sun Cluster 3.0の 5/02よりも前のバージョンを使用している場合は、
SUNW.HAStoragePlusではなく SUNW.HAStorageを設定してください。手順につ
いては、373ページの「新しいリソース用の HAStorageリソースタイプの設定」を
参照してください)

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server拡張プロパティの構成
この節では、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの拡張プロパティを構成
する方法について説明します。通常、拡張プロパティは Sun ONE Directory Serverリ
ソースを作成するときに、コマンド行から scrgadm -x parameter=value を実行して
構成します。拡張プロパティは、第 15章に示す手順を使ってあとで構成することも
できます。

Sun Clusterの全プロパティについては、付録A を参照してください。

表 4–2に、Sun ONE Directory Serverに設定できる拡張プロパティを示します。Sun
ONE Directory Serverリソースを作成するための必須拡張プロパティは、
Confdir_listプロパティのみです。この拡張プロパティは、Sun ONE Directory
Server構成ファイルが存在するディレクトリを指定します。拡張プロパティの中には
動的に変更できるものもありますが、それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成
するときにしか更新できません。「調整可能」の欄は、各プロパティをいつ更新でき
るかを示しています。
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表 4–2 Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_ list (文字列配列) サーバールートを示すパス名。start-slapd
および stop-slapdスクリプトが存在する
slapd-hostnameサブディレクトリを含みま
す。Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Serverにはこの拡張プロパティが必要であ
り、このプロパティはエントリを 1つだけ持
ちます。SunONE Directory Serverがセ
キュアモードの場合、パス名に keypassとい
う名前のファイルを含む必要があります。こ
のファイルには、このインスタンスの起動に
必要なセキュアキーパスワードが含まれてい
ます。

デフォルト:なし

範囲:なし

調整:作成時

Monitor_ retry_ count (整数) Monitor_retry_ interval プロパティで
指定された時間の範囲内に、プロセスモニ
ター機能 (PMF)が障害モニターを再起動する
回数。このプロパティは、障害モニターの再
起動を制御するのであって、リソースの再起
動を制御するわけではありません。リソース
の再起動は、システム定義プロパティの
Retry_intervalおよび Retry_countに
よって制御されます。

デフォルト:4

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の数が無限であることを示しま
す。

調整:任意の時点

Monitor_ retry_ interval (整数) 障害モニターの失敗がカウントされる期間
(分)。この期間内に、障害モニターの失敗の数
が、拡張プロパティ Monitor_retry_
countで指定した値を超えた場合、PMFは障
害モニターを再起動できません。

デフォルト:2

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の間隔が無限であることを示し
ます。

調整:任意の時点
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表 4–2 Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Server拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Probe_ timeout (整数) Sun ONE Directory Serverインスタンスの検
証に障害モニターが使用するタイムアウト値
(秒)

デフォルト:120

範囲: 0 – 2、147、483、641

調整:任意の時点

Sun Cluster HA for Sun ONE Directory
Server障害モニター
Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverの検証機能は、特定の IPアドレスと
ポート番号にアクセスします。IPアドレスは、Network_resources_usedプロパ
ティにリストされているネットワークリソースから取得します。ポートは、
Port_listリソースプロパティにリストされているポートです。これらのプロパ
ティについては、付録Aを参照してください。

障害モニターは、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverインスタンスがセ
キュアか非セキュアかを判断します。セキュアディレクトリサーバーと非セキュア
ディレクトリサーバーでは、検証方法が異なります。パスワードファイルを作成した
場合は、インスタンスはセキュアと判断されます。パスワードファイルを作成しな
かった場合は、インスタンスは非セキュアと判断されます。パスワードファイルは、
keypassと名付けられ、iPlanetのパスワードファイルとは異なる書式になります。
keypassファイルには、手動で起動される場合にディレクトリサーバーのセキュアイ
ンスタンスが要求するパスワードだけが記録されます。このパスワードファイルは、
このディレクトリサーバーインスタンスの起動に使用される start-slapdプログラ
ムと同じディレクトリに置かれます。

2つのポートが指定されてパスワードファイルが作成された場合は、データサービス
はセキュア要求を一方のポートで受け入れ、非セキュア要求をもう一方のポートで受
け入れます。しかし、HAエージェントは両方のポートをセキュアと示します。

セキュアインスタンスの検証は、TCP接続で行われます。正しく接続されると、検証
も正常と判断されます。接続の失敗またはタイムアウトは、致命的な異常と判断され
ます。

非セキュアインスタンスの検証は、Sun Cluster HA for Sun ONE Directory Serverで
提供される ldapsearch実行可能ファイルの実行に依存します。使用される検索
フィルタは、常に何かを検出するように設計されています。検証機能は、部分的な異
常と致命的な異常を検知します。以下の状況は、部分的な異常と判断されます。これ
以外のエラー状況は、致命的な異常と判断されます。
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� ポートと IPアドレスの検証中に Probe_timeoutで指定した時間を超過した場
合。考えられる原因は、次のとおりです。

� システムの負荷

� ネットワークトラフィックの負荷

� ディレクトリサーバーの負荷

� 通常の負荷、または検証されるディレクトリサーバーインスタンス (IPアドレ
スとポートの組み合わせ)の数に対して Probe_timeoutの設定値が低すぎる
場合

� ldapsearchを呼び出しているときにタイムアウト以外の問題が発生した場合。
ただし、ldapsearchが正常に起動され、エラーが返された場合は、これには当
てはまりません。
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第 5章

Sun Cluster HA for Apacheのインス
トールと構成

この章では、Sun Clusterサーバーに Sun Cluster HA for Apacheをインストールして
構成する手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 109ページの「Solaris 8 CD-ROMおよび Solaris 9 CD-ROMからのApacheソフト
ウェアのインストールと構成」

� 110ページの「Apache WebサイトからのApacheソフトウェアのインストールと
構成」

� 112ページの「mod_sslを使用したApacheソフトウェアのインストールと構成」
� 114ページの「apache-sslを使用したApacheソフトウェアのインストールと構
成」

� 116ページの「Sun Cluster HA for Apacheパッケージのインストール」
� 117ページの「Sun Cluster HA for Apacheの登録と構成」
� 123ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成」
� 124ページの「データサービスのインストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for Apacheは、フェイルオーバーデータサービスまたはスケーラブル
データサービスとして構成できます。各サービスの概念については、第 1章およ
び『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

注 –このデータサービスのインストールと構成には、SunPlex Managerが使用できま
す。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

インストールと構成の計画
Sun Cluster HA for Apacheをインストールする前に、Apache構成ファイル
(httpd.conf)の以下の情報を更新する必要があります。
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注 – httpd.confファイルの場所は、インストールによって異なります。システム管
理者は、通常、httpd.confファイルをクラスタファイルシステム上にインストール
します。デフォルトのインストールでは、/usr/local/apache/confディレクトリ
に httpd.confファイルが配置されます。Solarisに付属しているApacheパッケー
ジをインストールする場合、このファイルは /etc/apacheディレクトリに配置され
ます。

� ホスト名を含む ServerName命令。Sun Cluster HA for Apacheの高可用性を実現
するには、サーバーのアクセスに使用されるネットワークリソース (論理ホスト名
または共有アドレス)の名前を、この命令に設定します。論理ホスト名または共有
アドレスの設定は、クラスタをインストールした時点で行われていなければなりま
せん。ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してくだ
さい。

� 論理ホストまたは共有アドレスを設定する必要がある BindAddress命令。
INADDR_ANYにバインドするようにApacheを構成できます。しかし、各リソー
スは個別のネットワークリソースとポート番号のペアにバインドする必要があり
ます。たとえば、複数のリソースを実行する場合、各リソースのポート番号が異な
るのであれば INADDR_ANYを使用できます。

� ServerType命令。この命令はデフォルトの standaloneに設定する必要があり
ます。

� 複数の Apacheインスタンス。複数のApacheインスタンスが存在する場合は、異
なるリソースを使用して各インスタンスを管理する必要があります。また、個々の
リソースには固有の Bin_dirを設定する必要があります。特定のApacheインス
タンスを起動するこの Bin_dirプロパティの下には、apachect1スクリプトが
存在しなければなりません。

注 – httpdバイナリは、異なるApacheリソースで共有できます。つまり、さま
ざまなリソースの apachect1スクリプトが同じ httpdバイナリのパスを指定し
ても支障ありません。しかし、特定のApacheリソースに異なる構成ファイルを使
用するためには各 apachect1スクリプトを変更する必要があります。このために
は、httpdコマンドの -fオプションを使用して特定の httpd.confファイルを
指定します。

� DocumentRoot命令は、文書ルートディレクトリの場所を指定します –この命令
は、HTML文書がインストールされる、クラスタファイルシステム上の場所を示
します。

� ScriptAlias命令は、cgi-binディレクトリのクラスタファイルシステム上の
場所を含みます –この命令は、cgi-binファイルがインストールされるクラスタ
ファイルシステム上の場所を示します。
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注 – Webサーバーに対する URLマッピングの設定では、いくつかの規則に従う必
要があります。たとえば、CGIディレクトリを設定する場合、可用性を維持する
には、マップしたディレクトリをクラスタファイルシステムに配置する必要があり
ます。たとえば、CGIディレクトリを /global/ diskgroup/ServerRoot/cgi-bin
にマップします。ここで、diskgroupは、Apacheソフトウェアを含むディスクデバ
イスグループを示します。CGIプログラムが、RDBMSなどのバックエンドサー
バーにアクセスするような状況では、バックエンドサーバーも Sun Clusterソフト
ウェアによって制御されていることを確認してください。そのサーバーが、Sun
Clusterがサポートする RDBMSの場合には、高可用性 RDBMSパッケージのいず
れか 1つを使用します。サポートしていない場合は、APIを使用してサーバーを
Sun Clusterの制御下に配置できます。詳細は、『Sun Cluster 3.1データサービス
開発ガイド』を参照してください。

� ロックファイル –ロックファイルを使用している場合は、httpd.confファイル
の LockFile命令の値をローカルファイルに設定してください。

� PidFile命令 –ローカルファイルを指定します (次に例を示します)。

PidFile /usr/local/apache/log/httpd.pid

� サーバーポートまたは複数のポートからアクセスされる Port命令設定—デ
フォルト値は、各ノードの httpd.confファイルで設定されます。Port_list
リソースプロパティは、各 httpd.confファイルに指定されているすべてのポー
トを含む必要があります。

Port_listプロパティは、Network_resources_usedプロパティで定義され
ているネットワークリソースの、ポートと IPアドレスのすべての組み合わせを
Webサーバーが提供することを想定しています。

Port_list=”80/tcp,443/tcp,8080/tcp”

たとえば、Port_list構成は、次の IPポートの組み合わせを検証します。

ホスト ポート プロトコル

node1 80 tcp

node1 443 tcp

node1 8080 tcp

node2 80 tcp

node2 443 tcp

node2 8080 tcp

ただし、node-1がポート 80と 443のみにサービスを提供し、node-2はポート 80
と 8080のみにサービスを提供する場合は、Apacheの Port_listプロパティは次の
ように構成できます。
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Port_list=node1/80/tcp,node1/443/tcp,node2/80/tcp,node2/8080/tcp
次の規則を考慮してください。

� node-1および node-2のホスト名と IPアドレス (ネットワークリソース名ではな
い)を指定する必要があります。

� Apacheが Network_resources_usedプロパティ内の各 nodeNごとに
nodeN/portを提供する場合、node1/port1、node2/port2のような組み合わせの
代わりに短い形式を使用できます。次に例を示します。

例 1 :

Port_list=”80/tcp,node1/443/tcp,node2/8080/tcp”
Network_resources_used=node1,node2

次の例で、IPとポートの組み合わせを検証します。

ホスト ポート プロトコル

node1 80 tcp

node1 443 tcp

node2 80 tcp

node2 8080 tcp

例 2 :

Port_list=”node1/80/tcp,node2/80/tcp”
Network_resources_used=net-1,net-2
#net-1 contains node1.
#net-2 contains node2 and node3.
次の例で、IPとポートの組み合わせを検証します。

ホスト ポート プロトコル

node1 80 tcp

node2 80 tcp

� Port_listプロパティで指定されたすべてのホスト名 (IPアドレス)は、ほか
のスケーラブルリソースの Network_resources_usedプロパティで指定され
ているネットワークリソースに属してはなりません。スケーラブルサービス
が、別のスケーラブルリソースによって使用されている IPアドレスを検出する
と、Apacheリソースの作成に失敗します。

注 – Sun Cluster HA for Apacheと別の HTTPサーバーを実行する場合は、HTTPサー
バーがそれぞれ異なるポートで待機するように構成してください。異なるポートで待
機するように構成しないと、2つのサーバーの間でポートの衝突が発生します。
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Sun Cluster HA for Apacheを登録して構成するには、次の情報を検討し指定する必要
があります。

� Sun Cluster HA for Apacheをフェイルオーバーデータサービスとスケーラブル
データサービスのどちらで使用するかを決定します。

� Apache Webサーバーの、セキュアまたは非セキュアバージョンのどちらをインス
トールするかを決定します。

� 設定する障害モニターリソースプロパティを決定します (たとえば、
Thorough_probe_intervalまたは Probe_timeoutプロパティなど)。ほとん
どの場合はデフォルト値で十分です。これらのプロパティについては、124ページ
の「Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティの構成」を参照してください。

� Sun Cluster HA for Apacheのリソースタイプの名前を指定します。この名前は、
SUNW.apacheです。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前を指定します。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)を指
定します。通常、この IPアドレスは、クラスタのインストール時に設定されま
す。ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してくださ
い。

� アプリケーションバイナリへのパスを指定します。バイナリは、ローカルディスク
またはクラスタファイルシステムにインストールできます。各場所にインストール
した場合の長所と短所については、23ページの「アプリケーションバイナリの格
納先の決定」を参照してください。

� 該当する httpd.conf構成ファイルを使用するには各 apachect1コピーを変更
します。

� Load_balancing_policyプロパティが LB_STICKYまたは LB_STICKY_WILD
に設定されているオンラインスケーラブルサービスの場合、
Load_balancing_weightsプロパティを変更するには注意が必要です。サービ
スがオンラインのときにこれらのプロパティを変更すると、既存のクライアントと
の関連がリセットされます。したがって、そのクライアントが以前にクラスタメン
バーからサービスを受けていても、異なるノードがそのクライアントの要求を処理
します。

同様に、サービスの新しいインスタンスがクラスタで起動された場合は、既存のク
ライアントとの関連がリセットされることがあります。

注 –スケーラブルプロキシが、スケーラブルWebリソースに LB_STICKYポリ
シーを提供する場合は、そのプロキシにも LB_STICKYポリシーを設定してくださ
い。

� Port_listプロパティのエントリを決定します。Port_listプロパティには複
数のエントリを指定できます。詳細については、117ページの「Sun Cluster HA
for Apacheの登録と構成」を参照してださい。
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Sun Cluster HA for Apacheのインス
トールと構成
表 5–1に、インストールと構成作業について説明している節を示します。

表 5–1作業マップ: Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成

作業 参照箇所

Apacheソフトウェアのインストー
ル

108ページの「Apacheのインストールと構成」

Sun Cluster HA for Apacheパッケー
ジのインストール

116ページの「Sun Cluster HA for Apacheパッケージ
のインストール」

Sun Cluster HA for Apacheの構成と
起動

117ページの「Sun Cluster HA for Apacheの登録と構
成」

リソース拡張プロパティの構成 124ページの「Sun Cluster HA for Apache拡張プロパ
ティの構成」

障害モニターの情報の表示 126ページの「Sun Cluster HA for Apacheの障害モニ
ター」

Apacheのインストールと構成
Apache Webサーバーは、非セキュアまたはセキュアWebサーバーとしてインストー
ルし、設定できます。この節では、両タイプのインストール手順について説明しま
す。非セキュアバージョンのWebサーバーをインストールするには、次のいずれかの
手順を参照してください。

� 109ページの「Solaris 8 CD-ROMおよび Solaris 9 CD-ROMからのApacheソフト
ウェアのインストールと構成」

� 110ページの「Apache WebサイトからのApacheソフトウェアのインストールと
構成」

セキュアバージョンのWebサーバーをインストールするには、次のいずれかの手順を
参照してください。

� 112ページの「mod_sslを使用したApacheソフトウェアのインストールと構成」
� 114ページの「apache-sslを使用したApacheソフトウェアのインストールと構
成」

Sun Cluster HA for Apacheは、Webサーバーまたはプロキシサーバーとして構成さ
れたApacheソフトウェアで動作します。
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一般的なインストール手順については、ApacheのWebサイト
(http://www.apache.org)を参照してください。Sun Clusterソフトウェアでサポート
されているApacheバージョンの全一覧は、ご購入先から入手してください。

非セキュアApache Webサーバーのインストール
この節では、非セキュアApache Webサーバーのインストール手順について説明しま
す。セキュアApache Webサーバーのインストール手順については、111ページ
の「セキュアApache Webサーバー」を参照してください。

� Solaris 8 CD-ROMおよび Solaris 9 CD-ROMからの
Apacheソフトウェアのインストールと構成
次の手順を使用して、非セキュアApache Webサーバーをインストールします。セ
キュアApache Webサーバーのインストール手順については、111ページの「セ
キュアApache Webサーバー」を参照してください。

Apacheバイナリは、SUNWapchr、SUNWapchu、SUNWapchdという 3つのパッケー
ジに格納されています。これらのパッケージは、全体として SUNWCapacheパッケー
ジメタクラスタを構成しています。必ず SUNWapchrパッケージをインストールして
から SUNWapchuパッケージをインストールする必要があります。

このWebサーバーのバイナリは、各クラスタノードのローカルファイルシステムに置
くことも、クラスタファイルシステムに置くこともできます。

1. pkginfo(1)コマンドを実行して、Apacheパッケージの SUNWapchr、SUNWapchu、
SUNWapchdがインストールされているかどうかを判定します。

インストールされていない場合は、次の手順に従ってインストールします。

# pkgadd -d Solaris 8 Product directory SUNWapchr SUNWapchu SUNWapchd
...
Installing Apache Web Server (root) as SUNWapchr
...
[ verifying class initd ]
/etc/rc0.d/K16apache linked pathname
/etc/rc1.d/K16apache linked pathname
/etc/rc2.d/K16apache linked pathname
/etc/rc3.d/S50apache linked pathname
/etc/rcS.d/K16apache linked pathname
...

2. SUNWapchrパッケージの一部としてインストールしたばかりの STARTと STOP実行
制御スクリプトを無効にします。

Sun Cluster HA for Apacheは、その構成を行ったあとでApacheアプリケーションの
起動と停止を行います。そのため、これらのスクリプトを無効にする必要がありま
す。次の各手順を実行します。
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a. Apache実行制御スクリプトをリストします。

b. Apache実行制御スクリプトの名前を変更します。

c. Apacheに関連するすべてのスクリプトの名前が変更されていることを確認しま
す。

注 –次の例では、実行制御スクリプト名の最初の文字を大文字から小文字に変更して
います。スクリプト名は、ユーザーの通常の管理規則に従って変更することができま
す。

# ls -1 /etc/rc?.d/*apache
/etc/rc0.d/K16apache
/etc/rc1.d/K16apache
/etc/rc2.d/K16apache
/etc/rc3.d/S50apache
/etc/rcS.d/K16apache

# mv /etc/rc0.d/K16apache /etc/rc0.d/k16apache
# mv /etc/rc1.d/K16apache /etc/rc1.d/k16apache
# mv /etc/rc2.d/K16apache /etc/rc2.d/k16apache
# mv /etc/rc3.d/S50apache /etc/rc3.d/s50apache
# mv /etc/rcS.d/K16apache /etc/rcS.d/k16apache

# ls -1 /etc/rc?.d/*apache
/etc/rc0.d/k16apache
/etc/rc1.d/k16apache
/etc/rc2.d/k16apache
/etc/rc3.d/s50apache

/etc/rcS.d/k16apache

� Apache WebサイトからのApacheソフトウェアのインス
トールと構成
次の手順を使用して、非セキュアApache Webサーバーをインストールします。セ
キュアApache Webサーバーのインストール手順については、111ページの「セ
キュアApache Webサーバー」を参照してください。

このWebサーバーのバイナリは、各クラスタノードのローカルファイルシステムに置
くことも、クラスタファイルシステムに置くこともできます。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Apacheのインストールマニュアルの手順を使用して、Apacheソフトウェアをインス
トールします。

Apacheソフトウェアのインストールには、Apacheソフトウェアに付属のApacheの
インストールマニュアルを使用するか、http://www.apache.orgで説明されているイ
ンストール指示を参照してください。
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3. httpd.conf構成ファイルを更新します。

� ServerName命令を設定します。

� BindAddress命令を設定します (任意)。
� ServerType、ServerRoot、DocumentRoot、ScriptAliasおよび

LockFile命令を設定します。

� Port命令を Port_list標準リソースプロパティと同じ番号に設定します。詳細
については、手順 4を参照してください。

� Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、プロキシサー
バーとして実行するための変更を行います。詳細は、Apacheのマニュアルを参照
してください。Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、
CacheRoot設定で、クラスタファイルシステム上の場所を示す必要があります。

4. httpd.confファイル内のポート番号が、Port_list標準リソースプロパティの
ポート番号と一致していることを確認します。

httpd.conf構成ファイルを編集し、標準の Sun Clusterリソースプロパティのデ
フォルト (ポート 80)と一致するようにポート番号を変更できます。または、 Sun
Cluster HA for Apacheを構成するときに、httpd.confファイル内の設定と一致す
るように Port_listを設定できます。

5. Apache起動 /停止スクリプトファイル (Bin_dir/apachectl)内のパスを更新しま
す。

Apacheのデフォルトのパスを変更し、Apacheのディレクトリ構造と一致させてくだ
さい。たとえば、BIN_dir/apachectlスクリプト内
のHTTPD=/usr/local/apache/bin/httpdで始まる行を次のように変更します。

HTTPD=/usr/local/apache/bin/httpd —f /global/foo/apache/conf/httpd.conf

6. 次のタスクを実行して構成の変更内容を確認します。

a. apachectl configtest を実行し、Apache の httpd.conf ファイルが正しい
構文になっているかどうかを確認してください。

b. Apacheが使用する論理ホスト名または共有アドレスが、正しく構成されておりオ
ンラインになっていることを確認してください。

c. apachectl start を実行することによって、Apache サーバーを手作業で起動し
ます。

Apacheが正しく起動しない場合は、問題を修正してください。

d. Apacheの起動後、次の手順に移行する前に停止します。

セキュアApache Webサーバー
この節では、セキュアApache Webサーバーのインストール手順について説明しま
す。非セキュアApache Webサーバーのインストール手順については、109ページ
の「非セキュアApache Webサーバーのインストール」を参照してください。
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� mod_sslを使用したApacheソフトウェアのインストール
と構成
次の手順を使用して、セキュアApache Webサーバーをインストールします。非セ
キュアApache Webサーバーのインストール手順については、109ページの「非セ
キュアApache Webサーバーのインストール」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Apacheソフトウェアと mod_sslをインストールします。

mod_sslをインストールするには、Apacheのインストールマニュアル
か、http://www.modssl.orgで説明されているインストール指示を参照してくださ
い。

3. httpd.conf構成ファイルを更新します。

� ServerName命令を設定します。

� BindAddress命令を設定します (任意)。
� ServerType、ServerRoot、DocumentRoot、ScriptAliasおよび

LockFile命令を設定します。

� Port命令を Port_list標準リソースプロパティと同じ番号に設定します。詳細
については、手順 4を参照してください。

� Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、プロキシサー
バーとして実行するための変更を行います。詳細は、Apacheのマニュアルを参照
してください。Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、
CacheRoot設定で、クラスタファイルシステム上の場所を示す必要があります。

4. httpd.confファイル内のポート番号が、Port_list標準リソースプロパティの
ポート番号と一致していることを確認します。

httpd.conf構成ファイルを編集し、標準の Sun Clusterリソースプロパティのデ
フォルト (ポート 80)と一致するようにポート番号を変更できます。または、 Sun
Cluster HA for Apacheを構成するときに、httpd.confファイル内の設定と一致す
るように Port_listを設定できます。

5. すべての証明書と鍵をインストールします。

6. Bin_dirディレクトリに、keypassという名前のファイルを作成します。所有者以
外が、このファイルに対するアクセス権を持たないようにしてください。

# cd Bin_dir
# touch keypass

# chmod 700 keypass

7. 暗号化したプライベートキーを使用する場合は、次の手順 aと手順 bを実行してくだ
さい。

a. httpd.confファイルで SSLPassPhraseDialog命令を検索し、それを次のよ
うに変更します。
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# SSLPassPhraseDialog exec:/Bin_dir/keypass

SSLPassPhraseDialog命令の詳細については、mod_sslのマニュアルを参照して
ください。

b. keypassファイルを編集して、このファイルがホストおよびポートに対応する暗
号化キーのパスフレーズを表示するようにします。

このファイルは、引数として server:port algorithm で呼び出されます。正し
いパラメータで呼び出されたときに、このファイルが、暗号化された各キーごとに
パスフレーズを表示することを確認してください。

この後、Webサーバーを手動で起動すると、パスフレーズについての問い合わせ
は表示されません。たとえば、ポート 8080および 8888で待機し、それぞれ RSA
を使用して暗号化された秘密鍵を持つセキュアWebサーバーの場合、keypass
ファイルは次のようになります。

# !/bin/ksh
host=`echo $1 | cut -d: -f1`
port=`echo $1 | cut -d: -f2`
algorithm=$2

if [ "$host" = "button-1.eng.sun.com" -a "$algorithm" = "RSA" ]; then
case "$port" in
8080) echo passphrase-for-8080;;
8888) echo passphrase-for-8888;;
esac

fi

注 –所有者以外に keypassファイルの読み取り、書き込み、実行許可を付与しな
いでください。

8. Sun Cluster HA for ApacheがWebサーバーを検証するたびにメッセージがロギング
されるのを避けるため、httpd.confファイルで SSLLogLevelを warn (警告)に設
定します。

SSLLogLevel warn

9. Apache起動 /停止スクリプトファイル (Bin_dir/apachect1)内のパスを更新しま
す。

Apacheのデフォルトのパスを変更し、Apacheのディレクトリ構造と一致させてくだ
さい。

10. 次のタスクを実行して構成の変更内容を確認します。

a. apachectl configtest を実行し、Apache の httpd.conf ファイルが正しい
構文になっているかどうかを確認してください。

b. Apacheが使用する論理ホスト名または共有アドレスが正しく構成され、オンライ
ンになっていることを確認してください。
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c. apachectl start を実行することによって、Apache サーバーを手作業で起動し
ます。

Webサーバーがパスフレーズを問い合わせないことを確認します。
Apacheが正しく起動しない場合は、問題を修正してください。

d. Apacheの起動後、次の手順に移行する前に停止します。

� apache-sslを使用したApacheソフトウェアのインストー
ルと構成

次の手順を使用して、セキュアApache Webサーバーをインストールします。非セ
キュアApache Webサーバーのインストール手順については、109ページの「非セ
キュアApache Webサーバーのインストール」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Apacheのインストールマニュアルで説明されているインストール手順を使用して、
Apacheソフトウェアと apache-sslをインストールします。

apache-sslをインストールするには、Apacheのインストールマニュアル
か、http://www.apache-ssl.orgで説明されているインストール指示を参照してくだ
さい。

3. httpd.conf構成ファイルを更新します。

� ServerName命令を設定します。

� BindAddress命令を設定します (任意)。
� ServerType、ServerRoot、DocumentRoot、ScriptAliasおよび

LockFile命令を設定します。

� Port命令を Port_list標準リソースプロパティと同じ番号に設定します。詳細
については、手順 4を参照してください。

� Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、プロキシサー
バーとして実行するための変更を行います。詳細は、Apacheのマニュアルを参照
してください。Apacheソフトウェアをプロキシサーバーとして実行する場合は、
CacheRoot設定で、クラスタファイルシステム上の場所を示す必要があります。

4. httpd.confファイル内のポート番号が、Port_list標準リソースプロパティの
ポート番号と一致していることを確認します。

httpd.conf構成ファイルを編集し、標準の Sun Clusterリソースプロパティのデ
フォルト (ポート 80)と一致するようにポート番号を変更できます。または、 Sun
Cluster HA for Apacheを構成するときに、httpd.confファイル内の設定と一致す
るように Port_listを設定できます。

5. すべての証明書と鍵をインストールします。

6. すべての秘密鍵が暗号化されずに格納されることを確認してください。
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この後、Webサーバーを手動で起動すると、パスフレーズについての問い合わせは表
示されません。

7. Apache起動 /停止スクリプトファイル (Bin_dir/httpsdct1)内のパスを更新しま
す。

Apacheのデフォルトのパスを変更し、Apacheのディレクトリ構造と一致させてくだ
さい。

8. 次のタスクを実行して構成の変更内容を確認します。

a. httpsdctl configtest を実行し、Apache の httpd.conf ファイルが正しい
構文になっているかどうかを確認してください。

b. Apacheが使用する論理ホスト名または共有アドレスが、正しく構成されておりオ
ンラインになっていることを確認してください。

c. httpsdctl start を実行することによって、Apache サーバーを手作業で起動し
ます。

Apacheが正しく起動しない場合は、問題を修正してください。

d. Apacheの起動後、次の手順に移行する前に停止します。

次に進む手順
Apacheのデータサービスパッケージが Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMからインス
トールされていない場合は、115ページの「Sun Cluster HA for Apacheパッケージの
インストール」へ進みます。パッケージがインストールされている場合は、116ペー
ジの「Sun Cluster HA for Apacheの登録と構成」へ進みます。

Sun Cluster HA for Apacheパッケージ
のインストール
scinstall(1M)ユーティリィティにより、Sun Cluster HA for Apacheパッケージ
(SUNWscapc)をクラスタにインストールできます。このときに、非対話型の
scinstallにすべてのデータサービスパッケージをインストールする -sオプション
を指定しないでください。

Sun Clusterのインストール時にこのデータサービスパッケージをすでにインストール
している場合は、116ページの「Sun Cluster HA for Apacheの登録と構成」に進んで
ください。まだインストールしていない場合は、次の手順に従って SUNWscapc
パッケージをインストールします。
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� Sun Cluster HA for Apacheパッケージのインス
トール
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。この手順
は、Sun Cluster HA for Apacheをマスターできるすべてのクラスタメンバーで実行し
てください。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
117ページの「Sun Cluster HA for Apacheの登録と構成」を参照して Sun Cluster
HA for Apacheを登録し、このデータサービス用にクラスタを構成してください。

Sun Cluster HA for Apacheの登録と構
成
この手順では、scrgadm (1M)コマンドを使って Sun Cluster HA for Apacheの登録
と構成を行う方法を説明します。

Apacheは、フェイルオーバーサービスまたはスケーラブルサービスとして構成でき
ます。
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� フェイルオーバーサービスとしてApacheを構成する場合は、Apacheアプリケー
ションリソースとネットワークリソースを単一のリソースグループに配置します。

� スケーラブルサービスとしてApacheを構成する場合は、Apacheアプリケー
ションリソースとネットワークリソースのフェイルオーバーリソースグループに、
それぞれ 1つずつスケーラブルリソースグループを作成します。

スケーラブルリソースグループはフェイルオーバーリソースグループに依存します。
Apacheをスケーラブルサービスとして構成する場合には、追加の手順が必要になり
ます。このような手順には、その先頭部分に「スケーラブルサービスのみ」という表
示をして区別します。Apacheをスケーラブルサービスとして構成しない場合は、こ
れらの手順は省略してください。

� Sun Cluster HA for Apacheの登録と構成

注 –任意のクラスタメンバーでこの手順を実行してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. データサービスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.apache

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.apache 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタ
イプを指定します。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

このリソースグループは、フェイルオーバーサービスとスケーラブルサービスの両方
に必要です。フェイルオーバーサービスの場合、このリソースグループはネットワー
クリソースとフェイルオーバーアプリケーションリソースの両方を含みます。スケー
ラブルサービスの場合、ネットワークリソースのみを含みます。このグループとアプ
リケーションリソースを含むリソースグループとの間に、依存性が作成されます。

必要に応じて、-hオプションを指定してデータサービスを実行できる一群のノードを
選択することもできます。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-a 新しい構成を追加します。

-g resource-group 追加するフェイルオーバーリソースグループの名前を指定しま
す。任意の名前を指定できますが、クラスタ内で一意のリソース
グループにする必要があります。

[-h nodelist] 潜在的マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマで区
切って指定します (任意)。フェイルオーバー時は、この順序で主
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ノードが決まります。

注 – -hを使用してノードリストの順序を指定します。クラスタ内のすべてのノード
が潜在的マスターの場合、-hオプションを使用する必要はありません。

4. 使用しているすべてのネットワークアドレスがネームサービスデータベースに追加さ
れていることを確認します。

Sun Clusterのインストールの時に、この確認を行う必要があります。詳細は、『Sun
Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』の計画に関する章を参照してください。

注 –ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、すべてのクラス
タノードの /etc/inet/hostsファイルに、すべてのネットワークアドレスが登録
されていることを確認してください。サーバーの /etc/nsswitch.conf ファイル
のネームサービスマッピングは、NIS、NIS+、DNSにアクセスする前に、最初にロー
カルファイルを検査するように構成してください。

5. ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)を、手順 3で作成した
フェイルオーバーリソースグループに追加します。

# scrgadm -a {-S | -L} -g resource-group \
-l hostname, ... [-j resource] \

[-X auxnodelist] [-n netiflist]

-S | -L 共有アドレスリソースには、-Sオプションを使用します。論理
ホスト名リソースには、-Lオプションを使用します。

-l hostname, … 追加するネットワークリソースをコンマで区切って指定しま
す。-jオプションを使用してリソース名を指定できます。リ
ソース名を指定しないと、ネットワークリソースの名前は、コン
マで区切ったリストの最初の名前になります。

-g resource-group 手順 3で作成したフェイルオーバーリソースグループ名を指定し
ます。

-j resource リソースの名前を指定します。リソース名を指定しない場合、
ネットワークリソース名は、デフォルトで -l オプションで最初
に指定した名前になります。

-X auxnodelist 共有アドレスをホストできるクラスタノード (ただし、フェイル
オーバー時に主ノードとして使用されない)を識別する物理ノー
ド名またはノード IDをコンマで区切って指定します。このオプ
ションを指定した場合は、これらのノードは、リソースグループ
の nodelistで指定されるノードと相互に排他的になります。

-n netiflist 各ノード上の IP Networking Multipathingグループをコンマで
区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の書式は、
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netif@nodeでなければなりません。netifは、sc_ipmp0な
どの IP Networking Multipathingグループ名として指定できま
す。ノードは、sc_ipmp0@1や sc_ipmp@phys-schost-1な
どのノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できませ
ん。

6. スケーラブルサービスのみ:希望するすべてのクラスタノードで実行するスケーラブル
リソースグループを作成します。

Sun Cluster HA for Apacheをフェイルオーバーデータサービスとして実行する場合
は、手順 8へ進んでください。

データサービスアプリケーションリソースを保持するリソースグループを作成しま
す。主ノードの最大数と希望数を指定する必要があります。

注 –一部のノードしかこのリソースグループの主ノードになれない場合は、リソース
グループの作成時に -hオプションを使用して主ノードになれるノードの名前を指定
する必要があります。

このリソースグループと手順 3で作成したフェイルオーバーリソースグループとの間
の依存性についても指定する必要があります。この依存性によって、フェイルオー
バー時に 2つのリソースグループが同じノードでオンラインになったとき、Resource
Group Manager (RGM)は、ネットワークリソースに依存する任意のデータサービス
が開始される前に、そのネットワークリソースを開始できます。

# scrgadm -a -g resource-group \
-y Maximum_primaries=m -y Desired_primaries=n \
-y RG_dependencies=resource-group \

[-h nodelist]

-g resource-group
追加するスケーラブルサービスリソースグループの名前を指定します。

-y Maximum_primaries=m
このリソースグループに許可するアクティブ主ノードの最大数を指定します。この
プロパティに値を指定しない場合は、デフォルトの 1になります。

-y Desired_primaries=n
このリソースグループに許可するアクティブ主ノードの希望数を指定します。この
プロパティに値を指定しない場合は、デフォルトの 1になります。

-y RG_dependencies= resource-group
作成されたリソースグループが依存する、共有アドレスリソースを含むリソースグ
ループを指定します。これは、手順 3で作成したフェイルオーバーリソースグルー
プの名前です。

第 5章 • Sun Cluster HA for Apacheのインストールと構成 119



-h nodelist
このリソースグループの主ノードとして使用できるノードのリスト (オプション)。
このリストは、リソースグループの主ノードとして使用できないノードがあるとき
だけ指定します。

7. スケーラブルサービスのみ:スケーラブルリソースグループにアプリケーションリソー
スを作成します。

Sun Cluster HA for Apacheをフェイルオーバーデータサービスとして実行する場合
は、手順 8へ進んでください。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t resource-type -y Network_resources_used=network-resource, ... \
-y Port_list=port-number/protocol[, ...] -y Scalable=True \

-x Bin_dir=bin-directory

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースが配置されるスケーラブルリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
追加するリソースのタイプを指定します。

-y Network_resources_used= network-resource, …
データサービスが使用する共有アドレスを指定するネットワークリソース名をコン
マで区切って指定します。

-y Port_list=port-number/protocol, …
使用するポート番号とプロトコルをコンマで区切って指定します
(例:80/tcp,81/tcp)。

-y Scalable=
スケーラブルサービスの必須パラメータを指定します。このパラメータは、True
に設定する必要があります。

-x Bin_dir=bin-directory
Apacheバイナリ (apachect1)がインストールされている場所を指定します。Sun
Cluster HA for Apacheはこの拡張プロパティを必要とします。

注 –必要に応じて、Apacheデータサービスに属する拡張プロパティをさらに設定
し、それらのデフォルト値を上書きできます。どのような拡張プロパティがあるかに
ついては、表 5–2を参照してください。

8. フェイルオーバーサービスのみ:フェイルオーバーリソースグループにアプリケー
ションリソースを作成します。

この手順は、Sun Cluster HA for Apacheをフェイルオーバーデータサービスとして実
行する場合だけ実行してください。Sun Cluster HA for Apacheをスケーラブルデータ
サービスとして使用している場合は、手順 6および手順 7を実行し、手順 10へ進ん
でください。
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# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t resource-type -y Network_resources_used=network-resource, ... \
-y Port_list=port-number/protocol[, ...] -y Scalable=False \

-x Bin_dir=bin-directory

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースが配置されるリソースグループの名前を指定します。これは、手順 3で作
成したものです。

-t resource-type
追加するリソースのタイプを指定します。

-y Network_resources_used= network-resource, …
データサービスが使用する共有アドレスを指定するネットワークリソース名をコン
マで区切って指定します。

-y Port_list=port-number/protocol, …
使用するポート番号とプロトコルをコンマで区切って指定します
(例:80/tcp,81/tcp)。

-y Scalable=
このプロパティは、スケーラブルサービスにのみ必要です。Falseに設定する
か、または省略します。

-x Bin_dir=bin-directory
Apacheバイナリ (apachect1)がインストールされている場所を指定します。Sun
Cluster HA for Apacheにはこの拡張プロパティが必要です。

9. フェイルオーバーリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z 共有アドレスリソースと障害モニターを有効に設定し、リソース
グループを MANAGED状態に切り替え、オンラインにします。

-g resource-group フェイルオーバーリソースグループの名前を指定します。

10. スケーラブルサービスのみ：スケーラブルリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを有効に設定し、リソースグループを
MANAGED状態にし、オンラインにします。

-g resource-group スケーラブルリソースグループの名前を指定します。

例 –スケーラブル Sun Cluster HA for Apacheの登録
スケーラブルサービスの場合、次のリソースグループを作成します。

� 1つは、ネットワークリソースを含むフェイルオーバーリソースグループです。
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� もう 1つは、アプリケーションリソースを含むスケーラブルリソースグループで
す。

次に、スケーラブルApacheサービスを 2ノードクラスタに登録する例を示します。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
共有アドレス: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (共有アドレスの場合),

resource-group-2 (スケーラブル Apacheアプリケーション
リソースの場合)

リソース: schost-1 (共有アドレス), apache-1 (Apacheアプリケーション
リソース)

(Apacheリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.apache

(共有アドレスを含めるためにフェイルオーバーリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost-1, phys-schost-2

(フェイルオーバーリソースグループに共有アドレスリソースを追加する)
# scrgadm -a -S -g resource-group-1 -l schost-1

(スケーラブルリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g resource-group-2 -y Maximum_primaries=2 \
-y Desired_primaries=2 -y RG_dependencies=resource-group-1

(スケーラブルリソースグループに Apacheアプリケーションリソースを追加する)
# scrgadm -a -j apache-1 -g resource-group-2 \
-t SUNW.apache -y Network_resources_used=schost-1 \
-y Scalable=True -y Port_list=80/tcp \
-x Bin_dir=/opt/apache/bin

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-1

(両方のノードでスケーラブルリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-2

例 –フェイルオーバー Sun Cluster HA for Apacheの登録
次に、フェイルオーバーApacheサービスを 2ノードクラスタで登録する例を示しま
す。

クラスタ情報
ノード名: phys-schost-1, phys-schost-2
論理ホスト名: schost-1
リソースグループ: resource-group-1 (すべてのリソース)
リソース: schost-1 (論理ホスト名),

apache-1 (Apacheアプリケーションリソース)

(Apacheリソースタイプを登録する)
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# scrgadm -a -t SUNW.apache

(すべてのリソースを含むようにフェイルオーバーリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost-1, phys-schost-2

(フェイルオーバーリソースグループに論理ホスト名リソースを追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(フェイルオーバーリソースグループにApacheアプリケーションリソースを追加する)
# scrgadm -a -j apache-1 -g resource-group-1 \
-t SUNW.apache -y Network_resources_used=schost-1 \
-y Scalable=False -y Port_list=80/tcp \
-x Bin_dir=/opt/apache/bin

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-1

次に進む手順
124ページの「データサービスのインストールと構成の確認」を参照し、インストー
ルを確認してください。リソース拡張プロパティを設定または変更する場合は、124
999ページの「Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティの構成」を参照してくださ
い。

� SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは Sun Cluster 3.0 5/02から導入されていま
す。この新しいリソースタイプは、 SUNW.HAStorageと同じ機能を実行し、HAス
トレージとデータサービス間のアクションを同期します。

SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加の機
能があります。Sun Cluster HA for Apacheはスケーラブルであるため、
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを設定する必要があります。

詳細については、SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページおよび 25ページ
の「リソースグループとディスクデバイスグループの関係」を参照してください。手
順については、376ページの「HAStoragePlusリソースタイプの設定」を参照して
ください。(Sun Cluster 3.0の 5/02よりも前のバージョンを使用している場合は、
SUNW.HAStoragePlusではなく SUNW.HAStorageを設定してください。手順につ
いては、373ページの「新しいリソース用の HAStorageリソースタイプの設定」を
参照してください)
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� データサービスのインストールと構成の確認
Sun Cluster HA for Apacheを構成したあと、ネットワークリソース (論理ホスト名ま
たは共有アドレス)およびポート番号を使用し、WebブラウザからWebページを表示
できることを確認します。scswitch(1M)コマンドを使用してスイッチオーバーを実
行し、サービスが引き続き二次ノードでも実行でき、さらに元の主ノードに戻すこと
ができることを確認してください。

Sun Cluster HA for Apache拡張プロパ
ティの構成
Apacheサーバーリソースの作成時に必要な拡張プロパティは、Bin_dirプロパ
ティだけです。このプロパティの値は、apachect1スクリプトを含むディレクトリ
です。

通常、拡張プロパティは、Apacheサーバーリソースを作成するときに、コマンド行
から scrgadm -xparameter=value を実行して構成します。拡張プロパティは、
第 15章に示す手順を使って、あとで構成することもできます。

Sun Clusterの全プロパティについては、付録A を参照してください。

拡張プロパティの中には動的に変更できるものもありますが、それ以外の拡張プロパ
ティは、Apacheサーバーリソースを作成するときにしか更新できません。次の表
は、Apacheサーバー用に構成できる拡張プロパティの説明です。「調整」エントリ
は、いつプロパティを更新できるかを示します。

表 5–2 Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Bin_dir (文字列) Apacheバイナリ (特に apachect1)のパス。
Sun Cluster HA for Apacheはこの拡張プロパ
ティが必要です。

デフォルト:なし

範囲:なし

調整:作成時
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表 5–2 Sun Cluster HA for Apache拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Monitor_ retry_ count (整数) 障害モニターの再起動を制御するとともに、
Monitor_retry_ interval プロパティで
指定された時間の範囲内に、プロセスモニ
ター機能 (PMF)が障害モニターを何回再起動
するかを示します。このプロパティは、障害
モニターの再起動を制御するのであって、リ
ソースの再起動を制御するわけではありませ
ん。リソースの再起動は、システム定義プロ
パティの Retry_intervalおよび
Retry_countによって制御されます。

デフォルト:4

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の数が無限であることを示しま
す。

調整:作成時

Monitor_ retry_ interval (整数) 障害モニターの失敗がカウントされる期間
(分)。この期間内に、障害モニターの失敗の数
が、拡張プロパティ Monitor_retry_
countで指定した値を超えた場合、PMFは障
害モニターを再起動しません。

デフォルト:add_delete_switchはオプションの
addまたは deleteを示します。

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の間隔が無限であることを示し
ます。

調整:作成時

Probe_ timeout (整数) Apacheインスタンスの検証に障害モニターが
使用するタイムアウト値 (秒)。

デフォルト:90

範囲: 0 – 2、147、483、641

調整:作成時
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Sun Cluster HA for Apacheの障害モニ
ター
Sun Cluster HA for Apacheの検証機能は、Apacheサーバーの状態を照会する要求を
サーバーに送信します。検証機能が実際にApacheサーバーを照会する前に、ネット
ワークリソースがこのApacheリソース用に構成されていることの確認が行われま
す。ネットワークリソースが構成されていない場合は、エラーメッセージ (No
network resources found for resource.) が記録され、検証はエラーとなり、
終了します。

検証機能は、次の操作を行います。

1. Probe_timeoutリソースプロパティで設定されたタイムアウト値を使用し、
Apacheサーバーを正常に検証するための試行時間を制限します。

2. 非セキュアWebサーバーの場合は、Apacheサーバーに接続し、HTTP要求を送信
して応答を受信することで、HTTP 1.0 HEAD検査を実行します。検証機能は、各
IPアドレスとポートの組み合わせでApacheサーバーに順番に接続します。

この照会の結果は、異常か正常のどちらかになります。検証機能がApacheサー
バーからの応答を正常に受信した場合、検証機能は無限ループに戻り、検証と休止
の次のサイクルを開始します。

照会は、ネットワークトラフィックの混雑、過剰なシステム負荷、不適切な構成な
ど、さまざまな理由によって失敗します。構成の不備は、検証中のすべての IPア
ドレスとポートのペアで待機するようにApacheサーバーを構成しなかった場合に
発生します。Apacheサーバーは、このリソースに指定した各 IPアドレスに対
し、それぞれポートを提供する必要があります。Probe_timeoutで指定した制
限内 (前の手順 1で指定)に照会に対する応答を受信しない場合は、検証機能は、
Apacheデータサービスの一部で異常が発生したと判断し、履歴に異常を記録しま
す。Apacheの検証異常は、致命的な異常、または部分的な異常になります。

致命的な異常とみなされる検証異常は、以下のとおりです。

� サーバーへの接続に失敗した場合。次のエラーメッセージが表示されます。%s
はホスト名、%dはポート番号です。

Failed to connect to %s port %d %s

� サーバーに接続しようとしてタイムアウト (Probe_timeoutリソースプロパ
ティのタイムアウト値を超過)した場合。

� 検証文字列をサーバーに送信することに失敗した場合。次のエラーメッセージ
が表示されます。最初の %sはホスト名、%dはポート番号です。最後の %sは
エラーの詳細です。

Failed to communicate with server %s port %d: %s

モニターは、Retry_interval リソースプロパティで指定した期間内で、以下に示
す 2 つの部分的な異常を累積し、1 つの致命的な異常としてカウントします。 部分

的な異常とみなされる検証の障害は次のとおりです。
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� 検証機能による照会に対し、サーバーからの応答を読み取ろうとしてタイムアウト
(Probe_timeoutリソースプロパティのタイムアウト値を超過)した場合。

� その他の理由によってサーバーからデータを読み取ることに失敗した場合。次のエ
ラーメッセージが表示されます。最初の %sはホスト名、%dはポート番号です。最後
の %sはエラーの詳細です。

Failed to communicate with server %s port %d: %s

3. セキュアWebサーバーの場合は、各 IPアドレスとポートの組み合わせに接続します。こ
の接続に成功した場合は、検証機能は接続を切断して正常であると判断します。これ以上
の検査は行われません。

4. 異常履歴に基づいて、データサービスのローカルでの再起動、またはデータサービスの
フェイルオーバーのいずれかを実行します。詳細は、34ページの「データサービスの状
態の検査」を参照してください。
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第 6章

Sun Cluster HA for Domain Name
Service (DNS)のインストールと構成

この章では、Sun Clusterサーバーに Sun Cluster HA for Domain Name Service
(DNS)データサービスをインストールし、構成する手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 130ページの「DNSのインストール」
� 133ページの「Sun Cluster HA for DNSパッケージのインストール」
� 134ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」
� 138ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成」

Sun Cluster HA for DNSは、フェイルオーバーデータサービスとして構成する必要が
あります。データサービス、リソースグループ、リソース、関連事項については、
第 1章および『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

注 –このデータサービスのインストールと構成には、SunPlex Managerが使用できま
す。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

Sun Cluster HA for DNSのインストール
と構成
インストール作業と構成作業を説明している節は次のとおりです。
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表 6–1作業マップ: Sun Cluster HA for DNSのインストールと構成

作業 参照箇所

DNSのインストール 130ページの「DNSのインストール」

Sun Cluster HA for DNSパッケージ
のインストール

133ページの「Sun Cluster HA for DNSパッケージの
インストール」

Sun Cluster HA for DNSの構成と起
動

134ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構
成」

リソース拡張プロパティの構成 138ページの「Sun Cluster HA for DNS拡張プロパ
ティの構成」

障害モニターの情報の表示 140ページの「Sun Cluster HA for DNS障害モニ
ター」

DNSのインストール
この節では、DNSのインストール手順と、DNSを Sun Cluster HA for DNSとして実
行する方法について説明します。

Sun Cluster HA for DNSは、Solaris 8および 9オペレーティング環境にバンドルされ
ているインターネットドメインネームサーバーソフトウェア (in.named)を使用しま
す。DNSの設定については、in.named(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。Sun Cluster構成での違いは、次のとおりです。

� DNSデータベースは、ローカルファイルシステムではなく、クラスタファイルシ
ステムに格納されます。

� DNSサーバー名は、物理ホスト名ではなく、ネットワークリソース (再配置可能
IPアドレス)によって指定されます。

� DNSのインストール
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. DNSサービスを提供するネットワークリソースを決定します。

この名前は、Sun Clusterソフトウェアのインストール時に設定した IPアドレス (論理
ホスト名または共有アドレス)でなければなりません。ネットワークリソースの詳細
は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

3. DNS実行可能ファイル (in.named)が /usr/sbinディレクトリにあることを確認し
ます。
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DNS実行可能ファイルは、Solaris 8および 9オペレーティング環境にバンドルされて
おり、インストール前は /usr/sbinディレクトリにあります。

4. DNS構成ファイルとデータベースファイルを格納するディレクトリ構造
/global/dns/namedをクラスタファイルシステム上に作成します。

クラスタファイルシステムの設定については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのイン
ストール』を参照してください。

# mkdir -p /global/dns/named

5. DNS構成ファイルの named.confまたは named.bootを /global/dns/named
ディレクトリに配置します。

DNSをすでにインストール済みのばあいは、既存の named.confまたは
named.bootファイルを /global/dns/namedディレクトリにコピーできます。イ
ンストールされていない場合は、このディレクトリに named.confファイルを作成
してください。named.confまたは named.bootに登録できるエントリの種類につ
いては、in.named(1M)のマニュアルページを参照してください。named.confまた
は named.bootのいずれか 1つ、または両ファイルが存在している必要がありま
す。

6. すべての DNSデータベースファイル (named.confファイルに指定されている)を
/global/dns/namedディレクトリ下に配置します。

7. Sun Cluster HA for DNSのすべてのクライアント上で、/etc/resolv.conf
ファイルに DNSサービスのネットワークリソースについてのエントリを作成しま
す。

すべてのノードで、/etc/resolv.confを編集してネットワークリソースを登録し
ます。たとえば、schost-1.eng.sun.comという論理ホスト名の 4ノード構成のエ
ントリ (phys-schost-1、phys-schost-2、phys-schost-3、phys-schost-4
)は次のようになります。

domain eng.sun.com

; schost-1.eng.sun.com

(すでにファイルが存在する場合はこのエントリのみ追加)

nameserver 192.29.72.90

; phys-schost-2.eng
nameserver 129.146.1.151

; phys-schost-3.eng
nameserver 129.146.1.152

; phys-schost-4.eng
nameserver 129.144.134.19

; phys-schost-1.eng

nameserver 129.144.1.57
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ドメイン名の直後にネットワークリソースのエントリを作成します。DNSは、
resolv.confファイルにリストされている順番にアドレスを使用してサーバーへの
アクセスを試みます。

注 – /etc/resolv.confがすでにノード上に存在する場合は、前の例で示したよう
に、論理ホスト名を示す最初のエントリだけを追加してください。DNSがサーバーに
アクセスする順番は、このエントリの順になります。

8. すべてのクラスタノードで、/etc/inet/hostsファイルを編集し、DNSサービス
のネットワークリソースのためのエントリを作成します。

次のように、手順を実行してください。

� IPaddressには、129.146.87.53のように実際に使用する IPアドレスを指定します。
� logical-hostname変数を実際のネットワークリソース (論理ホスト名または共有アド
レス)に置き換えます。

127.0.0.1 localhost

IPaddress logical-hostname

9. すべてのクラスタノードで、/etc/nsswitch.conf ファイルを編集し、hosts エ
ントリの clusterと filesのあとに文字列 dnsを追加します。

例:

hosts: cluster files dns

10. scswitch(1M)コマンドを実行して次の作業を行います。

� リソースと障害の監視を有効にします。
� リソースグループを MANAGED状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを有効に設定し、リソースグループを
MANAGED状態にし、オンラインにします。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

11. DNSを検証します。

検証を行う前に、in.namedを必ず停止してください。次に DNSをテストする例を
示します。

# cd /global/dns
# /usr/sbin/in.named -c /global/dns/named.conf
# nslookup phys-schost-1

# pkill -x /usr/sbin/in.named
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次に進む手順
Sun Clusterのインストール時に、すでに Sun Cluster HA for DNSパッケージがイン
ストールされている場合は、134ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」
へ進みます。インストールされていない場合は、133ページの「Sun Cluster HA for
DNSパッケージのインストール」へ進みます。

Sun Cluster HA for DNSパッケージのイ
ンストール
scinstall(1M)ユーティリティにより、Sun Cluster HA for DNSパッケージ
(SUNWscdns)をクラスタにインストールできます。このときに、非対話型の
scinstallにすべてのデータサービスパッケージをインストールする -sオプション
を指定しないでください。

Sun Clusterのインストール時にこのデータサービスパッケージをすでにインストール
してある場合は、134ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」へ進んでく
ださい。まだインストールしていない場合は、次の手順に従って SUNWscdns
パッケージをインストールします。

� Sun Cluster HA for DNSパッケージのインストー
ル
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。Sun Cluster
HA for DNSを実行できるすべてのクラスタノードで、この手順を実行してくださ
い。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーでは、この CDは "data services cd"と示されます。
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5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
134ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」を参照して Sun Cluster HA
for DNSを登録し、このデータサービス用にクラスタを構成してください。

Sun Cluster HA for DNSの登録と構成
この手順では、scrgadm (1M)コマンドを使って Sun Cluster HA for DNSの登録と構
成を行う方法を説明します。

注 –その他のオプションでもデータサービスの登録および構成を行うことができま
す。これらの方法については、31ページの「データサービスリソースを管理するため
のツール」を参照してください。

� Sun Cluster HA for DNSの登録と構成
この手順を実行するには、構成に関する次の情報が必要になります。

� Sun Cluster HA for DNSのリソースタイプの名前。この名前は、SUNW.dnsで
す。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前。

� クライアントがデータサービスにアクセスするために使用するネットワークリソー
ス。通常、この IPアドレスは、クラスタのインストール時に設定されます。
ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

� DNS構成ファイルへのパス。DNS構成ファイルは、クラスタファイルシステムに
インストールしなければなりません。このパスは、ここで説明する手順で構成され
る Config_dirリソースプロパティにマップします。
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注 –この手順は、すべてのクラスタメンバー上で実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. データサービスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.dns

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.dns 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタイ
プを指定します。

3. 使用するネットワークリソースと DNSリソースのリソースグループを作成します。

必要に応じて、-hオプションを指定してデータサービスを実行できる一群のノードを
選択することもできます。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。任意の名前を指定できま
すが、クラスタ内で一意のリソースグループにする必要がありま
す。

[-h nodelist] 潜在的マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマで区
切って指定します (任意)。フェイルオーバー時は、この順序で主
ノードが決まります。

注 – -hオプションを使用してノードリストの順序を指定します。すべてのクラスタ
ノードが潜在的マスターの場合、-hオプションを使用する必要はありません。

4. 使用するすべてのネットワークリソースがネームサービスデータベースに登録されて
いることを確認します。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行います。詳細は、『Sun Cluster 3.1ソ
フトウェアのインストール』の計画に関する章を参照してください。

注 –ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、サーバーおよび
クライアントの /etc/inet/hostsファイルに、すべてのネットワークリソースが登
録されていることを確認してください。サーバーの /etc/nsswitch.confファイル
のネームサービスマッピングは、NISまたは NIS+にアクセスする前に最初にローカ
ルファイルを検査するように構成してください。

5. リソースグループへネットワークリソースを追加します。
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たとえば、リソースグループの論理ホスト名を追加するには次のコマンドを実行しま
す。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l logical-hostname [logical-hostname] \

[-n netiflist]

-l logical-hostname ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)をコ
ンマで区切って指定します。

-n netiflist 各ノード上の IP Networking Multipathingグループをコンマで
区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の書式は、
netif@nodeでなければなりません。netifは、sc_ipmp0
などの IP Networking Multipathingグループ名として指定でき
ます。ノードは、sc_ipmp0@1や sc_ipmp@phys-schost-1
などのノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できま
せん。

6. DNSアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j [resource] -g resource-group \
-t SUNW.dns -y Network_resources_used=network-resource, ...\
-y Port_list=port-number/protocol -x DNS_mode=config-file \

-x Confdir_list=config-directory

-j resource
DNSアプリケーションリソース名を指定します。

-t SUNW.dns
このリソースが属するリソースタイプの名前を指定します。このエントリは必須で
す。

-y Network_resources_used=network-resource, …
DNSが使用するネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)をコン
マで区切って指定します。このプロパティを指定しない場合は、デフォルトで、リ
ソースグループに含まれるすべてのネットワークリソースになります。

-y Port_list=port-number/protocol
使用するポート番号とプロトコルを指定します。このプロパティを指定しない場合
は、デフォルトで 53/udpが使用されます。

-x DNS_mode=config-file
conf (named.conf) または boot (named.boot) のいずれかの構成ファイルを
指定します。このプロパティを指定しない場合は、デフォルトで conf が使用され
ます。

-x Confdir_list=config-directory
DNS構成ディレクトリパスの場所を指定します。必ず、クラスタファイルシステ
ム上の場所である必要があります。Sun Cluster HA for DNSはこの拡張プロパ
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ティを必要とします。

7. scswitch(1M)コマンドを実行して次の作業を行います。

� リソースと障害の監視を有効にします。
� リソースグループを管理状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースとモニターを有効に設定し、リソースグループを管理状
態にし、オンラインにします。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

例 –フェイルオーバー Sun Cluster HA for DNSの登録
次の例では、Sun Cluster HA for DNSを 2ノードクラスタに登録する方法を示しま
す。この例の最後で scswitchコマンドが Sun Cluster HA for DNSを起動している
ことに注意してください。

Cluster Information
Node names: phys-schost-1, phys-schost-2
Logical hostname: schost-1
Resource group: resource-group-1 (すべてのリソースに適用),
Resources: schost-1 (論理ホスト名), dns-1 (DNSアプリケーション

リソース)

(DNSリソースタイプの登録)
# scrgadm -a -t SUNW.dns

(リソースグループを追加し、すべてのリソースを含む)
# scrgadm -a -g resource-group-1

(論理ホスト名リソースをリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(DNSアプリケーションリソースをリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -j dns-1 -g resource-group-1 -t SUNW.dns \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=53/udp \
-x DNS_mode=conf -x Confdir_list=/global/dns

(フェイルオーバーリソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g resource-group-1
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� SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは Sun Cluster 3.0 5/02から導入されていま
す。この新しいリソースタイプは、SUNW.HAStorageと同じ機能を実行し、HAスト
レージと Sun Cluster HA for NFS間のアクションを同期します。
SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加の機
能があります。Sun Cluster HA for DNSは、ディスクに負荷をかけず、またスケーラ
ブルではないので、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの設定は任意です。

SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページおよび25ページの「リソースグルー
プとディスクデバイスグループの関係」を参照してください。手順については、376
999ページの「HAStoragePlusリソースタイプの設定」を参照してください。(Sun
Cluster 3.0の 5/02以前のバージョンを使用している場合は、SUNW.HAStoragePlus
ではなく SUNW.HAStorageを設定してください。手順については、373ページ
の「新しいリソース用の HAStorageリソースタイプの設定」を参照してください)

データサービスのインストールと構成の
確認
Sun Cluster HA for DNSのインストールと構成が正しく行われたかを調べるには、134
134ページの「Sun Cluster HA for DNSの登録と構成」の手順を終了したあとで次の
コマンドを実行してください。

# nslookup logical-hostname logical-hostname

この例では、logical-hostnameは、DNS要求をサービスするために構成したネットワー
クリソースの名前です。前述の登録の例では、schost-1がこれに該当します。出力
では、指定したネットワークリソースによって照会が処理されたことが示されます。

Sun Cluster HA for DNS拡張プロパ
ティの構成
DNSリソースの作成に必須の拡張プロパティは Confdir_listプロパティだけで
す。通常、拡張プロパティは、DNSリソースを作成するときにコマンド行から
scrgadm -x parameter=valueを実行して構成します。拡張プロパティは、第 15 章 に
示す手順を使ってあとで構成することもできます。
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Sun Clusterの全プロパティについては、付録A を参照してください。

表 6–2は、Sun Cluster HA for DNSの拡張プロパティについて説明したものです。拡
張プロパティの中には動的に変更できるものもありますが、それ以外の拡張プロパ
ティは、リソースを作成するときにしか更新できません。「調整」エントリは、いつ
プロパティを更新できるかを示します。

表 6–2 Sun Cluster HA for DNS拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_ list (文字列配列) パス名をコンマで区切ったリスト。各パス名
は、DNSインスタンスの confディレクトリ
を含むディレクトリを示します。

デフォルト:なし

範囲:なし

調整:作成時

DNS_mode 使用する DNS構成ファイル。conf
(named.conf)または boot (named.boot)
を指定します。

デフォルト:conf

範囲:なし

調整:作成時

Monitor_ retry_ count (整数) Monitor_retry_ interval プロパティで
指定された時間の範囲内に、プロセスモニ
ター機能 (PMF)が障害モニターを再起動する
回数。このプロパティは、障害モニターの再
起動について制御するのであって、リソース
の再起動を制御するわけではありません。リ
ソースの再起動は、システム定義プロパ
ティの Retry_intervalおよび
Retry_countによって制御されます。

デフォルト: 4

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の数が無限であることを示しま
す。

調整:任意の時点
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表 6–2 Sun Cluster HA for DNS拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Monitor_ retry_ interval (整数) 障害モニターの失敗がカウントされる期間
(分)。この期間内に、障害モニターの失敗の数
が、拡張プロパティ Monitor_retry_
countで指定した値を超えた場合、PMFは障
害モニターを再起動しません。

デフォルト: 2

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の間隔が無限であることを示し
ます。

調整:任意の時点

Probe_ timeout (整数) DNSインスタンスの検証に障害モニターが使
用するタイムアウト値 (秒)。

デフォルト:120

範囲: 0 – 2、147、483、641

調整:任意の時点

Sun Cluster HA for DNS障害モニター
検証機能は、nslookupコマンドを使用して DNSの状態を照会します。検証機能が
実際に DNSサーバーを照会する前に、ネットワークリソースが DNSデータサービス
と同じリソースグループ内で構成されていることの確認が行われます。ネットワーク
リソースが構成されていない場合は、エラーメッセージが記録され、検証はエラーと
なり、終了します。

検証機能は、次の操作を行います。

1. Probe_timeoutリソースプロパティで指定されたタイムアウト値を使用し、
nslookupコマンドを実行します。

この nslookupコマンドの実行結果は、異常か正常のどちらかになります。
nslookupの照会に対して DNSが正常に応答した場合は、検証機能は無限ループ
に戻り、次の検証時間まで待機します。

nslookupコマンドが正常に終了しなかった場合、検証機能は DNSデータサービ
スで異常が発生したと判断し、履歴に異常を記録します。DNS検証機能は、すべ
ての異常を致命的な異常とみなします。

2. 正常/異常履歴に基づいて、ローカルでの再起動、またはデータサービスのフェイ
ルオーバーを実行します。詳細は、34ページの「データサービスの状態の検査」
を参照してください。
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第 7章

Sun Cluster HA for Network File
System (NFS)のインストールと構成

この章では、Sun Clusterノードに Sun Cluster HA for Network File System (NFS)を
インストールして構成する手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 143ページの「Sun Cluster HA for NFSパッケージのインストール」
� 144ページの「Sun Cluster HA for NFSの登録と構成」
� 149ページの「NFSファイルシステムの共有オプションの変更」
� 150ページの「Sun Cluster HA for NFSメソッドのタイムアウトの調整」
� 151ページの「SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成」

Sun Cluster HA for NFSは、フェイルオーバーデータサービスとして構成する必要が
あります。データサービス、リソースグループ、リソース、関連事項については、
第 1章および『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

注 –このデータサービスのインストールと構成には、SunPlex Managerが使用できま
す。詳細については、SunPlex Managerのオンラインヘルプを参照してください。

Sun Cluster HA for NFSをインストールして構成する前に、『Sun Cluster 3.1ご使用
にあたって』にあるワークシートを使用し、リソースとリソースグループについて計
画してください。

データサービスの制御下に置かれる NFSマウントポイントは、ファイルシステムが
入ったディスクデバイスグループをマスターできるすべてのノードで同じである必要
があります。
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注意 – VERITAS Volume Managerを使用すると、NFSフェイルオーバーの実行時に
クライアント上での“stale file handle (無効なファイルハンドル)”エラーを防止できま
す。vxioドライバの擬似デバイスメジャー番号がすべてのクラスタノードで同一で
あるか確認してください。この番号は、インストールが完了した後、
/etc/name_to_majorファイルに記述されています。

Sun Cluster HA for NFSのインストール
と構成
インストール作業と構成作業を説明している節は次のとおりです。

表 7–1作業マップ: Sun Cluster HA for NFSのインストールと構成

作業 参照先

Sun Cluster HA for NFSパッケージ
のインストール

142ページの「Sun Cluster HA for NFSパッケージのイ
ンストール」

Sun Cluster HA for NFSの設定と構
成

143ページの「Sun Cluster HA for NFSの登録と構成」

リソース拡張プロパティの構成 151ページの「Sun Cluster HA for NFS拡張プロパ
ティの構成」

障害モニターの情報の表示 154ページの「Sun Cluster HA for NFS障害モニター」

Sun Cluster HA for NFSパッケージのイ
ンストール
scinstall (1M)ユーティリティーを使用してデータサービスパッケージ
SUNWscnfsをクラスタにインストールします。

Sun Clusterのインストール時に SUNWscnfsデータサービスパッケージをすでにイン
ストールしている場合は、143ページの「Sun Cluster HA for NFSの登録と構成」へ
進んでください。まだインストールしていない場合は、次の手順に従って
SUNWscnfsパッケージをインストールします。
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� Sun Cluster HA for NFSパッケージのインストー
ル
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。Sun Cluster
HA for NFSを実行できるすべてのクラスタノードで、この手順を実行してくださ
い。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
143ページの「Sun Cluster HA for NFSの登録と構成」を参照して Sun Cluster HA
for NFSを登録し、このデータサービス用にクラスタを構成してください。

Sun Cluster HA for NFSの登録と構成
この手順では、scrgadm(1M)コマンドを使って Sun Cluster HA for NFSの登録と構
成を行う方法を説明します。
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注 –その他のオプションでもデータサービスの登録および構成を行うことができま
す。これらの方法については、31ページの「データサービスリソースを管理するため
のツール」を参照してください。

Sun Cluster HA for NFSを登録して構成する前に、次のコマンドを使用し、Sun
Cluster HA for NFSパッケージ SUNWscnfsがクラスタにインストールされているか
を確認してください。

# pkginfo -l SUNWscnfs

パッケージがインストールされていない場合は、142ページの「Sun Cluster HA for
NFSパッケージのインストール」を参照してください。

� Sun Cluster HA for NFSの登録と構成
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. すべてのクラスタノードがオンラインであることを確認します。

# scstat -n

3. Pathprefixディレクトリを作成します。

Pathprefixディレクトリは、Sun Cluster HA for NFSが管理情報とステータス情報の
保持に使用するもので、クラスタファイルシステム上に配置されます。

ユーザーは任意のデもので、ディレクトリを Pathprefixとして指定できます。ただ
し、作成するリソースグループごとに admin-dirディレクトリを手動で作成する必要
があります(例:ディレクトリ /global/nfs)。

# mkdir -p /global/admin-dir

4. NFSリソースを含むフェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group -y Pathprefix=/global/admin-dir [-h nodelist]

-a 新しい構成の追加を指定します。

-g resource-group フェイルオーバーリソースグループを指定します。

-y Pathprefix=path Sun Cluster HA for NFSが管理情報とステータス情報の保
持に使用する、クラスタファイルシステム上のディレクト
リを指定します。

[-h nodelist] マスターになり得る物理ノードの名前または IDを、コンマ
で区切ったリストで指定します (オプション)。フェイル
オーバー時に Resource Group Manager (RGM)が主ノード
として選択する順番がこのリスト上のノードの順序で決ま
ります。
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5. すべての論理ホスト名リソースがネームサービスデータベースに追加されているかど
うかを確認します。

ネームサービスの検索が原因で障害が発生するのを防ぐために、サーバーおよびクラ
イアントの /etc/inet/hostsファイルに、すべての論理ホスト名が登録されてい
ることを確認してください。

6. クラスタノード上の /etc/nsswitch.confファイルのネームサービスマッピング
は、rpc検索で NISまたは NIS+にアクセスする前に、最初にローカルファイルを検
査するように構成してください。

このように構成することで、パブリックネットワークまたはネームサービスを利用で
きない場合の rpc検索で、タイミングに関連するエラーを防止できます。

7. /etc/nsswitch.confの hostsエントリを変更して、ローカルで名前解決を行う際
に、ホストが最初に NIS/DNSに問い合わせを行わず、成功状態を直接返すようにし
ます。

このように構成することで、パブリックネットワークでの障害時に HA-NFSが正しく
フェイルオーバーするようにできます。

# hosts: cluster files [SUCCESS=return] nis

# rpc: files nis

8. nfsdまたは lockd起動オプションをカスタマイズします (任意)。

a. nfsdオプションをカスタマイズするには、各クラスタノードで
/etc/init.d/nfs.serverファイルを開き、/usr/lib/nfs/nfsdで始まるコ
マンド行を見つけて、希望する引数を追加します。

b. lockd起動オプションをカスタマイズするには、各クラスタノードで
/etc/init.d/nfs.client ファイルを開き、 /usr/lib/nfs/lockd で始まる
コマンド行を見つけて、希望するコマンド行引数を追加します。

注 –コマンド行は、1行に制限されています。複数行にわたるコマンド行はサポート
されていません。追加する引数は、nfsd(1M)および lockd(1M)のマニュアルペー
ジで説明されている有効なオプションを使用してください。

9. 希望する論理ホスト名リソースをフェイルオーバーリソースグループに追加します。

この手順を行うには論理ホスト名リソースを設定する必要があります。Sun Cluster
HA for NFSで使用される論理ホスト名が SharedAddressリソースタイプになるこ
とはありません。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l logical-hostname, ... [-n netiflist]

-a 新しい構成の追加を指定します。

-L -g resource-group 論理ホスト名リソースを配置するリソースグループを指定
します。
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-l logical-hostname, … 追加する論理ホスト名リソースを指定します。

-n netiflist 各ノード上の IP Networking Multipathingグループをコン
マで区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の
書式は、 netif@node でなければなりません。netif
は、sc_ipmp0などの IP Networking Multipathingグルー
プ名として指定できます。ノードは、sc_ipmp0@1や
sc_ipmp@phys-schost-1などのノード名またはノード
IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用で
きません。

10. 任意のクラスタノードから、NFS構成ファイル用のディレクトリ構造を作成します。

手順 4で Pathprefixプロパティで指定したディレクトリ下に、管理サブディレク
トリを作成してください (例: /global/nfs/SUNW.nfs)。

# mkdir Pathprefix/SUNW.nfs

11. 手順 10で作成した SUNW.nfsディレクトリに dfstab.resourceファイルを作成し、
共有オプションを設定します。

a. Pathprefix/SUNW.nfs/dfstab. resourceファイルを編集します。

このファイルには、共有パス名が指定された一連の shareコマンドが入ります。
共有パスは、クラスタファイルシステム上のサブディレクトリになります。

注 –作成する予定の NFSリソース (手順 13)を指定する resource-name接尾辞を選
択します。リソース名は、そのリソースが実行するタスクを表す名前にするとよい
でしょう。たとえば、ユーザーのホームディレクトリを共有する NFSには、
user-nfs-homeという名前にします。

b. 共有されるように作成した各パスに対し、共有オプションを設定します。

このファイルで使用する書式は、/etc/dfs/dfstabファイルで使用される書式
と同じです。

share [-F nfs] [-o] specific_options [-d “description”] pathname

-F nfs ファイルシステムタイプを nfsに指定します。

-o specific_options すべてのクライアントに読み取りと書き込みのアクセス権を
付与します。オプションについては、share(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。Sun Clusterには rw
オプションを設定します。

-d description 追加するファイルシステムについての説明です。
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pathname 共有するファイルシステムを指定します。

共有オプションを設定する場合、以下の点を考慮してください。

� 共有オプションを構成するときは、rootオプションの使用と、roと rwオプ
ションを組み合わせて使用することは避けてください。

� クラスタインターコネクト上のホスト名にアクセス権を付与しないでください。

Sun Cluster HA for NFSによる監視が十分に機能できるように、読み取りと書き込
みの両方のアクセス権をすべてのクラスタノードと論理ホストに付与してくださ
い。ただし、ファイルシステムへの書き込みを制限したり、ファイルシステム全体
を読み取り専用にすることはできます。この場合、Sun Cluster HA for NFS障害モ
ニターは、書き込みアクセス権なしで監視を実行できます。

� shareコマンドでクライアントリストを指定する場合は、クラスタが接続するす
べてのパブリックネットワーク上のすべてのクライアント用のホスト名のほかに、
そのクラスタと関連付けられるすべての物理ホスト名と論理ホスト名を含めてくだ
さい。

� shareコマンドで、個々のホスト名を使用する代わりにネットグループを使用す
る場合は、これらすべてのクラスタホスト名を適切なネットグループに追加してく
ださい。

share -o rw コマンドは、Sun Cluster ソフトウェアが使用するホスト名を含むすべ
てのクライアントに対する書き込みアクセス権を付与します。このコマンドにより、
Sun Cluster HA for NFS障害モニターは効果を最大限に発揮して動作するようになり
ます。詳細は、各マニュアルページを参照してください。

� dfstab(4)
� share(1M)
� share_nfs(1M)

12. NFSリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t resource-type

-a -t resource-type 指定したリソースタイプを追加します。Sun Cluster HA for
NFSの場合、リソースタイプは SUNW.nfsです。

13. NFSリソースをフェイルオーバーリソースグループに作成します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type

-a 構成の追加を指定します。

-j resource 手順 11で定義した、追加するリソースの名前を指定します。任
意の名前を指定できますが、クラスタ内で一意にする必要があり
ます。

-g resource-group このリソースが追加される、作成済みのリソースグループの名前
を指定します。

-t resource-type このリソースが属するリソースタイプの名前を指定します。この
名前は、登録されているリソースタイプの名前にする必要があり
ます。
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14. scswitch(1M)コマンドを実行して次の作業を行います。

� リソースとリソースモニターを有効にします。
� リソースグループを管理状態にします。
� リソースグループを ONLINE状態に切り替えます。

# scswitch -Z -g resource-group

例 – Sun Cluster HA for NFSの設定と構成
次に、Sun Cluster HA for NFSを設定して構成する方法を示します。

(論理ホストリソースグループを作成し、
NFSが使用する管理ファイルへのパス (Pathprefix)を指定する)
# scrgadm -a -g resource-group-1 -y Pathprefix=/global/nfs

(論理ホスト名リソースを論理ホストリソースグループに追加する)
# scrgadm -a -L -g resource-group-1 -l schost-1

(Sun Cluster HA for NFS構成
ファイルを含むディレクトリ構造を作成する)
# mkdir -p /global/nfs/SUNW.nfs

(dfstab.resourceファイルを nfs/SUNW.nfsディレクトリの下に作成し、共有
オプションを設定する)
# share -F nfs -o rw=engineering -d “home dirs” nfs/SUNW.nfs

(NFSリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.nfs

(NFSリソースをリソースグループに作成する)
# sc
rgadm -a -j r-nfs -g resource-group-1 -t SUNW.nfs

(リソースとそのモニターを有効にし、リソースグループを管理し、
リソースグループをオンライン状態に切り替える)
# scswitch -Z -g resource-group-1

次に進む手順
NFSファイルシステムの共有オプションを設定するには、149ページの「NFSファイ
ルシステムの共有オプションの変更」を参照してください。拡張プロパティの検討や
設定については、151ページの「Sun Cluster HA for NFS拡張プロパティの構成」を
参照してください。
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� NFSファイルシステムの共有オプションの変更
share -o コマンドで rw、rw = 、ro、ro = オプションを使用する場合は、すべて
の Sun Clusterサーバーと関連付けられるすべての物理ホストまたは netgroupsに
アクセス権を付与してください。NFS障害モニターが効果的に動作します。

share(1M)コマンドで、netgroupsを使用する場合は、Sun Clusterのすべてのホス
ト名を適切な netgroupに追加してください。理想的には、読み取りと書き込みの両
方のアクセス権をすべての Sun Clusterホスト名に付与し、NFS障害検証機能が正常
に動作するようにします。

注 –共有オプションを変更する前に、share_nfs(1M)のマニュアルページを参照
し、有効なオプションの組み合わせを理解してください。

1. クラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. NFSリソースの障害モニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource

-n -M リソースモニターを無効にします。

3. 新しい shareオプションをテストします。

a. 新しい共有オプションで dfstab.resourceファイルを編集する前に、新しい
shareコマンドでオプションの組み合わせが有効であることを確認してくださ
い。

# share -F nfs [-o] specific_options [-d “description”] pathname

-F nfs ファイルシステムタイプを NFSに指定します。

-o specific_options オプションを指定します。読み取りと書き込みの両方のアクセ
ス権をすべてのクライアントに付与する rwの使用を推奨しま
す。

-d description 追加するファイルシステムについての説明です。

pathname 共有するファイルシステムを指定します。

b. 新しい shareコマンドの実行に失敗した場合は、直ちに以前のオプションを使用
してもう一度 shareコマンドを実行してください。新しい shareコマンドが正
しく実行された場合は、手順 4へ進んでください。

4. 新しい共有オプションを使用し、dfstab.resourceファイルを編集します。

a. dfstab.resourceファイルからパスを削除する場合は、以下の手順を順に実行して
ください。
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i. unshare (1M)コマンドを実行します。

ii. dfstab.resourceファイルから、削除したいパスの shareコマンドを削除しま
す。

# unshare [-F nfs] [-o specific_options] pathname
# vi dfstab.resource

-F nfs ファイルシステムタイプを NFSに指定します。

-o
specific_options

NFSファイルシステム固有のオプションを指定します。

pathname 無効にするファイルシステムを指定します。

b. dfstab.resourceファイルにパスを追加する場合、またはこのファイルの既存
のパスを変更する場合は、マウントポイントが正しいことを確認してから、
dfstab.resourceファイルを編集します。

注 –このファイルで使用する書式は、/etc/dfs/dfstabファイルで使用する書
式と同じです。各行は、shareコマンドから成ります。

5. NFSリソースで障害モニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource

� Sun Cluster HA for NFSメソッドのタイムアウト
の調整
Sun Cluster HA for NFSメソッドが終了するために要する時間は、dfstab.resource
ファイルに含まれる、リソースによって共有されるパスの数に依存します。これらの
メソッドのデフォルトのタイムアウト値は、300秒です。

一般には、共有される各パスのメソッドタイムアウト値に 10秒を割り当てます。デ
フォルトのタイムアウトは 30の共有パスを処理するように設計されています。

� 共有パスの数が 30未満の場合でも、タイムアウト値を短くしないでください。

� 共有パスの数が 30を超える場合は、パスの数に 10を掛けて、推奨するタイムア
ウト値を計算してください。たとえば、 dfstab.resourceファイルに共有パスが
50含まれている場合は、推奨するタイムアウト値は 500秒です。

共有パスの数が 30を超える場合は、次のメソッドのタイムアウト値を更新してくだ
さい。
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Prenet_start_timeout Postnet_stop_timeout Monitor_Start_timeout

Start_timeout Validate_timeout Monitor_Stop_timeout

Stop_timeout Update_timeout Monitor_Check_timeout

メソッドタイムアウトを変更するには、次のように、scrgadmに -cオプションを使
用します。

% scrgadm -c -j resource -y Prenet_start_timeout=500

� SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの構成
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプは Sun Cluster 3.0 5/02から導入されていま
す。この新しいリソースタイプは、SUNW.HAStorageと同じ機能を実行し、HA記憶
装置と Sun Cluster HA for NFS間のアクションを同期します。
SUNW.HAStoragePlusには、ローカルファイルシステムを高可用性にする追加の機
能があります。Sun Cluster HA for NFSは、フェイルオーバーを行い、ディスクに負
荷をかけることが多いため、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを設定するよう
にしてください。

SUNW.HAStoragePlus(5)のマニュアルページおよび25ページの「リソースグルー
プとディスクデバイスグループの関係」を参照してください。手順については、376
999ページの「HAStoragePlusリソースタイプの設定」を参照してください。(Sun
Cluster 3.0の 5/02以前のバージョンを使用している場合は、SUNW.HAStoragePlus
ではなく SUNW.HAStorageを設定してください。手順については、373ページ
の「新しいリソース用の HAStorageリソースタイプの設定」を参照してください)

Sun Cluster HA for NFS拡張プロパ
ティの構成
通常、拡張プロパティは、NFSリソースを作成するときにコマンド行から scrgadm
-x parameter=valueを実行して構成します。これらのプロパティは、第 15章に示す手
順を使ってあとで構成することもできます。Sun Cluster HA for NFSに対する拡張プ
ロパティの設定は必須ではありません。Sun Clusterの全プロパティについては、付
録A を参照してください。

Sun Cluster HA for NFS用に構成できる拡張プロパティについては、表 7–2を参照し
てください。拡張プロパティによっては、動的に更新できるものもあります。ただ
し、それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成するときにしか更新できません。
「調整」エントリは、いつプロパティを更新できるかを示します。
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表 7–2 Sun Cluster HA for NFS拡張プロパティ

名前/データタイプ デフォルト

Lockd_ nullrpc_ timeout (整数) lockdを検証するときに使用するタイムアウ
ト値 (秒)。

デフォルト:120

範囲:最小 = 60

調整:任意の時点

Monitor_ retry_ count (整数) Monitor_retry_ interval プロパティで
指定された時間の範囲内に、プロセスモニ
ター機能 (PMF)が障害モニターを再起動する
回数。このプロパティは、障害モニターの再
起動について制御するのであって、リソース
の再起動を制御するわけではありません。リ
ソースの再起動は、システム定義プロパ
ティの Retry_intervalおよび
Retry_countによって制御されます。これ
らのプロパティについては、scrgadm(1M)の
マニュアルページを参照してください。

デフォルト: 4

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の数が無限であることを示しま
す。

調整:任意の時点

Monitor_ retry_ interval (整数) 障害モニターの失敗がカウントされる期間
(分)。この期間内に、障害モニターの失敗の数
が、拡張プロパティ Monitor_retry_count
で指定した値を超えた場合、PMFは障害モニ
ターを再起動しません。

デフォルト: 2

範囲: 0 – 2、147、483、641

–1は、再試行の間隔が無限であることを示し
ます。

調整:任意の時点

Mountd_ nullrpc_ restart (ブール値) ヌルの rpc呼び出しに失敗したときに
mountdを再起動するかどうかを指定する
ブール値。

デフォルト:True

範囲:なし

調整:任意の時点
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表 7–2 Sun Cluster HA for NFS拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ デフォルト

Mountd_ nullrpc_ timeout (整数) mountdの検証時に使用するタイムアウト値
(秒)。

デフォルト:120

範囲:最小 = 60

調整:任意の時点

Nfsd_ nullrpc_ restart (ブール値) ヌルの rpc呼び出しに失敗したときに nfsd
を再起動するかどうかを指定するブール値。

デフォルト:False

範囲:なし

調整:任意の時点

Nfsd_ nullrpc_ timeout (整数) nfsdの検証時に使用するタイムアウト値
(秒)。

デフォルト:120

範囲:最小 = 60

調整:任意の時点

Rpcbind_ nullrpc_ reboot (ブール値) rpcbindでのヌルの rpc呼び出しに失敗し
たときに、システムを再起動するかどうかを
指定するブール値。

デフォルト:False

範囲:なし

調整:任意の時点

Rpcbind_ nullrpc_ timeout (整数) rpcbindの検証時に使用するタイムアウト値
(秒)。

デフォルト:120

範囲:最小 = 60

調整:任意の時点

Statd_ nullrpc_ timeout (整数) statdの検証時に使用するタイムアウト値
(秒)。

デフォルト:120

範囲:最小 = 60

調整:任意の時点
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Sun Cluster HA for NFS障害モニター
Sun Cluster HA for NFSの障害モニターには、次の 2つの機能があります。

� NFSシステム障害モニター。NFSデーモン (nfsd、mountd、statd、および
mountd)の監視と、問題が発生した場合の適切な処理を行います。

� 状態検査。各 NFSリソースに特有の機能です。各リソースの障害モニターは、リ
ソースによってエクスポートされるファイルシステムを、各共有パスの状態を調べ
ることで監視します。

障害モニターの起動
NFSシステム障害モニターは、NFSリソースの MONITOR_STARTメソッドによって
起動されます。この起動メソッドは、最初に NFSシステム障害モニター
(nfs_daemons_probe)がプロセスモニター pmfadm下ですでに実行されているかど
うかを調べます。NFSシステム障害モニターが動作していない場合、この起動メ
ソッドはプロセスモニターの制御下で nfs_daemons_probeプロセスを起動しま
す。その後、同様に、プロセスモニターの制御下でリソース障害モニター
(nfs_probe)を起動します。

障害モニターの停止
NFSリソースの MONITOR_STOPメソッドは、リソース障害モニターを停止します。
また、ローカルノード上で他に NFSリソース障害モニターが実行されていない場合
は、NFSシステム障害モニターも停止します。

NFS障害モニタープロセス
システム障害モニターは、プロセスの存在および NULL rpc呼び出しへの応答を調べ
ることで、rpcbind、statd、lockd、nfsd、mountdを検証します。このモニター
は、次の NFS拡張プロパティを使用します。

Rpcbind_nullrpc_timeout Lockd_nullrpc_timeout

Nfsd_nullrpc_timeout Rpcbind_nullrpc_reboot

Mountd_nullrpc_timeout Nfsd_nullrpc_restart
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Statd_nullrpc_timeout Mountd_nullrpc_restart

拡張プロパティの検討や設定については、151ページの「Sun Cluster HA for NFS拡
張プロパティの構成」を参照してください。

デーモンの停止が必要な場合、呼び出し側のメソッドはプロセス ID (PID)に停止シグ
ナルを送り、PIDの消滅を確認するために待機します。呼び出し側メソッドが待機す
る時間は、メソッドタイムアウトの一瞬だけです。その期間内にプロセスが停止しな
い場合、障害モニターはそのプロセスにエラーが発生したと見なします。

注 –プロセスが停止にさらに時間を要する場合は、プロセスが停止シグナルを送った
時に動作していたメソッドのタイムアウト値を増やしてください。

デーモンの停止後、障害モニターがデーモンを再起動し、デーモンが RPCに登録され
るまで待機します。新しい RPCハンドルの作成が可能な場合は、障害モニターの内部
においてデーモンの状態が正常と報告されます。RPCハンドルの作成が不可能な場合
は、デーモンの状態が障害モニターに unknownとして返され、エラーメッセージは
出力されません。

各システム障害モニターの検証サイクルでは、次の作業が順に行われます。

1. Cheap_probe_intervalの間、休止します。

2. rpcbindを検証します。

プロセスが失敗し、Failover_mode = HARD の場合、障害モニターはノードをリ
ブートします。

デーモンに対するヌルの rpc呼び出しが失敗し、
Rpcbind_nullrpc_reboot=Falseでかつ Failover_mode=HARDの場合、障害モ
ニターはノードをリブートします。

3. statdと lockdを検証します。

statdまたは lockdが失敗する場合、障害モニターは両方のデーモンの再起動を試
みます。障害モニターがこれらのデーモンを再起動できない場合、すべての NFSリ
ソースがほかのノードにフェイルオーバーします。

これらのデーモンに対するヌルの rpc呼び出しが失敗した場合、障害モニターは
syslogにメッセージを記録しますが、statd、lockdとも再起動しません。

4. mountdを検証します。

mountdが失敗すると、障害モニターはデーモンの再起動を試みます。

kstatカウンタ (nfs_server:calls)が増加しない場合、次の動作が発生します。

a. ヌルの rpc呼び出しが mountdに送られます。

b. ヌルの rpc 呼び出しが失敗し、 Mountd_nullrpc_restart = True の場合、ク
ラスタファイルシステムが利用可能であれば、障害モニターは mountdの再起動
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を試みます。

c. 障害モニターがmountdを再起動できず、失敗の数が Retry_countの値に達し
た場合は、すべての NFSリソースがほかのノードにフェイルオーバーします。

5. nfsdを検証します。

nfsdが失敗する場合、障害モニターはデーモンの再起動を試みます。

kstatカウンタ (nfs_server:calls)が増加しない場合、次の動作が発生します。

a. ヌルの rpc呼び出しが nfsdに送られます。

b. ヌルの rpc呼び出しが失敗し、 Nfsd_nullrpc_restart=TRUEの場合、障害モ
ニターは nfsdの再起動を試みます。

c. 障害モニターが nfsdを再起動できず、障害の数が Retry_countの値に達した
場合、すべての NFSリソースがほかのノードにフェイルオーバーします。

NFSデーモンのどれかが再起動に失敗すると、すべてのオンライン NFSリソースの
状態が FAULTEDに設定されます。すべての NFSデーモンが再起動され、状態が正常
の場合には、リソースの状態は再び ONLINEに設定されます。

NFSリソースモニタープロセス
リソースモニター検証を開始する前に、すべての共有パスが dfstabファイルから読
み取られ、メモリーに格納されます。各検証サイクルでは、パスに対して stat()を
実行することで、各繰り返しですべての共有パスが検証されます。

各リソースモニターの障害検証において、次の操作を行います。

1. Thorough_probe_intervalの間、休止します。

2. 最後の読み取り以降に dfstabが変更されている場合は、メモリーをリフ
レッシュします。

3. パスの stat()を実行することで、すべての共有パスを各繰り返しで検証しま
す。

問題のあるパスが見つかると、リソースの状態は FAULTEDに設定されます。すべて
のパスが正常に動作すると、リソースの状態は再び ONLINEになります。
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第 8章

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersのイ
ンストールと構成

この章では、Sun Clusterノードに Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersをインストールして構成する手順について説明しま
す。この章の内容は次のとおりです。

� 162ページの「VxVMの使用」
� 163ページの「ハードウェア RAIDサポートの使用」
� 165ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application

Clustersパッケージのインストール (VxVMを使用する場合)」
� 165ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application

Clustersパッケージのインストール (ハードウェア RAIDを使用する場合)」
� 166ページの「Sun Clusterノードの準備」
� 168ページの「Oracle UDLMソフトウェアのインストール」
� 169ページの「Oracle RDBMSソフトウェアのインストールと、Oracleデータベー
スの作成」

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersのイン
ストールと構成
インストール作業と構成作業を説明している節は次のとおりです。

157



表 8–1作業マップ: Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
のインストールと構成

作業 参照箇所

インストール前に考慮すべき事項と
特殊な要件

158ページの「概要」

160ページの「特殊な要件」

(オプション)ボリューム管理ソフト
ウェアのインストール

162ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersボリューム管理ソフ
トウェアのインストール」

データサービスパッケージのインス
トール

164ページの「Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersパッケージのインス
トール」

UNIX Distributed Lock Managerと
Oracleソフトウェアのインストール

166ページの「Oracleソフトウェアのインストール」

概要
このデータサービスをインストールする前に、以下の節に示されている事項を考慮し
てください。

特殊なデータサービス
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersは、特殊な
Sun Cluster高可用性データサービスです。このデータサービスには、自動的な
フェイルオーバー機能や障害監視機能がありません。これは、 Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersソフトウェアでこれらの機能が提供されるためで
す。一連のパッケージから構成されるこのデータサービスをインストールすると、
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを Sun Clusterノードで実行できま
す。

Oracle Parallel Server/Real Application Clustersソフトウェアは、Sun Cluster
Resource Group Manager (RGM)に登録されず、また RGMによって管理されるわけ
でもありません。しかし、RGMに依存してクラスタ情報を照会するという点では、
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersはほかの
データサービスに類似しています。

ユーザーは、Sun Clusterソフトウェアの共有ディスクアーキテクチャを使用するよう
に Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを構成で
きます。この構成では、データベースに同時にアクセスする Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの複数のインスタンス間で、単一のデータベースを
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共有します。クラスタノード間の共有リソースに対するアクセスは、UNIX
Distributed Lock Manager (Oracle UDLM)によって制御されます。一般に、これらの
共有リソースにはプロセスとデータベースのインスタンスメンバーシップ情報が
入っています。クラスタノード間の共有リソースに対するアクセスは、各 Oracleデー
タベースインスタンス内に存在する内部 DLMによって制御されます。一般的な共有
リソースとして、ディスクブロックやトランザクションロックなどが挙げられます。
汎用的に共有されるリソース (これらは内部 DLMが管理する)の詳細は、Oracleのマ
ニュアルを参照してください。

インストール前の注意点
インストールを開始する前に、次の注意事項に目を通してください。

� Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersをインス
トールするためには、クラスタに最初のクラスタフレームワークがすでにインス
トールされ、クラスタが動作している必要があります。クラスタソフトウェアの初
期インストールについては、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参
照してください。

� VERITAS Volume Manager (VxVM)と RAID Managerのどちらのボリュームマ
ネージャを使用するか決定します。

� ソフトウェアを使用するために必要なライセンスを取得しているか確認します。た
とえば、VxVM を使用する場合は、vxlicense -p 検査コマンドを実行し、
Volume Managerクラスタ機能を対象とした有効なライセンスをインストール済み
であるか確認します。ライセンスのインストールが不正であったり不完全であった
りすると、ノードが異常終了する可能性があります。

� Sun Enterprise Servicesの購入先に、Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersで現在サポートされているトポロジー、クラスタ
インターコネクト、ボリュームマネージャ、およびハードウェア構成について確認
します。

� Solaris、Sun Cluster、Oracle、および使用するボリュームマネージャに対応する
すべてのソフトウェアパッチがインストール済みであるか確認します。Oracle
UDLMは、2つのパッケージ、ORCLudlm (Oracle提供)と SUNWudlm (Sun提供)
から構成されています。ユーザーは、これらのパッケージを両方ともインストール
する必要があります。Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real
Application Clustersパッチをインストールする必要がある場合は、データサービ
スをインストールしたあとでこれらのパッチを加えてください。

� Oracleバイナリは、クラスタファイルシステム上に広域的にインストールするの
ではなく、クラスタ内の各ノードにローカルにインストールする必要があります。
これは、構成ファイルとログの上書き問題を避けるためです。しかし、クラスタ
ファイルシステム上に Oracleバイナリをインストールする場合は、Oracleに問い
合わせてこの構成がサポートされるか確認してください。このマニュアルと併せ、
Oracleのマニュアルでも構成の詳細を確認してください。
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特殊な要件
この節では、Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
固有の要件を示します。

32ビットモードまたは 64ビットモード
Oracleコンポーネント (Oracle UDLMと RDBMS)にどのアーキテクチャを使用する
か決定するにあたり、以下の点に注意してください。

� 両方の Oracleコンポーネントのアーキテクチャが一致する必要があります。たと
えば、Oracle UDLMに 64ビットアーキテクチャを使用する場合は、RDBMSにも
64ビットアーキテクチャを使用する必要があります。

� Oracleコンポーネントに 32ビットアーキテクチャを使用する場合は、それらのコ
ンポーネントが配置されたノードを 32ビットモードまたは 64ビットモードのど
ちらででもブートできます。しかし、Oracleコンポーネントに 64ビットアーキテ
クチャを使用する場合は、それらのコンポーネントが配置されたノードを 64
ビットモードでブートする必要があります。

� すべてのノードをブートするときは、同じアーキテクチャを使用する必要がありま
す。たとえば、32ビットアーキテクチャを使用するように 1つのノードをブート
する場合は、全ノードとも 32ビットを使用するようにブートする必要がありま
す。

ログファイルの場所
次に、データサービスログファイルの場所を示します。

� 現在のログ – /var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log

� 以前のログ – /var/cluster/ucmm/ucmm_reconf.log.0 (0,1,...)この場所に
Oracleログファイルが見つからない場合は、Oracleのサポートに連絡してくださ
い。この場所は、Oracle UDLMパッケージによって異なります。

� Oracle UDLMログ – /var/cluster/ucmm/dlm_nodename/logs

� Oracle UDLMコアファイル – /var/cluster/ucmm/dlm_nodename/cores

ノード障害と回復の手順
Oracle Parallel Server/Real Application Clusters環境でノード障害が発生した場合に
は、Sun Clusterフェイルオーバーデータサービスによって使用される IPフェイル
オーバーを使用せずに、別のサーバーに再接続するように Oracleクライアントを構成
できます。このフェイルオーバー処理については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照
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してください。Oracle Parallel Server/Real Application Clusters環境では、複数の
Oracleインスタンスが協力して同じ共有データベースへのアクセスを提供します。
Oracleクライアントは、任意のインスタンスを使用してデータベースにアクセスでき
ます。したがって、1つまたは複数のインスタンスで障害が発生しても、クライアン
トは残りのインスタンスに接続することによって、引き続きデータベースにアクセス
できます。

注 – 1つのノードで障害が発生する場合は、ノードをメンテナンスモードでブート
し、問題を解決してください。詳細は、『Sun Cluster 3.1のシステム管理』を参照し
てください。

注 –このデータサービスをインストールする場合は、ノードを再起動する前
に169ページの「Oracle RDBMSソフトウェアのインストールと、Oracleデータベー
スの作成」よりも前に説明されている作業手順をすべて行なってください。これらを
すべて実行しないと、ノードはパニックを引き起こします。ノードがパニックを起こ
した場合は、メンテナンスモードでブートして問題を解決する必要があります。

Sun Cluster 3.1における Oracle Parallel Fail
Safe/Real Application Clusters Guardオプション
の使用
Sun Cluster 3.1で Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardオプ
ションを使用する場合は、以下の点に注意してください。

� このオプションを使用する場合は、Sun Cluster 3.1をインストールする前に次の特
殊な要件を考慮する必要があります。クラスタ内で使用するホスト名には特殊文字
を含めることができません。Sun Cluster 3.1をインストールしたあとでは、ホスト
名を変更することはできません。Sun Cluster 3.1をインストールする前に、Oracle
のマニュアルを参照してこの特殊な要件を始めとする詳細を確認してください。

� この製品オプションのインストール、管理、および操作については、Oracleのマ
ニュアルを参照してください。

� Sun Clusterコマンドは、Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guard
によってインストールされるリソースの状態を操作する目的で使用しないでくださ
い。このような操作が行われても失敗する可能性があります。Sun Clusterコマン
ドは、Oracle Parallel Fail Safe/Real Application Clusters Guardによってインス
トールされるリソースの状態を照会する目的にも適しません。出力される状態は実
際の状態を示さない可能性があります。Oracle Parallel Fail Safe/Real Application
Clusters Guardの状態を確認するには、Oracleが提供するコマンドを使用してく
ださい。
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Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersボ
リューム管理ソフトウェアのインストー
ル
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersディスクに
は、次の構成を使用してください。

� クラスタ機能が有効になった VxVM
� ハードウェア RAIDサポート

� VxVMの使用
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersで VxVMソ
フトウェアを使用するには、次の作業を行ってください。

1. 基本的な VxVMライセンスのほかに、このボリューム管理ソフトウェアのクラスタ
機能ライセンスを取得します。

VxVMのライセンス要件については、 VxVMのマニュアルを参照してください。

注意 –ボリューム管理ソフトウェアクラスタ機能のライセンスを正しくインストール
しないと、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersサポートをインストール
するときに問題が発生することがあります。Oracle Parallel Server/Real Application
Clusters パッケージをインストールする前に、vxlicense -p 検査コマンドを実行し
て、有効なボリューム管理ソフトウェアクラスタ機能のライセンスが正しくインス
トールされていることを確認してください。

2. VxVMソフトウェアをクラスタノードにインストールし、構成します。

詳細は、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』の VxVMの付録と VxVM
のマニュアルを参照してください。

3. VERITASコマンドを使用し、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersデー
タベースが使用する独立した共有ディスクグループを作成します (共有ディスクグ
ループの詳細は VxVMマニュアルを参照)。

この共有ディスクグループを作成する前に、次の点に注意してください。

� クラスタ内に共有ディスクグループを登録しないでください。

� このディスクグループを使用するのは rawデータファイルだけであるため、共有
ディスクグループ内にファイルシステムを作成しないでください。
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� 使用タイプ genとしてボリュームを作成します。

� 共有ディスクグループに追加するディスクは、すべてのクラスタノードに直接接続
する必要があります。

� VxVMライセンスが現在有効な状態であるかを確認します。ライセンスの期限が
切れている場合は、ノードにパニックが起こります。

� ハードウェア RAIDサポートの使用
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersは、ハード
ウェア RAIDサポートを利用して使用できます。

たとえば、VxVMソフトウェアを使用せずにハードウェア RAIDサポートを備えた
Sun StorEdge™ A3500/A3500FCディスクアレイを使用できます。このためには、
ディスクアレイの論理ユニット番号 (LUN)の上に rawデバイス ID
(/dev/did/rdsk*)を構成する必要があります。ハードウェア RAIDを備えた Sun
StorEdge A3500/A3500FCディスクアレイを使用するクラスタ上に Oracle Parallel
Server/Real Application Clusters用の rawデバイスを設定するには、次の手順が必要
です。

1. ディスクアレイ上に LUNを作成します。

LUNの作成方法については、『Sun Cluster 3.1 Hardware Guide』を参照してくださ
い。

2. LUNを作成したなら、format(1M)コマンドを実行して、ディスクアレイの LUNを
必要な数のスライスにパーティション分割します。

次の例は、コマンドの実行結果を示します。

# format

0. c0t2d0 <SUN18G cyl 7506 alt 2 hd 19 sec 248>
/sbus@3,0/SUNW,fas@3,8800000/sd@2,0

1. c0t3d0 <SUN18G cyl 7506 alt 2 hd 19 sec 248>
/sbus@3,0/SUNW,fas@3,8800000/sd@3,0

2. c1t5d0 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>
/pseudo/rdnexus@1/rdriver@5,0

3. c1t5d1 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>
/pseudo/rdnexus@1/rdriver@5,1

4. c2t5d0 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>
/pseudo/rdnexus@2/rdriver@5,0

5. c2t5d1 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>
/pseudo/rdnexus@2/rdriver@5,1

6. c3t4d2 <Symbios-StorEDGEA3000-0301 cyl 21541 alt 2 hd 64 sec 64>

/pseudo/rdnexus@3/rdriver@4,2
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注 –スライス 0を使用する場合は、このパーティションをシリンダ 0から始めないで
ください。

3. scdidadm(1M)コマンドを実行して、手順 1で作成した LUNに対応する rawデバイ
ス ID (DID)を見つけます。

次の例は、scdidadm -L コマンドの出力です。

# scdidadm -L

1 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t2d0 /dev/did/rdsk/d1
1 phys-schost-2:/dev/rdsk/c0t2d0 /dev/did/rdsk/d1
2 phys-schost-1:/dev/rdsk/c0t3d0 /dev/did/rdsk/d2
2 phys-schost-2:/dev/rdsk/c0t3d0 /dev/did/rdsk/d2
3 phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t4d0 /dev/did/rdsk/d3
3 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t5d0 /dev/did/rdsk/d3
4 phys-schost-2:/dev/rdsk/c3t5d0 /dev/did/rdsk/d4
4 phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d0 /dev/did/rdsk/d4
5 phys-schost-2:/dev/rdsk/c4t4d1 /dev/did/rdsk/d5
5 phys-schost-1:/dev/rdsk/c1t5d1 /dev/did/rdsk/d5
6 phys-schost-2:/dev/rdsk/c3t5d1 /dev/did/rdsk/d6

6 phys-schost-1:/dev/rdsk/c2t5d1 /dev/did/rdsk/d6

4. scdidadm(1M)の出力が示す DIDを使用して、rawデバイスを設定します。

たとえば、scdidadmの出力によって、ディスクアレイの LUNに対応する raw DID
が d4であることがわかったとします。この場合には、/dev/did/rdsk/d4sN raw
デバイスを使用します。ここで、Nはスライス番号です。

Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clusters
パッケージのインストール
Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersの実行に必
要なパッケージをインストールするには、次に示す作業の 1つを行なってください。

� ボリュームマネージャとして VxVMを使用する場合は、165ページの「Sun
Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersパッケージの
インストール (VxVMを使用する場合)」の手順を実行してください。

� ハードウェア RAIDサポートを使用する場合は、165ページの「Sun Cluster
Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersパッケージのインス
トール (ハードウェア RAIDを使用する場合)」の手順を実行してください。
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� Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersパッケージのイ
ンストール (VxVMを使用する場合)
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。Sun Cluster
Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを実行できるすべてのク
ラスタノードで、この手順を実行してください。

注 –インストール前に準備作業を行う必要があるため、scinstall(1M)ユーティリ
ティーはデータサービスパッケージの自動インストールをサポートしていません。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. スーパーユーザーになります。

3. すべてのノードで、次のコマンドを実行してデータサービスパッケージをインストー
ルします。

# pkgadd -d . SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr SUNWcvmr SUNWcvm

注意 –ノードを再起動する前に Oracle UDLMソフトウェアのインストールと構成が
正しく行われているかを確認する必要があります (168ページの「Oracle UDLMソフ
トウェアのインストール」)。さらに、ボリュームマネージャパッケージのインストー
ルも正しく行われているか確認してください。 VxVMを使用する場合は、このソフト
ウェアがインストールされており、 VxVMクラスタ機能のライセンスが有効であるこ
とを確認してください。正しく構成されていないと、ノードでパニックが発生しま
す。

次に進む手順
166ページの「Oracleソフトウェアのインストール」へ進み、Oracle UDLMと
Oracleソフトウェアをインストールします。

� Sun Cluster Support for Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersパッケージのイ
ンストール (ハードウェア RAIDを使用する場合)
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。Sun Cluster
Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを実行できるすべてのク
ラスタノードで、この手順を実行してください。
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注 –インストール前に準備作業を行う必要があるため、scinstall(1M)ユーティリ
ティーはデータサービスパッケージの自動インストールをサポートしていません。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. スーパーユーザーになります。

3. すべてのノードで、次のコマンドを実行してデータサービスパッケージをインストー
ルします。

# pkgadd -d . SUNWscucm SUNWudlm SUNWudlmr SUNWschwr

注意 –ノードを再起動する前に Oracle UDLMソフトウェアのインストールと構成が
正しく行われているかを確認する必要があります (168ページの「Oracle UDLMソフ
トウェアのインストール」)。さらに、ボリュームマネージャパッケージのインストー
ルも正しく行われているか確認してください。 VxVMを使用する場合は、このソフト
ウェアがインストールされており、 VxVMクラスタ機能のライセンスが有効であるこ
とを確認してください。正しく構成されていないと、ノードでパニックが発生しま
す。

次に進む手順
166ページの「Oracleソフトウェアのインストール」へ進み、Oracle UDLMと
Oracleソフトウェアをインストールします。

Oracleソフトウェアのインストール
この節の手順では、次の作業を行ないます。

� ノードの準備
� Oracle UDLMソフトウェアのインストール
� Oracle RDBMSソフトウェアのインストール

� Sun Clusterノードの準備
Oracle UDLMソフトウェアが正しく動作するためには、すべてのクラスタノードに
十分な共有メモリーが必要です。インストール手順については、Oracle Parallel
Server/Real Application Clustersの CD-ROMを参照してください。Sun Clusterノー
ドを準備するため、次の作業が終了しているかを確認してください。
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� Oracleユーザーアカウントとデータベース管理グループが正しく設定されている
こと。

� Oracle UDLMの共有メモリー要件をサポートするようにシステムが構成されてい
ること。

注 –次の手順は、各クラスタノードでスーパーユーザーで実行してください。

1. 各ノードで、データベース管理者グループのエントリを /etc/groupファイルに作
成し、グループへの登録が必要なユーザーをグループに追加します。

通常、このグループの名前は、dbaです。rootと oracleが dbaグループのメンバーで
あることを確認し、ほかの DBAユーザーのエントリを必要に応じて追加します。グ
ループ IDが Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clusters
を実行するすべてのノードで同じであるかを確認します。たとえば、次のエントリを
/etc/groupファイルに追加します。

dba:*:520:root,oracle

NISや NIS+などのネットワークネームサービス内にネームサービスのエントリを作
成し、データサービスクライアントからその情報を利用できるようにします。また、
ローカルの /etcファイルにエントリを作成し、ネットワークネームサービスに依存
しないようにすることができます。

2. 各ノードで、Oracleユーザー ID (グループとパスワード)のエントリを
/etc/passwdファイルに作成し、pwconv(1M)コマンドを実行して /etc/shadow
ファイルにエントリを作成します。

通常、Oracleユーザー IDは、oracleです。たとえば、次のエントリを /etc/passwd
ファイルに追加します。

# useradd -u 120 -g dba -d /Oracle-home oracle

Sun Cluster Support for Oracle Parallel Server/Real Application Clustersを実行する
すべてのノードでユーザー IDが同じであることを確認します。

次に進む手順
Oracle Parallel Server/Real Application Clusters用のクラスタ環境を設定したあと、168
999ページの「Oracle UDLMソフトウェアのインストール」へ進み、各クラスタノー
ドに Oracle UDLMソフトウェアをインストールします。
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� Oracle UDLMソフトウェアのインストール

注 – Oracle UDLMソフトウェアは、各ノードのローカルディスクにインストールす
る必要があります。

注意 – Oracle UDLMソフトウェアをインストールする前に、データベース管理者グ
ループと Oracleユーザー IDのエントリが作成済みであるか確認してください。詳細
については、166ページの「Sun Clusterノードの準備」を参照してください。

1. クラスタノード上でスーパーユーザーになります。

2. Oracle UDLMソフトウェアをインストールします。

インストール手順については、Oracle Parallel Server/Real Application Clustersのイ
ンストールマニュアルを参照してください。

注 – Oracle UDLMパッケージをインストールした時にエラーメッセージが発生して
いないかを確認してください。パッケージのインストールでエラーが発生した場合
は、Oracle UDLMソフトウェアをインストールする前に問題を解決してください。

3. /etc/systemファイルの共有メモリーの構成情報を更新します。

これらのパラメータは、クラスタで利用可能なリソースにもとづいて構成する必要が
あります。適切な値を決定してください。ただし、Oracle UDLMがその構成要件に
従って、共有メモリセグメントを作成できることを確認してください。

次に、/etc/systemファイルで構成するエントリの例を示します。

*SHARED MEMORY/ORACLE
set shmsys:shminfo_shmmax=268435456
set semsys:seminfo_semmap=1024
set semsys:seminfo_semmni=2048
set semsys:seminfo_semmns=2048
set semsys:seminfo_semmsl=2048
set semsys:seminfo_semmnu=2048
set semsys:seminfo_semume=200
set shmsys:shminfo_shmmin=200
set shmsys:shminfo_shmmni=200
set shmsys:shminfo_shmseg=200
forceload: sys/shmsys
forceload: sys/semsys
forceload: sys/msgsys

4. すべてのノードを停止し、再起動します。
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注意 –再起動する前に、Oracle UDLMソフトウェアのインストールと構成が正しく
行われていることを確認する必要があります。さらに、ボリュームマネー
ジャパッケージのインストールも正しく行われているか確認してください。 VxVMを
使用する場合は、このソフトウェアがインストールされており、 VxVMクラスタ機能
のライセンスが有効であることを確認してください。正しく構成されていないと、
ノードでパニックが発生します。

a. 1つのノード (phys-schost-1など)から、次のコマンドを実行してクラスタを停
止します。

phys-schost-1# scshutdown -g0 -y

詳細は、scshutdown(1M)のマニュアルページを参照してください。

b. 各ノードをクラスタモードで再起動します。

ok boot

次に進む手順
各クラスタノードに Oracle UDLMソフトウェアをインストールしたあとで、169
168ページの「Oracle RDBMSソフトウェアのインストールと、Oracleデータベース
の作成」へ進み、Oracle RDBMSソフトウェアをインストールします。

� Oracle RDBMSソフトウェアのインストールと、
Oracleデータベースの作成
RDBMSソフトウェアのインストールと Oracleデータベースの作成については、
Oracle Parallel Server/Real Application Clustersのインストールマニュアルを参照し
てください。
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第 9章

Sun Cluster HA for SAPのインストー
ルと構成

この章では、Sun Cluster HA for SAPをインストールし、構成する手順について説明
します。

この章の内容は次のとおりです。

� 181ページの「リソースタイプのアップグレード、またはフェイルオーバーアプリ
ケーションリソースのスケーラブルアプリケーションリソースへの変換」

� 181ページの「ノードの準備」
� 182ページの「SAPおよびデータベースのインストール」
� 183ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのインストール」
� 190ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーの確認」
� 186ページの「フェイルオーバー SAPインスタンスのクラスタでの実行可能化」
� 188ページの「 SAPおよびデータベースのインストールの確認 (セントラルインス
タンス)」

� 189ページの「SAPフェイルオーバーアプリケーションサーバーの確認」
� 191ページの「Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストール」
� 198ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (セントラルインスタンス)」
� 199ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (フェイルオーバーデータ
サービス)」

� 199ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (スケーラブルデータサービ
ス)」

� 201ページの「セントラルインスタンスのロックファイルの設定」
� 202ページの「スケーラブルアプリケーションサーバーのロックファイルの設定」
� 203ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認 (セントラル
インスタンス)」

� 204ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認 (フェイル
オーバーデータサービス)」

� 204ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認 (スケーラブ
ルデータサービス)」
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Sun Cluster HA for SAPの概要
この節の情報を使用して、Sun Cluster HA for SAPが SAPをどのように高可用性にす
るかを理解します。

フェイルオーバーサービスやスケーラブルサービスの概念については、『Sun Cluster
3.1の概念』を参照してください。

Sun Cluster HA for SAPは、SAPアプリケーションを対象とした障害監視と自動
フェイルオーバー機能を提供することにより、SAPシステムにおけるシングルポイン
ト障害を排除します。次の表に、Sun Cluster構成における SAPコンポーネントと、
それを最もよく保護するデータサービスを示します。Sun Cluster HA for SAPは、
フェイルオーバーアプリケーションまたはスケーラブルアプリケーションとして構成
できます。

表 9–1 SAPコンポーネントの保護

SAPコンポーネント SAPコンポーネントを保護するデータサービス

SAPデータベース Sun Cluster HA for Oracle

(データベースが Oracleの場合)

SAPセントラルインスタンス Sun Cluster HA for SAP

(リソースタイプは SUNW.sap_ciまたは
SUNW.sap_ci_v2)

SAPアプリケーションサーバー Sun Cluster HA for SAP

(リソースタイプは SUNW.sap_asまたは
SUNW.sap_as_v2)

NFSファイルシステム Sun Cluster HA for NFS

Sun Cluster HA for SAPのインストールには、scinstall(1M)コマンドを使用しま
す。&Sun Cluster HA for SAPをインストールするためには、クラスタに最初のクラ
スタフレームワークがすでにインストールされ、クラスタが動作している必要があり
ます。クラスタやデータサービスソフトウェアの最初のインストールについては、
『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参照してください。Sun Clusterと
SAPソフトウェアの基本コンポーネントをインストールしたあとで、Sun Cluster HA
for SAPを登録してください。
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Sun Cluster HA for SAPのインストール
と構成
表 9–2は、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成のための作業を示していま
す。ここに示されている順に作業を実行してください。

表 9–2作業マップ: Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成

作業 参照箇所

SAPインストールの計
画

『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』の第 1章

174ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の計
画」

Sun Cluster HA for
SAPのアップグレード

181ページの「リソースタイプのアップグレード、またはフェイル
オーバーアプリケーションリソースのスケーラブルアプリケーション
リソースへの変換」

ノードとディスクの準
備

181ページの「ノードの準備」

SAP、SAPフェイル
オーバーアプリケー
ションサーバー、およ
びデータベースのイン
ストール

Sun Cluster HA for
DBMSの構成

SAPインストールの確
認

182ページの「SAPおよびデータベースのインストール」

186ページの「フェイルオーバー SAPインスタンスのクラスタでの
実行可能化」

187ページの「Sun Cluster HA for DBMSの構成」

188ページの「 SAPおよびデータベースのインストールの確認 (セン
トラルインスタンス)」

189ページの「SAPフェイルオーバーアプリケーションサーバーの確
認」

または以下を使用しま
す。

SAP、SAPスケーラブ
ルアプリケーション
サーバー、およびデー
タベースのインストー
ル

Sun Cluster HA for
DBMSの構成

SAPインストールの確
認

182ページの「SAPおよびデータベースのインストール」

183ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのインス
トール」

187ページの「Sun Cluster HA for DBMSの構成」

190ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーの確認」
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表 9–2作業マップ: Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成 (続き)
作業 参照箇所

Sun Cluster HA for
SAPパッケージのイン
ストール

191ページの「Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストール」

Sun Cluster HA for
SAPをフェイルオー
バーデータサービスと
して登録および構成

198ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (セントラルイ
ンスタンス)」

199ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (フェイルオー
バーデータサービス)」

または以下を使用しま
す。

Sun Cluster HA for
SAPをスケーラブル
データサービスとして
登録および構成

198ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (セントラルイ
ンスタンス)」

199ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (スケーラブル
データサービス)」

ロックファイルの設定 201ページの「ロックファイルの設定」

Sun Cluster HA for
SAPのインストールと
構成の確認

203ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認
(セントラルインスタンス)」

204ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認
(フェイルオーバーデータサービス)」

204ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認
(スケーラブルデータサービス)」

Sun Cluster HA for
SAPの障害モニターの
理解

205ページの「Sun Cluster HA for SAPの障害モニターとは」

Sun Cluster HA for SAPのインストール
と構成の計画
この節では、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の計画に必要な情報につ
いて説明します。
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構成上の制約事項

注意 –これらの制約事項を守らなければ、データサービスの構成がサポートされない
可能性があります。

この節で説明する制約事項を使用して、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構
成を計画します。この節では、Sun Cluster HA for SAPに適用されるソフトウェアお
よびハードウェアの構成上の制約について説明します。

すべてのデータサービスに適用される制約事項については、『Sun Cluster 3.1ご使用
にあたって』を参照してください。

� ノード名は SAPインストールガイドの指定に従っていなければなりません。これ
は SAPソフトウェアの制約です。

構成要件

注意 –これらの要件を厳守しなければ、データサービスの構成がサポートされない可
能性があります。

この節で説明する要件を使用して、 Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成を
計画します。これらの要件は、Sun Cluster HA for SAPのみに適用されます。Sun
Cluster HA for SAPのインストールと構成を行う前に、これらの要件を満たす必要が
あります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、23ページの「データサービス
固有の要件の識別」を参照してください。

� データベース用と SAPソフトウェア用のすべてのファイルシステムを作成したあ
と、マウントポイントを作成し、そのマウントポイントをすべてのクラスタノード
の /etc/vfstabファイルに指定すること –データベースおよび SAPファイルシ
ステムの設定方法については、SAPのインストールガイド『Installation of the SAP
R/3 on UNIX』と『R/3 Installation on UNIX-OS Dependencies』を参照してくださ
い。

� すべてのクラスタノードに、必要なグループとユーザーを作成すること – SAPグ
ループやユーザーの作成方法については、SAPのインストールガイド『Installation
of the SAP R/3 on UNIX』と『R/3 Installation on UNIX-OS Dependencies』を参照し
てください。

� 外部 SAPアプリケーションサーバーをインストールする予定がある場合は、コア
インスタンスが動作するクラスタ上で Sun Cluster HA for NFSを構成すること –
Sun Cluster HA for NFSの構成方法については、142ページの「Sun Cluster HA
for NFSのインストールと構成」を参照してください。
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� セントラルインスタンスが動作するクラスタか別のクラスタにアプリケーション
サーバーをインストールすること –アプリケーションサーバーをクラスタ環境の外
にインストールして構成すると、Sun Cluster HA for SAPは障害監視を行いませ
ん。したがって、これらのアプリケーションサーバーの再起動やフェイルオーバー
は自動的には行われません。ユーザーは、このようなアプリケーションサーバーの
起動や停止を手動で行なう必要があります。

� 自動待ち行列化再接続機構の機能をもつ SAPソフトウェアバージョンを使用する
こと – Sun Cluster HA for SAPにはこの機能が必要です。パッチ情報付きの SAP
4.0以降のソフトウェアには、自動待ち行列化再接続機構の機能が備わっていま
す。

標準のデータサービス構成
Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成を計画するときは、この節で説明する
標準構成を使用します。Sun Cluster HA for SAPは、この節で説明する標準構成をサ
ポートしています。Sun Cluster HA for SAPは、このほかの構成もサポート可能な場
合があります。サポートされるほかの構成については、Enterprise Servicesの担当者
にお問い合わせください。

CLUSTER 1

Node 1

DB

Node 2

CI

Node 3

AS1

Node 4

AS2

図 9–1セントラルインスタンス、アプリケーションサーバー、データベースからなる 4ノー
ドのクラスタ
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Node 1

CI
NFS

Node 2

CLUSTER 1

AS1 AS2 AS3

図 9–2セントラルインスタンス、NFS、非HA外部アプリケーションからなる 2ノードのク
ラスタ

注 –図 9–2の構成は、以前の Sun Clusterリリースでよく使用されていた構成です。
Sun Clusterソフトウェアの機能を最大限に使用するには、図 9–1または図 9–3に
従って SAPを構成してください。

Node 1

CI

Node 2

DEV

CLUSTER 1

図 9–3セントラルインスタンスと開発ノードからなる 2ノードのクラスタ

構成の検討事項
この節で説明する情報を使用して、 Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成を
計画します。この節の情報は、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成におけ
る決定事項が与える影響について検討するのに役立ちます。

第 9章 • Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成 177



フェイルオーバーアプリケーションとスケーラブルアプリ
ケーション
� sapstart実行可能ファイルの最新のパッチを取得すること – Sun Cluster HA for

SAPのユーザーがロックファイルを構成するためには、このパッチが必要です。
使用するクラスタ環境におけるこのパッチの利点については、201ページ
の「ロックファイルの設定」を参照してください。

� Sun Cluster構成にインストールする SAPソフトウェアリリースとデータベース
に関するすべての注意を SAPオンラインサービスシステムで読むこと –インス
トールに関する既知の問題や修正がないか調べます。

� 推奨するメモリやスワップの容量については、SAPソフトウェアのマニュアルを
参照してください。SAPソフトウェアには、大量のメモリとスワップが必要で
す。

� セントラルインスタンス、データベースインスタンス、アプリケーションサーバー
(アプリケーションサーバーを内部に持つ場合)が動作する全ノードの合計負荷を余
裕をもって見積もること –フェイルオーバーが起こったときに、セントラルインス
タンス、データベースインスタンス、アプリケーションサーバーがすべて同じノー
ドにあるようなクラスタを構成する場合には、この検討事項が特に重要です。

スケーラブルアプリケーション
� SAPSIDadmホームディレクトリをクラスタファイルシステムに配置すること –こ
れによって、すべてのノードで動作するすべてのアプリケーションサーバーインス
タンスに対して 1つのスクリプト群を保守するだけですみます。ただし、一部のア
プリケーションサーバーだけを異なる方法で構成する必要がある (たとえば、アプ
リケーションサーバーごとにプロファイルが異なる)場合は、これらのアプリケー
ションサーバーを異なるインスタンス番号でインストールし、別個のリソースグ
ループとして構成します。

� アプリケーションサーバーのディレクトリをクラスタファイルシステムではなく、
各ノードにローカルでインストールすること –ほかのアプリケーションサーバーが
このアプリケーションサーバーの log/data/work/secディレクトリを上書きす
るのを防止します。

� 複数のノードにすべてのアプリケーションサーバーインスタンスを作成する場合
は、同じインスタンス番号を使用すること –複数のノードにあるすべてのアプリ
ケーションサーバーを 1つのコマンド群を使って保守できるため、保守と管理が容
易になります。

� 優先度の高いリソースがフェイルオーバーしているときに、RGOffloadリソース
タイプを使用して 1つまたは複数のアプリケーションサーバーを停止する場合は、
各アプリケーションサーバーを複数のリソースグループに配置すること –
RGOffloadリソースタイプを使用して、データベースの 1つまたは複数のアプリ
ケーションサーバーの負荷を軽減する場合の柔軟性と可用性を向上します。この検
討事項に従うことで得られる利点は、各アプリケーションサーバーを 1つの大きな
グループに配置することによって得られる使い易さを上回ります。RGOffloadリ
ソースタイプの使用については、379ページの「重要ではないリソースグループを
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取り外すことによるノードリソースの解放」を参照してください。

� 各 SAPログオングループに対して、スケーラブルアプリケーションサーバーのイ
ンスタンスを個別に作成すること。

� SAPロックファイルをローカルインスタンスディレクトリに作成すること –シス
テム管理者が、すでに起動されているアプリケーションインスタンスを手動で起動
するのを防止します。

構成計画の確認事項
この節の確認事項を使用して、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成を計画
します。『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』のデータサービスワークシートに、こ
れらの確認事項に対する答えを挿入してください。これらの確認事項については、177
177ページの「構成の検討事項」を参照してください。

� ネットワークアドレスとアプリケーションリソース、およびそれらの間の依存関係
に使用するリソースグループを確認します。

� データサービスにアクセスするクライアント用の論理ホスト名 (フェイルオーバー
サービスの場合)を確認します。

� システム構成ファイルが存在する場所を確認します。

liveCacheバイナリをクラスタファイルシステムではなくローカルファイルシステ
ムに配置する場合の利点と欠点については、『Sun Cluster 3.1データサービスのイ
ンストールと構成』の「アプリケーションバイナリの格納先の決定」を参照して
ください。

パッケージとサポート
表 9–3および表 9–4は、Sun Cluster HA for SAPがサポートするパッケージを示して
います。

表 9–3 Sun Cluster HA for SAPパッケージ (Sun Cluster 3.0 7/01)

リソースタイプ 説明

SUNW.sap_ci フェイルオーバーセントラルインスタンスのサポートを追加します。

SUNW.sap_as フェイルオーバーアプリケーションサーバーのサポートを追加します。

表 9–4 Sun Cluster HA for SAPパッケージ (Sun Cluster 3.0 12/01および 3.1)

リソースタイプ 説明

SUNW.sap_ci Sun Cluster 3.0 7/01と同じです。表 9–3を参照。
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表 9–4 Sun Cluster HA for SAPパッケージ (Sun Cluster 3.0 12/01および 3.1) (続き)
リソースタイプ 説明

SUNW.sap_as Sun Cluster 3.0 7/01と同じです。表 9–3を参照。

SUNW.sap_ci_v2 Network_resources_usedリソースプロパティを Resource Type
Registration (RTR)ファイルに追加します。

フェイルオーバーセントラルインスタンスのサポートを維持します。

SUNW.sap_as_v2 Network_resources_usedリソースプロパティを RTRファイルに追加
します。

スケーラブルアプリケーションサーバーのサポートを追加します。

フェイルオーバーアプリケーションサーバーのサポートを保持します。

Sun Cluster HA for SAPのアップグレー
ド
表 9–3と表 9–4からわかるように、Sun Cluster 3.0 7/01の Sun Cluster HA for SAP
パッケージは、スケーラブルアプリケーションサーバーおよび
Network_resources_usedリソースプロパティをサポートしていません。した
がって、アップグレードに際しては次の選択肢があります。

� 現在の SUNW.sap_ciと SUNW.sap_asリソースタイプを維持 (アップグレードし
ない)。次の項目のいずれかに該当する場合は、これを選択します。

� ダウンタイムを予定することができない場合。
� Network_resources_usedリソースタイプが必要ない場合。
� スケーラブルアプリケーションサーバーを構成する必要がない場合。

� リソースタイプをアップグレード。

リソースタイプのアップグレード方法については、 181ページの「リソースタイプ
のアップグレード、またはフェイルオーバーアプリケーションリソースのスケーラ
ブルアプリケーションリソースへの変換」を参照してください。

� フェイルオーバーアプリケーションリソースをスケーラブルアプリケーションリ
ソースに変換。

フェイルオーバーアプリケーションリソースをスケーラブルアプリケーションリ
ソースに変換する手順については、181ページの「リソースタイプのアップグレー
ド、またはフェイルオーバーアプリケーションリソースのスケーラブルアプリケー
ションリソースへの変換」を参照してください。
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� リソースタイプのアップグレード、またはフェイ
ルオーバーアプリケーションリソースのスケーラ
ブルアプリケーションリソースへの変換
次の手順を使用して、リソースタイプをアップグレードするか、サーバーリソースを
フェイルオーバーアプリケーションからスケーラブルアプリケーションに変換しま
す。この手順を実行するためには、ダウンタイムを予定する必要があります。

1. 既存のリソースを無効にします。

2. 現在のリソースをリソースグループから削除します。

3. 現在のリソースタイプを使用しているリソースが他にない場合は、これを削除しま
す。

4. 新しいリソースタイプを登録します。

5. どちらの作業を行うかを選択します。

� セントラルインスタンスのリソースタイプをアップグレードする場合は、手順 7に
進みます。

� フェイルオーバーアプリケーションサーバーリソースをスケーラブルアプリケー
ションサーバーリソースに変換する場合は、手順 6に進みます。

6. 新しいアプリケーションサーバーリソースグループ scalable_rgを作成します。

7. スケーラブルアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

次に進む手順
181ページの「ノードの準備」に進みます。

ノードおよびディスクの準備
この節では、ノードおよびディスクを準備する手順について説明します。

� ノードの準備
次の手順を使用して、SAPのインストールと構成用にノードを準備します。

1. すべてのノードでスーパーユーザーになります。

第 9章 • Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成 181



2. スイッチオーバーまたはフェイルオーバーが生じたときに Sun Cluster HA for SAP
が正しく起動および停止するように、/etc/nsswitch.confを構成します。

Sun Cluster HA for SAPが動作する論理ホストをマスターできる各ノードで、次の
groupエントリのどれかを /etc/nsswitch.confファイルに指定します。

group:
group: files [NOTFOUND=return] nis

group: files [NOTFOUND=return] nisplus

Sun Cluster HA for SAPは、SAPの起動と検証に su userコマンドを使用します。ク
ラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネットワーク情報ネー
ムサービスが使用不能になることがあります。groupのエントリの 1つを
/etc/nsswitch.conf ファイルに追加する場合、ネットワーク情報ネームサービス
が利用不可能なときに、su(1M)コマンドが NIS/NIS+ネームサービスを参照しない
ようにします。

次に進む手順
199ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (スケーラブルデータサービ
ス)」に進みます。

SAPおよびデータベースのインストール
と構成
この節では、SAPおよびデータベースのインストールと構成の手順について説明しま
す。

� SAPおよびデータベースのインストール
次の手順を使用して、SAPおよびデータベースをインストールします。

1. セントラルインスタンスをインストールするクラスタノードの 1つでスーパーユー
ザーになります。

2. クラスタファイルシステムに SAPバイナリをインストールします。

注 – SAPソフトウェアをクラスタファイルシステムにインストールする前に、
scstat(1M)コマンドを使って、Sun Clusterソフトウェアが完全に動作することを確
認してください。
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a. SAPアプリケーションを実行するすべてのクラスタノードで /etc/system
ファイルを編集して、SAPに必要なすべてのカーネルパラメータを変更します。

/etc/systemファイルを編集したなら、各ノードを再起動します。カーネルパラ
メータの変更については、SAPのマニュアル『R/3 Installation on UNIX-OS
Dependencies』を参照してください。

b. セントラルインスタンスやデータベース、アプリケーションサーバーインスタンス
のインストール方法については、SAPのマニュアル『Installation of the SAP R/3 on
UNIX』を参照してください。

Sun Cluster環境にスケーラブルアプリケーションサーバーをインストールする手
順については、183ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのイン
ストール」を参照してください。

次に進む手順
186ページの「フェイルオーバー SAPインスタンスのクラスタでの実行可能化」か
183ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのインストール」に進み
ます。

� SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのイ
ンストール
次の手順を使用して、スケーラブルアプリケーションサーバーのインスタンスをイン
ストールします。この手順を実行する前にセントラルインスタンスとデータベースが
すでにインストールされていなければいけません。この手順には、 SAP 6.10ユーザー
のための追加手順が含まれています。この手順を使用して、Sun Cluster HA for SAP
が SAP 6.10サービスを管理してオンラインにできるように設定します。SAP 6.10
は、startsapスクリプトと stopsapスクリプトを 1つずつ作成します。SAPのほ
かのバージョンは、作成した各サービスに対して、これらのスクリプトのうち 1つを
作成します。この違いは、SAP 6.10ユーザーのための追加手順にあります。

ヒント –ファイルシステムの配置を次のようにすると、使い易さが増し、データの上
書きを防止できます。

� クラスタファイルシステム

/sapmnt/SID

/usr/sap/SID -> app-instance以外のすべてのサブディレクトリ

/usr/sap/SID/home -> SAPSIDadmホームディレクトリ

/usr/sap/trans

� ローカルファイルシステム

/usr/sap/local/SID/app-instance
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1. すべての SAPディレクトリをクラスタファイルシステムに作成します。

� セントラルインスタンスとデータベースがフェイルオーバー可能であることを確認
します。

� セントラルインスタンスのクラスタファイルシステムにロックファイルを設定し
て、複数のノードから起動が行なわれるのを防止します。

セントラルインスタンスにロックファイルを設定する手順については、201ページ
の「セントラルインスタンスのロックファイルの設定」を参照してください。

� すべてのアプリケーションサーバーがクラスタファイルシステムの SAPバイナリ
を使用できることを確認します。

2. セントラルインスタンスとデータベースをクラスタファイルシステムにインストール
します。

コアインスタンスとデータベースのインストール手順については、SAPのマニュア
ル『Installation of the SAP R/3 on UNIX』を参照してください。

3. スケーラブルアプリケーションサーバーが動作する可能性があるすべてのノードで、
アプリケーションサーバーの起動や停止に必要な data/log/sec/workディレクト
リとログファイルのローカルディレクトリを作成します。

新しい各アプリケーションサーバーのローカルディレクトリを作成します。

例:

# mkdir -p /usr/sap/local/SID/D03

注意 –この手順は必須です。この手順を行わないと、クラスタファイルシステムに異
なるアプリケーションサーバーインスタンスを誤ってインストールし、それによって
2つのアプリケーションサーバーが互いを上書きするおそれがあります。

4. リンクを設定して、クラスタファイルシステムからこのローカルアプリケーション
サーバーディレクトリを指定します。これによって、アプリケーションサーバーと、
startupログファイルおよび stopログファイルはローカルファイルシステムにイン
ストールされます。

例:

# ln -s /usr/sap/local/SID/D03 /usr/sap/SID/D03

5. アプリケーションサーバーをインストールします。

6. SAP 6.10を使用しているかどうかを確認します。

� 使用していない場合は、手順 11に進みます。
� 使用している場合は、手順 7に進みます。

7. ユーザーsapsidadmになります。
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8. startsapスクリプトおよび stopsapスクリプトのコピーを作成し、これらの
ファイルを SAPSIDadmホームディレクトリに保存します。選択したすべてのファイ
ル名は、このインスタンスを指定します。

# cp /usr/sap/SID/SYS/exe/run/startsap \
$SAPSID_HOME/startsap_instance-number

# cp /usr/sap/SID/SYS/exe/run/stopsap \

$SAPSID_HOME/stopsap_instance-number

9. 次のファイルを変更するため、これらのファイルのバックアップコピーを作成しま
す。SAPプロファイルディレクトリで、このインスタンスのすべてのファイル名を変
更します。このインスタンスに固有のファイル名を選び、手順 8で選んだファイル名
の命名規則に従う必要があります。

# mv SAPSID_Service-StringSystem-Number_physical-hostname \
SAPSID_Service-StringSystem_instance-number

# mv START_Service-StringSystem-Number_physical-hostname \

START_Service-StringSystem_instance-number

10. 手順 9で作成したファイルの内容を変更して、物理ホストに対するすべての参照をイ
ンスタンス番号で置き換えます。

注意 –このアプリケーションサーバーのインスタンスを、スケーラブルアプリケー
ションサーバーを実行するすべてのノードから起動および停止できるようにするに
は、更新を一貫して行うことが重要です。たとえば、SAPインスタンス番号 02に対
して変更を行う場合、このインスタンス番号が現れるところでは 02を使用してくだ
さい。一貫した命名規則を使用しないと、スケーラブルアプリケーションサーバーを
実行するすべてのノードから、このアプリケーションサーバーのインスタンスを起動
および停止できなくなります。

11. startスクリプトと stopスクリプトを編集して、ユーザー sapsidadmおよび
orasapsidのホームディレクトリ下で startupログファイルと stopログファイルが
ノードに固有になるようにします。

例:

# vi startsap_D03

変更前:

LOGFILE=$R3S_LOGDIR/`basename $0.log`

変更後:

LOGFILE=$R3S_LOGDIR/`basename $0`_`uname -n`.log

12. スケーラブルアプリケーションサーバーを実行するすべてのノードにアプリケー
ションサーバーを SAPSIDと同じインスタンス番号でコピーします。

スケーラブルアプリケーションサーバーを実行するノードは、スケーラブルアプリ
ケーションサーバーリソースグループ nodelistにあります。
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13. 各ノードからアプリケーションサーバーの起動や停止ができることを確認します。ロ
グファイルが正しい場所にあることを確認します。

14. ログオングループを使用する場合は、SAPログオングループを作成します。

次に進む手順
187ページの「Sun Cluster HA for DBMSの構成」に進みます。

� フェイルオーバー SAPインスタンスのクラスタで
の実行可能化
SAPソフトウェアは、インストールすると、その SAPインスタンスをインストール
したサーバー上にファイルとシェルスクリプトを作成します。これらのファイルやス
クリプトでは物理サーバー名を使用します。Sun Clusterソフトウェアのもとで SAP
ソフトウェアを使用する場合は、物理サーバーへの参照をネットワークリソース (論
理ホスト名)への参照で置き換える必要があります。次の手順を使用して、クラスタ
で SAPを実行できるようにします。

1. 手順 5から手順 8で変更するファイルのバックアップコピーを作成します。

2. SAPソフトウェアをインストールしたノードにログインします。

3. SAPインスタンス (セントラルインスタンスとアプリケーションサーバーインスタン
ス)とデータベースを停止します。

4. SAP 6.10を使用しているかどうかを確認します。

� 使用していない場合は、手順 6に進みます。
� 使用している場合は、手順 5に進みます。

5. startsapスクリプトと stopsapスクリプトのコピーを作成し、これらのファイル
を SAPSIDadmホームディレクトリに保存します。選択したすべてのファイル名は、
このインスタンスを指定する必要があります。

# cp /usr/sap/SID/SYS/exe/run/startsap \
$SAPSID_HOME/startsap_logical-hostname_instance-number
# cp /usr/sap/SID/SYS/exe/run/startsap \

$SAPSID_HOME/stopsap_logical-hostname_instance-number

6. ユーザー sapsidadmになり、次の作業を行います。

� SAPSIDadmホームディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべてのファイル
名を変更します。

� SAPSIDadmホームディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべてのファイル
内容 (ログファイルの内容を除く)を変更します。

� SAPプロファイルディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべてのファイル
名を変更します。
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7. ユーザー sapsidadmで、パラメータ SAPLOCALHOSTのエントリを追加します。

このエントリを /sapmnt/SAPSID/profile ディレクトリにある SAPSID_Service-
StringSystem-Number_logical-hostnameプロファイルファイルに追加します。

セントラルインスタンスの場合:

SAPLOCALHOST=ci-logical-hostname

外部アプリケーションサーバーは、このエントリのネットワークリソース (論理ホス
ト名)を使って、セントラルインスタンスの場所を見つけます。
アプリケーションサーバーの場合:

SAPLOCALHOST=as-logical-hostname

8. ユーザー orasapsidになり、次の作業を行います。

� oraSAPSIDホームディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべてのファイル
名を変更します。

� oraSAPSIDホームディレクトリで、物理サーバー名を参照するすべてのファイル
内容 (ログファイルの内容を除く)を変更します。

9. ユーザー sapsidadmとグループ sapsysが所有する /usr/sap/tmpディレクトリ
が、フェイルオーバー SAPインスタンスをマスターする可能性があるすべてのノー
ドに存在するか確認します。

次に進む手順
187ページの「Sun Cluster HA for DBMSの構成」に進みます。

Sun Cluster HA for DBMSの構成
SAPはさまざまなデータベースをサポートしています。高可用性データベースに対す
るリソースタイプやリソースグループ、リソースを設定する方法については、このマ
ニュアルの適切な章を参照してください。たとえば、SAPと Oracleを使用する場合
は、37ページの「Sun Cluster HA for Oracleのインストールと構成」を参照してくだ
さい。

さらに、使用するデータベースに関連して構成する必要があるその他のリソースタイ
プについては、このマニュアルおよび該当するデータベースインストールガイドの適
切な章を参照してください。このマニュアルでは、Oracleデータベースの他のリソー
スタイプの構成方法についても説明しています。たとえば、Oracleを使用する場合に
は、SUNW.HAStorageリソースタイプを設定する必要があります。詳細は、373ペー
ジの「新しいリソース用の HAStorageリソースタイプの設定」の手順を参照してく
ださい。
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次に進む手順
188ページの「 SAPおよびデータベースのインストールの確認 (セントラルインスタ
ンス)」か 190ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーの確認」に進
みます。

SAPインストールの確認
この節では、SAPのインストールを確認する手順について説明します。

� SAPおよびデータベースのインストールの確認
(セントラルインスタンス)
次の手順を使用して、SAPのセントラルインスタンスを確認します。セントラルイン
スタンスを実行できるすべての潜在ノードで、この手順を実行します。

1. ネットワークリソースやセントラルインスタンスリソースを収容するフェイルオー
バーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g sap-ci-resource-group [-h nodelist]

注 – SAPセントラルインスタンスが動作する可能性があるノード群を選択する場合
は、scrgadm(1M)コマンドの -hオプションを使用します。

2. ネームサービスデータベースに、使用するすべてのネットワーク資源が追加されてい
るか確認します。

3. フェイルオーバーリソースグループにネットワークリソース (論理ホスト名)を追加し
ます。

# scrgadm -a -L -g sap-ci-resource-group
-l ci-logical-hostname [-n netiflist]

4. リソースグループを有効にします。

scswitch(1M)コマンドを実行してリソースグループを管理状態とオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g sap-ci-resource-group

5. セントラルインスタンスリソースグループを含むクラスタメンバーにログインしま
す。
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6. データベースが動作していることを確認します。

7. セントラルインスタンスを手動で起動します。

8. 論理ホスト名を使って SAP GUIを起動し、SAPの初期設定が正しく行なわれること
を確認します。

デフォルトのディスパッチャポートは 3200です。

9. セントラルインスタンスを手動で停止します。

10. リソースグループを、セントラルインスタンスが動作する可能性がある別のクラスタ
メンバーに切り替えます。

# scswitch -z -h node -g sap-ci-resource-group

11. 手順 5から手順 9を繰り返し実行して、セントラルインスタンスが動作する可能性が
あるすべてのクラスタノードでセントラルインスタンスの起動と停止を確認します。

次に進む手順
189ページの「SAPフェイルオーバーアプリケーションサーバーの確認」に進みま
す。

� SAPフェイルオーバーアプリケーションサーバー
の確認
次の手順を使用して、フェイルオーバーアプリケーションサーバーの SAPおよびデー
タベースのインストールを確認します。フェイルオーバーアプリケーションサーバー
を実行できるすべての潜在ノードで、この手順を実行します。

1. ネットワークリソースやアプリケーションサーバーリソースを収容するフェイルオー
バーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g sap-as-fo-resource-group

注 – SAPアプリケーションサーバーが動作する可能性があるノード群を選択する場合
は、scrgadmコマンドの -hオプションを使用します。

# scrgadm -a -g sap-as-fo-resource-group\
[-h nodelist]

2. ネームサービスデータベースに、使用するすべてのネットワーク資源が追加されてい
るか確認します。

3. フェイルオーバーリソースグループにネットワークリソース (論理ホスト名)を追加し
ます。
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# scrgadm -a -L -g sap-as-fo-resource-group\
-l as-fo-logical-hostname [-n netiflist]

4. リソースグループを有効にします。

scswitch(1M)コマンドを実行してリソースグループを管理状態とオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g sap-as-of-resource-group

5. アプリケーションサーバーリソースグループを含むクラスタメンバーにログインしま
す。

6. アプリケーションサーバーを手動で起動します。

7. 論理ホスト名を使って SAP GUIを起動し、SAPの初期設定が正しく行なわれること
を確認します。

8. アプリケーションサーバーを手動で停止します。

9. リソースグループを、アプリケーションサーバーが動作する可能性がある別のクラス
タメンバーに切り替えます。

# scswitch -z -h node -g sap-as-fo-resource-group

10. 手順 5から手順 7を繰り返し実行して、アプリケーションサーバーが動作する可能性
があるすべてのクラスタノードでアプリケーションサーバーの起動と停止を確認しま
す。

次に進む手順
191ページの「Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストール」に進みます。

� SAPスケーラブルアプリケーションサーバーの確
認
183ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのインストール」でス
ケーラブルアプリケーションサーバーインスタンスをインストールした場合は、183
183ページの「SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのインストール」の手
順 13で SAPスケーラブルアプリケーションサーバーのインストールをすでに確認し
ています。

次に進む手順
191ページの「Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストール」に進みます。
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Sun Cluster HA for SAPパッケージのイ
ンストール
この節では、Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストール手順について説明し
ます。

� Sun Cluster HA for SAPパッケージのインストー
ル
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for SAPパッケージをインストールします。こ
の手順を実行するには、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。この手順では、
Sun Clusterの初期インストール時にデータサービスパッケージがインストールされて
いないことを前提とします。

1. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. 「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追加」メニューオプ
ションを選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CD-ROMは “data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CD-ROMを取り出します。

次に進む手順
192ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成」に進みます。
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Sun Cluster HA for SAPの登録と構成
この節では、Sun Cluster HA for SAPを構成する手順について説明します。

Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ
表 9–5と表 9–6の拡張プロパティを使用して、リソースを作成します。リソースを作
成するときは、コマンド行 scrgadm -x parameter=valueを使用して、拡張プロパ
ティを構成します。すでにリソースを作成してある場合は、第 15章の手順を使用し
て拡張プロパティを構成してください。拡張プロパティの中には動的に変更できるも
のもありますが、それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成するか無効にすると
きにしか更新できません。「調整」の欄には、そのプロパティをいつ変更できるかが
示されています。Sun Clusterの全プロパティの詳細は、付録Aを参照してくださ
い。

表 9–5 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (セントラルインスタンス)

プロパティの種類 プロパティ名 説明

SAP構成 SAPSID SAPシステム IDまた
は SID。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時

Ci_instance_id 2桁の SAPシステム番
号。

デフォルト:00

調整:無効になってい
る時

Ci_services_string セントラルインスタン
スサービスのリスト。

デフォルト:DVEBMGS

調整:無効になってい
る時
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表 9–5 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (セントラルインスタンス) (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

SAPの起動 Ci_start_retry_ interval セントラルインスタン
スを起動する前にデー
タベースとの接続を試
みる間隔 (秒単位)。

デフォルト:30

調整:無効になってい
る時

Ci_startup_script SIDadmホームディレ
クトリにおけるこのイ
ンスタンスの SAP起
動スクリプトの名前。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時

SAPの停止 Stop_sap_pct SAPプロセスの停止に
使用される停止タイム
アウト変数の割合。プ
ロセスの停止には SAP
停止スクリプトが使用
されます。その後で、
Process Monitor
Facility (PMF)が呼び
出されてプロセスが停
止され、終了されま
す。

デフォルト: 95

調整:無効になってい
る時

Ci_shutdown_script SIDadmホームディレ
クトリにおけるこのイ
ンスタンスの SAP停
止スクリプトの名前。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時
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表 9–5 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (セントラルインスタンス) (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

検証 Message_server_name SAP Message Server
の名前。

デフォルト:sapms
SAPSID

調整:無効になってい
る時

Lgtst_ms_with_ logicalhostname SAP lgtstユー
ティリティで SAP
Message Serverを検査
する方法です。lgtst
ユーティリティでは、
SAP Message Server
の場所としてホスト名
(IPアドレス)が必要で
す。このホスト名は、
Sun Clusterの論理ホ
スト名でもローカルホ
スト (ループバック)名
でもかまいません。こ
のリソースプロパ
ティに TRUEが設定さ
れている場合は、論理
ホスト名を使用する必
要があります。それ以
外の場合は、ローカル
ホスト名を使用しま
す。

デフォルト:TRUE

調整:任意の時点

Check_ms_retry SAPメッセージサー
バーの検査に何回失敗
したなら、これを完全
な失敗として報告し、
Resource Group
Manager (RGM)を起
動するか。

デフォルト: 2

調整:無効になってい
る時

Probe_timeout 検証のタイムアウト値
(秒)。

デフォルト:120

調整:任意の時点

Monitor_retry_count 障害モニターに許され
ている PMF再起動の
回数

デフォルト: 4

調整:任意の時点

Monitor_retry_ interval 障害モニターを再起動
する間隔 (分)。

デフォルト: 2
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表 9–5 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (セントラルインスタンス) (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

開発システム Shutdown_dev RGMが開発システム
をシャットダウンして
からコアインスタンス
を起動すべきかどうか
の指定。

デフォルト:FALSE

調整:無効になってい
る時

Dev_sapsid 開発システムの SAP
システム名。Sun
Cluster HA for SAPで
は、Shutdown_dev
が TRUEに設定された
場合、このプロパ
ティが必要です。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時

Dev_shutdown_script 開発システムの停止に
使用されるスクリプ
ト。Sun Cluster HA
for SAPでは、
Shutdown_devが
TRUEに設定された場
合、このプロパティが
必要です。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時

Dev_stop_pct 起動タイムアウトの割
合がどのくらいに
なったら、Sun Cluster
HA for SAPが開発シ
ステムをシャットダウ
ンしてコアインスタン
スを起動するかの指
定。

デフォルト:20

調整:無効になってい
る時
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表 9–6 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (アプリケーションサーバー)

プロパティの種類 プロパティ名 説明

SAP構成 SAPSID アプリケーションサー
バーの SAPシステム
名または SAPSID。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時

As_instance_id アプリケーションサー
バーの 2桁の SAPシ
ステム番号。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時

As_services_string アプリケーションサー
バーサービスのリス
ト。

デフォルト:D

調整:無効になってい
る時

SAPの起動 As_db_retry_interval アプリケーションサー
バーを起動する前に
データベースとの接続
を試みる間隔 (秒単
位)。

デフォルト:30

調整:無効になってい
る時

As_startup_script アプリケーションサー
バーの SAP起動スク
リプトの名前。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時
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表 9–6 Sun Cluster HA for SAP拡張プロパティ (アプリケーションサーバー) (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

SAPの停止 Stop_sap_pct 停止タイムアウト変数
の割合がこの値に達す
ると、SAPプロセスが
停止されます。プロセ
スの停止には SAP停
止スクリプトが使用さ
れます。その後で、
Process Monitor
Facility (PMF)が呼び
出されてプロセスが停
止され、終了されま
す。

デフォルト: 95

調整:無効になってい
る時

As_shutdown_script アプリケーションサー
バーの SAP停止スク
リプトの名前。

デフォルト:なし

調整:無効になってい
る時

検証 Probe_timeout 検証のタイムアウト値
(秒)。

デフォルト:60

調整:任意の時点

Monitor_retry_count この検証の間に障害モ
ニターが実行可能な
PMF再起動の回数。

デフォルト: 4

調整:任意の時点

Monitor_retry_ interval 障害モニターを再起動
する間隔 (分単位)。

デフォルト: 2

調整:任意の時点
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� Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (セントラル
インスタンス)
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for SAP (セントラルインスタンス)を登録して
構成します。

1. セントラルインスタンスが動作するクラスタノードの 1つでスーパーユーザーになり
ます。

2. セントラルインスタンスのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_ci | SUNW.sap_ci_v2

3. このリソースグループの中に SAPセントラルインスタンスリソースを作成します。

# scrgadm -a -j sap-ci-resource -g sap-ci-resource-group \
-t SUNW.sap_ci | SUNW.sap_ci_v2 \
-x SAPSID=SAPSID \
-x Ci_instance_id=ci-instance-id \
-x Ci_startup_script=ci-startup-script \

-x Ci_shutdown_script=ci-shutdown-script

どのような拡張プロパティがあるかについては、192ページの「Sun Cluster HA for
SAP拡張プロパティ」を参照してください。

4. SAPセントラルインスタンスリソースが含まれているフェイルオーバーリソースグ
ループを有効にします。

# scswitch -Z -g sap-ci-resource-group

開発システムを停止するようにセントラルインスタンスのリソースを構成した場合、
次のコンソールメッセージが表示されます。

ERROR : SAPSYSTEMNAME not set

Please check environment and restart

このメッセージは、開発システムがインストールされておらず、またセントラルイン
スタンスを実行する予定でないノードで、セントラルインスタンスが起動された場合
に表示されます。SAPはこのメッセージを表示しますが、これは無視できます。

次に進む手順
199ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (フェイルオーバーデータサービ
ス)」または 199ページの「Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (スケーラブルデー
タサービス)」に進みます。
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� Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (フェイル
オーバーデータサービス)
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for SAPをフェイルオーバーデータサービスと
して構成します。

1. アプリケーションサーバーが動作するクラスタノードの 1つでスーパーユーザーにな
ります。

2. フェイルオーバーアプリケーションサーバーのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_as | SUNW.sap_as_v2

3. このフェイルオーバーリソースグループの中に SAPアプリケーションサーバーリ
ソースを作成します。

# scrgadm -a -j sap-as-resource -g sap-as-fo-resource-group \
-t SUNW.sap_as | SUNW.sap_as_v2 \

-x SAPSID=SAPSID \

-x As_instance_id=as-instance-id \

-x As_startup_script=as-startup-script \

-x As_shutdown_script=as-shutdown-script

どのような拡張プロパティがあるかについては、192ページの「Sun Cluster HA for
SAP拡張プロパティ」を参照してください。

4. SAPアプリケーションサーバーリソースが含まれているフェイルオーバーリソースグ
ループを有効にします。

# scswitch -Z -g sap-as-fo-resource-group

次に進む手順
203ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認 (セントラルイン
スタンス)」に進みます。

� Sun Cluster HA for SAPの登録と構成 (スケーラブ
ルデータサービス)
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for SAPをスケーラブルデータサービスとして
構成します。

1. アプリケーションサーバーが動作するクラスタノードの 1つでスーパーユーザーにな
ります。
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2. アプリケーションサーバーのスケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group \
-y Maximum_primaries=value \

-y Desired_primaries=value

注 –スケーラブルデータサービスとして構成された Sun Cluster HA for SAPでは、共
有アドレスを使用しません。SAPログオングループが、アプリケーションサーバーの
負荷分散を行うからです。

注 –このスケーラブルアプリケーションサーバーリソースグループの
SUNW.RGOffloadリソースタイプを使ってアプリケーションサーバーの負荷分散を
行なう場合は、Desired_primaries=0 を指定します。 SUNW.RGOffload リソー
スタイプの使用については、379ページの「重要ではないリソースグループを取り外
すことによるノードリソースの解放」を参照してください。

3. スケーラブルアプリケーションサーバーのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_as_v2

4. このスケーラブルリソースグループの中に SAPアプリケーションサーバーリソース
を作成します。

# scrgadm -a -j sap-as-resource -g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group \

-t SUNW.sap_as_v2 \

-x SAPSID=SAPSID \

-x As_instance_id=as-instance-id \

-x As_startup_script=as-startup-script \

-x As_shutdown_script=as-shutdown-script

どのような拡張プロパティがあるかについては、192ページの「Sun Cluster HA for
SAP拡張プロパティ」を参照してください。

5. SAPアプリケーションサーバーリソースが含まれているスケーラブルリソースグルー
プを有効にします。

� このアプリケーションサーバーで RGOffloadリソースタイプを使用しない場合
は、次のコマンドを使用します。

# scswitch -Z -g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group

� このアプリケーションサーバーで RGOffloadリソースタイプを使用する場合は、
次のコマンドを実行します。
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# scswitch -z -h node1, node2 -g sap-as-sa-appinstanceid-resource-group

注 –このアプリケーションサーバーで SUNW.RGOffloadリソースタイプを使用する
場合は、 (-jオプションではなく) -zオプションを使って、このリソースをどのノー
ドでオンラインにするのかを指定する必要があります。

次に進む手順
203ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認 (セントラルイン
スタンス)」に進みます。

ロックファイルの設定
この節の手順では、次の作業を行います。

� セントラルインスタンスのロックファイルの設定。
� スケーラブルアプリケーションサーバーのロックファイルの設定。

ロックファイルは、あるノードで SAPインスタンスがすでに動作しているときに、他
のノードで同じインスタンスを起動することを防止するためのものです。同じインス
タンスを複数のノードで起動すると、それぞれのインスタンスがクラッシュします。
クラッシュが起ると、SAP停止スクリプトがインスタンスを正常に停止できないた
め、データに損傷が生じる可能性があります。

ロックファイルが設定されていると、SAPソフトウェアは、SAPインスタンスの起動
時に startup_lockfileファイルをロックします。ユーザーが同じインスタンスを
Sun Cluster環境の外で起動してから Sun Cluster環境のもとで SAPを起動すると、
Sun Cluster HA for SAPデータサービスは同じインスタンスを起動しようとします。
しかし、ファイルロック機構が機能しているため、この試みは失敗します。データ
サービスは、適切なエラーメッセージを /var/adm/messagesに書き込みます。

セントラルインスタンスまたはフェイルオーバーアプリケーションサーバーのロック
ファイルとスケーラブルアプリケーションサーバーのロックファイルとの唯一の違い
は、スケーラブルアプリケーションサーバーのロックファイルがローカルファイルシ
ステムにあるのに対し、セントラルインスタンスまたはフェイルオーバーアプリケー
ションサーバーのロックファイルはクラスタファイルシステムにある点です。

� セントラルインスタンスのロックファイルの設定
次の手順を使用して、セントラルインスタンスのロックファイルを設定します。
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1. sapstart実行ファイルの最新のパッチをインストールします。ロックファイルの設
定には、このパッチが必要です。

2. セントラルインスタンスのロックファイルをクラスタファイルシステムに作成しま
す。

3. sapstartがインスタンスの起動に使用するプロファイルに対して、セントラルイン
スタンス用に新しい SAPパラメータ sapstart/lockfileを追加するなどの編集を
行います。このプロファイルは、startsapスクリプトでパラメータとして
sapstartに渡されます。

sapstart/lockfile =/usr/sap/SID/
Service-StringSystem-Number/work/startup_lockfile

sapstart/lockfile
新しいパラメータの名前

/usr/sap/SID/Service-StringSystem-Number/work
セントラルインスタンスの作業ディレクトリ

startup_lockfile
Sun Cluster HA for SAPが使用するロックファイル名

SAPがロックファイルを作成します。

注 –ロックファイルのパスは、クラスタファイルシステムに配置する必要がありま
す。ロックファイルのパスを各ノードにローカルで配置すると、複数のノードから同
じインスタンスが起動されるのを防止できません。

� スケーラブルアプリケーションサーバーのロック
ファイルの設定
次の手順を使用して、スケーラブルアプリケーションサーバーのロックファイルを設
定します。

1. sapstart実行ファイルの最新のパッチをインストールします。ロックファイルの設
定には、このパッチが必要です。

2. アプリケーションサーバーのロックファイルをローカルファイルシステムに設定しま
す。

3. sapstartがインスタンスの起動に使用するプロファイルに対して、アプリケー
ションサーバー用に新しい SAPパラメータ sapstart/lockfileを追加するなどの
編集を行います。このプロファイルは、startsapスクリプトでパラメータとして
sapstartに渡されます。

sapstart/lockfile =/usr/sap/local/SID/Dinstance-id/work/startup_lockfile
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sapstart/lockfile
新しいパラメータの名前

/usr/sap/local/SID/Dinstance-id/work
アプリケーションサーバーの作業ディレクトリ

startup_lockfile
Sun Cluster HA for SAPが使用するロックファイル名

SAPがロックファイルを作成します。

注 –このロックファイルはローカルファイルシステムに配置されます。したがって、
他のノードからの複数の起動を防止することはできませんが、同じノード上での複数
の起動は防止できます。

Sun Cluster HA for SAPのインストール
と構成の確認
この節では、データサービスが正しくインストールされ構成されていることを確認す
る手順を説明します。

� Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の
確認 (セントラルインスタンス)
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成、およびセント
ラルインスタンスを確認します。

1. SAPセントラルインスタンスリソースが含まれているリソースグループを含むノード
にログインします。

2. SAP GUIを起動し、Sun Cluster HA for SAPが正しく動作していることを確認しま
す。

3. ユーザー sapsidadmで、セントラルインスタンスの stopsapスクリプトを使って
SAPセントラルインスタンスを停止します。

Sun Clusterソフトウェアがセントラルインスタンスを再起動します。

4. ユーザーrootで、SAPリソースグループを別のクラスタメンバーに切り替えます。

# scswitch -z -h node2 -g sap-ci-resource-group

5. SAPセントラルインスタンスがこのノードで起動されることを確認します。
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6. 手順 1から手順 5を繰り返し実行して、SAPセントラルインスタンスが動作する可
能性があるすべてのノードをテストします。

次に進む手順
204ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の確認 (フェイルオー
バーデータサービス)」か 204ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと
構成の確認 (スケーラブルデータサービス)」に進みます。

� Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の
確認 (フェイルオーバーデータサービス)
次の手順を使用して、フェイルオーバーデータサービスとしての Sun Cluster HA for
SAPのインストールと構成を確認します。

1. SAPアプリケーションサーバーリソースが含まれているリソースグループを含むノー
ドにログインします。

2. ユーザー sapsidadmで、SAP GUIを起動してアプリケーションサーバーが正常に動作
することを確認します。

3. 手順 1のノードで、アプリケーションサーバーの stopsapスクリプトを使って SAP
アプリケーションサーバーを停止します。

Sun Clusterソフトウェアがアプリケーションサーバーを再起動します。

4. ユーザーrootで、SAPアプリケーションサーバーリソースが含まれているリソース
グループを別のクラスタメンバーに切り替えます。

# scswitch -z -h node2 -g sap-as-resource-group

5. SAPアプリケーションサーバーが手順 4のノードで起動することを確認します。

6. 手順 1から手順 5を繰り返し実行し、アプリケーションサーバーが動作する可能性が
あるすべてのノードをテストします。

� Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成の
確認 (スケーラブルデータサービス)
次の手順を使用して、スケーラブルデータサービスとしての Sun Cluster HA for SAP
のインストールと構成を確認します。

1. アプリケーションサーバーを実行するノードの 1つにログインします。

2. ユーザー sapsidadmになります。
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3. SAP GUIを起動して、アプリケーションサーバーが正常に動作していることを確認
します。

4. 手順 1のノードで、アプリケーションサーバーの stopsapスクリプトを使って SAP
アプリケーションサーバーを停止します。

Sun Clusterソフトウェアがアプリケーションサーバーを再起動します。

5. 手順 1から手順 3を繰り返し実行し、アプリケーションサーバーが動作する可能性
があるすべてのノードをテストします。

Sun Cluster HA for SAPの障害モニター
とは
Sun Cluster HA for SAP障害モニターは、SAPのプロセスやデータベースの可用性を
検査するためのものです。SAPプロセスの可用性は SAPリソースの障害履歴に影響
を及ぼします。さらに SAPリソースの障害履歴は、障害モニターのアクション (アク
ションなし、再起動、またはフェイルオーバー)を促します。

SAPプロセスの可用性とは対照的に、SAPデータベースの可用性の使用は、SAPリ
ソースの障害履歴に影響を及ぼしません。ただし、データベースの可用性により、
SAP障害モニターは、任意のsyslogメッセージを /var/adm/messagesに書き込
み、そのデータベースを使用する SAPリソース用に状態をそれぞれ設定するようにな
ります。

Sun Cluster HA for SAP障害検証 (セントラルイン
スタンス)
セントラルインスタンスの障害検証では次の手順を実行します。

1. SAP Message Serverとディスパッチャのプロセス IDを取得します。

2. 無限にループします (Thorough_probe_intervalの間スリープ)。

3. SAPリソースの可用性を検査します。

a. 異常終了 – Process Monitor Facility (PMF)が SAPプロセスツリーの障害を検出
すると、障害モニターはこの問題を全面的な障害とみなします。障害モニター
は、SAPリソースの障害履歴に基づいて、このリソースを再起動するか、別の
ノードにフェイルオーバーします。

b. 検証機能による SAPリソースの可用性検査 –検証機能は、ps(1)コマンドを
使って SAPメッセージサーバーとメインディスパッチャのプロセスを検査しま
す。SAP Message Serverや主ディスパッチャのプロセスの中にシステムのアク
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ティブプロセスリストにないものがあると、障害モニターは、この問題を全面
的な障害とみなします。

検証では、パラメータ Check_ms_retryに 0より大きな値を設定すると、
SAP Message Serverの接続が検査されます。拡張プロパティ
Lgtst_ms_with_logicalhostnameにデフォルト値 TRUEを設定すると、
lgtstユーティリティを使って SAP Message Serverの接続がテストされま
す。検証では、SAPリソースグループに指定された論理ホスト名インタフェー
スを使って、SAP提供の lgtstユーティリティが呼び出されます。拡張プロ
パティ Lgtst_ms_with_logicalhostnameに TRUE以外の値を設定する
と、lgtstはノードのローカルホスト名 (ループバックインタフェース)で呼び
出されます。

lgtstユーティリティの失敗は、SAP Message Serverの接続が正常に機能し
ていないことを意味します。この場合、障害モニターは、この問題を部分的な
障害とみなし、直ちに SAPの再起動やフェイルオーバーを引き起こすことはあ
りません。次の条件が存在する場合、障害モニターは、2つの部分的な障害を
全面的な障害とみなします。

i. 拡張プロパティ Check_ms_retryに 2が設定されている場合。

ii. リソースプロパティ Retry_intervalで設定された再試行期間内に 2つの
部分的な障害があった場合。

全面的な障害が発生すると、リソースの障害履歴に応じてローカル再起動か
フェイルオーバーが引き起こされます。

c. 検証によるデータベース接続の状態 –検証では、SAP提供の R3transユー
ティリティを使ってデータベース接続の状態を検査します。Sun Cluster HA
for SAPの障害検証では、SAPがそのデータベースに接続できるかどうかが検
査されます。ただし、Sun Cluster HA for SAPは、高可用性なデータベースの
障害検証に基づいて、データベースの可用性を判断します。データベース接続
の状態検査で異常が検出されると、障害モニターは Database might be
downというメッセージを /var/adm/messagesに書き込みます。そして、
SAPリソースの状態に DEGRADEDを設定します。この後のデータベースの状態
検査で接続が確立されると、障害モニターは Database is up という
メッセージを /var/adm/messagesに書き込み、SAPリソースの状態を OK
に設定します。

4. 障害履歴を評価します。

障害モニターは、障害履歴に基づいて次のいずれかのアクションを行います。

� アクションなし
� ローカル再起動
� フェイルオーバー
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Sun Cluster HA for SAP障害検証 (アプリケー
ションサーバー)
アプリケーションサーバーの障害検証では次の手順を実行します。

1. 主ディスパッチャのプロセス IDを取得します。

2. 無限にループします (Thorough_probe_intervalの間スリープ)。

3. SAPリソースの可用性を検査します。

a. 異常終了 – Process Monitor Facility (PMF)が SAPプロセスツリーの障害を検出
すると、障害モニターはこの問題を全面的な障害とみなします。障害モニター
は、SAPリソースの障害履歴に基づいて、このリソースを再起動するか、別の
ノードにフェイルオーバーします。

b. 検証機能による SAPリソースの可用性検査 –検証機能は、ps(1)コマンドを
使って SAPメッセージサーバーと主ディスパッチャのプロセスを検査します。
SAPの主ディスパッチャプロセスがシステムのアクティブプロセスリストにな
いと、障害モニターはこの問題を全面的な障害とみなします。

c. 検証によるデータベース接続の状態 –検証では、SAP提供の R3transユー
ティリティを使ってデータベース接続の状態を検査します。Sun Cluster HA
for SAPの障害検証では、SAPがそのデータベースに接続できるかどうかが検
査されます。ただし、Sun Cluster HA for SAPは、高可用性なデータベースの
障害検証に基づいて、データベースの可用性を判断します。データベース接続
の状態検査で異常が検出されると、障害モニターは Database might be
downというメッセージを /var/adm/messagesに書き込み、SAPリソースの
状態を DEGRADEDに設定します。この後のデータベースの状態検査で接続が確
立されると、障害モニターは Database is up というメッセージを
/var/adm/messagesに書き込みます。SAPリソースのステータスに OKを設
定します。

4. 障害履歴を調べます。

障害モニターは、障害履歴に基づいて次のいずれかのアクションを行います。

� アクションなし

� ローカル再起動

� フェイルオーバー

そのアプリケーションサーバーリソースがフェイルオーバーリソースであれ
ば、障害モニターはアプリケーションサーバーをフェイルオーバーします。

アプリケーションサーバーリソースがスケーラブルリソースの場合は、RGM
が一定回数のローカル再起動を試みた後で、クラスタに別のノードがあればそ
のノードでアプリケーションサーバーを起動します。
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第 10章

Sun Cluster HA for Sybase ASEのイン
ストールと構成

この章では、Sun Clusterノード上で Sun Cluster HA for Sybase ASEの構成と管理を
行う手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 211ページの「ノードの準備」
� 213ページの「Sybase ASEソフトウェアのインストール」
� 215ページの「Sybase ASEのインストールの確認」
� 215ページの「Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerによる Sybase ASE
データベースアクセスの構成」

� 216ページの「VERITAS Volume Managerによる Sybase ASEデータベースアクセ
スの構成」

� 217ページの「Sybase ASEデータベース環境の作成」
� 219ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケージのインストール」
� 220ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成」
� 223ページの「 Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールの確認」

Sun Cluster HA for Sybase ASEは、フェイルオーバーデータサービスとして構成する
必要があります。データサービス、リソースグループ、リソース、関連事項について
は、『Sun Cluster 3.1の概念』および第 1章を参照してください。

Sun Cluster HA for Sybase ASEのインス
トールと構成
表 10-1に、必要なインストール作業や構成作業とその説明のある節を示します。
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表 10–1作業マップ: Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールと構成

作業 参照箇所

Sun Cluster HA for Sybase ASEのイ
ンストールの準備

210ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEのイン
ストールの準備」

Sybase ASE 12.0ソフトウェアのイン
ストール

211ページの「Sybase ASE 12.0ソフトウェアのインス
トール」

Sybaseデータベース環境の作成 215ページの「Sybase ASEデータベース環境の作成」

Sun Cluster HA for Sybase ASE
パッケージのインストール

218ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE
パッケージのインストール」

Sun Cluster HA for Sybase ASEリ
ソースタイプの登録とリソースグ
ループおよびリソースの構成

220ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録
と構成」

Sun Cluster HA for Sybase ASEのイ
ンストールの確認

223ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEのイン
ストールの確認」

Sun Cluster HA for Sybase ASEのロ
ギングとセキュリティの問題

224ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギ
ングとセキュリティの問題」

Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張
プロパティの構成

225ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プ
ロパティの構成」

障害モニターの情報の表示 229ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モ
ニター」

Sun Cluster HA for Sybase ASEのインス
トールの準備
Sun Cluster HA for Sybase Adaptive Server 12.0のインストールに先立って、次の
ファイルのインストール先を選択する必要があります。

� Sybase ASEアプリケーションファイル –関連するファイルには、Sybase ASEバ
イナリやライブラリがあります。これらのファイルは、ローカルファイルシステム
にインストールすることも、クラスタファイルシステムにインストールすることも
できます。

Sybase ASEバイナリをローカルファイルシステムにインストールする場合とクラ
スタファイルシステムにインストールする場合の長所と短所については、23ペー
ジの「アプリケーションバイナリの格納先の決定」を参照してください。

� Sybase ASE構成ファイル –関連するファイルには、interfacesファイルや
configファイル、環境ファイルがあります。これらのファイルは、ローカル
ファイルシステム (リンクと共に)、高可用性なローカルファイルシステム、あるい
はクラスタファイルシステムにインストールすることができます。
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� データベースデータファイル –関連するファイルには、Sybaseデバイスファイル
があります。これらのファイルは、rawデバイスまたは通常のファイルとして、高
可用性なローカルファイルシステムまたはクラスタファイルシステム上にインス
トールする必要があります。

Sybase ASE 12.0ソフトウェアのインス
トール
この節で説明する手順を使用して、以下の操作を行います。

� ノードの準備
� Sybase ASEソフトウェアのインストール
� Sybase ASEインストールの確認

注 – Sun Cluster HA for Sybase ASEを構成する前に、『Sun Cluster 3.1ソフトウェア
のインストール』の手順に従って各ノードの Sun Clusterソフトウェアを構成する必
要があります。

� ノードの準備
この手順では、Sybase ASEソフトウェアのインストールに先立ってノードをどのよう
に準備する必要があるかを説明します。

注意 –この作業のすべての手順をすべてのノードで実行してください。すべてのノー
ドでこれらの手順がすべて実行されないと、Sybase ASEインストールが完全に行われ
ず、Sun Cluster HA for Sybase ASEは起動に失敗します。

注 –この手順を始める前に、Sybase ASEのマニュアルを参照してください。

1. すべてのノードでスーパーユーザーになります。

2. /etc/nsswitch.confファイルを次のように構成します。これによって、スイッチ
オーバーやフェイルオーバーが起こったときに Sun Cluster HA for Sybase ASEの起
動と停止が正しく行われます。

Sun Cluster HA for Sybase ASEが動作する論理ホストをマスターできる各ノードで、
次の groupエントリのどれかを /etc/nsswitch.confファイルに指定します。
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group:
group: files [NOTFOUND=return] nis

group: files [NOTFOUND=return] nisplus

Sun Cluster HA for Sybase ASEは、su userコマンドを使ってデータベースノードの
開始や停止を行います。

クラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネットワーク情報
ネームサービスが使用不能になることがあります。groupに上のどれかのエントリが
追加されていると、su(1M)コマンドは、NIS/NIS+ネームサービスが使用できない場
合にはそのネットワーク情報ネームサービスを参照しません。

3. Sun Cluster HA for Sybase ASEのクラスタファイルシステムを構成します。

データベースを rawデバイスに格納する場合は、広域デバイスを rawデバイスアクセ
ス用に構成します。広域デバイスの構成方法については、『Sun Cluster 3.1ソフト
ウェアのインストール』を参照してください。

Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerを使用する場合は、UNIXファイルシステ
ム (UFS)ロギングか rawミラー化メタデバイスを使用するように Sybase ASEソフト
ウェアを構成します。rawミラー化メタデバイスの構成方法については、Solstice
DiskSuite/Solaris Volume Managerのマニュアルを参照してください。

4. ローカルディスクか多重ホストディスクに SYBASE_HOMEディレクトリを作成しま
す。

注 – Sybase ASEバイナリをローカルディスクにインストールする場合は、できるだ
け別のディスクを使用してください。Sybase ASEバイナリを別のディスクにインス
トールすると、オペレーティング環境の再インストール時にバイナリが上書きされる
のを防止できます。

5. 各ノードの /etc/groupファイルにデータベース管理者 (DBA)グループのエントリ
を作成し、予定するユーザーをこのグループに追加します。

rootと sybaseユーザーが dbaグループのメンバーになっているか確認し、必要に応
じてほかの DBAユーザーのエントリを追加します。このグループ IDは、Sun Cluster
HA for Sybase ASEが動作するどのノードでも同じでなければなりません。次は、そ
の例です。

dba:*:520:root,sybase

グループエントリをネットワークネームサービスに作成することができます。その場
合には、ネットワークネームサービスに依存するのを避けるために、これらのエント
リをローカルの /etc/groupファイルにも追加します。

6. 各ノードで、Sybaseシステム管理者のエントリを作成します。

次のコマンドでは、/etc/passwdと /etc/shadowファイルを Sybaseシステム管
理者のエントリで更新します。

# useradd -u 120 -g dba -d /Sybase-home sybase
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sybaseユーザーエントリは、Sun Cluster HA for Sybase ASEが動作するどのノードで
も同じでなければなりません。

� Sybase ASEソフトウェアのインストール
Sybase ASEソフトウェアをインストールする手順は次のとおりです。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. Sybase ASEインストールの要件に注意します。

Sybase ASEバイナリは、次のどちらにインストールすることもできます。

� クラスタノードのローカルディスク

� 高可用性なローカルファイルシステム

� クラスタファイルシステム

注 – Sybase ASEソフトウェアをクラスタファイルシステムにインストールする場
合は、まず、Sun Clusterソフトウェアを起動し、ディスクデバイスグループの所
有者になる必要があります。

ソフトウェアのインストール場所については、210ページの「Sun Cluster HA for
Sybase ASEのインストールの準備」を参照してください。

3. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。どのような名前でもかま
いませんが、クラスタ内のリソースグループごとに一意である必
要があります。

-h nodelist マスターになり得る物理ノードの名前または IDを、コンマで区
切ったリストで指定します (オプション)。フェイルオーバー時に
Resource Group Manager (RGM)が主ノードとして選択する順番
がこのリスト上のノードの順序で決まります。

注 –ノードリストの順序を指定する場合は、-hオプションを使用します。クラスタ
のすべてのノードがマスターになり得るのであれば、-hオプションを指定する必要は
ありません。

4. Sun Cluster HA for Sybase ASEで使用するすべてのネットワークリソースが
/etc/inet/hostsファイルまたはネームサービス (NIS、NIS+)データベースに追
加されていることを確認します。
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5. ネットワークリソース (論理ホスト名または共有アドレス)をフェイルオーバーリソー
スグループに追加します。

# scrgadm -a -L -g resource-group -l logical-hostname [-n netiflist]

-l logical-hostname ネットワークリソースを指定します。ネットワークリソース
は、クライアントが Sun Cluster HA for Sybase ASEにアクセ
スするために使用する論理ホスト名または共有アドレス (IPア
ドレス)です。

-n netiflist 各ノード上の IP Networking Multipathingグループをコンマで
区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の書式は、
netif@nodeでなければなりません。netifは、sc_ipmp0
などの IP Networking Multipathingグループ名として指定でき
ます。ノードは、sc_ipmp0@1や sc_ipmp@phys-schost-1
などのノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できま
せん。

6. scswitch(1M)コマンドを実行して次の作業を行います。

� リソースと障害の監視を有効にします。
� リソースグループを管理状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g resource-group

7. 作成したばかりのリソースグループをマスターするノード上で、sybaseとしてログイ
ンします。

Sybaseバイナリのインストールは、対応する論理ホストが動作しているノードで実行
する必要があります。

8. Sybase ASEソフトウェアをインストールします。

Sybase ASEソフトウェアをどこにインストールする場合でも、Sybase ASEの標準的
なインストール手順を使用する場合と同じように、各ノードの /etc/systemファイ
ルを変更する必要があります。Sybase ASEソフトウェアのインストール手順について
は、Sybaseのインストールと構成のマニュアルを参照してください。

注 –どの Sybaseサーバーでも、ホスト名の指定を求められた時にはネットワークリ
ソースに関連付けられたホスト名を入力してください。
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次に進む手順
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerを使用する場合は、Sybase ASEソフト
ウェアのインストールが終了した後で、215ページの「Solstice DiskSuite/Solaris
Volume Managerによる Sybase ASEデータベースアクセスの構成」に進みます。
VERITAS Volume Manager (VxVM)を使用する場合は、216ページの「VERITAS
Volume Managerによる Sybase ASEデータベースアクセスの構成」に進みます。

� Sybase ASEのインストールの確認
Sybase ASEソフトウェアのインストールを確認する手順は次のとおりです。

1. sybaseユーザーと dbaグループが $SYBASE_HOMEディレクトリと $SYBASE_HOMEの
子ディレクトリを所有していることを確認します。

2. scstat(1M)コマンドを実行して、Sun Clusterソフトウェアが正しく動作すること
を確認します。

Sybase ASEデータベース環境の作成
この節の手順では、次の作業を行います。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerまたは VxVMによる Sybase ASEデー
タベースアクセスを構成します。

� Sybase ASEデータベース環境を作成します。

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerによる
Sybase ASEデータベースアクセスの構成
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerを使用する場合は、次の手順に従って
Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerにより Sybase ASEデータベースアクセス
を構成します。

1. Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerソフトウェアが使用するディスクデバイ
スを構成します。

Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerの構成方法については、『Sun Cluster 3.1
ソフトウェアのインストール』を参照してください。
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2. データベースを rawデバイスに格納する場合は、次のコマンドを使って、各 rawミ
ラー化メタデバイスの所有者、グループ、モードを変更します。

rawデバイスを使用しない場合は、この手順を実行しないでください。

a. rawデバイスを作成する場合は、Sybase ASEリソースグループをマスターでき
る「各ノードで」デバイスごとに次のコマンドを実行します。

# chown sybase /dev/md/metaset/rdsk/dn
# chgrp dba /dev/md/metaset/rdsk/dn
# chmod 600 /dev/md/metaset/rdsk/dn

metaset ディスクセットの名前を指定します。

/rdsk/dn metasetディスクセット内の rawディスクデバイスの名前を指定しま
す。

b. 変更が有効になっているか確認します。

# ls -lL /dev/md/metaset/rdsk/dn

� VERITAS Volume Managerによる Sybase ASE
データベースアクセスの構成
VxVMソフトウェアを使用する場合は、次の手順に従って、VxVMソフトウェアによ
る Sybase ASEデータベースアクセスを構成します。

1. VxVMソフトウェアが使用するディスクデバイスを構成します。

VERITAS Volume Managerの構成方法については、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアの
インストール』を参照してください。

2. データベースを rawデバイスに格納する場合は、現在のディスクグループ主ノードで
次のコマンドを実行して各デバイスの所有者、グループ、モードを変更します。

rawデバイスを使用しない場合は、この手順を実行しないでください。

a. rawデバイスを作成する場合は、rawデバイスごとに次のコマンドを実行します。

# vxedit -g diskgroup set user=sybase group=dba mode=0600 volume

b. 変更が有効になっているか確認します。

# ls -lL /dev/vx/rdsk/diskgroup/volume

c. ディスクデバイスグループをクラスタに再登録して、クラスタ内での VxVM名前
空間の整合性を確保します。

# scconf -c -D name=diskgroup
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� Sybase ASEデータベース環境の作成
この手順を行う前に、必ず次の作業を行ってください。

� 可用性の高い IPアドレスと名前 (つまり、インストール時に動作するネットワー
クリソース)を確立します。

� 可用性の高いローカルファイルシステムまたはクラスタファイルシステムにあるす
べての Sybase ASEデバイス (マスターデバイスやシステムデバイスを含む)のデバ
イスパスを明らかにします。これらのデバイスパスを次のいずれかのファイルタイ
プとして構成します。

� 通常のファイル

� rawデバイス

� Solstice DiskSuite/Solaris Volume Managerソフトウェアまたは VxVMソフト
ウェアが管理するファイル

� クラスタファイルシステムまたはローカルファイルシステムにある Sybase ASE
サーバーログの場所を確認します。

� Sybase ASE 12.0環境は、データサーバー、バックアップサーバー、モニターサー
バー、テキストサーバー、XPサーバーから構成されています。構成が必要なサー
バーは、データサーバーだけです。ほかのサーバーを構成するかどうかは任意で
す。

� interfacesファイルは、クラスタ全体で 1つしか存在できません。このファイ
ルは $SYBASEディレクトリに含まれています。ノードごとにファイルのコピーを
保持する場合は、ファイルの内容が同一でなければなりません。

Sybase ASEサーバーに接続するすべてのクライアントは、Sybase OpenClientラ
イブラリとユーティリティーを使って接続します。Sybase ASEソフトウェアを構
成するときに、ネットワークリソースと各種ポートの情報を interfacesファイ
ルに指定してください。クライアントは、この接続情報を使って Sybase ASEサー
バーに接続します。

次の手順に従って、Sybase ASEデータベース環境を作成します。

1. GUIベースのユーティリティー srvbuildを実行して Sybase ASEデータベースを
作成します。

このユーティリティーは、$SYBASE/ASE_12-0/binディレクトリに含まれていま
す。詳細は、Sybase ASEの『Installing Sybase Adaptive Server Enterprise on Sun Solaris
2.x (SPARC)』を参照してください。

2. データベースが正しくインストールされていることを確認するために、すべてのサー
バーが正しく起動するか確認します。

ps(1)コマンドを実行してすべてのサーバーの動作を確認します。エラーがある場合
は、Sybase ASEサーバーのログに出力されます。

3. Sybase ASEシステム管理者アカウントのパスワードを設定します。
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saログインパスワードの変更方法については、『Sybase Adaptive Server Enterprise
System Administration Guide』を参照してください。

4. 障害監視に使用する Sybase ASEアカウントを新しく作成します。

障害モニターは、このアカウントを使って次の作業を行うことができます。

� システムテーブルのクエリーをサポートします。
� ユーザーテーブルの作成や更新を行います。

注 –この目的で saアカウントを使用することは避けてください。

詳細については、229ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニター」を参
照してください。

5. 停止ファイルの saパスワードを更新します。

停止ファイルには saパスワードが格納されているため、適切なアクセス権でこの
ファイルを保護するとともに、このファイルを、システム管理者が選択するディレク
トリに置く必要があります。停止ファイルの読み取り、書き込み、実行は、sybase
ユーザーだけからできるようにします。

停止ファイルについては、224ページの「重要なセキュリティの問題」を参照してく
ださい。

次に進む手順
Sybase ASEデータベース環境を作成したら、219ページの「Sun Cluster HA for
Sybase ASEパッケージのインストール」へ進みます。

Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケー
ジのインストール
scinstall(1M)ユーティリティーを使って、SUNWscsyb (Sun Cluster HA for
Sybase ASEパッケージ)をクラスタにインストールします。このときに、非対話型の
scinstallにすべてのデータサービスパッケージをインストールする -sオプション
を指定しないでください。
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Sun Clusterのインストール時に SUNWscsybデータサービスパッケージをすでにイン
ストールしている場合は、220ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構
成」へ進んでください。まだインストールしていない場合は、次の手順に従って
SUNWscsybパッケージをインストールします。

� Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケージのイン
ストール
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。この手順
は、Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケージが動作するすべてのクラスタノードで
行う必要があります。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
Sun Cluster HA for Sybase ASEパッケージのインストールが終わったなら、220ペー
ジの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成」に進みます。
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Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と
構成
この節で説明する手順を使用して、Sun Cluster HA for Sybase ASEデータサービスの
登録と構成を行います。Sun Cluster HA for Sybase ASEは、フェイルオーバーデータ
サービスとして登録し構成します。

� Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成
この手順では、scrgadm (1M)コマンドを使って Sun Cluster HA for Sybase ASEの登
録と構成を行う方法を説明します。

この手順には、SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを作成する方法も含まれま
す。このリソースタイプは、HAStorageと Sun Cluster HA for Sybase ASE間でアク
ションの同期をとって、高可用性ローカルファイルシステムを使用できるようにしま
す。Sun Cluster HA for Sybase ASEではディスクに負荷がかかるため、
SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを構成する必要があります。

SUNW.HAStoragePlusリソースタイプの詳細については、SUNW.HAStoragePlus
(5)のマニュアルページおよび25ページの「リソースグループとディスクデバイスグ
ループの関係」を参照してください。

注 –その他のオプションでもデータサービスの登録および構成を行うことができま
す。これらの方法については、31ページの「データサービスリソースを管理するため
のツール」を参照してください。

この手順を実行するには、次の情報を確認しておく必要があります。

� データサービスをマスターするクラスタノードの名前。

� クライアントがデータサービスにアクセスするために使用するネットワークリソー
ス。通常、この IPアドレスはクラスタをインストールするときに設定します。詳
細は、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』の Sun Cluster環境の計画
や Solarisオペレーティング環境のインストール手順を参照してください。

� Sybase ASEアプリケーションがインストールされたパス。

注 –次の手順は 1つのクラスタメンバー上で実行します。
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1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadmコマンドを実行して Sun Cluster HA for Sybase ASEのリソースタイプを
登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sybase

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.sybase 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタ
イプを指定します。

3. SUNW.HAStoragePlusリソースタイプをクラスタに登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

4. タイプ SUNW.HAStoragePlusのリソース sybase-hastp-rsを作成します。

# scrgadm -a -j sybase-hastp-rs -g sybase-rg -t SUNW.HAStoragePlus \
-x GlobalDevicePaths=sybase-device-group1,/dev/global/dsk/dl \
-x FilesystemMountPoints=/global/sybase-inst \
-x AffinityOn=TRUE

注 –フェイルオーバーを行うためには、AffinityOnが TRUEに設定され、ローカル
ファイルシステムが広域ディスクグループ上に存在する必要があります。

5. scswitchコマンドを実行して、次の作業を完了し、リソースグループ sybase-rgを
クラスタノード上でオンラインにします。

� リソースグループを管理状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。

このノードは、デバイスグループ sybase-set1および rawデバイス
/dev/global/dsk/d1のプライマリになります。ファイルシステムに関連するデバ
イスグループ (/global/sybase-instなど)もこのノード上でプライマリになりま
す。

# scswitch -Z -g sybase-rg

6. Sybase ASEアプリケーションリソースをフェイルオーバーリソースグループに作成
します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group \
-t SUNW.sybase \
-x Environment_File=environment-file-path \
-x Adaptive_Server_Name=adaptive-server-name \
-x Backup_Server_Name=backup-server-name \
-x Text_Server_Name=text-server-name \
-x Monitor_Server_Name=monitor-server-name \
-x Adaptive_Server_Log_File=log-file-path \
-x Stop_File=stop-file-path \
-x Connect_string=user/passwd
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-y resource_dependencies=storageplus-resource

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group
リソースグループ名を指定します。RGMはここにリソースを入れます。

-t SUNW.sybase
追加するリソースのタイプを指定します。

-x Environment_File=environment-file
環境ファイルの名前を設定します。

-x Adaptive_Server_Name=adaptive-server-name
適応サーバーの名前を設定します。

-x Backup_Server_Name=backup-server-name
バックアップサーバーの名前を設定します。

-x Text_Server_Name=text-server-name
テキストサーバーの名前を設定します。

-x Monitor_Server_Name=monitor-server-name
監視サーバーの名前を設定します。

-x Adaptive_Server_Log_File=log-file-path
適応サーバーのログファイルへのパスを設定します。

-x Stop_File=stop-file-path
停止ファイルへのパスを設定します。

-x Connect_string=user/passwd
障害モニターがデータベースに接続するときに使用するユーザー名とパスワードを
指定します。

デフォルト値を持つ拡張プロパティを指定する必要はありません。詳細については、225
999ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティの構成」を参照してく
ださい。

7. リソースと障害の監視を有効にします。

注 – Sybaseサーバーが起動されると、Sybaseはコンソールにログを出力します。こ
れらのログメッセージをコンソールに表示したくない場合は、メッセージをほかの
ファイルにリダイレクトするように、該当する RUNファイルを更新します。

# scswitch -Z -g resource-group

次に進む手順
Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成が終わったなら、223ページの「 Sun
Cluster HA for Sybase ASEのインストールの確認」に進みます。
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Sun Cluster HA for Sybase ASEのインス
トールの確認
次の確認検査を実行し、 Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールと構成が正
しく行われているか確認してください。

これらの確認検査では、 Sun Cluster HA for Sybase ASEが動作するすべてのノード
で Sybase ASEデータサーバーを起動できるかどうかと、この構成のほかのノードか
ら Sybase ASEデータサーバーにアクセスできるかを確認します。これらの検査を実
行して、 Sun Cluster HA for Sybase ASEから Sybase ASEソフトウェアを起動する際
に起こる問題を特定してください。

� Sun Cluster HA for Sybase ASEのインストールの
確認

1. Sybase ASEリソースグループをマスターしているノードにログインします。

2. Sybase ASE環境変数を設定します。

この環境変数は、Environment_file拡張プロパティで指定する変数です。これら
の環境変数の設定については、表 10–2を参照してください。

3. Sun Cluster HA for Sybase ASEリソースがオンラインになっているかどうか確認し
ます。

# scstat -g

4. Sybase ASEログを調べて、エラーがある場合は、その原因を判別します。

5. データサーバーに接続できることを確認してから、次のテストコマンドを実行しま
す。

# isql -S adaptive-server -U sa

isql> sp_help
isql> go
isql> quit

6. Sybase ASEデータサービスのプロセスを終了させます。

Sun Clusterソフトウェアがこのプロセスを再起動します。

7. Sybase ASEリソースを持つリソースグループを別のクラスタメンバーに切り替えま
す。

# scswitch -z -g resource-group -h node

8. この時点でそのリソースグループを持つノードにログインします。
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9. 手順 3から手順 5までを繰り返します。

注 – Sybase ASEクライアントの接続は、Sun Cluster HA for Sybase ASEのスイッチ
オーバーが起こると無効になります。つまり、スイッチオーバーが起こると、Sybase
ASEへのクライアント接続は停止されます。したがって、クライアントは接続を再確
立する必要があります。スイッチオーバー後の Sun Cluster HA for Sybase ASEの回
復時間は、Sybase ASEトランザクションログの再生にどのくらいの時間が必要かに
よって異なります。

Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギン
グとセキュリティの問題
この節では、Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギングとセキュリティの問題につい
て説明します。

Sun Cluster HA for Sybase ASEのロギング
Sun Cluster HA for Sybase ASEは、メッセージを /opt/SUNWscsyb/logディレク
トリの message_logファイルに記録します。このファイルの最大サイズは 512Kバ
イトですが、Sun Cluster HA for Sybase ASEは、古いログファイルを削除しません。
したがって、ログファイルの数が多数になることがあります。

Sun Cluster HA for Sybase ASEは、すべてのエラーメッセージを syslogファイル
に記録します。さらに、Sun Cluster HA for Sybase ASEは、障害モニターの履歴を
logディレクトリの restart_historyファイルに書き込みます。これらのファイ
ルの数もまた多数に上ることがあります。

定期的なファイル整理の一貫として次のログファイルを検査し、必要がなければ削除
してください。

� syslog
� message_log
� restart_history

重要なセキュリティの問題
Sun Cluster HA for Sybase ASEでは、システム管理者のパスワードが停止ファイルに
組み込まれていなければなりません。/opt/SUNWscsyb/binディレクトリには、停
止ファイルのテンプレート sybase_stop_serversが含まれています。Sun Cluster
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HA for Sybase ASEは、このファイルを使って Sybase ASE環境にログインしたり、
Sybase ASEサーバーを停止します。したがって、停止ファイルを実行できるように
sybaseユーザーを設定してください。ただし、一般ユーザーからのこのファイルへの
アクセスは防止する必要があります。読み取り、書き込み、実行の特権は次のユー
ザーだけに与えます。

� sybaseユーザー
� sybaseグループ

Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロ
パティの構成
この節では、Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティの構成手順を説明しま
す。通常、拡張プロパティは、Sybase ASEリソースを作成するときに、コマンド行か
ら scrgadm -x parameter=value を実行して構成します。拡張プロパティは、第 15 章
に示す手順を使ってあとで構成することもできます。

Sun Clusterのすべての拡張プロパティについては、r_properties(5)と
rg_properties(5)のマニュアルページを参照してください。

表 10–2に、Sybase ASEサーバーリソース用に設定可能な拡張プロパティを示しま
す。拡張プロパティの中には動的に変更できるものもありますが、それ以外の拡張プ
ロパティは、リソースを作成するか無効にするときにしか更新できません。「調整」
の欄には、そのプロパティをいつ変更できるかが示されています。
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表 10–2 Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Environment_ File すべての Sybase ASE環境変数が格納されてい
るファイル。Sun Cluster HA for Sybase ASE
では、SYBASE、 SYBASE_ASE、および
SYBASE_OCSの各環境変数を定義する必要が
あります。定義したほかの変数は、環境変数
として Sybaseサーバーに渡されます。

各環境変数の定義は、書式に従う必要があり
ます。

VARIABLE_NAME=VARIABLE_VALUE

これらの環境変数は、Environment_File
内で 1行に 1つずつ指定しなければなりませ
ん。

通常、ユーザーは Sybaseのインストールに
よって作成される SYBASE.sh環境ファイル
を使用します。

デフォルト:なし

範囲:最小 =1

調整:無効になっている時

Adaptive_ Server_Name データサーバー名。Sun Cluster HA for
Sybase ASEは、このプロパティを使って、
$SYBASE/$ASE/installディレクトリから
RUNサーバーの場所を見つけます。

デフォルト:なし

範囲:最小 =1

調整:無効になっている時

Backup_ Server_Name バックアップサーバー名。Sun Cluster HA for
Sybase ASEは、このプロパティを使って、
$SYBASE/$ASE/installディレクトリから
RUNサーバーの場所を見つけます。このプロ
パティが設定されていないと、Sun Cluster
HA for Sybase ASEはこのサーバーを管理しま
せん。

デフォルト:Null

範囲:なし

調整:無効になっている時
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表 10–2 Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Monitor_ Server_Name モニターサーバー名。Sun Cluster HA for
Sybase ASEは、このプロパティを使って、
$SYBASE/$ASE/installディレクトリから
RUNサーバーの場所を見つけます。このプロ
パティが設定されていないと、Sun Cluster
HA for Sybase ASEはこのサーバーを管理しま
せん。

デフォルト:Null

範囲:なし

調整:無効になっている時

Text_Server_ Name テキストサーバー名。Sun Cluster HA for
Sybase ASEデータサービスは、このプロパ
ティを使って、$SYBASE/$ASE/install
ディレクトリから RUNサーバーの場所を見つ
けます。このプロパティが設定されていない
と、Sun Cluster HA for Sybase ASEデータ
サービスはこのサーバーを管理しません。

デフォルト:Null

範囲:なし

調整:無効になっている時

Adaptive_ Server_Log_ File アダプティブサーバーのログファイルへのパ
ス。Sun Cluster HA for Sybase ASEは、この
プロパティを絶えず読み取り、エラーを監視
します。

デフォルト:なし

範囲:最小 =1

調整:無効になっている時

Stop_File Sun Cluster HA for Sybase ASEは、サーバー
の stoppagesの間にこのプロパティを使用
します。このプロパティには、saパスワード
が含まれています。このプロパティを一般
ユーザーのアクセスから保護してください。

デフォルト:なし

範囲:最小 =1

調整:無効になっている時
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表 10–2 Sun Cluster HA for Sybase ASE拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ 説明

Probe_timeout 障害モニター検証で使用するタイムアウト
値。

デフォルト:30秒

範囲: 1 – 99999秒

調整:任意の時点

Debug_ level Sun Cluster HA for Sybase ASEログに書き込
むためのデバッグレベル。

デフォルト:0

範囲: 0 – 15

調整:任意の時点

Connect_string user/password形式の文字列。Sun Cluster HA
for Sybase ASEは、データベースの検証時に
このプロパティを使用します。

デフォルト:なし

範囲:最小 =1

調整:無効になっている時

Connect_cycle Sun Cluster HA for Sybase ASEが新しい接続
を確立する前に行われる障害モニター検証サ
イクルの回数。

デフォルト: 5

範囲: 1 – 100

調整:任意の時点

Wait_for_ online STARTメソッドが、自身が終了する前に、
データベースがオンラインになるのを待つか
どうかの指定。

デフォルト:FALSE

範囲: TRUE – FALSE

調整:任意の時点
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Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニ
ター
Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニターは、Sybase ASEサーバーの状態を調べ
てサーバーが正常かどうかを判定します。

注 – Sun Cluster HA for Sybase ASE障害モニターは、アダプティブサーバーだけを監
視します。この障害モニターは、補助サーバーは監視しません。

障害モニターは、次のプロセスから構成されています。

� 主障害モニタープロセス
� データベース-クライアント障害検証

次の各項では、Sun Cluster HA for Sybase ASEの障害モニタープロセスと、障害モニ
ターが使用する拡張プロパティについて説明します。

主障害モニタープロセス
障害モニタープロセスでは、エラーを診断し、統計情報を検査します。障害モニター
は、次の条件が満たされたときに、操作が正常であったとみなします。

� データベースがオンラインである場合。
� 活動検査でエラーが返されない場合。
� テストトランザクションでエラーが返されない場合。

操作が失敗に終わると、主プロセスは、アクションテーブルを検査してとるべきアク
ションを特定し、あらかじめ決められたアクションをとります。操作が失敗に終
わった場合、主プロセスは、次のアクションをとることができます。これらのアク
ションでは、外部プログラムがバックグラウンドの別プロセスとして実行されます。

1. 現在のノードでリソースを再起動します。

2. 現在のノードでリソースグループを再起動します。

3. リソースグループのノードリストに存在する次のノードにリソースグループを
フェイルオーバーします。

さらに、サーバーの障害モニターは Adaptive_Server_Logファイルをスキャン
し、エラーが見つかれば、それを訂正するアクションをとります。
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データベース-クライアント障害検証
データベース-クライアント障害検証では、活動検査とテストトランザクションを実行
します。拡張プロパティ Connect_stringでは、すべてのデータベース操作を行う
アカウントを指定します。拡張プロパティ Probe_timeoutでは、タイムアウト値を
設定します。障害機構は、この値を使って、正常なデータベース検証の間に経過した
時間を計算します。

拡張プロパティ
障害モニターでは、次の拡張プロパティを使用します。

� Thorough_probe_interval
� Retry_count
� Retry_interval
� Probe_timeout
� Connect_string
� Connect_cycle
� Adaptive_Server_Log

これらの拡張プロパティについては、225ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASE
拡張プロパティの構成」を参照してください。
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第 11章

Sun Cluster HA for BroadVision One-
To-One Enterpriseのインストールと構
成

この章では、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseをインストール
し、構成する手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 239ページの「サーバーポートの衝突防止」
� 240ページの「Sun Cluster HA for DBMSのインストールと構成」
� 240ページの「HTTPサーバーのインストールと構成」
� 241ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアのインストールと
構成」

� 242ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベース、
および HTTPサーバーのインストールの構成と確認」

� 248ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージ
のインストール」

� 252ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの登録と構
成」

� 254ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインス
トールと構成の確認」

� 255ページの「Command Centerを BroadVision One-To-One Enterpriseサーバー
への接続」

� 259ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、データベース、お
よび HTTPサーバーのインストールの構成と確認」

� 264ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージのインストール」

� 264ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
の登録と構成」

� 266ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
のインストールの確認」

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサーバーを
フェイルオーバーデータサービスとして構成します。Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterprise Interaction Managersをスケーラブルデータサービスとして構
成します。データサービス、リソースグループ、リソース、その他関連事項について
は、『Sun Cluster 3.1の概念』および第 1章を参照してください。
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Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseの概要
この節の情報を使用して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseが
BroadVision One-To-One Enterpriseをどのように高可用性にするかを理解してくださ
い。

フェイルオーバーサービスやスケーラブルサービスの概念については、『Sun Cluster
3.1の概念』を参照してください。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseは、BroadVision One-To-One
Enterpriseサーバーを対象とした障害監視機能と自動フェイルオーバー機能を提供し
ます。このデータサービスは、障害監視と自動フェイルオーバーにより BroadVision
One-To-One Enterpriseサイトのシングルポイント障害を排除します。

表 11–1 BroadVision One-To-One Enterpriseサイトコンポーネントの保護

BroadVision One-To-One Enterpriseサイ
トコンポーネント SAPコンポーネントを保護するデータサービス

BroadVision One-To-One Enterprise
データベース

Sun Cluster HA for Oracleまたは Sun Cluster HA for
Sybase ASE

BroadVision One-To-One Enterprise
Interaction Managers

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
(スケーラブル構成)

BroadVision One-To-One Enterprise
バックエンドサーバー

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
(フェイルオーバー構成)

HTTPサーバー Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverまたは Sun
Cluster HA for Apache

作業マップ: Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseのイ
ンストールと構成
表 11–2は、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストール
と構成のための作業を示しています。ここに示されている順に作業を実行してくださ
い。
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表 11–2作業マップ: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストール
と構成

作業 参照箇所

BroadVision One-To-One Enterprise
のインストールと構成の計画

『Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構
成』の第 1章

234ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseのインストールと構成の計画」

ノードとディスクの準備 239ページの「サーバーポートの衝突防止」

BroadVision One-To-One Enterprise
ソフトウェア、HTTPサーバー、お
よびデータベースのインストールと
構成

240ページの「Sun Cluster HA for DBMSのインストー
ルと構成」

240ページの「HTTPサーバーのインストールと構成」

241ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソ
フトウェアのインストールと構成」1

242ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソ
フトウェア、データベース、および HTTPサーバーの
インストールの構成と確認」

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseパッケージの
インストール

248ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseパッケージのインストール」

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseの登録と構成

252ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseの登録と構成」

254ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseのインストールと構成の確認」

Command Centerを BroadVision
One-To-One Enterpriseサーバーに接
続

255ページの「Command Centerを BroadVision One-
To-One Enterpriseサーバーへの接続」

Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterprise障害モニター
情報の理解

267ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseの障害モニターとは」

BroadVision One-To-One Enterprise
の機能性の理解

268ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseの
機能性とは」

n個の論理ホスト名を持つ 1つのフェイルオーバーリソースグループを使用するように Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサーバーを構成するには、259ページの「代替構成」へ進んでくだ
さい。インストールを実行するには、259ページの「代替構成」に示されている作業を行なってください。このどち
らの作業も行わない場合は、242ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベース、およ
び HTTPサーバーのインストールの構成と確認」へ進んでください。
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Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseのインストールと構成の
計画
この節では、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストール
と構成の計画に必要な情報について説明します。

構成上の制約事項

注意 –これらの制約事項を守らなければ、データサービスの構成がサポートされない
可能性があります。

この節で説明する制約事項を使用して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのインストールと構成を計画します。この節では、Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseに適用されるソフトウェアおよびハードウェアの
構成上の制約について説明します。

すべてのデータサービスに適応される制約事項については、『Sun Cluster 3.1ご使用
にあたって』を参照してください。

� Sun Cluster 3.1で検証済みの BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア
バージョンを使用してください。

構成要件

注意 –これらの要件を厳守しなければ、データサービスの構成がサポートされない可
能性があります。

この節で説明する要件を使用して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのインストールと構成を計画します。これらの要件は、Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseのみに適用されます。Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成を行う前に、これらの要件
を満たす必要があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、23ページの「データサービス
固有の要件の識別」を参照してください。
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� クラスタファイルシステムに BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアを
インストールすること。

� すべてのクラスタノードで同一の BroadVisionユーザーを作成すること。
� BroadVisionが提供する必須パッチをすべてインストールして、BroadVision One-

To-One Enterpriseソフトウェアが Sun Cluster環境で動作できるようにするこ
と。

� 235ページの「標準のデータサービス構成」に示すように、
$BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.conf構成内の Interaction Manager、バックエンド
サーバー、およびルートホストを設定すること。

� BroadVision One-To-One Enterpriseサーバーを起動する前にデータベースを起動
すること。

標準のデータサービス構成
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成を計画
するときは、この節で説明する標準構成を使用します。Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseは、この節で説明する標準構成をサポートしてい
ます。Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseは、このほかの構成も
サポートするかもしれません。サポートされるほかの構成については、Enterprise
Servicesの担当者にお問い合わせください。

� 236ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアのための複数リ
ソースグループから構成されるクラスタ」

� 237ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサー
バーとルートホストサーバーのための 1つのリソースグループから構成されるクラ
スタ」

サポートされているすべての構成について、235ページの「Sun Cluster HA for DBMS
と HTTPサーバーの構成」に従って HA (高可用性)データベースと HTTPサーバー
を設定してください。

Sun Cluster HA for DBMSと HTTPサーバーの構成

Sun Cluster HA for DBMSと HTTPサーバーを次のように構成してください。

� 論理ホスト名を使用するように Sun Cluster HA for Oracleまたは Sun Cluster HA
for Sybase ASEを構成します。

� 論理ホスト名を使用するか (フェイルオーバー構成)、あるいは共有アドレスを使用
する (スケーラブル構成)ように Sun Cluster HA for Sun ONE Web Serverまたは
Sun Cluster HA for Apacheを構成します。
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BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアのため
の複数リソースグループから構成されるクラスタ

BroadVision One-To-One Enterpriseルートホスト、バックエンド、および Interaction
Managerのプロセスを次のように構成します。

� 1つのリソースグループ内の 1つの論理ホスト名を使用するようにルートホストリ
ソースを構成します。

� 複数のリソースグループ内の他の論理ホスト名を使用するようにバックエンドリ
ソースを構成します。

� 次に示す場所の 1つで Interaction Managerリソースを構成する。

� すべてのクラスタノード

� すべてのクラスタプライベートホスト名。クラスタインターコネクトとプライ
ベートホスト名の詳細は、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を
参照してください。

図 11–1に、これらのガイドラインに従った構成例を示します。

図 11–1構成例:個別のリソースグループで構成された 3つの論理ホスト名を持つクラス
タ

注 –すべてのクラスタノード上またはすべてのクラスタプライベートホスト名上
で、Interaction Managerリソースを構成してください。すべてのクラスタプライ
ベートホスト名上で Interaction Managerを構成する場合は、同じクラスタ上で
HTTPサーバーを設定してください。すべてのクラスタノード上で Interaction
Managerを構成する場合は、クラスタ以外の場所に HTTPサーバーを設定できま
す。
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代替構成: BroadVision One-To-One Enterpriseバックエン
ドサーバーとルートホストサーバーのための 1つのリソー
スグループから構成されるクラスタ

各バックエンドリソースに要求される管理の柔軟性と精度に応じて、1つのリソース
グループだけを使用するように Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseバックエンドサーバーを構成できます。この代替構成を設定するには、
BroadVision One-To-One Enterpriseルートホスト、バックエンド、および Interaction
Managerの各プロセスを次のように構成してください。

� ルートホストおよびすべてのバックエンドリソースが同じフェイルオーバーリソー
スグループ内の n個の論理ホスト名を使用するように構成します。

� 次に示す場所の 1つで Interaction Managerリソースを構成します。

� すべてのクラスタノード

� すべてのクラスタプライベートホスト名。クラスタインターコネクトとプライ
ベートホスト名の詳細は、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を
参照してください。

図 11–2に示されているこの構成には、別の手順が必要となります。詳細について
は、259ページの「代替構成」を参照してください。

図 11–2構成例: 1つのリソースグループ内に構成された 3つの論理ホスト名を持つクラ
スタ

注 –すべてのクラスタノード上またはすべてのクラスタプライベートホスト名上
で、Interaction Managerリソースを構成してください。すべてのクラスタプライ
ベートホスト名上で Interaction Managerを構成する場合は、同じクラスタ上で
HTTPサーバーを設定してください。すべてのクラスタノード上で Interaction
Managerを構成する場合は、クラスタ以外の場所に HTTPサーバーを設定できま
す。
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構成の検討事項
この節で説明する情報を使用して、 Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのインストールと構成を計画します。この節の情報は、Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成における決定事項が与える
影響について検討するのに役立ちます。

� BroadVisionユーザーのホームディレクトリ –すべてのクラスタノードに同一の
BroadVisionユーザー (bvuser)を作成してください。BroadVisionユーザーのホー
ムディレクトリは、クラスタファイルシステム上に配置してください。すべてのク
ラスタノード上のすべての BroadVisionユーザーを同じホームディレクトリに配置
してください。

� BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア – BroadVision One-To-One
Enterpriseソフトウェアは、すべてのクラスタノードが同じ BroadVision One-To-
One Enterpriseバイナリと構成ファイルにアクセスできるようにクラスタファイル
システムにインストールしてください。

構成計画の確認事項
この節の確認事項を使用して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのインストールと構成を計画します。『Sun Cluster 3.1ご使用にあ
たって』のデータサービスワークシートに、これらの確認事項に対する答えを記入し
ます。これらの確認事項については、238ページの「構成の検討事項」を参照してく
ださい。

� フェイルオーバーデータサービス、スケーラブルデータサービスのどちらで Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを使用するかを確認します。

� Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseをスケーラブルサービス
として使用する場合、どのノードがスケーラブルサービスをホストするかを確認し
ます。

� ネットワークアドレスとアプリケーションリソースに使用するリソースグループ
と、それらの間の依存関係を確認します。

� データサービスへのアクセスにクライアントが使用する論理ホスト名 (フェイル
オーバーサービスの場合)または共有アドレス (スケーラブルサービスの場合)を確
認します。

� システム構成ファイルが存在する場所を確認します。

BroadVision One-To-One Enterpriseバイナリをクラスタファイルシステムではな
くローカルファイルシステムに配置する場合の長所と短所については、『Sun
Cluster 3.1データサービスのインストールと構成』の「アプリケーションバイナリ
の格納先の決定」を参照してください。
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ノードおよびディスクの準備
この節では、ノードおよびディスクを準備する手順について説明します。

� サーバーポートの衝突防止
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのイン
ストールと構成用にノードを準備してください。

デフォルトでは、デーモンによって起動されるサーバーが使用できるように
IT_DAEMON_SERVER_BASEおよび IT_DAEMON_SERVER_RANGEプロパティに
よって指定されるポート番号を orbixデーモンが選択します。はじめてサーバーへ
の接続を試みる際に、クライアントは orbixデーモンにポート番号を要求します。
続いて、orbixデーモンが指定したポートに接続します。クライアントが orbix
デーモンにポート番号を要求したあと、クライアントがポートに接続する前にフェイ
ルオーバーが発生すると、クライアントは不正なサーバーに接続する可能性がありま
す。

サーバーポートの衝突を防止するには、2つのオプションがあります。

1. 次のいずれかのオプションを選択します。

� 各ホストに対して、IT_LOCAL_SERVER_BASEプロパティを構成

このオプションを使用する場合は、手順 2に進みます。
� bv1to1.confファイルの各プロセスエントリに iiop_portパラメータを追加

このオプションを使用する場合は、手順 3に進みます。

2. orbixデーモンが個々のノードに割り当てるポートが重複しないように各ホストの
IT_LOCAL_SERVER_BASEプロパティを構成します。たとえば、BroadVision One-
To-One EnterpriseサーバーとInteraction Managerをクラスタノード A、B、および
C で動作するように構成した場合、 bv1to1.conf ファイルには次のエントリが含ま
れます。

export
...
IT_DAEMON_SERVER_RANGE = “200”;
...

site bv
{

...
node A {

export IT_LOCAL_SERVER_BASE = “1300”;
...

}
node B {
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export IT_LOCAL_SERVER_BASE = “1500”; # 1300 + 200
...

}
node C {

export IT_LOCAL_SERVER_BASE = “1700”; # 1500 + 200
...

}
...

}

3. bv1to1.confファイル内の各プロセスエントリに iiop_portパラメータを追加
し、サーバーポートエントリの衝突が発生していないことを確認します。iiop_port
は文書化されていない BroadVision One-To-One Enterpriseサーバーのパラメータで
あり、どのポートをサーバーが使用すべきかを指定するものです。たとえば、次のプ
ロセスエントリは、cntdbサーバーがポート 1305を使用するように定義していま
す。

process cntdb { parameter iiop_port = “1305”; }

C++ CORBAサーバーは、iiop_portパラメータをサポートします。Javaサーバー
の場合、BroadVision One-To-One Enterprise 6.0AB以降のバージョンにアップグレー
ドする必要があります。

BroadVision One-To-One Enterpriseソフ
トウェア、データベース、および HTTP
サーバーのインストールと構成
この節では、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベースソフト
ウェア、および HTTPソフトウェアのインストールと構成のための手順について説明
します。

� Sun Cluster HA for DBMSのインストールと構成
Sun Cluster HA for Oracleのインストールについては第 2章を、Sun Cluster HA for
Sybase ASEのインストールについては第 10章をそれぞれ参照してください。

� HTTPサーバーのインストールと構成
HTTPサーバーが Sun ONE Web Serverの場合は、第 3章の説明に従って Sun Cluster
HA for Sun ONE Web Serverを構成してください。HTTPサーバーがApache Web
Serverである場合は、第 5章の説明に従って Sun Cluster HA for Apacheを構成して
ください。
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� BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア
のインストールと構成
次の手順を使用して、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアのインストー
ルと構成を行い、Sun Cluster環境内で BroadVision One-To-One Enterpriseソフト
ウェアを動作可能にします。

1. 234ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインス
トールと構成の計画」および 238ページの「構成の検討事項」に示されているガイド
ラインに従ってください。

2. 『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration Guide』の説明に
従って、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアをクラスタファイルシス
テムにインストールしてください。

注 – BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアは、任意のクラスタノードから
クラスタファイルシステム上に一度だけインストールします。

3. $BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.confファイルを構成します。

表 11–3は、BroadVision One-To-One Enterpriseコンポーネントに対し
$BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.confファイルで可能な構成を示しています。詳細につ
いては、235ページの「標準のデータサービス構成」と『BroadVision One-To-One
Enterprise Installation and Administration Guide』の説明を参照してください。

表 11–3 $BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.confファイルの構成

BroadVision One-To-One Enterpriseコン
ポーネント 構成場所

ルートホスト 論理ホスト名

バックエンドサーバー 論理ホスト名

Interaction Manager すべてのクラスタノードまたはすべてのクラスタプラ
イベートホスト名1

クラスタインターコネクトとプライベートホスト名の詳細は、『Sun Cluster 3.1ソフトウェアのインストール』を参
照してください。

注 –すべてのクラスタプライベートホスト名上で Interaction Managerを構成する場
合は、同じクラスタ上で HTTPサーバーを設定してください。すべてのクラスタノー
ド上で Interaction Managerを構成する場合は、クラスタ以外の場所に HTTPサー
バーを設定できます。
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注 – BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサーバーが、任意のクラスタ
ノードからデータベースにアクセスできるようにクラスタを構成してください。

次に進む手順
フェイルオーバーリソースグループは、各バックエンドリソースに要求される管理の
柔軟性と精度に応じ、次に示す方法のどちらかで設定できます。

� 複数のフェイルオーバーリソースグループを設定して、複数の論理ホスト名を使用
する。このオプションを使用する場合は、 254ページの「Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成の確認」へ進んでくだ
さい。

� 1つのフェイルオーバーリソースグループを設定して n個の論理ホスト名を使用
し、すべてのバックエンドリソースとルートホストリソースを含める。このオプ
ションを使用する場合は、259ページの「代替構成」へ進んでください。259ペー
ジの「代替構成」の説明に従ってインストールを実行します。

注 –詳細については、235ページの「標準のデータサービス構成」を参照してくださ
い。

� BroadVision One-To-One Enterpriseソフト
ウェア、データベース、および HTTPサーバーの
インストールの構成と確認
この作業は、バックエンドホストとルートホストがフェイルオーバー構成で動作でき
るすべてのノード上でバックエンドプロセスの開始と停止をテストするために行うも
のです。この作業は、クラスタに構成した BroadVision One-To-One Enterprise
Interaction Managersをテストする場合も実施してください。

フェイルオーバーリソースグループは、各バックエンドリソースに要求される管理の
柔軟性と精度に応じ、次に示す方法のどちらかで設定できます。

� 複数のフェイルオーバーリソースグループを設定して、複数の論理ホスト名を使用
する。このオプションを使用する場合は、手順 1へ進んでください。

� 1つのフェイルオーバーリソースグループを設定して n個の論理ホスト名を使用
し、すべてのバックエンドリソースとルートホストリソースを含める。このオプ
ションを使用する場合は、259ページの「代替構成」へ進んでください。259ペー
ジの「代替構成」の説明に従ってインストールを実行します。
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注 –詳細については、235ページの「標準のデータサービス構成」を参照してくださ
い。

1. BroadVision One-To-One Enterpriseルートホストリソースを含むよう、そのルート
ホストの論理ホスト名を使用するフェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g root-host-resource-group [-h nodelist]

-g root-host-resource-group ルートホストの論理ホスト名を使用し、さらに
BroadVisionルートホストリソースを含むリソースグ
ループの名前を指定します。ルートホストリソースグ
ループの名前は任意に選択できますが、クラスタ内のリ
ソースグループとして一意のものでなければなりませ
ん。

[-h nodelist] マスターになり得る物理ノードの名前または IDを、コ
ンマで区切ったリストで指定します (オプション)。
フェイルオーバー時に Resource Group Manager (RGM)
が主ノードとして選択する順番がこのリスト上のノード
の順序で決まります。

2. ルートホストプロセスとバックエンドプロセスのためのフェイルオーバーリソースグ
ループを作成します。

n個の論理ホスト名上に構成されているバックエンドプロセスのために、scrgadm
(1M)コマンドを実行して n個のフェイルオーバーリソースグループを構成します。

# scrgadm -a -g back-end-resource-group-1 [-h nodelist]
# scrgadm -a -g back-end-resource-group-2 [-h nodelist]
# scrgadm -a -g back-end-resource-group-3 [-h nodelist]
...
# scrgadm -a -g back-end-resource-group-n [-h nodelist]

-g back-end-resource-group バックエンド論理ホスト名とリソースを含むリソースグ
ループの名前を指定します。バックエンドリソースグ
ループの名前は任意に選択できますが、クラスタ内のリ
ソースグループとして一意のものでなければなりませ
ん。

3. 使用するすべての論理ホスト名がネームサービスデータベースに追加されているかど
うかを確認します。

さらに、使用するすべての論理ホスト名を各クラスタノードの /etc/inet/hosts
ファイルに追加します。これで、ネームサービスが停止してもノードは自身のローカ
ルホストファイルで名前とアドレスのマッピングを確認できます。

4. scrgadmコマンドを実行し、作成された各リソースグループが使用できる論理ホスト
名を追加します。
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# scrgadm -a -L -g root-host-resource-group -l root-host-logical-hostname-1 [-n netiflist]
# scrgadm -a -L -g back-end-resource-group-1 -l back-end-logical-hostname-1 [-n netiflist]
# scrgadm -a -L -g back-end-resource-group-2 -l back-end-logical-hostname-2 [-n netiflist]
...

# scrgadm -a -L -g back-end-resource-group-n -l back-end-logical-hostname-n [-n netiflist]

-l root-host-logical-hostname ルートホストリソースグループが使用する論理ホスト
名 (フェイルオーバー IPアドレス)を指定します。

-l back-end-logical-hostname 各バックエンドリソースグループが使用する論理ホス
ト名を指定します。

[-n netiflist] 各ノード上の IP Networking Multipathingグループ
をコンマで区切って指定します (省略可能)。netiflist
内の各要素の書式は、 netif@node でなければなり
ません。netifは、sc_ipmp0などの IP Networking
Multipathingグループ名として指定できます。ノード
は、sc_ipmp0@1や sc_ipmp@phys-schost-1な
どのノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使
用できません。

5. Interaction Manager用のスケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g im-resource-group -y Maximum_primaries=m -y Desired_primaries=n

-g im-resource-group Interaction Managerが含まれるスケーラブルリソー
スグループの名前を指定します。どのような名前で
もかまいませんが、クラスタ内のリソースグループ
ごとに一意である必要があります。

-y Maximum_primaries=m このリソースグループに許可するアクティブ主ノー
ドの最大数を指定します。このプロパティに値を指
定しない場合は、デフォルトの 1になります。

-y Desired_primaries=n このリソースグループに許可するアクティブ主ノー
ドの希望数を指定します。このプロパティに値を指
定しない場合は、デフォルトの 1になります。

6. 1つのクラスタノードから scswitch(1M)コマンドを実行してフェイルオーバーリ
ソースグループを管理された状態に変更し、それらのグループをオンラインにしま
す。

# scswitch -Z -g root-host-resource-group
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-1
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-2
...

# scswitch -Z -g back-end-resource-group-n
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注 –スケーラブルリソースグループにはまだリソースが含まれないため、スケーラブ
ルリソースグループをオンラインにする必要はありません。論理ホスト名リソースを
使用できないと BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドプロセスは開始でき
ないため、フェイルオーバーリソースグループはオンラインにする必要があります。

7. データベースがアクセス可能であることを確認します。

詳細は、データベースのマニュアルを参照してください。

8. 任意のクラスタノードからBroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサー
バーがデータベースにアクセスできるようにデータベースが構成されているか確認し
ます。

詳細は、データベースのマニュアルを参照してください。

9. ルートホストリソースグループを管理するクラスタノードに BroadVisionユーザーと
してログインします。

10. 『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration Guide』内の手順に
従って、以下の BroadVisionコマンドを実行します。

a. BV_LOCAL_HOST環境変数に root-host-logical-hostnameを設定します。

b. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

c. ルートホストで bvconf bootstrap コマンドを実行し、BroadVision One-To-
One Enterpriseインストールを初期化します。

注 – bvconfコマンドはスーパーユーザーとして実行しないでください。

% bvconf bootstrap -r root-host-logical-hostname

d. BV_LOCAL_HOST環境変数に back-end-logical-hostnameまたは im-hostnameを設定し
ます。

e. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

f. /etc/opt/BVSNsmgrディレクトリが存在すること、およびこのディレクトリに
書き込み権および実行権があることを確認します。

g. 各バックエンドホストおよび Interaction Managerホストごとに、bvconf
executeコマンドを実行することにより BroadVision One-To-One Enterpriseプ
ロセスを構成して起動します。

第 11章 • Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成 245



% bvconf execute -local -var shared -r root-host-logical-hostname

11. BroadVision コマンド bvconf gateway を実行して、HTTP ゲートウェイアプリ
ケーションのゲートウェイ構成ファイルを生成します。

このコマンドは、ファイルを生成してそれらを $BV1TO1_VAR/etc/appName.cfg
ファイルに書き込みます。

% bvconf gateway -A appName

-A appName $BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.conf構成ファイルで定義されている
ゲートウェイアプリケーション名を指定します。詳細については、
『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration
Guide』を参照してください。

12. HTTPインスタンスを実行する各クラスタノードで、/etc/opt/BVSNsmgrディレク
トリにゲートウェイアプリケーション構成ファイルをコピーします。

注 –コピーするゲートウェイアプリケーション構成ファイルの拡張子が、cfgと
なっていることを確認してください。

詳細については、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration
Guide』を参照してください。

13. HTTPサーバーを構成して起動します。

詳細は、HTTPサーバーのマニュアルを参照してください。HTTPサーバー構成の詳
細は、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration Guide』を参
照してください。

14. BroadVisionクライアントから BroadVisionサイトに接続し、インストールを確認し
ます。

15. BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアが正常に動作していれば、次の操
作を行なってInteraction Manager、バックエンドプロセス、およびルートホストプロ
セスを停止します。

a. Interaction Managerを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数に im-hostnameを設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

b. バックエンドプロセスを停止します。
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i. BV_LOCAL_HOST環境変数に back-end-logical-hostname-nを設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

c. ルートホストプロセスを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数に root-host-logical-hostnameを設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

16. scswitchコマンドを実行して、リソースグループをほかのクラスタノード
(node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g root-host-resource-group -h node2
# scswitch -z -g back-end-resource-group-1 -h node2
# scswitch -z -g back-end-resource-group-2 -h node2
...

# scswitch -z -g back-end-resource-group-n -h node2

17. BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアを node2で再起動しま
す。

18. BroadVisionクライアントからクラスタに接続し、BroadVision One-To-
One Enterpriseソフトウェアが正常に機能しているか確認します。

19. 手順 15から手順 18までを繰り返します。

次に進む手順
BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベース、および HTTPサー
バーのインストールを確認したなら、248ページの「Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseパッケージのインストール」へ進みます。
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Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseパッケージのインストー
ル
この節では、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージのイ
ンストール手順について説明します。

� Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseパッケージのインストール
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールします。この手順を実行するには、Sun Cluster Agents
CD-ROMが必要です。この手順では、Sun Clusterの初期インストール時にデータ
サービスパッケージがインストールされていないことを前提としています。Sun
Clusterのインストール時に Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをすでにインストールしている場合は、249ページの「Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseの登録と構成」へ進み、Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseをインストールして構成してください。まだイン
ストールしていない場合は、次の手順を使用して Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseパッケージをインストールします。Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseを実行するすべてのノードでこの手順を実行して
ください。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
の確認が求められます。
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6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージのインストールが
終わったら、252ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
の登録と構成」に進みます。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseの登録と構成
この節では、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを構成する手順
について説明します。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterprise拡張プロパティ
表 11–4の拡張プロパティを使用して、リソースを作成します。リソースを作成すると
きは、コマンド行 scrgadm -x parameter=valueを使用して、拡張プロパティを構成し
ます。リソースをすでに作成している場合は、『Sun Cluster 3.1データサービスのイ
ンストールと構成』の第 13章で説明されている手順を使用して、拡張プロパティを
構成します。拡張プロパティの中には動的に変更できるものもありますが、それ以外
の拡張プロパティは、リソースを作成するか無効にするときにしか更新できません。
「調整」の欄には、そのプロパティをいつ変更できるかが示されています。 Sun
Clusterのすべてのプロパティの詳細については、『Sun Cluster 3.1データサービスの
インストールと構成』の「付録A」を参照してください。
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表 11–4 Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise拡張プロパティ

プロパティの種類 プロパティ名 説明

BroadVision One-To-
One Enterpriseの構成

BVUSER BroadVisionユーザー
の UNIX ID。bvuser
を、希望するユーザー
名に変更してくださ
い。

デフォルト:なし

調整:作成時

BV1TO1_VAR bvuserとして設定され
る環境変数。

デフォルト:なし

調整:作成時
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表 11–4 Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise拡張プロパティ (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

検証 Monitor_retry_interval Resource Group
Manager (RGM)が障
害モニターの失敗を数
える期間 (単位:分)。
障害モニターは、拡張
プロパティ
Monitor_retry_count
で指定されている回数
を超えて失敗すること
があります。
Monitor_retry_interval
が指定する期間内に失
敗回数が
Monitor_retry_count
の値を超える場合に
は、Process Monitor
Facility (PMF)は障害
モニターを再起動しま
せん。

デフォルト:2

調整:任意の時点

Monitor_retry_count 障害モニターに対して
Sun Clusterソフト
ウェアが許可する
PMF再起動の回数。

デフォルト: 4

調整:任意の時点

Probe_timeout 検証のタイムアウト値
(秒)。

デフォルト:180

調整:任意の時点
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表 11–4 Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise拡張プロパティ (続き)
プロパティの種類 プロパティ名 説明

デーモン START_ORB_SERVERS ブール型。デフォルト
では、このデータサー
ビスはリソース内の
orbixデーモンとす
べての BroadVision
デーモンを起動しま
す。orbixデーモン
は、必要に応じて
orbixサーバーを起
動します。データサー
ビスが orbixサー
バーを起動するように
したい場合は、このプ
ロパティを TRUEに設
定してください。

デフォルト:FALSE

調整:任意の時点

� Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseの登録と構成
次の手順を使用して Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの登録と
構成を行います。

注 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを起動する前に、データ
ベースがアクセス可能であることを確認してください。

1. BroadVision One-To-One Enterpriseサーバー (ルートホストサーバー、バックエンド
サーバー、Interaction Managerサーバーなど)をすべて停止します。

注 –この手順は、BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールを検査した後で
実行してください。

2. ps(1)コマンドを実行して、すべてのクラスタノードで BroadVision One-To-One
Enterpriseプロセスと orbixデーモン (orbixd)がすべて停止していることを確認し
てください。

3. 1つのクラスタノードのスーパーユーザーになります。
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4. scrgadmコマンドを実行し、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.bv

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.bv 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタイプ
を指定します。

5. scrgadmコマンドを実行し、ルートホストリソース、バックエンドリソース、および
Interaction Managerリソースを作成します。

a. 242ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェア、データベー
ス、および HTTPサーバーのインストールの構成と確認」の手順 2で作成した
フェイルオーバーリソースグループ内に、ルートホストリソースとバックエンドリ
ソースを作成します。

注 – bvuserと BV1TO1_VARは、すべてのリソースで同じでなければなりません。

# scrgadm -a -j root-host-resource -g root-host-resource-group -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
# scrgadm -a -j back-end-resource-1 -g back-end-resource-group-1 -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
# scrgadm -a -j back-end-resource-2 -g back-end-resource-group-2 -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
...
# scrgadm -a -j back-end-resource-n -g back-end-resource-group-n -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory

-j root-host-resource
ルートホストリソースの名前を指定します。

-x BVUSER=bvuser
BroadVisionユーザー名を指定します。

-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
$BV1TO1_VARディレクトリのパスを指定します。

-j back-end-resource-n
バックエンドリソースの名前を指定します。

b. スケーラブルリソースグループ内に Interaction Managerリソースを作成します。

注 – bvuserと BV1TO1_VARは、すべてのリソースで同じでなければなりません。

# scrgadm -a -j im-resource -g im-resource-group -t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser /

-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
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-j im-resource Interaction Managerリソースの名前を指定します。

6. scswitchコマンドを実行して、BroadVision One-To-One Enterpriseリソースを含
めたリソースグループを有効にしてオンラインの状態にします。

# scswitch -Z -g root-host-resource-group
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-1
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-2
...
# scswitch -Z -g back-end-resource-group-n
# scswitch -Z -g im-resource-group

� Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのインストールと構成の確認
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseが正し
くインストールされ構成されていることを確認します。

1. Webブラウザから、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアを使用して構
成したアプリケーションにログインします。

2. ルートホストリソースグループを管理するノードにログインします。

3. BroadVisionユーザーになります。

4. ルートホストプロセスを停止します。

a. BV_LOCAL_HOST環境変数に root-host-logical-hostnameを設定します。

b. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

c. 次の BroadVisionコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

注 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise障害モニターがルートホ
ストを再起動します。

5. BroadVision One-To-One Enterpriseに対するWebブラウザ接続がまだ継続している
ことを確認します。

6. scswitchコマンドを実行し、ルートホストリソースグループをほかのクラスタノー
ド (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g root-host-resource-group -h node2
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7. BroadVision One-To-One Enterpriseに対するWebブラウザ接続がまだ継続している
ことを確認します。

8. 各バックエンドリソースグループごとに、手順 2から手順 7を繰り返します。

次に進む手順
以上で、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構
成は終わりです。補足情報として以下の節を参照してください。

� 256ページの「例 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのイン
ストール、構成、および管理」

� 249ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise拡張プロパ
ティ」

� 267ページの「Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの障害モニ
ターとは」

� 268ページの「BroadVision One-To-One Enterpriseの機能性とは」

� Command Centerを BroadVision One-To-One
Enterpriseサーバーへの接続
次の手順を使用して、Command Centerをクラスタ上で構成されている BroadVision
One-To-One Enterpriseサーバーに接続します。Command Centerを BroadVision
One-To-One Enterpriseサーバーに接続するには、2つのオプションがあります。

1. 次のいずれかのオプションを選択します。

� Dynamic Control Center (DCC)が IIOPではなく POOPを使用するように変更

このオプションを使用する場合は、手順 2に進みます。

� すべてのクラスタノードと論理ホスト名の IPアドレスを含むよう
にIT_LOCAL_ADDR_LISTプロパティを設定

このオプションを使用しない場合は、手順 3に進みます。

2. Dynamic Control Center (DCC)が IIOPではなく POOPを使用するように変更しま
す。このためには、My
Computer/HKEY_CURRENT_USER/Software/BroadVision/Dynamic Control
Center/4.2/Options/Use IIOP Windows レジストリエントリの値を 0 に設定し
ます。

3. orbixデーモンを実行するすべてのクラスタノードおよび論理ホスト名の IPアドレ
スを含むように IT_LOCAL_ADDR_LISTプロパティを設定します。
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例 - Command Centerの Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseへの接続
この例では、次のサンプル IPアドレスを使って bv1to1.confファイルに追加して
います。

ルートホスト 10.10.102.225

バックエンドホスト 10.10.102.226

Interaction Managerホスト 10.10.102.222

Interaction Managerホスト 10.10.102.223

これらのサンプル IPアドレスを基に、bv1to1.confファイルの汎用セクション
exportで IT_DAEMON_PORTプロパティの前に次の行を加えます。

IT_LOCAL_ADDR_LIST = “127.0.0.1”
+ “10.10.102.222”
+ “10.10.102.223”
+ “10.10.102.225”
+ “10.10.102.226”

;

注 – DCCはフェイルオーバーから回復できません。詳細については、BroadVision
One-To-One Enterpriseサポートに問い合わせてください。

例 – Sun Cluster HA for BroadVision
One-To-One Enterpriseのインストー
ル、構成、および管理
257ページの「例 1 –インストールと構成」と 258ページの「例 2 –管理コマンド」
は、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストール、構成、
および管理の方法について示しています。次に、クラスタと BroadVision One-To-One
Enterprise構成の情報を示します。この情報は、両方の例に適用されます。

表 11–5例 –クラスタの情報

ノード名 phys-schost-1, phys-schost-2

論理ホスト名 schost-1, schost-2
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表 11–5例 –クラスタの情報 (続き)
リソースグループ root-host-resource-group (ルートホストリソースの場合)、back-

end-resource-group (バックエンドリソースの場合)、im-resource-
group (Interaction Manager リソースの場合)

リソース root-host-resource (BroadVisionルートホストリソース)、back-
end-resource (BroadVisionバックエンドリソース)、im-resource
(BroadVision Interaction Managerリソース)

表 11–6例 – BroadVision構成の情報

BVユーザー BVUSER (すべてのクラスタノードで使用)

BV1TO1_VARディレクトリ /global/broadvision/bvuser/bv1to1_var

ルートホスト schost-1

バックエンドホスト schost-2

Interaction Manager 1 phys-schost-1

Interaction Manager 2 phys-schost-2

例 1 –インストールと構成
この例は、データサービスのインストールと構成の方法を示しています。

(BroadVisionリソースタイプを登録する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -t SUNW.bv

(バックエンドプロセスおよびルートホストリソースのためのフェイルオーバーリソースグループを作成する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -g root-host-resource-group
phys-schost-1:> scrgadm -a -g back-end-resource-group

(Interaction Managerプロセスのためのスケーラブルリソースグループを作成する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -g im-resource-group -y Maximum_primaries=2 /
-y Desired_primaries=2

(フェイルオーバーリソースグループに論理ホスト名を追加する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -L -g root-host-resource-group -l schost-1
phys-schost-1:> scrgadm -a -L -g back-end-resource-group -l schost-2

(ルートホストリソース、バックエンドリソース、およびInteraction Managerリソースを作成する)
phys-schost-1:> scrgadm -a -j root-host-resource -g root-host-resource-group /
-t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser -x BV1TO1_VAR=/global/broadvision/bvuser/bt1to1_var
phys-schost-1:> scrgadm -a -j back-end-resource -g back-end-resource-group /
-t SUNW.bv -x BVUSER=bvuser -x BV1TO1_VAR=/global/broadvision/bvuser/bt1to1_var
phys-schost-1:> scrgadm -a -j im-resource -g im-resource-group -t SUNW.bv /
-x BVUSER=bvuser -x BV1TO1_VAR=/global/broadvision/bvuser/bt1to1_var

(すべてのリソースグループをオンラインにする)
phys-schost-1:> scswitch -Z -g root-host-resource-group
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phys-schost-1:> scswitch -Z -g back-end-resource-group

phys-schost-1:> scswitch -Z -g im-resource-group

例 2 –管理コマンド
この例は、管理者に便利な一般的な管理コマンドを示しています。

(リソースグループの状態を確認する)
phys-schost-1:> scstat -g

(注: BroadVision Interaction Manager 1プロセス、ルートホストプロセス、およびバックエンドプロセス
はすべて、phys-schost-1で動作する必要がある。Interaction Manager 2プロセスは、
phys-schost-2で動作する必要がある)

(フェイルオーバーをテストする。ルートホストリソースグループと
バックエンドリソースグループをほかのノードに切り替え
る)
phys-schost-1:> scswitch -z -g root-host-resource-group -h phys-schost-2
phys-schost-1:> scswitch -z -g back-end-resource-group -h phys-schost-2

(注:この時点で、BroadVisionルートホストプロセスおよびバックエンドプロセスはすべて
phys-schost-2で動作するようになる)

(主ノードの最大数と目標数は2に設定されるため、Interaction Manager
は 2つのクラスタノードで動作する。 phys-schost-2で動作しているInteraction Manager 2を停止する)
phys-schost-1:> scswitch -z -g im-resource-group -h phys-schost-1

(すべてのリソースグループを停止する)
phys-schost-1:> scswitch -F -g root-host-resource-group
phys-schost-1:> scswitch -F -g back-end-resource-group
phys-schost-1:> scswitch -F -g im-resource-group

(BroadVisionリソースとリソースグループを削除し無効にする)
phys-schost-1:> scswitch -n -j root-host-resource
phys-schost-1:> scswitch -n -j back-end-resource
phys-schost-1:> scswitch -n -j im-resource
phys-schost-1:> scswitch -n -j schost-1
phys-schost-1:> scswitch -n -j schost-2
phys-schost-1:> scrgadm -r -j root-host-resource
phys-schost-1:> scrgadm -r -j back-end-resource
phys-schost-1:> scrgadm -r -j im-resource
phys-schost-1:> scrgadm -r -j schost-1
phys-schost-1:> scrgadm -r -j schost-2
phys-schost-1:> scrgadm -r -j root-host-resource-group
phys-schost-1:> scrgadm -r -j back-end-resource-group
phys-schost-1:> scrgadm -r -j im-resource-group

(リソースタイプを削除する)
phys-schost-1:> scrgadm -r -t SUNW.bv
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代替構成
各バックエンドリソースに求められる管理の柔軟性と精度に応じて、1つのフェイル
オーバーリソースグループだけが n個の論理ホスト名を使用し、すべてのバックエン
ドリソースとルートホストリソースを含むように設定できます。

注 –この代替構成の説明は、237ページの「代替構成: BroadVision One-To-One
Enterpriseバックエンドサーバーとルートホストサーバーのための 1つのリソースグ
ループから構成されるクラスタ」を参照してください。

この代替構成を設定するには、以下の作業を行なってください。

� 259ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、データベース、お
よび HTTPサーバーのインストールの構成と確認」

� 264ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージのインストール」

� 264ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
の登録と構成」

� 266ページの「代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
のインストールの確認」

注 –これらの作業では、2つのリソースグループを設定します。一方のフェイル
オーバーリソースグループは、ルートホストリソースとバックエンドリソースを含
みます。もう一方のスケーラブルリソースグループは、Interaction Managerリ
ソースを含みます。この代替構成作業では、ルートホストリソースとバックエンド
リソースを含むフェイルオーバーリソースグループは failover-resource-groupと示さ
れます。

� 代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、
データベース、および HTTPサーバーのインス
トールの構成と確認
この作業は、バックエンドホストとルートホストがフェイルオーバー構成で動作でき
るすべてのノード上でバックエンドプロセスの開始と停止をテストするために行うも
のです。この作業は、クラスタに構成済みの BroadVision One-To-One Enterprise
Interaction Managersをテストする場合も実施してください。
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1. BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドリソースとルートホストリソース
を含むフェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g failover-resource-group [-h nodelist]

-g failover-resource-group バックエンドホストとルートホストの論理ホスト名およ
びリソースを含むリソースグループの名前を指定しま
す。フェイルオーバーリソースグループの名前は任意に
選択できますが、クラスタ内のリソースグループとして
一意のものでなければなりません。

[-h nodelist] マスターになり得る物理ノードの名前または IDを、コ
ンマで区切ったリストで指定します (オプション)。
フェイルオーバー時に Resource Group Manager (RGM)
が主ノードとして選択する順番がこのリスト上のノード
の順序で決まります。

2. 使用するすべての論理ホスト名がネームサービスデータベースに追加されているかど
うかを確認します。

さらに、使用するすべての論理ホスト名を各クラスタノードの /etc/inet/hosts
ファイルに追加します。これで、ネームサービスが停止してもノードはそれらのロー
カルホストファイルで名前とアドレスのマッピングを確認できます。

3. scrgadm(1M)コマンドを実行し、フェイルオーバーリソースグループが使用する論
理ホスト名を追加します。

# scrgadm -a -L -g failover-resource-group -l root-host-logical-hostname-1 [-n netiflist]
# scrgadm -a -L -g failover-resource-group -l back-end-logical-hostname-1 [-n netiflist]
# scrgadm -a -L -g failover-resource-group -l back-end-logical-hostname-2 [-n netiflist]
...

# scrgadm -a -L -g failover-resource-group -l back-end-logical-hostname-n [-n netiflist]

-l root-host-logical-hostname ルートホストリソースが使用する論理ホスト名を指
定します。

-l back-end-logical-hostname-n 各バックエンドリソースが使用する論理ホスト名を
指定します。

[-n netiflist] 各ノード上の IP Networking Multipathingグループ
をコンマで区切って指定します (省略可能)。netiflist
は、リソースグループのノードリストにあるすべて
のノードを包含していなければなりません。このオ
プションを指定しないと、scrgadmコマンドが、
nodelistのノードごとに、ホスト名リストに指定され
ているネットワークアダプタをサブネットから見つ
けようとします。

4. Interaction Manager用のスケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g im-resource-group -y Maximum_primaries=n -y Desired_primaries=n
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-g im-resource-group Interaction Managerが含まれるスケーラブルリソー
スグループの名前を指定します。どのような名前で
もかまいませんが、クラスタ内のリソースグループ
ごとに一意である必要があります。

-y Maximum_primaries=m このリソースグループに許可するアクティブ主ノー
ドの最大数を指定します。このプロパティに値を指
定しない場合、デフォルトは 1です。

-y Desired_primaries=n このリソースグループに許可するアクティブ主ノー
ドの希望数を指定します。このプロパティに値を指
定しない場合、デフォルトは 1です。

5. 1つのクラスタノードから scswitch(1M)コマンドを実行してフェイルオーバーリ
ソースグループを管理された状態に変更し、このグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g failover-resource-group

注 –スケーラブルリソースグループにはまだリソースが含まれないため、スケーラブ
ルリソースグループをオンラインにする必要はありません。論理ホスト名リソースが
使用できないと BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドプロセスは開始でき
ないため、フェイルオーバーリソースグループはオンラインにする必要があります。

6. データベースがアクセス可能であることを確認します。

詳細は、データベースのマニュアルを参照してください。

7. 任意のクラスタノードからBroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドサー
バーがデータベースにアクセスできるようにデータベースが構成されているか確認し
ます。

詳細は、データベースのマニュアルを参照してください。

8. フェイルオーバーリソースグループを管理するクラスタノードに、BroadVisionユー
ザーとしてログインします。

9. 『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration Guide』内の手順に
従って、以下の BroadVisionコマンドを実行します。

a. BV_LOCAL_HOST環境変数に root-host-logical-hostnameを設定します。

b. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

c. ルートホストで bvconf bootstrap コマンドを実行し、BroadVision One-To-
One Enterpriseインストールを初期化します。

第 11章 • Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールと構成 261



注 – bvconfコマンドはスーパーユーザーとして実行しないでください。

% bvconf bootstrap -r root-host-logical-hostname

d. BV_LOCAL_HOST環境変数に back-end-logical-hostnameまたは im-hostnameを設定し
ます。

e. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

f. 各バックエンドホストおよび Interaction Managerホストごとに、bvconf
executeコマンドを実行して、BroadVision One-To-One Enterpriseのインス
トールを構成して起動します。

% bvconf execute -local -var shared -r root-host-logical-hostname

10. BroadVision コマンド bvconf gateway を実行して、HTTP ゲートウェイアプリ
ケーションのゲートウェイ構成ファイルを生成します。

このコマンドは、ファイルを生成してそれらを $BV1TO1_VAR/etc/appName.cfg
ファイルに書き込みます。

% bvconf gateway -A appName

-A appName $BV1TO1_VAR/etc/bv1to1.conf構成ファイルで定義されている
ゲートウェイアプリケーション名を指定します。詳細については、
『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration
Guide』を参照してください。

11. HTTPインスタンスを実行する各クラスタノードで、/etc/opt/BVSNsmgrディレク
トリにゲートウェイアプリケーション構成ファイルをコピーします。

注 –コピーするゲートウェイアプリケーション構成ファイルの拡張子が .cfgと
なっていることを確認してください。

詳細については、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration
Guide』を参照してください。

12. HTTPサーバーを構成して起動します。

詳細は、HTTPサーバーのマニュアルを参照してください。HTTPサーバー構成の詳
細は、『BroadVision One-To-One Enterprise Installation and Administration Guide』を参
照してください。

13. BroadVisionクライアントから BroadVisionサイトに接続し、インストールを確認し
ます。
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14. BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアが正常に動作していれば、次の操
作を行なってInteraction Manager、バックエンドプロセス、およびルートホストプロ
セスを停止します。

a. Interaction Managerを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数に im-hostnameを設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

b. バックエンドプロセスを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数に back-end-logical-hostname-nを設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

c. ルートホストプロセスを停止します。

i. BV_LOCAL_HOST環境変数に root-host-logical-hostnameを設定します。

ii. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを読み取り実行します。

iii.次のコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

15. scswitchコマンドを実行し、フェイルオーバーリソースグループをほかの
クラスタノード (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g failover-resource-group -h node2

16. BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアを再起動します。

17. BroadVisionクライアントからクラスタに接続し、BroadVision One-To-
One Enterpriseソフトウェアが正常に機能しているか確認します。

18. BroadVision One-To-One Enterpriseリソースグループのすべての潜在的主
ノードで、手順 15から手順 18までを繰り返します。
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� 代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseパッケージのインストール
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをインストールします。この手順を実行するには、Sun Cluster Agents
CD-ROMが必要です。この手順では、Sun Clusterの初期インストール時にデータ
サービスパッケージがインストールされていないことを前提としています。Sun
Clusterのインストール時に Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise
パッケージをすでにインストールしている場合は、264ページの「代替構成: Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの登録と構成」へ進み、Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseをインストールし、構成してくだ
さい。まだインストールしていない場合は、次の手順を使用して Sun Cluster HA for
BroadVision One-To-One Enterpriseパッケージをインストールします。Sun Cluster
HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを実行するすべてのノードでこの手順を
実行してください。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

� 代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseの登録と構成
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの登録と構成を行うには、次
の手順を実行してください。
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注 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseを起動する前に、データ
ベースがアクセス可能であることを確認してください。

1. BroadVision One-To-One Enterpriseサーバー (ルートホストサーバー、バックエンド
サーバー、Interaction Managerサーバーなど)をすべて停止します。

注 –この手順は、BroadVision One-To-One Enterpriseインストールの検査を行った後
で実行してください。

2. ps(1)コマンドを実行して、すべてのクラスタノードで BroadVision One-To-One
Enterpriseプロセスと orbixデーモン (orbixd)がすべて停止していることを確認し
てください。

3. 1つのクラスタノードのスーパーユーザーになります。

4. scrgadmコマンドを実行し、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterpriseのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.bv

-a データサービスのリソースタイプを追加します。

-t SUNW.bv 当該データサービス用にあらかじめ定義されているリソースタイプ
を指定します。

5. scrgadmコマンドを実行し、ルートホストリソース、バックエンドリソース、および
Interaction Managerリソースを作成します。

a. リソースごとに Network_resources_usedプロパティを設定し、適切な論理ホ
スト名を指定します。

1つのリソースグループ内に 2つ以上のバックエンドリソースを作成してある場合
には、Network_resources_usedプロパティを設定しないと検証メソッドが失
敗します。

# scrgadm -a -j root-host-resource -g failover-resource-group -t SUNW.bv
-y Network_resources_used=root-host-logical-hostname -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
# scrgadm -a -j back-end-resource-1 -g failover-resource-group -t SUNW.bv
-y Network_resources_used=back-end-logical-hostname-1 -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
...
# scrgadm -a -j back-end-resource-n -g failover-resource-group -t SUNW.bv
-y Network_resources_used=back-end-logical-hostname-n -x BVUSER=bvuser
-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
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-j root-host-resource
ルートホストリソースの名前を指定します。

-x BVUSER=bvuser
BroadVisionユーザー名を指定します。

-x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory
$BV1TO1_VARディレクトリのパスを指定します。

-j back-end-resource-n
バックエンドリソースの名前を指定します。

注 –フェイルオーバーリソースグループ内の Network_resource_usedプロパ
ティに定義されているすべての論理ホスト名が作成されていなければなりません
(259ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、データベース、お
よび HTTPサーバーのインストールの構成と確認」の手順 3を参照)。

b. 259ページの「代替構成: BroadVision One-To-One Enterprise、データベース、お
よび HTTPサーバーのインストールの構成と確認」の手順 4で作成したスケーラ
ブルリソースグループ内に Interaction Managerリソースを作成します。

# scrgadm -a -j im-resource -g im-resource-group -t SUNW.bv

-x BVUSER=bvuser -x BV1TO1_VAR=path-to-bv1to1_var-directory

-j im-resource Interaction Managerリソースの名前を指定します。

6. scswitchコマンドを実行して、BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンド
リソースおよびルートホストリソースを含めたリソースグループを有効にします。

# scswitch -Z -g failover-resource-group
# scswitch -Z -g im-resource-group

� 代替構成: Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseのインストールの確認
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseのインストールを確認する手
順は次のとおりです。

1. Webブラウザから、BroadVision One-To-One Enterpriseソフトウェアを使用して構
成したアプリケーションにログインします。

2. フェイルオーバーリソースグループを管理しているノードにログインします。

3. BroadVisionユーザーになります。

4. ルートホストプロセスを停止します。
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a. BV_LOCAL_HOST環境変数に root-host-logical-hostnameを設定します。

b. 使用しているシェルに応じて、bv1to1.conf.shファイルまたは
bv1to1.conf.cshファイルを有効にします。

c. 次の BroadVisionコマンドを実行します。

# bvconf shutdown -local

注 – Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise障害モニターがルートホ
ストを再起動します。

5. BroadVision One-To-One Enterpriseに対するWebブラウザ接続がまだ継続している
ことを確認します。

6. scswitchコマンドを実行し、フェイルオーバーリソースグループをほかのクラスタ
ノード (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g failover-resource-group -h node2

7. BroadVision One-To-One Enterpriseに対するWebブラウザ接続がまだ継続している
ことを確認します。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-
One Enterpriseの障害モニターとは
Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterprise障害モニターは、BroadVision
One-To-One Enterpriseバックエンドプロセスおよび Interaction Managerプロセスの
健全性を検査します。BroadVision One-To-One Enterpriseプロセスの健全性は、
BroadVision One-To-One Enterpriseリソースの障害履歴に反映され、傷害モニターの
アクションを引き起こします。各 BroadVision One-To-One Enterpriseリソースに対す
る障害モニターのアクションには、アクションなし、再起動、およびフェイルオー
バーが含まれます。

Interaction Managerの障害監視
Interaction Managerリソースについては、次の 2つの状況が同時に発生している場合
にだけフェイルオーバーが発生します。

� 主ノードの候補数が主ノードの最大数より少ない場合。
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� いずれかのノードが使用不可である場合。

フェイルオーバーのあとで次の 2つの状況が同時に発生していると、障害モニターは
どのクラスタノードでもリソースを再起動しません。

� Interaction Managerリソースグループの主ノードの最大数と候補数が同じである
場合。

� Retry_countプロパティに指定されている回数だけ、障害モニターが Interaction
Managerリソースの再起動を行なった場合。

Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One
Enterprise障害検証
各 BroadVision One-To-One Enterpriseリソース (ルートホスト、バックエンドホス
ト、Interaction Managerホスト)の障害モニターは、以下のプロセスを監視します。

� すべての BroadVision One-To-One Enterpriseリソースに共通する orbixデーモ
ン (orbixd) –検証機能は ps(1)コマンドを使用して orbixdが機能していること
を確認します。orbixdが機能していない場合、検証機能は障害が復旧したと見な
し、Resource Group Manager (RGM)が orbixデーモンを再起動します。

orbixデーモンは、チェックポイント機能と共に起動されます。このため、
orbixdの直前のインスタンスによって起動された BroadVision One-To-One
Enterpriseサーバーは新しい orbixdインスタンスを使用して動作を継続します。

� リソース内に構成されている BroadVision One-To-One Enterpriseデーモン –
orbixd に問題がない場合、検証機能は BroadVision コマンド bvconf ps を使用
して BroadVision One-To-One Enterpriseデーモンが機能していることを確認しま
す。BroadVision One-To-One Enterpriseデーモンが機能していない場合、RGMは
リソースを再起動します。これにより、構成済みのデーモンがすべて再起動されま
す。

BroadVision One-To-One Enterpriseの機
能性とは
この節では、Sun Cluster HA for BroadVision One-To-One Enterpriseの予期される動
作について説明します。

� One-To-Oneデータベースで障害が発生し、バックエンドホストがフェイルオー
バー –データベースで障害が発生し、データベースがオンラインに戻る前にバック
エンドホストがフェイルオーバーすると、BroadVision One-To-One Enterpriseリ
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ソースはどのクラスタノードでもオンラインに戻りません。データベースを正常に
再起動した時点で、BroadVision One-To-One Enterpriseリソースを起動し直して
ください。

� 起動順リスト内のホストがオフライン – BroadVision One-To-One Enterpriseリ
ソースは一定の順序で起動する必要があります。この順序は、BroadVisionコマン
ド bvconf bootstrap で示されます。次に示す状況が同時に発生している場合、
リソースグループ内のホスト名に構成されている BroadVision One-To-One
Enterpriseプロセスは起動しません。

� 起動順リスト内のリソースの中にオフラインのものがある場合。

� 起動順リスト内でオフラインリソースよりあとに示された BroadVision One-
To-One Enterpriseリソースをユーザーが起動した場合。

これらの状況が同時に発生すると、リソースグループはオンラインになりますがプ
ロセスは起動しません。検証機能は、起動順リスト内のリソースグループがオンラ
インになるのを待ったあとでこのリソースの BroadVision One-To-One Enterprise
プロセスを開始します。

� BroadVisionと Oracleリソースグループが同時にフェイルオーバー – Oracleを使
用していて、BroadVision One-To-One Enterpriseバックエンドリソースグループ
とOracleリソースグループが同時にフェイルオーバーすると、一部の BroadVision
デーモンが再起動に失敗する場合があります。このような再起動の失敗は、Oracle
データベースが再起動している間に発生します。BroadVision One-To-One
Enterpriseリソースは、失敗したデーモンの再起動を成功するまで試みます。
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第 12章

Sun Cluster HA for NetBackupのイン
ストールと構成

この章では、Sun Clusterサーバーで Sun Cluster HA for NetBackupの設定と管理を
行う手順について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 274ページの「VERITAS Netbackupのインストール」
� 278ページの「Sun Cluster HA for NetBackupパッケージのインストール」
� 279ページの「Sun Cluster HA for NetBackupの登録と構成」

Sun Cluster HA for NetBackupのインス
トールと構成
インストール作業と構成作業を説明している節は次のとおりです。

表 12–1作業マップ: Sun Cluster HA for NetBackupのインストールと構成

作業 参照箇所

インストール要件とサポートされる
構成の確認

272ページの「Sun Cluster HA for NetBackupの概要」

VERITAS Netbackupのインストール 274ページの「VERITAS Netbackupのインストール」

データサービスパッケージのインス
トール

277ページの「Sun Cluster HA for NetBackupパッケー
ジのインストール」

Sun Cluster HA for NetBackupの登
録と構成

278ページの「Sun Cluster HA for NetBackupの登録と
構成」
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表 12–1作業マップ: Sun Cluster HA for NetBackupのインストールと構成 (続き)
作業 参照箇所

Sun Cluster HA for NetBackup拡張
プロパティの構成

281ページの「Sun Cluster HA for NetBackup拡張プロ
パティの構成」

障害モニターの情報の表示 283ページの「Sun Cluster HA for NetBackupの障害監
視」

(省略可能)クラスタ上での非 HA
VERITAS Netbackupクライアントの
構成

283ページの「(省略可能)クラスタ上の非 HA
VERITAS Netbackupクライアントの構成」

Sun Cluster HA for NetBackupの概要
Sun Cluster HA for NetBackupは、VERITAS Netbackupマスターサーバーの高可用
性を実現します。

NetBackupマスターサーバーは、一元的な管理・スケジューリングサーバーとしての
役割を果たします。各クラスタは、NetBackupマスターサーバーを 1台しか持てませ
ん。

マスターサーバーは、パブリックネットワークへの接続を介してメディアサーバーと
通信を行います。一般に、非クラスタシステムにおいては、マスターサーバーを稼動
させるノードはバックアップの作成と保存に使用されるデバイスに接続されます。し
かし、Sun Cluster環境では、バックアップデバイスをマスターサーバーではなくメ
ディアサーバーに接続する必要があります。バックアップデバイスやメディアサー
バーをクラスタ内に含めることはできません。

NetBackupメディアサーバーは、バックアップを実行するマシンです。ユーザーは、
ローカルネットワーク上に複数のメディアサーバーを配置し、それらのメディアサー
バー間で作業負荷を分散できます。

NetBackupクライアントは、クラスタの内部または外部に存在するノード上で稼動す
るプロセスです。クライアントは、マスターサーバーとメディアサーバーにバック
アップされるようにマシンからデータを転送します。

NetBackupには、バックアップデバイスと対話式で処理を行うデーモンから構成され
る NetBackupメディアマネージャも含まれます。Sun Clusterは、デーモンを制御し
ません。
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Sun Cluster HA for NetBackupは、NetBackupマスターサーバーだけを高可用対応に
します。VERITAS Netbackupコンポーネント、エージェント、アドオン、およびこ
れらのコンポーネントを使用する機能は高可用対応ではありません。たとえば、デー
タベースのオンライン (ホット)バックアップとウォームバックアップは高可用対応で
はありません。これは、データベースバックアップエージェントが Sun Clusterフ
レームワークの制御下にないためです。

インストールに関する注意事項
VERITAS Netbackupと Sun Cluster HA for NetBackupをインストールする場合は、
次の点に注意してください。図 12–1は、構成の制限を示しています。

� VERITAS Netbackupは、シングルインスタンスのデータサービスです。このた
め、1つのクラスタについて複数の VERITAS Netbackupインスタンスを実行する
ことはできません。

� NetBackupマスターサーバーは、クラスタ内に設置する必要があります。

� NetBackupクライアントは、クラスタの内部または外部に設置できます。

� NetBackupメディアサーバーおよびそれらのバックアップデバイス (テープライブ
ラリ、光学式読み取り装置など)は、どのクラスタにも含めることができません。

� NetBackupマスターサーバーに関連付けられた共有ディスクは、次第に累積する
NetBackupの管理ファイルとログを保持できるだけの十分な大きさを備えていな
ければなりません。管理ファイルとログのサイズは、ユーザーの構成に必要な
バックアップ作業の量によって異なります。

サポートされる構成
次の図は、Sun Cluster HA for NetBackupのサポート構成を示しています。

NetBackupマスターサーバーはクラスタ内に含める必要があります。バックアップデ
バイスは、メディアサーバーにしか接続できません。バックアップデバイスとメ
ディアサーバーは、クラスタ内に含めることはできません。

NetBackupコンポーネント間の通信は、パブリックネットワークへの接続を介してし
か発生しません。フェイルオーバーまたはスイッチオーバーが発生すると、クラスタ
に制御されているコンポーネントはそれらのバックアップノードにフェイルオーバー
またはスイッチオーバーします。
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図 12–1 Sun Cluster HA for NetBackupのサポートされている構成

VERITAS Netbackupのインストール
Sun Cluster 3.1のインストールと構成が終わったあとで、以下の説明と VERITASの
マニュアルを参考にして VERITAS Netbackupのインストールと構成を行ってくださ
い。

� VERITAS Netbackupのインストール
この作業例では、nb-masterという名前は NetBackupをマスターするクライアント
ノードを指し、slave-1はメディアサーバーを指します。

1. すべてのノードで、Sun Clusterが動作していることを確認します。
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2. フェイルオーバーリソースグループを有効にして、リソースグループをオンラインに
します。

# scswitch -Z -g resource-group

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-Z リソースグループを管理状態に移行し、リソースグループをオン
ラインにします。

3. 論理ホストリソースをマスターするノードにログオンします。

4. インストールスクリプトを実行して、VERITAS製品 CD-ROM内の VERITAS
Netbackupパッケージを /usr/openvディレクトリにインストールします。

phys-schost-1# ./install

5. メニューが表示されたなら、Option 1 (NetBackup)を選択します。

このオプションは、サーバーにMedia Managerと NetBackupソフトウェアの両方を
インストールします。

6. インストールスクリプト内のプロンプトに従って作業を進めます。

このインストールスクリプトは、エントリを /etc/servicesと
/etc/inetd.confファイルに追加します。

phys-schost-1# ./install
...
Would you like to use "phys-schost-1.somedomain.com" as the
configured name of the NetBackup server? (y/n) [y] n
...
Enter the name of the NetBackup server: nb-master
...
Is nb-master the master server? (y/n) [y] y
...
Enter the fully qualified name of a media (slave) server (q to quit)?

slave-1

7. Netbackupリソースをバックアップノードに切り替え、手順 3から手順 7までの手
順を、Netbackupリソースが動作するすべてのノードに Netbackupバイナリをイン
ストールするまで繰り返します。

8. Sun Cluster HA for NetBackupがインストールされた各クラスタノードから、
/etc/rc2.d/S77netbackupと /etc/rc0.d/K77netbackupファイルを削除しま
す。

これらのファイルを削除すると、NetBackupはブート時に起動しなくなります。

9. 1つのノードで、/usr/openv/netbackup/bp.confファイルを変更して以下の情
報を指定してください。

� SERVER = logical-hostname-resource

バックアップサーバーに対するすべての要求が主ノードから発生します。サーバー
名は、論理ホスト名リソースに相当します。
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� CLIENT_NAME = logical-hostname-resource

Sun Cluster HA for NetBackupを実行するクラスタでは、CLIENT_NAMEは nb-
masterに相当します。

� REQUIRED_INTERFACE = logical-hostname-resource

このエントリは、NetBackupアプリケーションが使用する論理インタフェースを
示します。

変更後のファイルの例を示します。

SERVER = nb-master
SERVER = slave-1
CLIENT_NAME = nb-master

REQUIRED_INTERFACE = nb-master

10. 1つのノードから、NetBackup構成ファイルをマルチホストディスクに配置します。

このファイルを、NetBackupが使用するフェイルオーバーディスクデバイスグループ
に含まれるディスクに配置してください。

a. フェイルオーバーディスクデバイスグループの主ノードから、次のコマンドを実行
します。この例では、フェイルオーバーディスクデバイスグループは globalで
す。

# mkdir /global/netbackup
# mv /usr/openv/netbackup/bp.conf /global/netbackup
# mv /usr/openv/netbackup/db /global/netbackup
# mv /usr/openv/volmgr/database /global/netbackup
# ln -s /global/netbackup/bp.conf /usr/openv/netbackup/bp.conf
# ln -s /global/netbackup/db /usr/openv/netbackup/db

# ln -s /global/netbackup/database /usr/openv/volmgr/database

注 –特定のディスクデバイスグループの主ノードを確認するには、コマンド
scstat -D を実行してください。

b. ほかのすべてのノードから、次のコマンドを実行します。

# rm -rf /usr/openv/netbackup/bp.conf
# rm -rf /usr/openv/netbackup/db
# rm -rf /usr/openv/volmgr/database
# ln -s /global/netbackup/bp.conf /usr/openv/netbackup/bp.conf
# ln -s /global/netbackup/db /usr/openv/netbackup/db

# ln -s /global/netbackup/database /usr/openv/volmgr/database

次に進む手順
277ページの「Netbackupのインストールと構成の確認」を参照して、Netbackupの
インストールと構成を確認してください。
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Netbackupのインストールと構成の確認
この節では、Netbackupのインストールと構成を確認する手順について説明します。

� Netbackupのインストールと構成の確認
次の手順を使用して、Netbackupのインストールと構成の確認を行います。この手順
では、まだデータサービスをインストールしていないため、アプリケーションが高可
用性であることの確認は行いません。

1. Netbackupアプリケーションを手動で起動します。

2. Netbackupアプリケーションが問題なく起動したかどうかを確認します。

� 起動できた場合は、この手順は完了です。

� エラーが発生した場合は、Netbackupのインストールと構成をもう一度行ってく
ださい。

次に進む手順
277ページの「Sun Cluster HA for NetBackupパッケージのインストール」を参照し
て Sun Cluster HA for NetBackupを登録し、このデータサービス用にクラスタを構成
してください。

Sun Cluster HA for NetBackupパッケー
ジのインストール
対話形式の scinstall(1M)ユーティリティーを使用し、クラスタに Sun Cluster HA
for NetBackupパッケージである SUNWscnbをインストールします。

Sun Clusterのインストール時に SUNWscnbパッケージをすでにインストールしてあ
る場合は、278ページの「Sun Cluster HA for NetBackupの登録と構成」へ進んでく
ださい。まだインストールしていない場合は、次の手順に従って SUNWscnbパッケー
ジをインストールします。
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� Sun Cluster HA for NetBackupパッケージのイン
ストール
この手順を実行するには、Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMが必要です。Sun Cluster
HA for NetBackupを実行するすべてのクラスタノードでこの手順を実行してくださ
い。

1. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster 3.1 Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CDは“data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CDを取り出します。

次に進む手順
278ページの「Sun Cluster HA for NetBackupの登録と構成」を参照して Sun
Cluster HA for NetBackupを登録し、このデータサービス用にクラスタを構成してく
ださい。

Sun Cluster HA for NetBackupの登録と
構成
この節の作業は、Sun Cluster HA for NetBackupをフェイルオーバーデータサービス
として登録、構成するために行ないます。
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データサービスを構成するには、アプリケーションのためにリソースグループとリ
ソースを作成する必要があります。リソースとリソースグループについては、このマ
ニュアルの第 1章と『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

� Sun Cluster HA for NetBackupの登録と構成
この手順では、scrgadm (1M)コマンドを使って Sun Cluster HA for NetBackupの登
録と構成を行う方法を説明します。

注 –その他のオプションでもデータサービスの登録および構成を行うことができま
す。それらの方法については、31ページの「データサービスリソースを管理するため
のツール」を参照してください。

この手順を実行するには、次の情報を確認しておく必要があります。

� データサービスをマスターできるクラスタノードの一覧。

� クライアントがデータサービスにアクセスするために使用するネットワークリソー
ス。通常、この IPアドレスはクラスタをインストールするときに設定します。
ネットワークリソースの詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

注 –この手順は、1つのクラスタメンバーで実行してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. ネットワークとアプリケーションのリソースを格納するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

必要に応じて、-hオプションを指定し、データサービスを実行できる一群のノードを
選択することもできます。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

[-h nodelist] 潜在的マスターを識別する物理ノード名または IDをコンマで区
切って指定します (任意)。フェイルオーバー時は、この順序で主
ノードが決まります。クラスタのすべてのノードがマスターにな
り得るのであれば、-hオプションを指定する必要はありませ
ん。

3. ネームサービスデータベースにすべてのネットワークリソースが追加されたか確認し
ます。

Sun Clusterのインストール時に、この確認を行います。
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注 –ネームサービスの検索における問題を回避するために、すべてのネットワークリ
ソースがサーバーとクライアントの /etc/inet/hostsファイルに存在することを
確認します。

4. リソースグループにネットワークリソースを追加します。

# scrgadm a -L -g resource-group -l logical-hostname\
[-j resource] [-n netiflist]

-a 新しい構成の追加を指定します。

[-j resource] 論理ホスト名リソースに名前を指定します (任意)。名前を指定
しない場合、デフォルトでリソース名は -lオプションで最初
に指定した名前になります。

-l logical-hostname 共有される一連のアドレスを指定します。

-L リソースグループが使用するネットワークリソースの種類とし
て論理ホスト名リソースを指定します。

[-n netiflist] 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマで
区切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の書式は、
netif@nodeでなければなりません。netifは、sc_ipmp0
などの IP Networking Multipathingグループ名として指定でき
ます。ノードは、sc_ipmp@phys-schost-1や sc_ipmp0@1
などのように、ノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できま
せん。

5. scrgadmコマンドを実行して、データサービスのリソースタイプを登録します。

リソースタイプとして SUNW.netbackup_masterを登録してください。

# scrgadm -a -t SUNW.netbackup_master

-t SUNW.netbackup_master 当該データサービス用にあらかじめ定義されてい
るリソースタイプを指定します。

6. リソースグループ内に NetBackupリソースを作成します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t SUNW.netbackup_master

7. scswitch(1M)コマンドを実行して次の作業を行います。

� リソースと障害の監視を有効にします。
� リソースグループを管理状態にします。
� リソースグループをオンラインにします。
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# scswitch -Z -g resource-group

-Z リソースグループを管理状態に移行し、リソースグループをオンラインにしま
す。

例 – Sun Cluster HA for NetBackupを登録する
次の例では、Sun Cluster HA for NetBackupを 2ノードクラスタに登録する方法を示
します。

Cluster Information
Node names: phys-schost-1, phys-schost-2
Resource Type: SUNW.netbackup_master
Logical hostname resource: nb-master
Resource group: NB-RG (フェイルオーバーリソースグループ)
Netbackup Resources: test-scnb

(NetBackupリソースタイプを登録する)
# scrgadm -a -t SUNW.netbackup_master

(すべてのリソースを含むようにフェイルオーバーリソースグループを追加する)
# scrgadm -a -g NB-RG -h phys-schost-1,phys-schost-2

(リソースグループにネットワークリソースを追加する)
# scrgadm -a -L -g NB-RG -l nb-master

(リソースグループにNetBackupリソースを追加する)
# scrgadm -a -j test-scnb -g NB-RG -t SUNW.netbackup_master

(リソースグループをオンラインにする)
# scswitch -Z -g NB-RG

Sun Cluster HA for NetBackup拡張プロ
パティの構成
この節では、Sun Cluster HA for NetBackupの拡張プロパティについて説明します。
通常、拡張プロパティは、リソースを作成するときにコマンド行から scrgadm -x
parameter=valueを実行して構成します。Sun Clusterの全プロパティについては、付
録A を参照してください。

表 12–2は、NetBackupリソースのために設定できる拡張プロパティを示したもので
す。拡張プロパティの中には動的に変更できるものもありますが、それ以外の拡張プ
ロパティは、リソースを作成するときにしか更新できません。次の表の「調整」欄
は、各プロパティを更新できるタイミングを示しています。
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表 12–2 Sun Cluster HA for NetBackup拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Start_command (文字列) NetBackupアプリケーションを起動するコマ
ンド。

デフォル
ト:/opt/SUNWscnb/master/bin/start.
netbackup

範囲:なし

調整:不可能

Stop_command (文字列) NetBackupアプリケーションを停止するコマ
ンド。

デフォルト:
/opt/SUNWscnb/master/bin/stop.
netbackup

範囲:なし

調整:不可能

Monitor_ retry_ count (整数) 障害モニターに許可される Process Monitor
Facility (PMF)再起動の回数。

デフォルト:4

範囲:最小 = 1

調整:任意の時点

Monitor_ retry_ interval (整数) 障害モニターが再起動を試みる間隔 (分)。

デフォルト:2

範囲:最小 = 2

調整:任意の時点

Probe_timeout (文字列) プロセスを確実に検証するために障害モニ
ターが待機する時間を計算するのに使用され
る時間 (秒)。

起動時に、NetBackupの STARTメソッドは
デーモンの数に Probe_timeoutの値を掛け
てデーモンが起動すべき時間を計算します。
Probe_timeoutの値がデフォルト値の場
合、STARTメソッドは 60秒待機したあとで
起動を監視します。

デフォルト:60

範囲:最小 = 1

調整:任意の時点
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Sun Cluster HA for NetBackupの障害監
視
アプリケーションの起動時に、NetBackupはこれらのデーモン、vmd、bprd、および
bpdbmを起動します。Sun Cluster HA for NetBackupの障害モニターは、これらのプ
ロセスを監視します。STARTメソッドが動作している間、障害モニターはこれらの
デーモンがオンラインになるのを待機し、その後アプリケーションの監視を開始しま
す。Probe_timeout拡張プロパティは、障害モニターが待機する時間を指定しま
す。

デーモンがオンラインになったあとで、障害モニターは kill (pid, 0) を使用して
デーモンが動作しているかどうかを確認します。デーモンがどれも動作していない場
合、障害モニターはすべての検証機能が正常に動作するまで次のアクションを順に開
始します。

1. 現在のノードでリソースを再起動します。

2. 現在のノードでリソースグループを再起動します。

3. リソースグループのノードリストに存在する次のノードにリソースグループを
フェイルオーバーします。

プロセス ID (PID)はすべて、一時ファイル /var/run/.netbackup_masterに保存
されます。

(省略可能)クラスタ上の非 HA VERITAS
Netbackupクライアントの構成
必要に応じ、Sun Cluster HA for NetBackupを実行しない NetBackupクライアントを
クラスタ上で構成できます。このためには、以下の方法の 1つを使用してください。

� 各ノードを個別の NetBackupクライアントとして構成する方法 –任意のノードを
使用してクラスタファイルシステム上のファイルをバックアップできます。特定の
ノードの NetBackupクライアント名を使用することにより、そのノードにローカ
ルなファイルをバックアップできます。

� 1つの論理ホスト名リソースを NetBackupクライアントとして構成する方法 –ク
ラスタ上の複数の論理ホスト名リソースを NetBackupクライアントとして構成す
ることはできません。また、論理ホスト名リソースを NetBackupクライアントと
して構成した場合は、その論理ホスト名の主ノードとなり得るノードを
NetBackupクライアントとして構成することもできません。
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1つの論理ホスト名リソースを NetBackupクライアントとして構成するには、次
の作業を行なってください。

1. 次に示すように、論理ホスト名リソースの主ノードになり得るすべてのノード
でファイル /usr/openv/netbackup/bp.confを変更し、CLIENT_NAMEが
logical-hostname-resourceと同じになるようにします。

CLIENT_NAME = logical-hostname-resource

2. 論理ホスト名リソースの主ノードになり得るすべてのノードで、
/usr/openv/netbackup/bp.confファイルに次のエントリを追加します。

REQUIRED_INTERFACE = logical-hostname-resource

注 – REQUIRED_INTERFACEがすでに存在する場合は、logical-hostname-
resourceと等しくなるようにエントリを変更してください。

たとえば、論理ホスト名リソースの名前が schost-1の場合、変更後のファイ
ルには次のエントリが含まれます。

SERVER = nb-master
SERVER = slave-1
CLIENT_NAME = schost-1

REQUIRED_INTERFACE = schost-1
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第 13章

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
インストールと構成

この章では、Sun Cluster HA for SAP liveCacheをインストールし、構成する手順に
ついて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 291ページの「ノードの準備」
� 292ページの「liveCacheのインストールと構成」
� 292ページの「liveCacheのクラスタ上での動作可能化」
� 293ページの「liveCacheのインストールと構成の確認」
� 294ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージのインストール」
� 297ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheの登録と構成」
� 300ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの概
要
この節の情報を使用して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheが liveCacheをどのよう
に高可用性にするかを理解してください。

フェイルオーバーおよびスケーラブルサービスの概念情報については、『Sun
Cluster 3.1の概念』を参照してください。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheは、SAP Advanced Planner & Optimizer (APO)
Systemにおけるシングルポイント障害を排除するために、liveCacheに障害監視機能
と自動フェイルオーバー機能を提供し、SAP xserverに障害監視機能と自動再起動機
能を提供します。次の表に、Sun Cluster構成において SAP Supply Chain
Management (SCM)コンポーネントを最もよく保護するデータサービスを示します。
また、図 13–1に、Sun Cluster構成において SAP SCMコンポーネントを最もよく保
護するデータサービスを図示します。
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表 13–1 liveCacheコンポーネントの保護

liveCacheコンポーネント SAPコンポーネントを保護するデータサービス

SAP APOセントラルインスタンス Sun Cluster HA for SAP

リソースタイプは、SUNW.sap_ci_v2

このデータサービスの詳細については、第 9章を参照
してください。

SAP APOデータベース Sun Clusterソフトウェアで、SAPによりサポートされ
る高可用性なすべてのデータベース

SAP APOアプリケーションサーバー Sun Cluster HA for SAP

リソースタイプは、SUNW.sap_as_v2

このデータサービスの詳細については、第 9章を参照
してください。

SAP liveCache AP xserver Sun Cluster HA for SAP liveCache

リソースタイプは、SUNW.sap_xserver

SAP liveCacheデータベース Sun Cluster HA for SAP liveCache

リソースタイプは、SUNW.sap_livecache

NFSファイルシステム Sun Cluster HA for NFS

リソースタイプは、SUNW.nfs

このデータサービスの詳細については、第 7章を参照
してください。
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図 13–1 liveCacheコンポーネントの保護

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイ
ンストールと構成
表 13–2は、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成のための作業を
示しています。ここに示されている順に作業を実行してください。

表 13–2作業マップ: Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成

作業 参照箇所

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
インストールの計画

SAPのマニュアル

第 1章

288ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイ
ンストールと構成の計画」

ノードとディスクの準備 291ページの「ノードの準備」
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表 13–2作業マップ: Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成 (続き)
作業 参照箇所

liveCacheのインストールと構成 292ページの「liveCacheのインストールと構成」

292ページの「liveCacheのクラスタ上での動作可能
化」

liveCacheのインストールと構成の
確認

293ページの「liveCacheのインストールと構成の確
認」

Sun Cluster HA for SAP liveCache
パッケージのインストール

294ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCache
パッケージのインストール」

Sun Cluster HA for SAP liveCacheを
フェイルオーバーデータサービスと
して登録および構成

297ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheの登
録と構成」

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
インストールと構成の確認

300ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイ
ンストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for SAP liveCache障
害モニターの理解

302ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheの障
害モニターとは」

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイ
ンストールと構成の計画
この節では、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成の計画に必要
な情報について説明します。

注 –まだ SAPのマニュアルを読んでいない場合は、Sun Cluster HA for SAP
liveCacheのインストールと構成の計画を始める前に SAPのマニュアルを読んでくだ
さい。SAPのマニュアルには、Sun Clusterのマニュアルで概説されたり Sun Cluster
ソフトウェアでは指示されない構成上の制限および要件について説明されているから
です。

288 Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成 • 2003年 2月, Revision A



構成要件

注意 –これらの要件を厳守しなければ、データサービスの構成がサポートされない可
能性があります。

この節で説明する要件を使用して、 Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストー
ルと構成を計画します。これらの要件は、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのみに
適用されます。Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成を行う前
に、これらの要件を満たす必要があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、23ページの「データサービス
固有の要件の識別」を参照してください。

� SAP liveCacheバージョン 7.4以降を使用すること。

� liveCacheがフェイルオーバーできるすべてのノード上で SAP xserverが起動する
ように、SAP xserverを構成すること。この構成を実装するには、SAP xserverリ
ソースグループと liveCacheリソースグループのノードリストに同じノードが含ま
れている必要があります。さらに、SAP xserverリソースの
desired_primariesとmaximum_primariesの値は、liveCacheリソースの
nodelistパラメータにリストされたノードの数と同じでなければなりません。
詳細については、297ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheの登録と構
成」の手順 5を参照してください。

標準のデータサービス構成
Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと構成を計画するときは、この節
で説明する標準構成を使用します。Sun Cluster HA for SAP liveCacheは、この節で
説明する標準構成をサポートしています。Sun Cluster HA for SAP liveCacheは、こ
のほかの構成もサポートします。サポートされるほかの構成については、Sunサービ
スのプロバイダにお問い合わせください。

図 13–2は、SAP APOセントラルインスタンス、APOアプリケーションサーバー、
データベース、および liveCacheからなる 4ノードクラスタを示しています。APOセ
ントラルインスタンス、データベース、および liveCacheは、フェイルオーバーデー
タサービスとして構成されます。APOアプリケーションサーバーおよび SAP xserver
は、スケーラブルデータサービスとして構成されます。
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図 13–2 4ノードクラスタ

構成の検討事項
この節で説明する情報を使用して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストー
ルと構成を計画します。この節の情報は、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイン
ストールと構成における決定事項が与える影響について検討するのに役立ちます。

� liveCacheを、それ独自の広域デバイスグループにインストールし liveCacheの広
域デバイスグループが、APO Oracleデータベースおよび SAP R/3ソフトウェア
の広域デバイスグループから分離されます。liveCache用に広域デバイスグループ
を分けることで、liveCacheリソースは、liveCacheの HAStoragePlusリソース
にのみ依存します。

� SAP xserverを root以外のユーザーで実行したい場合は、SAP xserverが動作す
るすべてのノードにユーザーを作成し、このユーザーを Xserver_User拡張プロ
パティに定義します。SAP xserverは、この拡張プロパティに指定されているユー
ザーを基に起動と停止を行います。この拡張プロパティのデフォルトは、root
ユーザーです。

構成計画の確認事項
この節の確認事項を使用して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストールと
構成を計画します。これらの確認事項に対する答えを、『Sun Cluster 3.1ご使用にあ
たって』のデータサービスワークシートに記入します。これらの確認事項について
は、290ページの「構成の検討事項」を参照してください。

� ネットワークアドレスとアプリケーションリソースに使用するリソースグループ
と、それらの間の依存関係を確認します。

� データサービスにアクセスするクライアントが使用する論理ホスト名 (liveCache
リソースの場合)を確認します。

� システム構成ファイルが存在する場所を確認します。

liveCacheバイナリをローカルファイルシステムにインストールする場合とクラス
タファイルシステムにインストールする場合の長所と短所については、23ページ
の「アプリケーションバイナリの格納先の決定」を参照してください。
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ノードおよびディスクの準備
この節では、ノードおよびディスクを準備する手順について説明します。

� ノードの準備
次の手順を使用して、liveCacheのインストールと構成用にノードを準備します。

1. すべてのノードでスーパーユーザーになります。

2. /etc/nsswitch.confファイルを構成します。

a. liveCacheリソースをマスターできる各ノードで、/etc/nsswitch.confファイ
ルに group、project、および passwdデータベースエントリ用に、次のエント
リの 1つを指定します。

database:
database: files
database: files [NOTFOUND=return] nis

database: files [NOTFOUND=return] nisplus

b. liveCacheリソースをマスターできる各ノードで、/etc/nsswitch.confファイ
ルの protocolsデータベースエントリで filesが先頭になるように指定しま
す。

例:

protocols: files nis

Sun Cluster HA for SAP liveCacheは、liveCacheの起動と停止に su - userコマンドと
dbmcliコマンドを使用します。

クラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネットワーク情報
ネームサービスが使用不能になることがあります。前述の変更を
/etc/nsswitch.confファイルに適用することで、su(1M)コマンドと dbmcliコ
マンドは、NIS/NIS+ネームサービスを参照しなくなります。

liveCacheのインストールと構成
この節では、liveCacheをインストールし構成する手順について説明します。
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� liveCacheのインストールと構成
次の手順を使用して、liveCacheのインストールと構成を行います。

1. SAP APO Systemのインストールと構成を行います。

Sun Clusterソフトウェア上に SAP APO Systemをインストールして構成する方法に
ついては、173ページの「Sun Cluster HA for SAPのインストールと構成」を参照し
てください。

2. liveCacheをインストールします。

注 –必要な論理ホストをまだ作成していない場合は、物理ホスト名を使用して
liveCacheをインストールしてください。

詳細については、SAPのマニュアルを参照してください。

3. 次のコマンドを使用して、SAP APO管理者ユーザーと liveCache管理者ユーザー用
に .XUSER.62ファイルを作成します。

# dbmcli -d LC-NAME -n logical-hostname -us user,passwd

LC-NAME liveCacheデータベースインスタンスの大文字名

logical-hostname liveCacheリソースで使用される論理ホスト名

注意 –このファイルを正しく作成しないと、SAP APOトランザクション LC10も Sun
Cluster HA for SAP liveCacheも正常に機能しません。

4. liveCacheをインストールしたノードの /usr/spool/sqlを liveCacheリソースが
動作するすべてのノードにコピーします。これらのファイルの所有権と、liveCache
をインストールしたノード上にあるファイルの所有権が、すべてのノードで同じであ
ることを確認します。

例:

# tar cfB - /usr/spool/sql | rsh phys-schost-1 tar xfB -

� liveCacheのクラスタ上での動作可能化
標準の SAPインストール時に、liveCacheは物理ホスト名を使用してインストールさ
れます。Sun Cluster環境で liveCacheが動作するには、論理ホスト名を使用するよ
うに liveCacheを変更する必要があります。次の手順を使用して、クラスタで
liveCacheを実行できるようにします。
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1. ネットワークリソースと liveCacheリソースを保持するためのフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g livecache-resource-group [-h nodelist]

2. 使用するすべてのネットワークリソースがネームサービスデータベースに追加されて
いるかどうかを確認します。

3. フェイルオーバーリソースグループにネットワークリソース (論理ホスト名)を追加し
ます。

# scrgadm -a -L -g livecache-resource-group\ -l lc-logical-hostname [-n netiflist]

4. フェイルオーバーリソースグループを有効にします。

# scswitch -Z -g livecache-resource-group

5. liveCacheリソースグループをホストするノードにログオンします。

6. liveCacheリソースグループをホストするノードで SAP xserverを手動で起動しま
す。

# su - lc-nameadm
# x_server start

lc-name liveCacheデータベースインスタンスの小文字名

7. SAP GUIを使用してユーザー DDICで SAP APO Systemにログオンします。

8. トランザクション LC10に進み、liveCacheホストを手順 3で定義した論理ホスト名
に変更します。

liveCache host: lc-logical-hostname

liveCacheのインストールと構成の確認
この節では、liveCacheのインストールと構成を確認する手順について説明します。

� liveCacheのインストールと構成の確認
次の手順を使用して、liveCacheのインストールと構成の確認を行います。この手順
では、まだデータサービスをインストールしていないため、アプリケーションが高可
用性であることの確認は行いません。

1. SAP GUIを使用してユーザー DDICで SAP APO Systemにログオンします。
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2. トランザクション LC10へ進みます。

3. liveCacheの状態をチェックできることを確認します。

4. 次の dbmcliコマンドがユーザー lc_nameadmで機能することを確認します。

# dbmcli -d LC_NAME -n logical-hostname db_state

# dbmcli -d LC_NAME -n logical-hostname db_enum

Sun Cluster HA for SAP liveCache
パッケージのインストール
この節では、Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージのインストール手順につ
いて説明します。

� Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージのイ
ンストール
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージをインストール
します。この手順を実行するには、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。この手
順では、Sun Clusterの初期インストール時にデータサービスパッケージがインストー
ルされていないことを前提としています。

1. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. 「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追加」メニューオプ
ションを選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CD-ROMは “data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。
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6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CD-ROMを取り出します。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheの登
録と構成
この節では、Sun Cluster HA for SAP liveCacheを構成する手順について説明しま
す。

Sun Cluster HA for SAP liveCache拡張プロパティ
表 13–3と表 13–4の拡張プロパティを使用して、リソースを作成します。リソースを
作成するときは、次のコマンド行を使用して拡張プロパティを構成します。

scrgadm -x parameter=value
すでにリソースを作成してある場合は、第 15章の手順を使用して拡張プロパティを
構成してください。拡張プロパティの中には動的に変更できるものもありますが、そ
れ以外の拡張プロパティは、リソースを作成するか無効にするときにしか更新できま
せん。表 13–3と表 13–4の「調整」の欄は、各プロパティをいつ更新できるかを示し
ています。Sun Clusterの全プロパティの詳細は、付録Aを参照してください。

表 13–3 Sun Cluster HA for SAP liveCache (SUNW.sap_xserver)拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_List (オプション)文字列 liveCacheソフトウェアのためのディレクト
リ、およびインスタンスディレクトリ。

デフォルト:/sapdb

範囲:なし

調整:作成時

Monitor_retry_count 障害モニターに許されている PMF再起動の回
数。

デフォルト:4

調整:任意の時点
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表 13–3 Sun Cluster HA for SAP liveCache (SUNW.sap_xserver)拡張プロパティ (続
き)
名前/データタイプ 説明

Monitor_retry_ interval 障害モニターを再起動する間隔 (分単位)。

デフォルト:2

調整:任意の時点

Probe_timeout 検証のタイムアウト値 (秒)。

デフォルト:120

調整:任意の時点

Soft_Stop_Pct (オプション)整数 SAP xserverの停止に使用される停止タイムア
ウトの割合。 SAPユーティリティー
x_server stop を使用して SAP xserver を
停止した後、SIGKILLを使用して SAP
xserverのすべてのプロセスを停止します。

デフォルト:50

範囲: 1-100

調整:無効になっている時

Xserver_User (オプション)文字列 SAP xserverシステム管理者のユーザー名。

デフォルト:root

範囲:なし

調整:作成時

表 13–4 Sun Cluster HA for SAP liveCache (SUNW.sap_livecache)拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_list (オプション)文字列 liveCacheソフトウェアのためのディレクト
リ、およびインスタンスディレクトリ。

デフォルト:/sapdb

範囲:なし

調整:作成時

Livecache_name (必須)文字列 liveCacheデータベースインスタンスの名前。

デフォルト:なし

範囲:なし

調整:作成時
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表 13–4 Sun Cluster HA for SAP liveCache (SUNW.sap_livecache)拡張プロパティ (続
き)
名前/データタイプ 説明

Monitor_retry_count 障害モニターに許されている PMF再起動の回
数。

デフォルト:4

調整:任意の時点

Monitor_retry_interval 障害モニターを再起動する間隔 (分単位)。

デフォルト:2

調整:任意の時点

Probe_timeout 検証のタイムアウト値 (秒)。

デフォルト:90

調整:任意の時点

� Sun Cluster HA for SAP liveCacheの登録と構成
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheを liveCacheデータベースの
フェイルオーバーデータサービスとして構成し、SAP xserverをスケーラブルデータ
サービスとして構成します。この手順では、データサービスパッケージがすでにイン
ストール済みであることを前提としています。Sun Clusterの初期インストール時に
Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージをインストールしていない場合は、294
294ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheパッケージのインストール」に進
み、データサービスパッケージをインストールしてください。インストール済みの場
合は、この手順を使用して Sun Cluster HA for SAP liveCacheを構成します。

注意 –同じクラスタ上に複数の SAP xserverリソースを構成しないでください。1つ
の SAP xserverは複数の liveCacheインスタンスにサービスを提供します。同じクラ
スタ上で複数の SAP xserverリソースが動作すると、SAP xserverリソース間で衝突
が生じます。このような衝突が生じると、SAP xserverリソースがすべて利用できな
くなります。SAP xserver を 2 度起動しようとすると、Address already in use
というエラーメッセージが表示されます。

1. liveCacheリソースをホストするクラスタ内のノードの 1つでスーパーユーザーにな
ります。

2. lcclusterファイルを lcinitファイルと同じ場所にコピーします。

# cp /opt/SUNWsclc/livecache/bin/lccluster \

/sapdb/LC-NAME/db/sap

LC-NAME liveCacheデータベースインスタンスの大文字名
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3. lcclusterファイルを編集して、put-LC_NAME-hereと put-Confdir_list-
hereの値を置き換えます。

a. lcclusterファイルを開きます。

# vi /sapdb/LC-NAME/db/sap/lcclusterLC_NAME="put-LC_NAME-here"
CONFDIR_LIST="put-Confdir_list-here"

b. put-LC_NAME-hereを liveCacheインスタンス名で置き換えます。liveCacheイ
ンスタンス名は、Livecache_Name拡張プロパティで定義した値になります。

例については、手順 cを参照してください。

LC_NAME="liveCache-instance-name"

c. put-Confdir_list-hereを Confidir_list拡張プロパティの値で置き換え
ます。

CONFDIR_LIST="liveCache-software-directory"

例:

liveCacheインスタンス名が LC1で、liveCacheソフトウェアディレクトリが /sapdb
の場合、lcclusterスクリプトを次のように編集します。

LC_NAME="LC1"

CONFDIR_LIST="/sapdb"

4. SAP xserverのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_xserver

5. SAP xserverのスケーラブルリソースグループを作成します。SAP xserverは、
liveCacheが動作するすべての潜在ノードで実行するように構成します。

注 – liveCacheがフェイルオーバーできるすべてのノード上で SAP xserverが起動す
るように、SAP xserverを構成します。この構成を実装するには、SAP xserverリソー
スグループと liveCacheリソースグループの nodelistパラメータに同じノードが含ま
れている必要があります。さらに、SAP xserverリソースの desired_primaries
とmaximum_primariesの値は、liveCacheリソースの nodelistパラメータにリスト
されたノードの数と同じでなければなりません。

# scrgadm -a -g xserver-resource-group \
-y Maximum_primaries=value \
-y Desired_primaries=value \

-h nodelist

6. このスケーラブルリソースグループの中に SAP xserverリソースを作成します。

# scrgadm -a -j xserver-resource\
-g xserver-resource-group -t SUNW.sap_xserver
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どのような拡張プロパティがあるかについては、295ページの「Sun Cluster HA for
SAP liveCache拡張プロパティ」を参照してください。

7. SAP xserverリソースが含まれているスケーラブルリソースグループを有効にしま
す。

# scswitch -Z -g xserver-resource-group

8. HAStoragePlusリソースを liveCacheリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus
# scrgadm -a -j livecache-storage-resource -g livecache-resource-group \
-t SUNW.HAStoragePlus -x filesystemmountpoints=mountpoint,... \

-x globaldevicepaths=livecache-device-group

HAStoragePlusリソースの設定手順については、376ページの「HAStoragePlusリ
ソースタイプの設定」を参照してください。

9. liveCacheリソースを有効にします。

# scswitch -e -j livecache-storage-resource

10. liveCacheデータベースのリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.sap_livecache

11. 292ページの「liveCacheのクラスタ上での動作可能化」で作成したフェイルオー
バーリソースグループに liveCacheリソースを作成します。

# scrgadm -a -j livecache-resource -g livecache-resource-group \
-t SUNW.sap_livecache -x livecache_name=LC-NAME \

-y resource_dependencies=livecache-storage-resource

12. SAP xserverと liveCacheとの間の依存性を設定します。

# scrgadm -c -g livecache-resource-group \

-y rg_dependencies=xserver-resource-group

13. liveCacheリソースが含まれているフェイルオーバーリソースグループを有効にしま
す。

# scswitch -Z -g livecache-resource-group

14. liveCacheがフェイルオーバーできるノード上で APOアプリケーションサーバーを実
行しているかどうかを確認します。

� 実行していない場合は、この手順を完了します。
� 実行している場合は、手順 15に進みます。

15. APOアプリケーションサーバーのリソースグループが、すでに RGOffloadリソース
の rg_to_offloadリストに含まれているかどうかを確認します。

# scrgadm -pvv | grep -i rg_to_offload | grep value:

� 含まれている場合は、この手順を完了します。
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� 含まれていない場合は、liveCacheリソースグループへの RGOffloadリソースの追
加を検討してください。

この構成により、APOアプリケーションサーバーが動作していたノードに
liveCacheリソースがフェイルオーバーした場合、APOアプリケーションサーバー
を自動的に停止することができます。

RGOffloadリソースの設定手順については、379ページの「RGOffloadリソース
の設定」を参照してください。

Sun Cluster HA for SAP liveCacheのイ
ンストールと構成の確認
この節では、データサービスが正しくインストールされ構成されていることを確認す
る手順を説明します。

� Sun Cluster HA for SAP liveCacheのインストール
と構成の確認
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for SAP liveCacheが正しくインストールされ
構成されていることを確認します。次の表の情報を使用して、liveCacheデータベー
スのさまざまな状態を理解してください。

表 13–5 liveCacheデータベースの状態

状態 説明

OFFLINE liveCacheが動作していません。

COLD 管理作業用に liveCacheが利用可能です。

WARM liveCacheがオンラインです。

STOPPED INCORRECTLY liveCacheが不正に停止されました。
liveCacheが起動または停止する間の中間状態
の 1つです。

ERROR 現在の状態を判断できません。liveCacheが起
動または停止している間の中間状態の 1つで
す。

UNKNOWN liveCacheが起動または停止する間の中間状態
の 1つです。
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1. liveCacheリソースが含まれているリソースグループをホストするノードにログオン
し、障害モニター機能が正しく動作していることを確認します。

a. liveCacheのすべてのプロセスを停止することにより、liveCacheを異常終了させ
ます。

この場合、Sun Clusterソフトウェアが liveCacheを再起動します。

このように動作しない場合、297ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
登録と構成」の手順 2と手順 3が正しく実行されていない可能性があります。

# ps -ef|grep sap|grep kernel

# kill -9 livecache-processes

b. LC10 の「Stop liveCache」ボタンを使用するか、lcinit コマンドを使用して
liveCacheを終了します。

この場合 Sun Clusterソフトウェアは、liveCacheを再起動しません。ただし、
liveCache リソースの状態メッセージは、LC10 の「 Stop liveCache」ボタンま
たは lcinitコマンドを使用して Sun Clusterソフトウェアの外から liveCacheが
停止されたことを示します。liveCache リソースの状態は、 UNKNOWN になりま
す。LC10 の「Start liveCache」ボタンまたは lcinit コマンドを使用して
liveCacheを正常に起動できた場合、Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニ
ターはリソースの状態と状態メッセージを更新し、Sun Clusterソフトウェアの制
御下で liveCacheが動作していることを示します。

このように動作しない場合、297ページの「Sun Cluster HA for SAP liveCacheの
登録と構成」の手順 2と手順 3が正しく実行されていない可能性があります。

2. SAP GUIを使用してユーザー DDICで SAP APOにログオンし、トランザクション
LC10を使用して liveCacheが正常に起動されていることを確認します。

3. ルートユーザーになって、liveCacheリソースグループを別のノードに切り替えま
す。

# scswitch -z -g livecache-resource-group -h node2

4. liveCacheリソースが動作できる各潜在ノードに対して、手順 1から手順 3までを繰
り返します。

5. SAP xserverリソースをホストするノードにログオンし、障害モニターが正しく機能
することを確認します。

SAP xserverのすべてのプロセスを停止することで、SAP xserverを異常終了します。

# ps -ef|grep xserver

# kill -9 xserver-process
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Sun Cluster HA for SAP liveCacheの障
害モニターとは
この節の情報を使用して、Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターについて
理解してください。この節では、Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターの
検証アルゴリズムや機能性について説明します。また、検証に失敗した場合の状況、
メッセージ、回復アクションに関する説明と、検証に成功した場合の状況および
メッセージについての説明も提供します。

拡張プロパティ
Sun Cluster HA for SAP liveCacheが使用する拡張プロパティについては、295ページ
の「Sun Cluster HA for SAP liveCache拡張プロパティ」を参照してください。

モニター検査メソッド
liveCacheリソースの Monitor_checkメソッドは、SAP xserverがこのノード上で
利用可能かどうかを検査します。SAP xserverがこのノード上で利用できない場合、
このメソッドはエラーを返してこのノードへの liveCacheのフェイルオーバーを拒否
します。

このメソッドは、SAP xserverと liveCache間の、リソースグループを横断するリ
ソース依存を強制するために必要です。

アルゴリズムと機能性の検証
Sun Cluster HA for SAP liveCacheには、リソースタイプ毎に障害モニターがありま
す。

� 302ページの「SAP xserver障害モニター」 (SUNW.sap_xserver)
� 303ページの「liveCache障害モニター」 (SUNW.sap_livecache)

SAP xserver障害モニター

SAP xserverの親プロセスは、プロセスモニター pmfadmの制御下にあります。親プ
ロセスが停止または強制終了した場合、プロセスモニターは SAP xserver障害モニ
ターに照会し、SAP xserver障害モニターは取るべきアクションを判断します。
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SAP xserver障害モニターは、クラスタ内およびスケーラブルリソースグループ内の
複数のノード上で動作します。SAP xserver障害モニターは、次の手順を繰り返し実
行します。

1. Thorough_probe_intervalの間、休止します。

2. SAPユーティリティーdbmcliと db_enumを使用して SAP xserverの可用性を検
査します。

� SAP xserverが利用可能でない場合、SAP xserverの検証機能は SAP xserverリ
ソースを再起動し、再起動の最大数に到達するとフェイルオーバーします。

� 検査処理中にシステムエラーメッセージが syslogに書き込まれた場合、SAP
xserver 検証機能は一部に失敗が生じたと判断します。probe_interval の処
理中に、システムエラーメッセージの syslogへの書き込みが 4回発生した場
合、SAP xserver検証機能は SAP xserverを再起動します。

liveCache障害モニター

liveCache検証機能は、liveCache親プロセスの存在、liveCacheデータベースの状
態、およびユーザーによって liveCacheが Sun Clusterソフトウェアの外から意図的
に停止されたかどうかを検査します。ユーザーが Sun Clusterソフトウェアの外から
LC10 の「Stop liveCache」ボタンまたは lcinit コマンドを使用して liveCache
を停止した場合、liveCache検証機能は、ユーザーが Sun Clusterソフトウェアの外か
ら liveCacheを意図的に停止したと判断します。

ユーザーが LC10 の「Stop liveCache」ボタンまたは lcinit コマンドを使用して
Sun Clusterソフトウェアの外から liveCacheを意図的に停止した場合、Sun Cluster
HA for SAP liveCache障害モニターはこのアクションを反映してリソース状態と状態
メッセージを更新しますが、liveCacheは再起動しません。ユーザーが LC10
の「Start liveCache」ボタンまたは lcinit コマンドを使用して Sun Cluster ソ
フトウェアの外から正常に liveCacheを起動した場合、Sun Cluster HA for SAP
liveCache障害モニターは liveCacheが Sun Clusterソフトウェアの制御下で動作して
いることを反映するようリソース状態と状態メッセージを更新します。また、Sun
Cluster HA for SAP liveCache障害モニターは、liveCacheが OFFLINEであることを
検知した場合に適切なアクションを取ります。

liveCacheデータベース状態によって、liveCacheが動作していないか、liveCache親
プロセスの終了が報告された場合、Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニター
は liveCacheを再起動するかまたは、フェイルオーバーします。

Sun Cluster HA for SAP liveCache障害モニターは、次の手順を繰り返し実行しま
す。任意の手順で liveCache is offline が返された場合、liveCache 検証機能
は、liveCacheを再起動するかフェイルオーバーします。

1. Thorough_probe_intervalの間、休止します。

2. dbmcliユーティリティーと db_stateを使用して、liveCacheデータベース状態
を検査します。

3. liveCacheがオンラインの場合、liveCache検証機能は liveCacheの親プロセスを
検査します。
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� 親プロセスが終了している場合、liveCache 検証機能は liveCache is
offlineを返します。

� 親プロセスがオンラインの場合、liveCache検証機能は OKを返します。

4. liveCacheがオンラインでない場合、liveCache検証機能は、ユーザーが LC10
の「Stop liveCache」ボタンまたは lcinit コマンドを使用して Sun Cluster
ソフトウェアの外から liveCacheを停止したかどうかを判断します。

5. ユーザーが LC10 の「Stop liveCache」ボタンまたは lcinit コマンドを使用
して Sun Clusterソフトウェアの外から liveCacheを停止した場合、OKが返され
ます。

6. ユーザーが LC10 の「Stop liveCache」ボタンまたは lcinit コマンドを使用
して Sun Clusterソフトウェアの外から liveCacheを停止していなかった場合、
SAP xserverの可用性が検査されます。

� SAP xserverが利用可能でない場合、OKが返されます。SAP xserverが利用可
能でないと、検証機能は liveCacheを再起動できないからです。

� SAP xserver が利用可能な場合は、liveCache is offline が返されます。

7. システム関数呼び出しからエラーが報告された場合は、system failure が返さ
れます。
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第 14章

Sun Cluster HA for Siebelのインス
トールと構成

この章では、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成方法について説明しま
す。

この章の内容は次のとおりです。

� 311ページの「ノードの準備」
� 313ページの「Siebelゲートウェイの広域ファイルシステムへのインストール」
� 314ページの「Siebelゲートウェイの物理ホストのローカルディスクへのインス
トール」

� 315ページの「Siebelサーバーと Siebelデータベースの広域ファイルシステムへの
インストール」

� 316ページの「Siebelサーバーと Siebelデータベースの物理ホストのローカル
ディスクへのインストール」

� 317ページの「Siebelのインストールと構成の確認」
� 318ページの「Sun Cluster HA for Siebelパッケージのインストール」
� 319ページの「Sun Cluster HA for Siebelの登録と構成 (フェイルオーバーデータ
サービス)」

� 320ページの「Siebelサーバーの登録と構成」
� 322ページの「Sun Cluster HA for Siebelのインストールの構成を確認」

Sun Cluster HA for Siebelの概要
この節で説明する手順を使用して、Siebelアプリケーションを高可用性にする方法を
理解してください。
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Sun Cluster HA for Siebelは、Siebelアプリケーションに障害監視機能と自動フェイ
ルオーバー機能を提供します。高可用性機能は、Siebelゲートウェイおよび Siebel
サーバーに提供されます。Siebelの実装により、Sun Clusterエージェントを実行する
すべての物理ノードでは、Resonateエージェントを実行できなくなります。Resonate
と Sun Clusterは同じ Siebelエンタープライズ内に共存できますが、同じ物理サー
バー内には共存できません。

フェイルオーバーサービスの概念情報については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照
してください。

表 14–1 Siebelコンポーネントの保護

Siebelコンポーネント SAPコンポーネントを保護するデータサービス

Siebelゲートウェイ Sun Cluster HA for Siebel

リソースタイプは、SUNW.sblgtwy

Siebelサーバー Sun Cluster HA for Siebel

リソースタイプは、SUNW.sblsrvr

Sun Cluster HA for Siebelのインストー
ルと構成
表 14–2は、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成のための作業を示してい
ます。ここに示されている順に作業を実行してください。

表 14–2作業マップ: Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成

作業 参照先

Siebelのインストール
の計画

307ページの「Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の計
画」

ノードとディスクの準
備

311ページの「ノードの準備」
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表 14–2作業マップ: Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成 (続き)
作業 参照先

Siebelのインストール
と構成

313ページの「Siebelゲートウェイの広域ファイルシステムへのイン
ストール」

314ページの「Siebelゲートウェイの物理ホストのローカルディスク
へのインストール」

315ページの「Siebelサーバーと Siebelデータベースの広域ファイル
システムへのインストール」

316ページの「Siebelサーバーと Siebelデータベースの物理ホストの
ローカルディスクへのインストール」

Siebelのインストール
と構成の確認

317ページの「Siebelのインストールと構成の確認」

Sun Cluster HA for
Siebelパッケージのイ
ンストール

318ページの「Sun Cluster HA for Siebelパッケージのインストー
ル」

Sun Cluster HA for
Siebelをフェイルオー
バーデータサービスと
して登録および構成

319ページの「Sun Cluster HA for Siebelの登録と構成 (フェイルオー
バーデータサービス)」

320ページの「Siebelサーバーの登録と構成」

Sun Cluster HA for
Siebelのインストール
と構成の確認

322ページの「Sun Cluster HA for Siebelのインストールの構成を確
認」

Sun Cluster HA for
Siebelの維持

323ページの「Sun Cluster HA for Siebelの維持」

Sun Cluster HA for
Siebel障害モニターの
理解

323ページの「Sun Cluster HA for Siebel障害モニターとは」

Sun Cluster HA for Siebelのインストー
ルと構成の計画
この節では、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成の計画に必要な情報に
ついて説明します。
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構成上の制約事項

注意 –これらの制約事項を守らなければ、データサービスの構成がサポートされない
可能性があります。

この節で説明する制約事項を使用して、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと
構成を計画します。この節では、Sun Cluster HA for Siebelに適用されるソフト
ウェアおよびハードウェアの構成上の制約について説明します。

すべてのデータサービスに適用される制約事項については、『Sun Cluster 3.1ご使用
にあたって』を参照してください。

� 高可用性機能は、Siebelゲートウェイおよび Siebelサーバーに提供されます。

� Siebelの実装により、Sun Clusterエージェントを実行するすべての物理ノードで
は、Resonateエージェントを実行できなくなります。Resonateと Sun Clusterは
同じ Siebelエンタープライズ内に共存できますが、同じ物理サーバー内には共存
できません。

構成要件

注意 –これらの要件を厳守しなければ、データサービスの構成がサポートされない可
能性があります。

この節で説明する要件を使用して、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成
を計画します。これらの要件は、Sun Cluster HA for Siebelのみに適用されます。Sun
Cluster HA for Siebelのインストールと構成を行う前に、これらの要件を満たす必要
があります。

すべてのデータサービスに適用される要件については、23ページの「データサービス
固有の要件の識別」を参照してください。

� 各 Siebelゲートウェイと各 Siebelサーバーを、それ独自の Siebelルート環境にイ
ンストールします (各インスタンスは、独自の siebenv.shファイルを持ちま
す)。これによって、各インスタンスがほかに依存しなくなるため、フェイルオー
バーや問題診断が容易になります。

� 複数の Siebelサーバーが Siebel Filesystemを使用する場合は、Siebel Filesystem
を広域ファイルシステムにインストールしてください。これにより、すべての
Siebelサーバーリソースが、クラスタ内の任意のノードから同じ Filesystemにア
クセスできるようになります。
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� Autostart機能は使用しないでください。Siebelゲートウェイまたは Siebelサー
バーのインストール時に、このパラメータの構成を問い合わせるプロンプトが表示
された場合は、Autostart=NOで構成してください。

標準のデータサービス構成
Sun Cluster HA for Siebelのインストールと構成を計画するときは、この節で説明す
る標準構成を使用します。Sun Cluster HA for Siebelは、この節で説明する標準構成
をサポートしています。Sun Cluster HA for Siebelは、このほかの構成もサポートし
ます。サポートされるほかの構成については、Sunサービスのプロバイダにお問い合
わせください。

309ページの「標準のデータサービス構成」は、Sun Cluster HA for Siebelを使用し
た場合の可能な構成を示しています。Siebelサーバーおよび Siebelゲートウェイは、
フェイルオーバーデータサービスとして構成されます。
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図 14–1標準の Siebel構成

構成計画の確認事項
この節で説明する確認事項を使用して、Sun Cluster HA for Siebelのインストールと
構成を計画します。これらの確認事項に対する答えを、『Sun Cluster 3.1ご使用にあ
たって』のデータサービスワークシートに記入します。

� Siebelゲートウェイおよび Siebelサーバーのリソースの論理ホスト名を確認しま
す。

� システム構成ファイルが存在する場所を確認します。

Siebelバイナリをローカルファイルシステムにインストールする場合とクラスタ
ファイルシステムにインストールする場合の長所と短所については、23ページ
の「アプリケーションバイナリの格納先の決定」を参照してください。
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ノードおよびディスクの準備
この節では、ノードおよびディスクを準備する手順について説明します。

� ノードの準備
次の手順を使用して、Siebelソフトウェアのインストールと構成用にノードを準備し
てください。

1. すべてのノードでスーパーユーザーになります。

2. /etc/nsswitch.confファイルを次のように構成します。これによって、スイッチ
オーバーやフェイルオーバーが起こったときに Sun Cluster HA for Siebelの起動と
停止が正しく行われます。

Sun Cluster HA for Siebelが動作する論理ホストをマスターできる各ノードで、次の
groupエントリのどれかを /etc/nsswitch.confファイルに指定します。

group:
group: files [NOTFOUND=return] nis

group: files [NOTFOUND=return] nisplus

Sun Cluster HA for Siebel は、サービスの起動、停止、および検証に su — user コマ
ンドを使用します。

クラスタノードのパブリックネットワークに障害が発生すると、ネットワーク情報
ネームサービスが使用不能になることがあります。groupに上のどれかのエントリが
追加されていると、su(1M)コマンドは、NIS/NIS+ネームサービスが使用できない場
合には、そのネットワーク情報ネームサービスを参照しません。

3. Siebel管理者のホームディレクトリを用意します。

4. 各ノードで、Siebel管理者グループのエントリを /etc/groupファイルに作成し、
グループへの登録が必要なユーザーをグループに追加します。

ヒント –次の例では、Siebel管理者グループの名前は siebelです。

グループ IDが Sun Cluster HA for Siebelを実行するすべてのノードで同じであるか
を確認します。

# siebel:*:521:siebel

グループエントリをネットワークネームサービスに作成することができます。その場
合には、ネットワークネームサービスに依存するのを避けるために、これらのエント
リをローカルの /etc/inet/hostsファイルにも追加します。

5. 各ノードで、Siebel管理者のエントリを作成します。
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ヒント –次の例では、Siebel管理者の名前は siebelです。

次のコマンドでは、/etc/passwdと /etc/shadowファイルを Siebel管理者のエン
トリで更新します。

# useradd -u 121 -g siebel -s /bin/ksh -d /Siebel-home siebel

Siebelユーザーエントリが、Sun Cluster HA for Siebelが動作するすべてのノードで
同じであることを確認してください。

6. Siebel管理者のデフォルトの環境に、Siebelデータベースにアクセスするための設定
が含まれていることを確認します。Siebelデータベースが Oracleの場合、次のエン
トリが.profileファイルに含まれている必要があります。

export ORACLE_HOME=/global/oracle/OraHome
export PATH=$PATH:$ORACLE_HOME/bin
export LD_LIBRARY_PATH=$ORACLE_HOME/lib:/usr/lib

export TNS_ADMIN=$ORACLE_HOME/network/admin
export ORACLE_SID=siebeldb

7. 論理ホスト名リソースおよび Siebelゲートウェイリソースを保持するフェイルオー
バーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g failover-rg [-h nodelist]

8. 論理ホスト名リソースを追加します。

論理ホスト名が、Siebelゲートウェイの siebenv.shファイルに設定されている
SIEBEL_GATEWAY環境変数の値および Siebelサーバーインストールと一致している
ことを確認します。

# scrgadm -a -L -g failover-rg -l logical_hostname

9. リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g failover-rg

10. 必須の各論理ホスト名に対して、手順 7から手順 9までを繰り返します。

Siebelアプリケーションのインストール
と構成
この節では、Siebelアプリケーションのインストールと構成手順について説明しま
す。Siebelアプリケーションをインストールするには、Siebelゲートウェイ、Siebel
サーバー、およびSiebelデータベースをインストールする必要があります。
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Siebelアプリケーションをインストールするには、構成に関する次の情報が必要で
す。

� ゲートウェイおよびサーバーのルートディレクトリ (インストールする場所)
� Siebelゲートウェイおよび Siebelサーバーの論理ホスト名 (個別にフェイルオー
バーする場合は、各 Siebelサーバーインスタンスごとに 1つの論理ホスト名が必
要)

これらのアドレスを構成し、オンラインにしなければなりません。

Siebelアプリケーションをインストールするには、次の節を参照してください。

� 313ページの「Siebelゲートウェイのインストール」
� 315ページの「Siebelサーバーと Siebelデータベースのインストール」

Siebelゲートウェイのインストール
Siebelゲートウェイは、広域ファイルシステムまたは物理ホストのローカルディスク
にインストールできます。Siebelゲートウェイをインストールするには、次の手順の
いずれかを参照してください。

� 313ページの「Siebelゲートウェイの広域ファイルシステムへのインストール」
� 314ページの「Siebelゲートウェイの物理ホストのローカルディスクへのインス
トール」

� Siebelゲートウェイの広域ファイルシステムへのインス
トール

次の手順を使用して、Siebelゲートウェイを広域ファイルシステムにインストールし
ます。Siebelゲートウェイを物理ホストのローカルディスクにインストールする場合
は、314ページの「Siebelゲートウェイの物理ホストのローカルディスクへのインス
トール」を参照してください。

Siebelゲートウェイを広域ファイルシステムにインストールする場合は、クラスタの
任意のノードから Siebelソフトウェアのインストールを 1回のみ実行します。

1. Siebelのインストールマニュアルおよび最新のリリースノートの説明に従って、
Siebelゲートウェイをインストールします。

Autostart機能は使用しないでください。このパラメータに関するプロンプトが表
示されたなら、Autostart=NOで構成してください。

2. siebenv.shファイルが gateway_root下にあり、Siebelゲートウェイを起動するユー
ザーが所有者であることを確認します。

3. SIEBEL_GATEWAYを論理ホスト名に変更します。この論理ホスト名は、gateway_root
下にある siebenv.shおよび siebenv.cshファイル内で Siebelゲートウェイ用に
指定されている名前です。
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4. Siebelゲートウェイを停止し、再起動して、ゲートウェイがその論理ホスト名を使用
していることを確認します。

� Siebelゲートウェイの物理ホストのローカルディスクへの
インストール

次の手順を使用して、Siebelゲートウェイを物理ホストのローカルディスクにインス
トールします。Siebelゲートウェイを広域ファイルシステムにインストールする場合
は、313ページの「Siebelゲートウェイの広域ファイルシステムへのインストール」
を参照してください。

注 – Siebelゲートウェイを物理ホストのローカルディスクにインストールするには、
ディレクトリ gateway_root/sysが高可用性でなければなりません (つまり、広域
ファイルシステムにインストールされている必要があります)。

1. Siebelのインストールマニュアルおよび最新のリリースノートの説明に従って、
Siebelゲートウェイをクラスタ内の 1つのノードにインストールします。

Autostart機能は使用しないでください。このパラメータに関するプロンプトが表
示されたなら、Autostart=NOで構成してください。

2. siebenv.shファイルが gateway_root下にあり、Siebelゲートウェイを起動するユー
ザーが所有者であることを確認します。

3. SIEBEL_GATEWAYを論理ホスト名に変更します。この論理ホスト名は、gateway_root
下にある siebenv.shおよび siebenv.cshファイル内でゲートウェイ用に指定さ
れている名前です。

4. Siebelゲートウェイを停止し、再起動して、ゲートウェイがその論理ホスト名を使用
していることを確認します。

5. gateway_root/sysを /global/siebel/sysに移動して、広域ファイルシステムへの
リンクをローカルファイルシステムから作成します。

# mv gateway_root/sys /global/siebel/sys

# ln -s /global/siebel/sys gateway_root/sys

6. クラスタ内の残りすべてのノードにインストールを複製します。

# rdist -c gateway_root hostname:gateway_root

7. Siebelゲートウェイインストールで、ファイルとディレクトリの所有権およびアクセ
ス許可が、クラスタのすべてのノードで同じであることを確認します。

8. クラスタ内の各ノードに対して、リンクの所有権を適切な Siebelユーザーに変更しま
す。

# chown -h siebel:siebel gateway_root/sys
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9. Siebelユーザーになって、ゲートウェイが正常にインストールされ、構成されている
ことを確認します。以下のコマンドがバージョン文字列を返すことを確認します。

# srvredit -q -g SIEBEL_GATEWAY -e none -z -c ’$Gateway.VersionString’

Siebelサーバーと Siebelデータベースのインス
トール
Siebelサーバーは、広域ファイルシステムまたは物理ホストのローカルディスクにイ
ンストールできます。Siebelサーバーをインストールし、Siebelサーバーと Siebel
データベースを構成するには、次の手順のいずれかを参照してください。

� 315ページの「Siebelサーバーと Siebelデータベースの広域ファイルシステムへの
インストール」

� 316ページの「Siebelサーバーと Siebelデータベースの物理ホストのローカル
ディスクへのインストール」

� Siebelサーバーと Siebelデータベースの広域ファイルシス
テムへのインストール

次の手順を使用して、広域ファイルシステムに Siebelサーバーをインストールして、
Siebelサーバーと Siebelデータベースを構成します。Siebelサーバーを物理ホストの
ローカルディスクにインストールする場合は、316ページの「Siebelサーバーと
Siebelデータベースの物理ホストのローカルディスクへのインストール」を参照して
ください。

Siebelサーバーを広域ファイルシステムにインストールする場合は、クラスタの任意
のノードからソフトウェアのインストールを 1回のみ実行します。

1. Siebelのインストールマニュアルおよび最新のリリースノートの説明に従って、
Siebelサーバーをインストールします。

Autostart機能は使用しないでください。このパラメータに関するプロンプトが表
示されたなら、Autostart=NOで構成してください。

ゲートウェイホスト名を問い合わせるプロンプトが表示されたなら、Siebelゲート
ウェイの論理ホスト名を入力してください。

2. siebenv.shファイルが server_root下にあり、Siebelサーバーを起動するユーザーが
所有者であることを確認します。

3. HA Oracleなどのデータベースが Siebel用に構成されており、そのデータベースが
オンラインであることを確認します。

4. Siebelのマニュアルを使用して、Siebelデータベースの構成と生成を行います。

ODBCデータソースを作成する場合は (dbsrvr_config.kshスクリプトを使用)、
名前を siebsrvr_siebel_enterpriseにします。
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5. Sun Cluster HA for Siebel障害モニターが使用するデータベースに対する接続許可を
持つデータベースユーザー (たとえば、dbuser/dbpassword)を作成します。

6. Siebelサーバーを起動するユーザーでログインし、手動で Siebelサーバーを起動し
ます。

7. srvrmgrを実行して、HOSTパラメータを Siebelサーバーの論理ホスト名に変更し
ます。

# srvrmgr:hasiebel> change param Host=logical-hostname for server hasiebel

注 –この変更は、Siebelサーバーが Sun Clusterの制御下で起動された場合に有効に
なります。

� Siebelサーバーと Siebelデータベースの物理ホストのロー
カルディスクへのインストール

次の手順を使用して、物理ホストのローカルディスクに Siebelサーバーをインストー
ルして、Siebelサーバーと Siebelデータベースを構成します。Siebelサーバーを広域
ファイルシステムにインストールする場合は、315ページの「Siebelサーバーと
Siebelデータベースの広域ファイルシステムへのインストール」を参照してくださ
い。

Siebelサーバーを物理ホストのローカルディスクにインストールする場合は、クラス
タ内の 1つのノードにインストールします。

1. Siebelのインストールマニュアルおよび最新のリリースノートの説明に従って、
Siebelサーバーをインストールします。

Autostart機能は使用しないでください。このパラメータに関するプロンプトが表
示されたなら、Autostart=NOで構成してください。

ゲートウェイホスト名を問い合わせるプロンプトが表示されたなら、Siebelゲート
ウェイの論理ホスト名を入力してください。

2. siebenv.shファイルが server_root下にあり、Siebelサーバーを起動するユーザーが
所有者であることを確認してます。

3. HA Oracleなどのデータベースが Siebel用に構成されており、そのデータベースが
オンラインであることを確認します。

4. Siebelのマニュアルを使用して、Siebelデータベースの構成と生成を行います。

ODBCデータソースを作成する場合は(dbsrvr_config.kshスクリプトを使用)、名
前を siebsrvr_siebel_enterpriseにします。

5. Sun Cluster HA for Siebel障害モニターが使用するデータベースに対する接続許可を
持つデータベースユーザー (たとえば、dbuser/dbpassword)を作成します。
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6. Siebelサーバーを起動するユーザーでログインし、手動で Siebelサーバーを起動し
ます。

7. srvrmgrを実行して、HOSTパラメータを Siebelサーバーの論理ホスト名に変更し
ます。

srvrmgr:hasiebel> change param Host=logical-hostname for server hasiebel

注 –この変更は、Siebelサーバーが Sun Clusterの制御下で起動された場合に有効に
なります。

8. クラスタ内の残りすべてのノードにインストールを複製します。

# rdist -c server_root hostname:server_root

9. Siebelゲートウェイインストールのファイルとディレクトリの所有権およびアクセス
許可が、クラスタのすべてのノードで同じであることを確認します。

Siebelのインストールと構成の確認
この節では、Siebelのインストールと構成を確認する手順について説明します。

� Siebelのインストールと構成の確認
次の手順を使用して、Siebelゲートウェイ、Siebelサーバー、および Siebelデータ
ベースのインストールと構成を確認します。この手順では、まだデータサービスをイ
ンストールしていないため、アプリケーションが高可用性であることの確認は行いま
せん。

1. オンラインにするリソースのノード上で、論理ホスト名がオンラインになっているこ
とを確認します。

2. Siebelゲートウェイを起動するユーザーでログインし、手動で Siebelゲートウェイ
を起動します。

3. Siebelサーバーを起動するユーザーでログインし、手動で Siebelサーバーを起動し
ます。

4. odbcsqlを使用して、Siebelデータベースに対する接続性を確認します。

# odbcsql /s siebsrvr_siebel_enterprise /u dbuser /p dbpassword

5. srvrmgr で list servers サブコマンドを実行します。
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Siebelサーバーの HOST_NAMEパラメータは、物理ホスト名を表示します。Siebel
サーバーを高可用性になるように構成した後、HOST_NAMEパラメータは Siebelサー
バーの論理ホスト名を表示します。

6. Siebel専用のクライアントおよびサポートされるシンクライアント (ブラウザ)を使用
して、営業やコールセンターなどさまざまな Siebelユーザーセッションを検査しま
す。

7. Siebelサーバーを起動したユーザーでログインし、手動で Siebelサーバーを停止し
ます。

8. Siebelゲートウェイを起動したユーザーでログインし、手動で Siebelゲートウェイ
を停止します。

Sun Cluster HA for Siebelパッケージの
インストール
この節では、Sun Cluster HA for Siebelパッケージのインストール手順について説明
します。

� Sun Cluster HA for Siebelパッケージのインストー
ル
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for Siebelパッケージをインストールします。
この手順を実行するには、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。この手順では、
Sun Clusterの初期インストール時にデータサービスパッケージがインストールされて
いないことを前提としています。

1. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションは指定せずに、scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが表
示されます。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパスを指定します。

このユーティリティーには、この CD-ROMは “data services cd”と示されます。

5. インストールするデータサービスを指定します。
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選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選択
内容の確認が求められます。

6. scinstallユーティリティーを終了します。

7. ドライブから CD-ROMを取り出します。

Sun Cluster HA for Siebelの登録と構成
この節では、Sun Cluster HA for Siebelを構成する手順について説明します。

Sun Cluster HA for Siebel拡張プロパティ
表 14–3と表 14–4の拡張プロパティを使用して、リソースを作成します。リソースを
作成するときは、コマンド scrgadm -x parameter-value を使用して、拡張プロ
パティを構成します。すでにリソースを作成してある場合は、第 15章の手順を使用
して拡張プロパティを構成してください。拡張プロパティの中には動的に変更できる
ものもありますが、それ以外の拡張プロパティは、リソースを作成するか無効にする
ときにしか更新できません。「調整」の欄には、そのプロパティをいつ変更できるか
が示されています。Sun Clusterの全プロパティの詳細は、付録Aを参照してくださ
い。

� Sun Cluster HA for Siebelの登録と構成 (フェイル
オーバーデータサービス)
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for Siebelをフェイルオーバーデータサービス
として構成します。この手順では、Sun Clusterの初期インストール時にデータサービ
スパッケージがインストール済みであることを前提としています。Sun Clusterの初
期インストール時に Sun Cluster HA for Siebelパッケージをインストールしていない
場合は、318ページの「Sun Cluster HA for Siebelパッケージのインストール」に進
み、データサービスパッケージをインストールしてください。それ以外の場合は、こ
の手順を使用して Sun Cluster HA for Siebelを構成します。

1. アプリケーションサーバーを格納するクラスタノードの 1つでスーパーユーザーにな
ります。

2. Siebelゲートウェイのリソースタイプを追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.sblgtwy

3. 論理ホスト名リソースおよび Siebelゲートウェイリソースを保持するフェイルオー
バーリソースグループを作成します。
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注 –リソースグループが作成済みの場合は、論理ホスト名リソースを追加し、311
311ページの「ノードの準備」の手順を完了した後でリソースグループをオンライン
にします。手順 6に進みます。

# scrgadm -a -g gateway-rg [-h nodelist]

4. 論理ホスト名リソースを追加します。

論理ホスト名が、Siebelゲートウェイの siebenv.shファイルに設定されている
SIEBEL_GATEWAY環境変数の値および Siebelサーバーインストールと一致している
ことを確認します。

# scrgadm -a -L -g gateway-rg -l logical_hostname

5. リソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g gateway-rg

6. siebenv.shファイルが gateway_root下にあることを確認します。

Siebelゲートウェイリソースがオンラインのとき、このファイルの所有者が Siebel
ゲートウェイサーバーを起動します。

7. Siebelゲートウェイリソースを作成します。

# scrgadm -a -j sblgtwy-rs -g gateway-rg \
-t SUNW.sblgtwy \

-x Confdir_list=gateway_root

8. Siebelゲートウェイリソースを有効にします。

# scswitch -e -j sblgtwy-rs

9. scstat —g および ps —ef を使用して、Siebel リソースグループと Siebel ゲート
ウェイリソースがオンラインであることを確認します。

� Siebelサーバーの登録と構成
1. Siebelサーバーのリソースタイプを追加します。

# scrgadm -a -t SUNW.sblsrvr

2. 論理ホスト名リソースおよび Siebelサーバーリソースを保持するフェイルオーバーリ
ソースグループを作成します。
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注 –リソースグループが作成済みの場合は、論理ホスト名リソースを追加し、311
311ページの「ノードの準備」の手順を完了した後でリソースグループをオンライン
にします。手順 5に進みます。

# scrgadm -a -g siebel-rg [-h nodelist]

3. 論理ホスト名リソースを追加します。

この論理ホスト名は、Siebelサーバーの HOST_NAMEパラメータの値と一致します。

# scrgadm -a -L -g siebel-rg -l logical-hostname

4. リソースグループをオンラインにします。

次のコマンドは、優先ノード上のリソースグループをオンラインにします。

# scswitch -Z -g siebel-rg

5. siebenv.shファイルが server_root下にあることを確認します。

6. scsblconfigという名前のファイルを server_rootの下に作成します。このファイル
は、siebenv.shの所有者が所有します。

Siebelサーバーがローカルにインストールされた場合は、すべてのノードの
server_root下に scsblconfigファイルを作成します。

セキュリティ上、このファイルの読み取り許可は、所有者のみに付与します。

# cd server_root
# touch scsblconfig
# chown siebel:siebel scsblconfig

# chmod 400 scsblconfig

7. Sun Cluster HA for Siebel障害モニターが使用するデータベースに対する接続許可を
持つデータベースユーザー (たとえば、dbuser/dbuserpassword)を選択します。

8. srvrmgrで compgrpsコマンドの実行許可を持つほかの Siebelデータベースユー
ザー (たとえば、sadmin/sadminpassword)を選択します。

9. 次のエントリを sbsblconfigファイルに追加します。

export DBUSR=dbuser
export DBPWD=dbuserpassword
export SADMUSR=sadmin
export SADMPWD=sadminpassword

10. Siebelサーバーリソースを作成します。

# scrgadm -a -j sblsrvr-rs -g siebel-rg \
-t SUNW.sblsrvr \
-x Confdir_list=server_root \
-x siebel_enterprise=siebel enterprise name \

-x siebel_server=siebel server name
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注意 – siebel_enterpriseまたは siebel_serverに不正な値を入力すると、妥
当性検査中にエラーが表示されません。したがって、エラーが表示されないまま、リ
ソースの起動に失敗します。siebel_enterpriseが正しくない場合、validate
メソッドはデータベースの接続性を確認できないため、警告のみが表示されることに
なります。

11. Siebelサーバーリソースを有効にします。

# scswitch -e -j sblsrvr-rs

12. scstat –g および ps –ef コマンドを使用して、リソースグループと Siebel サー
バーリソースがオンラインであることを確認します。

Sun Cluster HA for Siebelのインストー
ルと構成の確認
この節では、データサービスが正しくインストールされ構成されていることを確認す
る手順を説明します。

� Sun Cluster HA for Siebelのインストールの構成を
確認
次の手順を使用して、Sun Cluster HA for Siebelが正しくインストールされ構成され
ていることを確認します。

1. Siebelデータベース、Siebelゲートウェイ、および Siebelサーバーリソースをクラ
スタ上でオンラインにします。

2. Siebelサーバーがオンラインになっているノードにログオンします。

3. 障害モニター機能が正常に動作していることを確認します。

4. srvrmgr を起動し、サブコマンドの list compgrps を実行します。

5. 必須の Siebelコンポーネントが有効になっていることを確認します。

6. サポートされているシンクライアント (ブラウザ)を使用して Siebelに接続し、
セッションを実行します。

7. rootユーザーで、Siebelサーバーリソースグループを別のノードに切り替えます。
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# scswitch -z -g siebel-rg -h node2

8. Siebelサーバーリソースが動作する各潜在ノードに対して、手順 4、手順 5、および
手順 6を繰り返します。

9. ルートユーザーで、Siebelゲートウェイリソースグループを別のノードに切り替えま
す。

# scswitch -z -g gateway-rg -h node2

Sun Cluster HA for Siebelの維持
この節では、Sun Cluster HA for Siebelを維持するためのガイドラインを示します。

� Siebelリソースを維持するには、次のいずれかのコマンドを使用して、Siebelリ
ソースを無効にするか、Siebelリソースグループを非管理状態にする必要がありま
す。

� scswitch —n —j resource
� scswitch —u —g resource_group

� Siebelリソースを起動するには、Siebelリソースを手動で起動する前に、そのリ
ソースを無効にします。ただし、論理ホスト名はオンラインのまま維持します。

注意 – Siebelリソースの無効化を行わず、かつリソースグループを非管理状態にしな
いで Siebelサーバーを手動で起動した場合、Siebelリソースの起動メソッドは、Sun
Clusterの制御下でリソースの起動が試行されているノード上のサービスを「リ
セット」する可能性があります。したがって、予期されていない結果が生じます。

Sun Cluster HA for Siebel障害モニター
とは
この節の情報を使用して、Sun Cluster HA for Siebel障害モニターについて理解して
ください。

この節では、次の内容について説明します。

� Sun Cluster HA for Siebel障害モニターの検証アルゴリズムまたは機能性
� 検証の失敗に関連する状況、メッセージ、回復アクション
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� 検証の成功に関連する状況およびメッセージ

Sun Cluster HA for Siebelは、ゲートウェイ障害モニターとサーバー障害モニターの 2
つの障害モニターを提供します。各障害モニターについては、以降の節で説明しま
す。

拡張プロパティ
Sun Cluster HA for Siebel障害モニターは、次の拡張プロパティを使用します。これ
らの拡張プロパティは調整できます。拡張プロパティの検討や設定については、319
319ページの「Sun Cluster HA for Siebel拡張プロパティ」を参照してください。

表 14–3 Sun Cluster HA for Siebel (SUNW.sblgtwy)拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_list
(文字列配列)

Siebelゲートウェイのルートディレクトリの場所

デフォルト:なし

調整:作成時

表 14–4 Sun Cluster HA for Siebel SUNW.sblsrvr拡張プロパティ

名前/データタイプ 説明

Confdir_list
(文字列配列)

Siebelサーバーのルートディレクトリの場所

デフォルト:なし

調整:作成時

siebel_enterprise (文字
列)

Siebel Enterprise名

デフォルト:なし

調整:作成時

siebel_serves (文字列) Siebelサーバー名

デフォルト:なし

調整:作成時

アルゴリズムと機能性の検証

Siebelゲートウェイ障害モニター
Siebelゲートウェイ障害モニターは、Siebelゲートウェイプロセスを監視します。
Siebelゲートウェイプロセスが終了している場合、障害モニターはそれを再起動する
か、別のノードにフェイルオーバーします。
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Siebelサーバー障害モニター
Siebelサーバー障害モニターは、 thorough_probe_intervalで指定した秒ごとに
次の操作を行います。

Siebelデータベースの監視
Siebelデータベースに障害が生じると、Siebelサーバーの状態は、DEGRADEDと
マークされます。Siebelデータベースが再起動されると、 Siebelサーバーリソース
の検証機能は、Siebelサーバーが機能していることの確認を試行します。この試行
に失敗した場合、Siebelサーバーは再起動されるか、または別のノードにフェイル
オーバーされます。

また、STARTメソッドを実行したときに利用可能でなかった Siebelデータベース
が利用可能になった場合も、障害モニターは Siebelサーバーを起動します。

Siebelゲートウェイの監視
Siebelゲートウェイに障害が生じると、 Siebelサーバーの状態は、DEGRADEDと
マークされます。Siebelゲートウェイが再び再起動されると、 Siebelサーバーリ
ソースの検証機能は、Siebelサーバーが機能していることの確認を試行します。こ
の試行に失敗した場合、Siebelサーバーは再起動されるか、または別のノードに
フェイルオーバーされます。

また、STARTメソッドを実行したときに利用可能でなかった Siebelゲートウェイ
が利用可能になった場合も、障害モニターは Siebelサーバーを起動します。

Siebelサーバーとそのすべての有効化されているコンポーネントの監視
Siebelサーバーに障害が生じると、再起動されるか、またはフェイルオーバーされ
ます。Siebelコンポーネントのどれかで障害が生じると、部分 (10%)障害がフレー
ムワークに報告されます。現状では、コンポーネント障害は、Siebelインストール
の英語版でのみ検出可能です。
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第 15章

データサービスリソースの管理

この章では、scrgadm(1M)を使って、クラスタ内のリソースや、リソースグルー
プ、リソースタイプを管理する手順を説明します。手順を実行するその他のツールに
ついては、31ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」を参照
してください。

この章の内容は次のとおりです。

� 331ページの「リソースタイプの登録」
� 332ページの「リソースタイプのアップグレードのインストールと登録」
� 333ページの「既存のリソースの新しいバージョンのリソースタイプへの移行」
� 337ページの「フェイルオーバーリソースグループの作成」
� 338ページの「スケーラブルリソースグループの作成」
� 341ページの「論理ホスト名リソースのリソースグループへの追加」
� 342ページの「共有アドレスリソースのリソースグループへの追加」
� 344ページの「フェイルオーバーアプリケーションリソースのリソースグループへ
の追加」

� 346ページの「スケーラブルアプリケーションリソースのリソースグループへの追
加」

� 348ページの「リソースグループのオンライン化」
� 350ページの「リソース障害モニターの無効化」
� 350ページの「リソース障害モニターの有効化」
� 351ページの「リソースタイプの削除」
� 352ページの「リソースグループの削除」
� 354ページの「リソースの削除」
� 355ページの「リソースグループの主ノードへの切り替え」
� 356ページの「リソースの無効化とリソースグループの UNMANAGED状態への移
行」

� 358ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リソース構成情報の表示」
� 359ページの「リソースタイププロパティの変更」
� 360ページの「リソースグループプロパティの変更」
� 361ページの「リソースプロパティの変更」
� 362ページの「リソースの STOP_FAILEDエラーフラグの消去」
� 364ページの「登録済みのリソースタイプの再登録」
� 365ページの「リソースグループへのノードの追加」
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� 368ページの「リソースグループからのノードの削除」
� 373ページの「新しいリソース用の HAStorageリソースタイプの設定」
� 375ページの「既存のリソース用の HAStorageリソースタイプの設定」
� 376ページの「HAStoragePlusリソースタイプの設定」
� 379ページの「RGOffloadリソースの設定」

リソースタイプ、リソースグループ、リソースの概念については、第 1章と『Sun
Cluster 3.1の概念』を参照してください。

データサービスリソースの管理
表 15–1に、データサービスリソースの管理作業を説明している節を示します。

表 15–1作業マップ:データサービスの管理

作業 参照箇所

リソースタイプの登録 331ページの「リソースタイプの登録」

リソースタイプのアップグレード 333ページの「既存のリソースの新しいバージョンのリ
ソースタイプへの移行」

332ページの「リソースタイプのアップグレードのイン
ストールと登録」

フェイルオーバーリソースグループ
とスケーラブルリソースグループの
作成

337ページの「フェイルオーバーリソースグループの作
成」

338ページの「スケーラブルリソースグループの作成」

論理ホスト名または共有アドレス、
データサービスリソースのリソース
グループへの追加

341ページの「論理ホスト名リソースのリソースグルー
プへの追加」

342ページの「共有アドレスリソースのリソースグルー
プへの追加」

344ページの「フェイルオーバーアプリケーションリ
ソースのリソースグループへの追加」

346ページの「スケーラブルアプリケーションリソース
のリソースグループへの追加」

リソースとリソースモニターの有効
化、リソースグループの管理、リ
ソースグループおよび関連するリ
ソースのオンライン化

348ページの「リソースグループのオンライン化」
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表 15–1作業マップ:データサービスの管理 (続き)
作業 参照箇所

リソース自体とは関係なく、リソー
スモニターだけを無効化または有効
化

350ページの「リソース障害モニターの無効化」

350ページの「リソース障害モニターの有効化」

クラスタからのリソースタイプの削
除

351ページの「リソースタイプの削除」

クラスタからのリソースグループの
削除

352ページの「リソースグループの削除」

リソースグループからのリソースの
削除

354ページの「リソースの削除」

リソースグループの主ノードへの切
り替え

355ページの「リソースグループの主ノードへの切り替
え」

リソースの無効化、そのリソースグ
ループの UNMANAGED状態への移行

356ページの「リソースの無効化とリソースグループの
UNMANAGED状態への移行」

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソース構成情報の表示

358ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成情報の表示」

リソースタイプ、リソースグルー
プ、リソースプロパティの変更

359ページの「リソースタイププロパティの変更」

360ページの「リソースグループプロパティの変更」

361ページの「リソースプロパティの変更」

失敗した Resource Group Manager
(RGM)プロセスのエラーフラグの消
去

362ページの「リソースの STOP_FAILEDエラーフラグ
の消去」

組み込みリソースタイプ
LogicalHostnameおよび
SharedAddressの再登録

364ページの「登録済みのリソースタイプの再登録」

ネットワークリソースのネットワー
クインタフェース IDリストの更新
と、リソースグループのノードリス
トの更新

365ページの「リソースグループへのノードの追加」

リソースグループからのノードの削
除

368ページの「リソースグループからのノードの削除」

リソースグループへの HAStorage
または HAStoragePlusの設定、お
よびこれらのリソースグループと
ディスクデバイスグループ間での起
動の同期

373ページの「新しいリソース用の HAStorageリソー
スタイプの設定」
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表 15–1作業マップ:データサービスの管理 (続き)
作業 参照箇所

HAStoragePlusの設定、ディスク
の I/Oに非常に負荷のかかるフェイ
ルオーバーデータサービスのための
高可用性ローカルファイルシステム
の有効化

376ページの「HAStoragePlusリソースタイプの設
定」

重要なデータサービス用にノードを
自動解放するようリソースタイプを
構成

379ページの「RGOffloadリソースの設定」

注 –この章の各手順では scrgadm(1M)コマンドを使って作業を行いますが、これ以
外のツールを使ってリソースを管理することもできます。その方法については、31
31ページの「データサービスリソースを管理するためのツール」を参照してくださ
い。

Sun Clusterデータサービスの構成と管
理
Sun Clusterの構成は、複数の手順から成る単一の作業です。これらの手順により次の
作業を実行できます。

� リソースタイプの登録
� リソースタイプのアップグレード
� リソースグループの作成
� リソースグループへのリソースの追加
� リソースのオンライン化

データサービスの構成を変更するには、初期構成が終わった後で次の各手順を使用し
ます。たとえば、リソースタイプ、リソースグループ、およびリソースプロパティを
変更する場合は、 359ページの「リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロ
パティの変更」へ進んでください。
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リソースタイプの登録
リソースタイプは、指定されたタイプのすべてのリソースに適用される共通のプロパ
ティとコールバックメソッドの仕様を提供します。リソースタイプは、そのタイプの
リソースを作成する前に登録する必要があります。リソースタイプについての詳細
は、第 1章を参照してください。

� リソースタイプの登録
この手順を実行するには、登録するリソースタイプに、データサービス名の略語で名
前をつける必要があります。この名前は、データサービスのライセンス証明書に示さ
れている名前に対応付ける必要があります。名前とライセンス証明書中の名前の対応
については『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』を参照してください。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t resource-type

-a 指定したリソースタイプを追加します。

-t resource-type 追加するリソースタイプの名前を指定します。既定名から指定す
る場合は、『Sun Cluster 3.1ご使用にあたって』を参照してくださ
い。

3. 登録されたリソースタイプを確認します。

# scrgadm -pv -t resource-type

例 –リソースタイプの登録
次に、Sun Cluster HA for Sun ONE Web Server (内部名 iws)を登録する例を示しま
す。

# scrgadm -a -t SUNW.iws
# scrgadm -pv -t SUNW.iws
Res Type name: SUNW.iws
(SUNW.iws) Res Type description: None registered
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(SUNW.iws) Res Type base directory: /opt/SUNWschtt/bin
(SUNW.iws) Res Type single instance: False
(SUNW.iws) Res Type init nodes: All potential masters
(SUNW.iws) Res Type failover: False
(SUNW.iws) Res Type version: 1.0
(SUNW.iws) Res Type API version: 2
(SUNW.iws) Res Type installed on nodes: All

(SUNW.iws) Res Type packages: SUNWschtt

次に進む手順
リソースタイプを登録したあと、リソースグループを作成し、リソースをそのリソー
スグループに追加できます。詳細については、337ページの「リソースグループの作
成」を参照してください。

リソースタイプのアップグレード
新しいバージョンのリソースタイプがリリースされると、アップグレードされたリ
ソースタイプのインストールと登録をしたくなるでしょう。また、既存のリソースを
新しいバージョンのリソースタイプにアップグレードしたくなるかもしれません。こ
の節の次の手順では、アップグレードされたリソースタイプをインストールして登録
する方法、および既存のリソースを新しいバージョンのリソースタイプにアップグ
レードする方法について説明します。

� 332ページの「リソースタイプのアップグレードのインストールと登録」
� 333ページの「既存のリソースの新しいバージョンのリソースタイプへの移行」

� リソースタイプのアップグレードのインストール
と登録
この手順は、scsetupの Resource Groupオプションを使用して実行することもでき
ます。scsetupについては、scsetup(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

1. すべてのクラスタノードに、そのリソースタイプのアップグレードパッケージをイン
ストールします。
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注 –リソースタイプのアップグレードパッケージがすべてのノードにインストールさ
れていない場合は、追加手順を実行する必要があります (手順 3)。

リソースタイプのアップグレードパッケージをインストールするために、ノードを非
クラスタモードで起動する必要があるかどうかについては、アップグレードに関する
マニュアルを参照してください。停止時間を無くすためには、ローリングアップグ
レード方式で一度に一ノードづつ新しいパッケージを追加します。つまり、対象ノー
ドを非クラスタモードで起動し、別のノードはクラスタモードにしておきます。

2. 新しいバージョンのリソースタイプを登録します。

scrgadm -a -t resource_type -f path_to_new_RTR_file

新しいリソースタイプは、次の書式の名前になります。

vendor_id.rtname:version

scrgadm —p または scrgadm —pv (詳細形式で表示) を使用して、新しく登録したリ
ソースタイプを表示します。

3. 新しいリソースタイプをすべてのノードにインストールしない場合、それが実際にイ
ンストールされるノードに Installed_nodesプロパティを設定します。

scrgadm -c -t resource_type -h installed_node_list

リソースタイプの新しいバージョンは、次の点において以前のバージョンと異なる可
能性があります。

� リソースタイププロパティの設定が変更されている可能性があります

� 標準および拡張プロパティを含む、宣言されたリソースプロパティのセットが変更
されている可能性があります

� リソースプロパティの属性 (default、min、max、arraymin、arraymax、
tunability)が変更されている可能性があります

� 宣言されたメソッドのセットが異なる

� メソッドおよびモニターの実装が変更されている可能性があります

� 既存のリソースの新しいバージョンのリソースタ
イプへの移行
この手順は、scsetupの Resource Groupオプションを使用して実行することもでき
ます。scsetupについては、scsetup(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。
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既存のリソースタイプのバージョン、および新しいバージョンの変更点により、新し
いバージョンへの移行方法が決定されます。リソースタイプのアップグレードに関す
るマニュアルに、移行が可能かどうかが記載されていることでしょう。移行がサポー
トされない場合は、そのリソースを削除してアップグレードバージョンの新しいリ
ソースで置き換えるか、そのリソースを古いバージョンのリソースタイプのままで維
持します。

既存のリソースを移行すると、次の値が変わるかもしれません。

デフォルトのプロパティ値
リソースタイプのアップグレードバージョンが、デフォルト値を持つプロパティに
対して新しいデフォルト値を宣言する場合、新しいデフォルト値が既存のリソース
によって継承されます。

新しいリソースタイプバージョンの VALIDATEメソッドは、既存のプロパティ設
定が適切かどうかを検査します。設定が適切でない場合は、既存リソースのプロパ
ティを編集して適切な値にしてください。プロパティを編集するには、手順 3を参
照してください。

リソースタイプ名
RTRファイルには、次のプロパティが含まれており、リソースタイプの完全修飾名
の形成に使用されます。

� Vendor_id
� Resource_type
� RT_Version

リソースタイプのアップグレードバージョンを登録する場合、
vendor_id.rtname:versionという名前で格納されます。新しいバージョンに
移行されたリソースは、上に示したプロパティから構成される、新しい Typeプロ
パティを持ちます。

リソースの type_versionプロパティ
標準のリソースプロパティ Type_versionは、リソースタイプの RT_Versionプ
ロパティを格納します。Type_Versionプロパティは RTRファイルに含まれませ
ん。次のコマンドを使用して、Type_Versionプロパティを編集します。

scrgadm -c -j resource -y Type_version=new_version

1. 既存リソースをそのリソースタイプの新しいバージョンに移行する前に、新しいリ
ソースタイプに付属するアップグレードマニュアルを読んで、移行が実施できるかど
うかを判断してください。

そのマニュアルには、移行をいつ行うべきかも示されるでしょう。

� 任意の時点
� リソースが監視されていないとき
� リソースがオフラインのとき
� リソースが無効になっている時
� リソースグループが管理されていないとき

移行がサポートされない場合は、そのリソースを削除しアップグレードバージョンの
新しいリソースで置き換えるか、そのリソースを古いバージョンのリソースタイプの
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ままで維持します。

2. 移行するリソースタイプの各リソースごとに、リソースまたはそのリソースグループ
の状態をアップグレードマニュアルに示されている適切な状態に変更します。

たとえば、リソースを非管理状態にする場合は、次のように変更します。

scswitch -M -n -j resource

リソースをオフラインにするには、次のように変更します。

scswitch -n -j resource

リソースを無効化する場合は、次のように変更します。

scswitch -n -j resource

リソースグループを非管理状態にする場合は、次のように変更します。

scsswitch -n -j resource-group
scswitch -F -g resource_group
scswitch -u -g resource_group

3. 移行するリソースタイプの各リソースごとにリソースを編集して、その
Type_versionプロパティを新しいバージョンに変更します。

scrgadm -c -j resource -y Type_version=new_version \

-x extension_property=new_value -y extension_property=new_value

必要に応じて、同じリソースの別のプロパティを適切な値で編集します。同じコマン
ドを使用して、コマンド行に—xと—yオプションのいずれかまたは両方を追加しま
す。

4. 手順 2で入力したコマンドとは逆の操作を行うコマンドを実行して、リソースまたは
リソースグループを前の状態に戻します。

たとえば、リソースを再び監視状態にするには、次のように入力します。

scswitch -M -e -j resource

リソースを再び有効状態にするには、次のように入力します。

scswitch -e -j resource

リソースグループを管理状態でオンラインにするには、次のように入力します。

scswitch -o -g resource_group
scswitch -Z -g resource_group

例 1 –既存のリソースを新しいバージョンのリソースタイ
プに移行する
この例では、既存リソースを新しいバージョンのリソースタイプに移行する方法を示
します。新しいリソースタイプパッケージに含まれるメソッドは、新しいパスの場所
にあります。メソッドはインストール時に上書きされないため、アップグレードされ
たリソースタイプがインストールされるまで、そのリソースを無効にする必要はあり
ません。
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この実例では、次の前提に基づいています。

� 新しいリソースタイプのバージョンは 2.0です。

� 以前のバージョンの調整状態は、“when_offline”です。

� リソース名は、“myresource”です。

� リソースタイプ名は、“myrt”です。

� 新しい RTRファイルは、/opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrtにあります。

� 移行されるリソースに対する依存関係はありません。

� 移行されるリソースはオフラインにできます (それに含まれるリソースグループは
オンラインのまま)。

(ベンダの指示に従い、すべてのノードに新しいパッケージをインストールする)
# scrgadm -a -t myrt -f /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrt
# scswitch -n -j myresource
# scrgadm -c -j myresource -y Type_version=2.0

# scswitch -e -j myresource

例 2 –既存のリソースの新しいバージョンのリソースタイ
プへの移行
この例では、既存リソースを新しいバージョンのリソースタイプに移行する方法を示
します。新しいリソースタイプパッケージは、モニターファイルと RTRファイルのみ
を含みます。モニターファイルはインストール時に上書きされるため、アップグレー
ドされたリソースタイプをインストールする前に、リソースを無効化する必要があり
ます。

この実例では、次の前提に基づいています。

� 新しいリソースタイプのバージョンは 2.0です。
� 以前のバージョンの調整状態は、“when_unmonitored”です。
� リソース名は、“myresource”です。
� リソースタイプ名は、“myrt”です。
� 新しい RTRファイルは、/opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrtにあります。

# scswitch -M -n -j myresource
(ベンダの指示に従って、新しいパッケージをインストールする)
# scrgadm -a -t myrt -f /opt/XYZmyrt/etc/XYZ.myrt
# scrgadm -c -j myresource -y Type_version=2.0

# scswitch -M -e -j myresource
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リソースグループの作成
リソースグループには、一連のリソースが含まれており、これらすべてのリソースは
指定のノードまたはノード群で共にオンラインまたはオフラインになります。リソー
スを配置する前に、空のリソースグループを作成します。

リソースグループには、フェイルオーバーとスケーラブルの 2つの種類があります。
フェイルオーバーリソースグループの場合、同時にオンラインにできるのは 1つの
ノードでのみです。一方、スケーラブルリソースグループの場合は、同時に複数の
ノードでオンラインにできます。

次の手順では、scrgadm(1M)コマンドを使ってデータサービスの登録と構成を行い
ます。

リソースグループの概念情報については、このマニュアルの第 1章と『Sun Cluster 3.1
の概念』を参照してください。

� フェイルオーバーリソースグループの作成
フェイルオーバーリソースグループは、ネットワークアドレス (組み込みリソースタ
イプの LogicalHostnameや SharedAddressなど)と、フェイルオーバーリソース
(フェイルオーバーデータサービスのためのデータサービスアプリケーションリソース
など)を含みます。ネットワークリソースは、データサービスがフェイルオーバーま
たはスイッチオーバーする場合に、依存するデータサービスリソースと共に、クラス
タノード間を移動します。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group [-h nodelist]

-a 指定したリソースグループを追加します。

-g resource-group 追加するフェイルオーバーリソースグループの名前を指定しま
す。任意の名前の先頭文字はASCIIにする必要があります。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードの順位リストを指
定します (省略可能)。このリストを指定しない場合は、デフォル
トでクラスタ内のすべてのノードになります。
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3. リソースグループが作成されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –フェイルオーバーリソースグループの作成
次に、 2つのノード (phys-schost-1と phys-schost-2)がマスターできるフェイ
ルオーバーリソースグループ (resource-group-1)を追加する例を示します。

# scrgadm -a -g resource-group-1 -h phys-schost1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged
(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 1
(resource-group-1)リソースグループ Desired_primaries: 1
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ モード: Failover
(resource-group-1) リソースグループ ネットワーク依存関係: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All

(resource-group-1) リソースグループ Pathprefix:

次に進む手順
フェイルオーバーリソースグループを作成した後で、そのリソースグループにアプリ
ケーションリソースを追加できます。手順については、340ページの「リソースグ
ループへのリソースの追加」を参照してください。

� スケーラブルリソースグループの作成
スケーラブルリソースグループは、スケーラブルサービスと共に使用されます。共有
アドレス機能は、スケーラブルサービスの多数のインスタンスを 1つのサービスとし
て扱える Sun Clusterのネットワーキング機能です。まず、スケーラブルリソースが
依存する共有アドレスを含むフェイルオーバーリソースグループを作成しなければな
りません。次にスケーラブルリソースグループを作成し、そのグループにスケーラブ
ルリソースを追加します。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。
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1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. スケーラブルリソースが使用する共有アドレスを保持するフェイルオーバーリソース
グループを作成します。

3. スケーラブルリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g resource-group \
-y Maximum_primaries=m \
-y Desired_primaries=n \
-y RG_dependencies=depend-resource-group \

-h nodelist]

-a
スケーラブルリソースグループを追加します。

-g resource-group
追加するスケーラブルリソースグループの名前を指定します。

-y Maximum_primaries=m
このリソースグループのアクティブな主ノードの最大数を指定します。

-y Desired_primaries=n
リソースグループが起動するアクティブな主ノードの数を指定します。

-y RG_dependencies=depend-resource-group
作成されるリソースグループが依存する共有アドレスリソースを含むリソースグ
ループを指定します。

-h nodelist
リソースグループを利用できるノードのリストを指定します (省略可能)。このリス
トを指定しない場合は、デフォルトですべてのノードになります。

4. スケーラブルリソースグループが作成されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –スケーラブルリソースグループの作成
次に、2つのノード (phys-schost-1、phys-schost-2)でホストされるスケーラ
ブルリソースグループ (resource-group-1)を追加する例を示します。スケーラブ
ルリソースグループは、共有アドレスを含むフェイルオーバーリソースグループ
(resource-group-2)に依存します。

# scrgadm -a -g resource-group-1 \
-y Maximum_primaries=2 \
-y Desired_primaries=2 \
-y RG_dependencies=resource-group-2 \
-h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged

第 15章 •データサービスリソースの管理 339



(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ Desired_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: resource-group-2
(resource-group-1) リソースグループ モード: Scalable
(resource-group-1) リソースグループ ネットワーク依存関係: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All

(resource-group-1) Res Group Pathprefix:

次に進む手順
スケーラブルリソースグループを作成したあと、そのリソースグループにスケーラブ
ルアプリケーションリソースを追加できます。詳細は、346ページの「スケーラブル
アプリケーションリソースのリソースグループへの追加」を参照してください。

リソースグループへのリソースの追加
リソースは、リソースタイプをインスタンス化したものです。リソースは、RGMに
よって管理される前に、リソースグループに追加する必要があります。この節では、3
種類のリソースタイプについて説明します。

� 論理ホスト名リソース
� 共有アドレスリソース
� データサービス (アプリケーション)リソース

論理ホスト名リソースと共有アドレスリソースは、常にフェイルオーバーリソースグ
ループに追加してください。フェイルオーバーデータサービス用のデータサービスリ
ソースは、フェイルオーバーリソースグループに追加してください。フェイルオー
バーリソースグループは、そのデータサービス用の論理ホスト名リソースとアプリ
ケーションリソースの両方を含みます。スケーラブルリソースグループは、スケーラ
ブルサービス用のアプリケーションリソースだけを含んでいます。スケーラブルサー
ビスが依存する共有アドレスリソースは、別のフェイルオーバーリソースグループに
存在する必要があります。データサービスをクラスタノード全体に渡って提供するに
は、スケーラブルアプリケーションリソースと共有アドレスリソース間の依存性を指
定する必要があります。

リソースについての詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』と、このマニュアルの第 1章
を参照してください。
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� 論理ホスト名リソースのリソースグループへの追
加
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するフェイルオーバーリソースグループの名前
� リソースグループに追加するホスト名

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 論理ホスト名リソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -L [-j resource] -g resource-group -l hostnamelist, ... [-n netiflist]

-a 論理ホスト名リソースを追加します。

-L 論理ホスト名リソースの形式を指定します。

-j resource リソース名を指定します (省略可能)。このオプションを指定し
ない場合は、デフォルトで -lオプションで最初に指定したホ
スト名になります。

-g resource-group リソースを配置するリソースグループの名前を指定します。

-l hostnamelist, … クライアントがリソースグループのサービスと通信する際に使
用する UNIXホスト名 (論理ホスト名)をコマンドで区切って指
定します。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマで区
切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の書式は、
netif@nodeでなければなりません。 netifは、sc_ipmp0
などの IPネットワークマルチパスグループ名として指定できま
す。ノードは、sc_ipmp@phys-schost-1や sc_ipmp0@1な
どのノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できま
せん。

3. 論理ホスト名リソースが追加されていることを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

第 15章 •データサービスリソースの管理 341



リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアはそのリソースの妥当性を検査しま
す。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリソースグ
ループを RGMの管理下に置くことができます。妥当性の検査に失敗すると、
scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査に失敗し
た場合は、各ノード上の syslogでエラーメッセージを調べてください。メッセージ
は、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ずしも scrgadmコマンドを
実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –論理ホスト名リソースのリソースグループへの追加
次に、論理ホスト名リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-
group-1)に追加する例を示します。

# scrgadm -a -L -j resource-1 -g resource-group-1 -l schost-1
# scrgadm -pv -j resource-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1
(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: SUNW.LogicalHostname
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

次に進む手順
論理ホスト名リソースを追加したあと、348ページの「リソースグループのオンライ
ン化」の手順に従って、このリソースをオンラインにします。

� 共有アドレスリソースのリソースグループへの追
加
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するリソースグループの名前。このグループは、前の手順で作成し
たフェイルオーバーリソースグループでなければなりません。

� リソースグループに追加するホスト名。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。
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1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 共有アドレスリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -S [-j resource] -g resource-group -l hostnamelist, ... \

[-X auxnodelist] [-n netiflist]

-a 共有アドレスリソースを追加します。

-S 共有アドレスリソースの形式を指定します。

-j resource リソース名を指定します (省略可能)。このオプションを指定し
ない場合は、デフォルトで -lオプションで最初に指定したホ
スト名になります。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-l hostnamelist, … 共有アドレスホスト名をコンマで区切って指定します。

-X auxnodelist 共有アドレスをホストできるクラスタノード (ただし、フェイ
ルオーバー時に主ノードとして使用されない)を識別する物理
ノード名または IDをコンマで区切って指定します。これらの
ノードは、リソースグループのノードリストで潜在的マスター
として識別されるノードと相互に排他的です。

-n netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコンマで区
切って指定します (省略可能)。netiflist内の各要素の書式は、
netif@nodeでなければなりません。 netifは、sc_ipmp0
などの IPネットワークマルチパスグループ名として指定できま
す。ノードは、 sc_ipmp@phys-schost-1やsc_ipmp0@1な
どのノード名またはノード IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できま
せん。

3. 共有アドレスリソースが追加され、妥当性が検査されていることを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアはそのリソースの妥当性を検査しま
す。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリソースグ
ループを RGMの管理下に置くことができます。妥当性の検査に失敗すると、
scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査に失敗し
た場合は、各ノード上の syslogでエラーメッセージを調べてください。メッセージ
は、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ずしも scrgadmコマンドを
実行したノードで表示されるわけではありません。
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例 –共有アドレスリソースのリソースグループへの追加
次に、共有アドレスリソース (resource-1)をリソースグループ (resource-
group-1)に追加する例を示します。

# scrgadm -a -S -j resource-1 -g resource-group-1 -l schost-1
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: SUNW.SharedAddress
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

次に進む手順
共有リソースを追加したあと、348ページの「リソースグループのオンライン化」の
手順に従ってリソースを有効にします。

� フェイルオーバーアプリケーションリソースのリ
ソースグループへの追加
フェイルオーバーアプリケーションリソースは、以前にフェイルオーバーリソースグ
ループに作成した論理ホスト名を使用するアプリケーションリソースです。

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するフェイルオーバーリソースグループの名前

� リソースが属するリソースタイプの名前

� アプリケーションリソースが使用する論理ホスト名リソース。これは、以前に同じ
リソースグループに含めた論理ホスト名になります。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. フェイルオーバーアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type \

[-x Extension_property=value, ...] [-y Standard_property=value, ...]

-a リソースを追加します。
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-j resource 追加するリソースの名前を指定します。

-g resource-group 以前に作成したフェイルオーバーリソースグルー
プの名前を指定します。

-t resource-type リソースが属するリソースタイプの名前を指定し
ます。

-x Extension_property=value, … 特定のデータサービスに依存する拡張プロパ
ティをコンマで区切って指定します。データサー
ビスにこのプロパティの指定が必要かどうかにつ
いては、各データサービスについて説明している
章を参照してください。

-y Standard_property=value, … 特定のデータサービスに依存する標準プロパ
ティをコンマで区切って指定します。データサー
ビスにこのプロパティの指定が必要かどうかにつ
いては、各データサービスについて説明している
章と付録A を参照してください。

注 –別のプロパティを設定することもできます。詳細は、付録A とこのマニュアル
のフェイルオーバーデータサービスのインストールと構成に関する各章を参照してく
ださい。

3. フェイルオーバーアプリケーションリソースが追加され、妥当性が検査されているこ
とを確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアはそのリソースの妥当性を検査しま
す。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリソースグ
ループを RGMの管理下に置くことができます。妥当性の検査に失敗すると、
scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査に失敗し
た場合は、各ノード上の syslogでエラーメッセージを調べてください。メッセージ
は、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ずしも scrgadmコマンドを
実行したノードで表示されるわけではありません。

例 –フェイルオーバーアプリケーションリソースのリソー
スグループへの追加
次に、リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-group-1)に追加す
る例を示します。リソースは、論理ホスト名リソース (schost-1、schost-2)に依
存し、以前に定義したフェイルオーバーリソースグループと同じリソースグループに
存在する必要があります。

# scrgadm -a -j resource-1 -g resource-group-1 -t resource-type-1 \
-y Network_resources_used=schost-1,schost2 \
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# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: resource-type-1
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

次に進む手順
フェイルオーバーアプリケーションリソースを追加したあと、348ページの「リソー
スグループのオンライン化」の手順に従ってリソースを有効にします。

� スケーラブルアプリケーションリソースのリソー
スグループへの追加
スケーラブルアプリケーションリソースは、フェイルオーバーリソースグループに共
有アドレスを使用するアプリケーションリソースです。

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースを追加するスケーラブルリソースグループの名前

� リソースが属するリソースタイプの名前

� スケーラブルサービスリソースが使用する共有アドレスリソース。これは、以前に
フェイルオーバーリソースグループに含めた共有アドレスになります。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. スケーラブルアプリケーションリソースをリソースグループに追加します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group -t resource-type \
-y Network_resources_used=network-resource[,network-resource...] \
-y Scalable=True

[-x Extension_property=value, ...] [-y Standard_property=value, ...]

-a
リソースを追加します。

-j resource
追加するリソースの名前を指定します。
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-g resource-group
以前に作成したスケーラブルサービスリソースグループの名前を指定します。

-t resource-type
このリソースが属するリソースタイプの名前を指定します。

-y Network_resources_used= network-resource[,network-resource...]
このリソースが依存するネットワークリソース (共有アドレス)のリストを指定しま
す。

-y Scalable=True
このリソースがスケーラブルであることを指定します。

-x Extension_property=value, …
特定のデータサービスに依存する拡張プロパティをコンマで区切って指定します。
データサービスにこのプロパティの指定が必要かどうかについては、各データサー
ビスについて説明している章を参照してください。

-y Standard_property=value, …
特定のデータサービスに依存する標準プロパティをコンマで区切って指定します。
データサービスにこのプロパティの指定が必要かどうかについては、各データサー
ビスについて説明している章と付録A を参照してください。

-y Standard_property=value, …
Specifies a comma-separated list of standard properties that depends on the
particular data service. See the chapter for each data service and付録A to
determine whether the data service requires this property.

注 –別のプロパティを設定することもできます。構成可能な他のプロパティについて
は、付録Aとこのマニュアルのスケーラブルデータサービスのインストールと構成に
関する各章を参照してください。スケーラブルサービスの場合は、通常、
Port_list、 Load_balancing_weights、Load_balancing_policy プロパ
ティを設定します (付録A を参照)。

3. スケーラブルアプリケーションリソースが追加され、妥当性が検査されていることを
確認します。

# scrgadm -pv -j resource

リソースを追加すると、Sun Clusterソフトウェアはそのリソースの妥当性を検査しま
す。妥当性が確認されると、そのリソースを有効にできるとともに、そのリソースグ
ループを RGMの管理下に置くことができます。妥当性の検査に失敗すると、
scrgadmコマンドはエラーメッセージを生成して終了します。妥当性の検査に失敗し
た場合は、各ノード上の syslogでエラーメッセージを調べてください。メッセージ
は、妥当性の検査を実施したノードで表示されます。必ずしも scrgadmコマンドを
実行したノードで表示されるわけではありません。
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例 –スケーラブルアプリケーションリソースのリソースグ
ループへの追加
次に、リソース (resource-1)をリソースグループ (resource-group-1)に追加す
る例を示します。 resource-group-1は、使用されているネットワークアドレス
(以下の例の schost-1と schost-2)を含むフェイルオーバーリソースグループに依
存することに注意してください。このリソースは、共有アドレスリソース (
(schost-1、schost-2)に依存し、共有アドレスリソースは以前に定義した 1つま
たは複数のフェイルオーバーリソースグループに存在する必要があります。

# scrgadm -a -j resource-1 -g resource-group-1 -t resource-type-1 \
-y Network_resources_used=schost-1,schost-2 \
-y Scalable=True
# scrgadm -pv -j resource-1
(resource-group-1) リソース 名前: resource-1

(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: resource-type-1
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: False

(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: True

次に進む手順
スケーラブルアプリケーションリソースを追加したあと、348ページの「リソースグ
ループのオンライン化」の手順に従ってリソースを有効にします。

リソースグループのオンライン化
リソースが HAサービスの提供を開始できるようにするには、リソースグループのリ
ソースおよびリソースモニターを有効にし、リソースグループを管理状態にし、リ
ソースグループをオンラインにする必要があります。これらの作業は個別に実行でき
ますが、次に示すように 1つの手順で実行することもできます。詳細は、scswitch
(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループのオンライン化
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースを有効にし、リソースグループをオンラインにします。

リソースモニターを無効にしている場合は、これも有効になります。
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# scswitch -Z -g resource-group

-Z 最初にリソースグループとそのモニターを有効にし、リソースグ
ループをオンラインにします。

-g resource-group オンラインにするリソースグループの名前を指定します。既存の
リソースグループを指定する必要があります。

3. リソースがオンラインになっていることを確認します。

任意のクラスタノードで次のコマンドを実行し、Resource Group Stateのフィールド
を調べ、ノードリストで指定されたノードでリソースグループがオンラインになって
いることを確認します。

# scstat -g

例 –リソースグループのオンライン化
次に、リソースグループ (resource-group-1)をオンラインにし、その状態を確認
する例を示します。

# scswitch -Z -g resource-group-1

# scstat -g

次に進む手順
リソースグループがオンラインになれば、リソースグループを構成し使用する準備が
整ったことになります。リソースやノードで障害が発生した場合は、RGMは別の
ノードでそのリソースグループをオンラインに切り替えることでリソースグループの
可用性を維持します。

リソースモニターの無効化と有効化
次の各手順では、リソース自体とは関係なくリソース障害モニターだけを無効または
有効にします。したがって、障害モニターが無効にされても、そのリソース自体は正
常に動作を続けます。ただし、障害モニターが無効になっていると、データサービス
に障害が発生しても、障害回復は自動的には開始されません。

詳細は、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は任意のノードから実行できます。
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� リソース障害モニターの無効化
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソース障害モニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource

-n リソースまたはリソースモニターを無効にします。

-M 指定されたリソースの障害モニターを無効にします。

-j resource リソースの名前

3. リソース障害モニターが無効になっていることを確認します。

各クラスタノードで次のコマンドを実行し、監視されるフィールド (RS Monitored)
を確認します。

# scrgadm -pv

例–リソース障害モニターの無効化
この例では、リソース障害モニターを無効にします。

# scswitch -n -M -j resource-1
# scrgadm -pv
...

RS Monitored: no...

� リソース障害モニターの有効化
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソース障害モニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource

-e リソースまたはリソースモニターを有効にします。

-M 指定されたリソースの障害モニターを有効にします。

-j resource リソースの名前を指定します。

3. リソース障害モニターが有効になっていることを確認します。

各クラスタノードで次のコマンドを実行し、監視されるフィールド (RS Monitored)
を確認します。

# scrgadm -pv
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例–リソース障害モニターの有効化
この例では、リソース障害モニターを有効にします。

# scswitch -e -M -j resource-1
# scrgadm -pv
...

RS Monitored: yes...

リソースタイプの削除
使用されていないリソースタイプを削除する必要はありませんが、次の手順を使用し
て削除できます。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースタイプの削除
リソースタイプを削除する前に、クラスタ内のすべてのリソースグループにある、そ
のタイプのリソースをすべて無効にし、削除する必要があります。scrgadm -pv コ
マンドを使用し、クラスタ内のリソースとリソースグループを確認します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 削除するリソースタイプの各リソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. 削除するリソースタイプの各リソースを削除します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。

-j 削除するリソースの名前を指定します。

4. リソースタイプを削除します。
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# scrgadm -r -t resource-type

-r 指定したリソースタイプを削除します。

-t resource-type 削除するリソースタイプの名前を指定します。

5. リソースタイプが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

例 –リソースタイプの削除
次に、リソースタイプのすべてのリソース (resource-type-1)を無効にして削除し
たあとで、そのリソースタイプ自体を削除する例を示します。この例では、
resource-1は、リソースタイプ resource-type-1のリソースです。

# scswitch -n -j resource-1
# scrgadm -r -j resource-1

# scrgadm -r -t resource-type-1

リソースグループの削除
リソースグループを削除するには、最初にそのリソースグループからすべてのリソー
スを削除する必要があります。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループの削除
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 次のコマンドを実行し、リソースグループをオフラインに切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F リソースグループをオフラインに切り替えます。

-g resource-group オフラインにするリソースグループの名前を指定します。
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3. リソースグループに含まれているすべてのリソースを無効にします。

scrgadm -pv コマンドを使用することにより、リソースグループ内のリソースを表
示できます。リソースグループ内の削除するすべてのリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

依存性のあるデータサービスリソースがリソースグループに存在する場合、そのリ
ソースを無効にするには、依存するすべてのリソースを無効にする必要があります。

4. リソースグループからすべてのリソースを削除します。

scrgadmコマンドを使用して次の操作を行います。

� リソースの削除
� リソースグループの削除

# scrgadm -r -j resource
# scrgadm -r -g resource-group

-r 指定したリソースやリソースグループを削除します。

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。

-g resource-group 削除するリソースグループの名前を指定します。

5. リソースグループが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

例 –リソースグループの削除
次に、リソースグループ (resource-group-1)のリソース (resource-1)を削除し
た後で、そのリソースグループ自体を削除する例を示します。

# scswitch -F -g resource-group-1
# scrgadm -r -j resource-1

# scrgadm -r -g resource-group-1

リソースの削除
リソースグループからリソースを削除する前に、そのリソースを無効にします。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。
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注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースの削除
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 削除するリソースを無効にします。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. リソースを削除します。

# scrgadm -r -j resource

-r 指定したリソースを削除します。

-j resource 削除するリソースの名前を指定します。

4. リソースが削除されていることを確認します。

# scrgadm -p

例 –リソースの削除
次に、リソース resource-1を無効にして削除する例を示します。

# scswitch -n -j resource-1

# scrgadm -r -j resource-1

リソースグループの主ノードへの切り替
え
以下の手順を使用し、リソースグループの現在の主ノードを別のノードに切り替え
(スイッチオーバー)、新しい主ノードにすることができます。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。
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注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースグループの主ノードへの切り替え
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� スイッチオーバーするリソースグループの名前

� リソースグループをオンラインにする、またはオンラインを維持するノードの名
前。スイッチオーバーを行うリソースグループの、潜在的マスターとして設定され
ているクラスタノードを指定する必要があります。リソースグループの潜在的主
ノードの一覧を表示するには、scrgadm -pv コマンドを使用します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. 主ノードを潜在的主ノードに切り替えます。

# scswitch -z -g resource-group -h nodelist

-z 指定したリソースグループをオンラインに切り替えます。

-g resource-group 切り替えるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをオンラインにする、またはオンラインを維持
するノードを指定します。このリソースグループは、このノード
以外のすべてのノードでオフラインに切り替えられます。

3. リソースグループが新しい主ノードに切り替えられていることを確認します。

次のコマンドを実行し、スイッチオーバーされたリソースグループの状態に関する出
力を調べます。

# scstat -g

例 –リソースグループの新しい主ノードへの切り替え
次に、リソースグループ (resource-group-1)を現在の主ノード (phys-schost-1)
から、潜在的主ノード (phys-schost-2)へ切り替える例を示します。まず、リソー
スグループが phys-schost-1でオンラインになっていることを確認します。続い
て、切り替えを行います。最後に、そのグループが phys-schost-2でオンラインに
切り替えられたことを確認します。

phys-schost-1# scstat -g
...

グループ名 ノード名 状態
---------- --------- -----

グループ: resource-group-1 phys-schost-2 オンライン
グループ: resource-group-1 phys-schost-1 オフライン
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Node 名: phys-schost-2
状態: オフライン

...
phys-schost-1# scswitch -z -g resource-group-1 -h phys-schost-2
phys-schost-1# scstat -g
...

グループ名 ノード名 状態
---------- --------- -----

グループ: resource-group-1 phys-schost-2 オンライン
グループ: resource-group-1 phys-schost-1 オフライン

...

リソースの無効化とリソースグループの
UNMANAGED状態への移行
場合によっては、リソースグループは、そのリソースグループに対して管理手順を実
施する前に、UNMANAGED状態に移行する必要があります。リソースグループを
UNMANAGED状態に移行する前に、リソースグループに含まれるすべてのリソースを
無効にし、リソースグループをオフラインにする必要があります。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースの無効化とリソースグループの
UNMANAGED状態への移行
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 無効にするリソースの名前
� UNMANAGED状態に移行するリソースグループの名前

この手順に必要なリソースとリソースグループの名前を調べるには、scrgadm -pv
コマンドを使用します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースを無効にします。
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この手順を、リソースグループ内のすべてのリソースに対して実行します。

# scswitch -n -j resource

-n リソースを無効にします。

-j resource 無効にするリソースの名前を指定します。

3. 次のコマンドを実行し、リソースグループをオフラインに切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F リソースグループをオフラインに切り替えます。

-g resource-group オフラインにするリソースグループの名前を指定します。

4. リソースグループを UNMANAGED状態にします。

# scswitch -u -g resource-group

-u 指定したリソースグループを UNMANAGED状態にします。

-g resource-group UNMANAGED状態にするリソースグループの名前を指定します。

5. リソースが無効になり、リソースグループが UNMANAGED状態になっていることを確
認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –リソースの無効化とリソースグループの UNMANAGED
状態への移行
次に、リソース(resource-1)を無効にし、リソースグループ (resource-group-1)
を UNMANAGED状態に移行する例を示します。

# scswitch -n -j resource-1
# scswitch -F -g resource-group-1
# scswitch -u -g resource-group-1
# scrgadm -pv -g resource-group-1
リソースグループ 名前: resource-group-1
(resource-group-1) リソースグループ RG_description: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ management state: Unmanaged
(resource-group-1) リソースグループ Failback: False
(resource-group-1) リソースグループ Nodelist: phys-schost-1

phys-schost-2
(resource-group-1) リソースグループ Maximum_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ Desired_primaries: 2
(resource-group-1) リソースグループ RG_dependencies: <NULL>
(resource-group-1) リソースグループ モード: Failover
(resource-group-1) リソースグループ ネットワーク依存関係: True
(resource-group-1) リソースグループ Global_resources_used: All
(resource-group-1) リソースグループ Pathprefix:

(resource-group-1) リソース 名前: resource-1
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(resource-group-1:resource-1) リソース R_description:
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースタイプ: SUNW.apache
(resource-group-1:resource-1) リソース リソースグループ名: resource-group-1
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効: True
(resource-group-1:resource-1) リソース 有効なモニター: False

(resource-group-1:resource-1) リソース detached: False

リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソース構成情報の表示
リソース、リソースグループ、リソースタイプで管理手順を実施する前に、この手順
を使用し、これらのオブジェクトの現在の構成設定を表示します。

詳細は、scrgadm(1M)および scswitch(1M)のマニュアルページを参照してくださ
い。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� リソースタイプ、リソースグループ、リソース構
成情報の表示
scrgadmコマンドは、構成状態に関する次の 3つのレベルの情報を表示します。

� -pオプションを指定した場合は、リソースタイプ、リソースグループ、リソース
のプロパティ値に関する限定された情報が表示されます。

� -pvオプションを指定した場合は、他のリソースタイプ、リソースグループ、リ
ソースプロパティに関する詳細が表示されます。

� -pvvオプションを指定した場合は、リソースタイプメソッド、拡張プロパティ、
すべてのリソースとリソースグループのプロパティを含む、詳細情報が表示されま
す。

また、-t (リソースタイプ)、-g (リソースグループ)、および -j (リソース)オプ
ションと、その後に表示したいオブジェクトの名前を指定することによって、特定の
リソースタイプ、リソースグループ、またはリソースのステータス情報を確認できま
す。たとえば、次のコマンドは、リソース apache-1のみについて、特定の情報を表
示することを指定します。

# scrgadm -p[v[v]] -j apache-1
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詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

リソースタイプ、リソースグループ、リ
ソースプロパティの変更
リソースグループとリソースは、変更可能な標準の構成プロパティを持っています。
次の各手順では、これらのプロパティの変更方法を説明します。

リソースには拡張プロパティがあり、一部の拡張プロパティはデータサービス開発者
によってあらかじめ定義されているため、変更することができません。各データサー
ビスの拡張プロパティの一覧については、このマニュアルのデータサービスに関する
各章を参照してください。

リソースグループとリソースの標準の構成プロパティについては、scrgadm(1M)の
マニュアルページを参照してください。

� リソースタイププロパティの変更
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するリソースタイプの名前

� 変更するリソースタイププロパティの名前。リソースタイプの場合、変更できるの
は 1つのプロパティのみです。つまり、このリソースタイプをインスタンス化でき
るノードのリストのみです。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadmコマンドを使用し、この手順に必要なリソースタイプの名前を判断します。

# scrgadm -pv

3. リソースタイププロパティを変更します。

リソースタイプで変更できる唯一のプロパティは、Installed_node_listです。

# scrgadm -c -t resource-type -h installed-node-list

-c 指定したリソースタイププロパティを変更します。
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-t resource-type リソースタイプの名前を指定します。

-h installed-node-list このリソースタイプがインストールされるノードの名前を指
定します。

4. リソースタイププロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm -pv -t resource-type

例 –リソースタイププロパティの変更
次に、SUNW.apacheプロパティを変更し、このリソースタイプが 2つのノード
(phys-schost-1および phys-schost-2)にインストールされているように定義す
る例を示します。

# scrgadm -c -t SUNW.apache -h phys-schost-1,phys-schost-2
# scrgadm -pv -t SUNW.apache
リソースタイプ 名前: SUNW.apache:3.1
(SUNW.apache) リソースタイプ 説明: Apache Web Server on Sun Cluster
(SUNW.apache) リソースタイプ ベースディレクトリ: /opt/SUNWscapc/bin
(SUNW.apache) リソースタイプ 単一のインスタンス: False
(SUNW.apache) リソースタイプ 初期ノード: All potential masters
(SUNW.apache) リソースタイプ フェイルオーバー: False
(SUNW.apache) リソースタイプ バージョン: 3.1
(SUNW.apache) リソースタイプ API バージョン: 2
(SUNW.apache) リソースタイプ ノードにインストールされている: <All>

(SUNW.apache) リソースタイプ パッケージ: SUNWscapc

� リソースグループプロパティの変更
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するリソースグループの名前
� 変更するリソースグループプロパティの名前とその新しいプロパティ値

この手順では、リソースグループプロパティの変更方法について説明しています。リ
ソースグループプロパティの一覧については、付録Aを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループプロパティを変更します。

# scrgadm -c -g resource-group -y property=new_value
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-c 指定したプロパティを変更します。

-g resource-group リソースグループの名前を指定します。

-y property 変更するプロパティの名前を指定します。

3. リソースグループプロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm -pv -g resource-group

例 –リソースグループプロパティの変更
次に、リソースグループ (resource-group-1)の Failbackプロパティを変更する
例を示します。

# scrgadm -c -g resource-group-1 -y Failback=True

# scrgadm -pv -g resource-group-1

� リソースプロパティの変更
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� 変更するプロパティを持つリソースの名前
� 変更するプロパティの名前

この手順は、リソースプロパティの変更方法について説明しています。リソースグ
ループプロパティの一覧については、付録Aを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. scrgadm -pvv コマンドを実行し、現在のリソースプロパティ設定を表示します。

# scrgadm -pvv -j resource

3. リソースプロパティを変更します。

# scrgadm -c -j resource -y property=new_value | -x extension_property=new_value

-c 指定したプロパティを変更します。

-j resource リソースの名前を指定します。

-y property=new_value 変更する標準プロパティの名前を指定します。

-x extension_property=new_value 変更する拡張プロパティの名前を指定します。
Sunが提供するデータサービスについては、デー
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タサービスのインストールと構成に関する各章で
説明されている拡張プロパティを参照してくださ
い。

4. リソースプロパティが変更されていることを確認します。

# scrgadm pvv -j resource

例 –標準リソースプロパティの変更
次に、リソース (resource-1)のシステム定義プロパティ (Start_timeout)を変更
する例を示します。

# scrgadm -c -j resource-1 -y start_timeout=30

# scrgadm -pvv -j resource-1

例 –拡張リソースプロパティの変更
次に、リソース (resource-1)の拡張プロパティ (Log_level)を変更する例を示し
ます。

# scrgadm -c -j resource-1 -x Log_level=3

# scrgadm -pvv -j resource-1

リソースの STOP_FAILEDエラーフラグ
の消去
Failover_modeリソースプロパティが NONEまたは SOFTに設定されているとき
に、リソースの STOPに失敗した場合は、個々のリソースは STOP_FAILED状態にな
り、リソースグループは ERROR_STOP_FAILED状態になります。この状態のリソー
スグループは、ノード上でオンラインにできません。また、リソースの作成や削除、
リソースグループやリソースプロパティの変更などの編集操作を行うこともできませ
ん。

� リソースの STOP_FAILEDエラーフラグの消去
この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� リソースが STOP_FAILEDであるノードの名前
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� STOP_FAILED状態になっているリソースとリソースグループの名前

詳細は、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. STOP_FAILED状態のリソースと、どのノードがこの状態になっているのか確認しま
す。

# scstat -g

3. STOP_FAILED状態になっているノード上で、リソースとそのモニターを手作業で停
止します。

この手順では、プロセスを強制終了するか、リソースタイプ固有のコマンドまたは別
のコマンドを実行する必要があります。

4. リソースを手作業で停止したすべてのノード上で、これらのリソースの状態を手作業
で OFFLINEに設定します。

# scswitch -c -h nodelist -j resource -f STOP_FAILED

-c フラグを消去します。

-h nodelist リソースが実行されていたノード名を指定します。

-j resource オフラインにするリソースの名前を指定します。

-f STOP_FAILED フラグ名を指定します。

5. 手順 4で STOP_FAILEDフラグを消去したノード上で、リソースグループの状態を調
べます。

リソースグループの状態は、OFFLINEまたは ONLINEになっています。

# scstat -g

コマンド scstat -gは、リソースグループの状態が ERROR_STOP_FAILEDのままか
どうかを示します。リソースグループがまだ ERROR_STOP_FAILED状態の場合は、
scswitchコマンドを実行し、該当するノード上でリソースグループをオフラインに
切り替えます。

# scswitch -F -g resource-group

-F グループをマスターできるすべてのノード上でリソースグループ
をオフラインにします。

-g resource-group オフラインに切り替えるリソースグループの名前を指定します。

この状況は STOPメソッドに失敗し、停止に失敗したリソースがリソースグループ内
のほかのノードへの依存性を持っているときに、リソースグループをオフラインに切
り替えた場合に発生します。これ以外の状況では、手順 4のコマンドをすべての
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STOP_FAILEDリソースで実行することによって、リソースグループは自動的に
ONLINEまたは OFFLINE状態に戻ります。

これで、リソースグループを ONLINE状態に切り替えることができます。

登録済みのリソースタイプの再登録
あらかじめ登録されているリソースタイプには、SUNW.LogicalHostnameと
SUNW.SharedAddressがあります。すべての論理ホスト名と共有アドレスリソース
がこれらのリソースタイプを使用します。これら 2つのリソースタイプは、誤って削
除した場合を除き、登録する必要はありません。誤ってリソースタイプを削除した場
合は、次の手順を使用して再登録してください。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –この手順は、任意のクラスタノードから実行します。

� 登録済みのリソースタイプの再登録
� リソースタイプを再登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.resource-type

-a リソースタイプを追加します。

-t SUNW.resource-type 追加 (再登録)するリソースタイプを指定します。リソース
タイプは、SUNW.LogicalHostnameまたは
SUNW.SharedAddressのいずれかになります。

例 –登録済みのリソースタイプの再登録
次に、SUNW.LogicalHostnameリソースタイプを再登録する例を示します。

# scrgadm -a -t SUNW.LogicalHostname
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リソースグループへのノードの追加と削
除
この節の手順では、次の作業を行います。

� リソースグループの追加のマスターとなるクラスタノードの構成
� リソースグループからのノードの削除

ノードの追加や削除をフェイルオーバーリソースグループに対して行うのか、スケー
ラブルリソースグループに対して行うのかによって、手順は異なります。

フェイルオーバーリソースグループは、フェイルオーバーとスケーラブルの両方の
サービスによって使用されるネットワークリソースを含みます。クラスタに接続され
る各 IPサブネットワークは、指定された独自のネットワークリソースを持ち、フェイ
ルオーバーリソースグループに含まれます。このネットワークリソースは、論理ホス
ト名または共有アドレスリソースのいずれかになります。各ネットワークリソース
は、それが使用する IPネットワークマルチパスグループのリストを含んでいます。
フェイルオーバーリソースグループの場合は、リソースグループ (netiflistリソー
スプロパティ)に含まれる各ネットワークリソースに対し IPネットワークマルチパス
グループの完全なリストを更新する必要があります。

スケーラブルリソースグループの場合は、スケーラブルグループがホストの新しい
セット上でマスターされるように変更するほかに、スケーラブルリソースによって使
用されるネットワークリソースを含むフェイルオーバーグループのための手順も実行
する必要があります。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

注 –任意のクラスタノードから、以下に説明する手順のいずれかを実行します。

� リソースグループへのノードの追加
この作業は次のセクションに分かれています。

� 366ページの「スケーラブルリソースグループへのノードの追加」
� 366ページの「フェイルオーバーリソースグループへのノードの追加」

この手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� すべてのクラスタノードの名前とノード ID

� ノードが追加されるリソースグループの名前
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� すべてのノード上のリソースグループによって使用されるネットワークリソースを
ホストする IPネットワークマルチパスグループの名前

さらに、新しいノードがすでにクラスタメンバーになっていることも確認してくださ
い。

� スケーラブルリソースグループへのノードの追加

1. リソースグループ内のスケーラブルリソースが使用する各ネットワークリソースごと
に、そのネットワークリソースが配置されているリソースグループが新しいノードで
実行されるようにします。

詳細は、この次の作業の手順 1から手順 4を参照してください。

2. スケーラブルリソースグループをマスターできるノードのリスト (nodelistリソー
スグループプロパティ)に新しいノードを追加します。

この手順は、nodelistの値を上書きするため、リソースグループをマスターできる
すべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g resource-group ノードが追加されるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをマスターできるノードをコンマで区切って
指定します。

3. (省略可能)スケーラブルリソースの Load_balancing_weightsプロパティを更新
し、リソースグループに追加するノードにウエイトを割り当てます。

ウエイトを割り当てない場合は、デフォルトで 1になります。詳細は、scrgadm(1M)
のマニュアルページを参照してください。

� フェイルオーバーリソースグループへのノードの追加

1. 現在のノードリスト、およびリソースグループ内の各リソース用に構成された IP
ネットワークマルチパスグループの現在のリストを表示します。

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i nodelist

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i netiflist

注 – nodelistおよび netiflistのコマンド行出力では、ノード名でノードが識別
されます。ノード ID で識別するには、scconf -pv | grep -i node_id コマンドを
実行します。
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2. ノードの追加によって影響を受けるネットワークリソースの netiflistを更新しま
す。

この手順は、netiflistの値を上書きするため、すべての IPネットワークマルチパスグ
ループをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -j network-resource -x netiflist=netiflist

-c ネットワークリソースを変更します。

-j network-resource netiflistエントリ上でホストされているネットワークリ
ソースの名前 (論理ホスト名または共有アドレス)を指定
します。

-x netiflist=netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループグルー
プをコンマで区切って指定します。netiflist内の各要素の
書式は、 netif@node でなければなりません。 netif
は、sc_ipmp0などの IPネットワークマルチパスグルー
プ名として指定できます。ノードは、sc_ipmp@phys-
schost-1や sc_ipmp0@1などのノード名またはノード
IDで識別できます。

3. このリソースグループをマスターできるすべてのノードを含めるように、ノードリス
トを更新します。

この手順は、nodelistの値を上書きするため、リソースグループをマスターできる
すべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g resource-group ノードが追加されるリソースグループの名前を指定します。

-h nodelist リソースグループをマスターできるノードをコンマで区切って
指定します。

4. 更新された情報を確認します。

# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g resource-group | grep -i netiflist

例 –リソースグループへのノードの追加
次に、リソースグループ (resource-group-1)にノード (phys-schost-2)を追加
する例を示します。このリソースグループは、論理ホスト名リソース (schost-2)を
含んでいます。

# env LC_ALL=C scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-3
# env LC_ALL=C scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-2) Res property name: NetIfList
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) Res property class: extension
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) List of IP ネットワークマルチパスグループ
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interfaces on each node
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) Res property type: stringarray
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) Res property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@3

(ノード1と3だけが IPネットワークマルチパスグループに割り当てられている。ノード 2を IPネットワークマルチパスグ
ループに追加する必要がある。)

# scrgadm -c -j schost-2 -x netiflist=sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2,sc_ipmp0@3
# scrgadm -c -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2,phys-schost-3
# env LC_ALL=C scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
# env LC_ALL=C scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-2:NetIfList) Res property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

sc_ipmp0@3

� リソースグループからのノードの削除
この作業は次のセクションに分かれています。

� 369ページの「スケーラブルリソースグループからのノードの削除」
� 370ページの「フェイルオーバーリソースグループからのノードの削除」
� 371ページの「共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグループか
らのノードの削除」

� 372ページの「例 –リソースグループからのノードの削除」

これらの手順を実行するには、次の情報が必要になります。

� すべてのクラスタノードのノード名とノード ID

# env LC_ALL=C scconf -pv | grep „Node ID”

� ノードを削除予定のリソースグループまたはグループの名前

# env LC_ALL=C scrgadm -pv | grep „Res Group Nodelist”

� すべてのノード上のリソースグループによって使用されるネットワークリソースを
ホストする IPネットワークマルチパスグループの名前

# env LC_ALL=C scrgadm -pvv | grep „NetIfList.*value”

さらに、削除するノード上でリソースグループがマスターされていないことを確認し
ます。削除するノード上でマスターされている場合は、scswitchコマンドを実行
し、そのノードでリソースグループをオフラインに切り替えてください。次の
scswitchコマンドは、指定されたノードからリソースグループをオフラインにしま
す。この場合、new-mastersにこのノードが含まれていてはいけません。

# scswitch -z -g resource-group -h new-masters

-g resource-group オフラインに切り替えるリソースグループ (削除するノードでマ
スターされている)の名前を指定します。

368 Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成 • 2003年 2月, Revision A



-h new-masters このリソースグループを現在マスターできるノードを指定しま
す。

詳細は、scswitch(1M)のマニュアルページを参照してください。

注意 –すべてのリソースグループからノードを削除する場合に、スケーラブルサービ
ス構成を使用するときは、最初にスケーラブルリソースグループからそのノードを削
除します。続いて、フェイルオーバーグループからそのノードを削除します。

� スケーラブルリソースグループからのノードの削除

スケーラブルサービスは、次に示すように 2つのリソースグループとして構成されま
す。

� 1つは、スケーラブルサービスリソースを含むスケーラブルグループです。

� もう 1つは、スケーラブルサービスリソースが使用する共有アドレスリソースを含
むフェイルオーバーグループです。

スケーラブルリソースグループの RG_dependenciesプロパティは、フェイルオー
バーリソースグループへの依存性を使用してスケーラブルグループを構成するように
設定されます。このプロパティの詳細は、付録Aを参照してください。

スケーラブルサービス構成の詳細は、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してくださ
い。

スケーラブルリソースグループからノードを削除すると、そのスケーラブルサービス
はそのノード上でオンラインにすることができなくなります。スケーラブルリソース
グループからノードを削除するには、以下の作業を行なってください。

1. スケーラブルリソースグループをマスターできるノードのリスト (nodelistリソー
スグループプロパティ)からノードを削除します。

# scrgadm -c -g scalable-resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g scalable-resource-group ノードが削除されるリソースグループの名前を指定しま
す。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードをコンマ
で区切って指定します。

2. (省略可能)共有アドレスリソースが入ったフェイルオーバーリソースグループから
ノードを削除します。

詳細は、371ページの「共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループからのノードの削除」を参照してください。
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3. (省略可能)スケーラブルリソースの Load_balancing_weightsプロパティを更新
し、リソースグループから削除するノードのウェイトを削除します。

詳細は、scrgadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

� フェイルオーバーリソースグループからのノードの削除

フェイルオーバーリソースグループからノードを削除するには、以下の作業を行
なってください。

注意 –すべてのリソースグループからノードを削除する場合に、スケーラブルサービ
ス構成を使用するときは、最初にスケーラブルリソースグループからそのノードを削
除します。続いて、この方法を使用してフェイルオーバーグループからノードを削除
します。

注 –フェイルオーバーリソースグループにスケーラブルサービスが使用する共有アド
レスリソースが含まれる場合は、371ページの「共有アドレスリソースを含むフェイ
ルオーバーリソースグループからのノードの削除」を参照してください。

1. このリソースグループをマスターできるすべてのノードを含めるように、ノードリス
トを更新します。

この手順はノードを削除してノードリストの値を上書きするため、リソースグループ
をマスターできるすべてのノードをここに含める必要があります。

# scrgadm -c -g failover-resource-group -h nodelist

-c リソースグループを変更します。

-g failover-resource-group ノードが削除されるリソースグループの名前を指定しま
す。

-h nodelist このリソースグループをマスターできるノードをコンマ
で区切って指定します。

2. リソースグループ内の各リソース用に構成した IPネットワークマルチパスグループ
の現在のリストを表示します。

# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i netiflist

3. ノードの削除によって影響を受けるネットワークリソースの netiflistを更新しま
す。

この手順は netiflistの値を上書きするため、すべての IPネットワークマルチパス
グループをここに含める必要があります。
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# scrgadm -c -j network-resource -x netiflist=netiflist

注 –上記コマンド行の出力は、ノード名でノードを識別します。ノード IDを検索す
るには、コマンド scconf -pv | grep “Node ID” を実行してください。

-c ネットワークリソースを変更します。

-j network-resource netiflistエントリ上でホストされているネットワーク
リソースの名前を指定します。

-x netiflist=netiflist 各ノード上の IPネットワークマルチパスグループをコン
マで区切って指定します。netiflist内の各要素の書式は、
netif@nodeでなければなりません。 netifは、
sc_ipmp0などの IPネットワークマルチパスグループ名
として指定できます。ノードは、sc_ipmp@phys-
schost-1や sc_ipmp0@1などのノード名またはノード
IDで識別できます。

注 –現在 Sun Clusterでは、netifにアダプタ名を使用できません。

4. 更新された情報を確認します。

# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i nodelist
# scrgadm -pvv -g failover-resource-group | grep -i netiflist

� 共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリソースグ
ループからのノードの削除

スケーラブルサービスが使用する共有アドレスリソースを含むフェイルオーバーリ
ソースグループでは、ノードは次の場所に表示されます。

� フェイルオーバーリソースグループのノードリスト
� 共有アドレスリソースの auxnodelist

フェイルオーバーリソースグループのノードリストからノードを削除するには、370
370ページの「フェイルオーバーリソースグループからのノードの削除」に示されて
いる作業を行なってください。

共有アドレスリソースの auxnodelistを変更するには、共有アドレスリソースを削
除して作成し直す必要があります。
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フェイルオーバーグループのノードリストからノードを削除しても、そのノード上の
共有アドレスリソースを継続して使用し、スケーラブルサービスを提供できます。こ
のためには、共有アドレスリソースの auxnodelistにそのノードを追加する必要が
あります。auxnodelistにノードを追加するには、以下の作業を行なってくださ
い。

注 –以下の作業は、共有アドレスリソースの auxnodelistからノードを削除するた
めにも使用できます。auxnodelistからノードを削除するには、共有アドレスリ
ソースを削除して作成し直す必要があります。

1. スケーラブルサービスリソースをオフラインに切り替えます。

2. フェイルオーバーリソースグループから共有アドレスリソースを削除します。

3. 共有アドレスリソースを作成します。

フェイルオーバーリソースグループから削除したノードのノード IDまたはノード名
を auxnodelistに追加します。

# scrgadm -a -S -g failover-resource-group\
-l shared-address -X new-auxnodelist

failover-resource-group 共有アドレスリソースを含めるために使用されたフェイル
オーバーリソースグループの名前。

shared-address 共有アドレスの名前。

new-auxnodelist 妥当なノードの追加または削除によって変更された新しい
auxnodelist。

例 –リソースグループからのノードの削除
次に、リソースグループ (resource-group-1)からノード (phys-schost-3)を削
除する例を示します。このリソースグループは、論理ホスト名リソース (schost-1)
を含んでいます。

# env LC_ALL=C scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2

phys-schost-3
# scrgadm -c -g resource-group-1 -h phys-schost-1,phys-schost-2
# env LC_ALL=C scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist
(resource-group-1:schost-1) Res property name: NetIfList
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) Res property class: extension
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) List of IP ネットワークマルチパスグループ
interfaces on each node
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) Res property type: stringarray
(resource-group-1:schost-1:NetIfList) Res property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

sc_ipmp0@3
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(sc_ipmp0@3は、削除対象となる IPネットワークマルチパスグループです。 )

# env LC_ALL=C scrgadm -c -j schost-1 -x netiflist=sc_ipmp0@1,sc_ipmp0@2
# scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i nodelist
(resource-group-1) Res Group Nodelist: phys-schost-1 phys-schost-2
# env LC_ALL=C scrgadm -pvv -g resource-group-1 | grep -i netiflist

(resource-group-1:schost-1:NetIfList) Res property value: sc_ipmp0@1 sc_ipmp0@2

リソースグループとディスクデバイスグ
ループ間での起動の同期
クラスタが起動した後、あるいは、サービスが別のノードにフェイルオーバーした
後、グローバルデバイスとクラスタファイルシステムが利用できるようになるまでに
は、しばらく時間がかかることがあります。しかし、データサービスは、データサー
ビスが依存する広域デバイスとクラスタファイルシステムがオンラインになる前に、
STARTメソッドを実行できます。この場合、STARTメソッドがタイムアウトになる
ため、データサービスによって使用されるリソースグループの状態をリセットし、手
動でデータサービスを再起動する必要があります。リソースタイプ HAStorageと
HAStoragePlusは、広域デバイスとクラスタファイルシステムを監視し、利用可能
になるまで、同じリソースグループ内のほかのリソースの STARTメソッドを待機さ
せます(作成するリソースタイプを判断するには、27ページの「HAStorageまたは
HAStoragePlusの選択」を参照してください)。このような追加の管理作業を軽減す
るには、広域デバイスやクラスタファイルシステムに依存するデータサービスリソー
スを持つすべてのリソースグループに、HAStorageまたは HAStoragePlusを設定
してください。

HAStorageリソースタイプを作成する方法については、373ページの「新しいリソー
ス用の HAStorageリソースタイプの設定」を参照してください。

HAStoragePlusリソースタイプを作成する方法については、376ページ
の「HAStoragePlusリソースタイプの設定」を参照してください。

� 新しいリソース用の HAStorageリソースタイプ
の設定
次の例では、リソースグループ resource-group-1は、次の 3つのデータサービス
を含んでいます。

� Sun ONE Web Server (/global/resource-group-1に依存)
� Oracle (/dev/global/dsk/d5s2に依存)
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� NFS (dsk/d6に依存)

新しいリソース用に HAStorageリソースの hastorage-1を resource-group-1
に作成するには、373ページの「リソースグループとディスクデバイスグループ間で
の起動の同期」を読んでから、次の手順を実行します。

HAStoragePlusリソースタイプを作成する方法については、376ページの「高可用性
ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースグループ resource-group-1を作成します。

# scrgadm -a -g resource-group-1

3. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

4. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStorage

5. HAStorageリソースの hastorage-1を作成し、サービスパスを定義します。

# scrgadm -a -j hastorage-1 -g resource-group-1 -t SUNW.HAStorage \
-x ServicePaths=/global/resource-group-1,/dev/global/dsk/d5s2,dsk/d6

ServicePathsには、次の値を含めることができます。

� 広域デバイスグループ名 (例:nfs-dg)
� 広域デバイスへのパス (例:/dev/global/dsk/d5s2または dev/d6)
� クラスタファイルシステムのマウントポイント (例:/global/nfs)

注 – ServicePathsにクラスタファイルシステムパスが含まれる場合、広域デバイ
スグループはそれらに対応するリソースグループと共に使用されるとは限りません。

6. hastorage-1リソースを有効にします。

# scswitch -e -j hastorage-1

7. リソース Sun ONE Web Server、Oracle、NFSを resource-group-1に追加し、
これらの依存性を hastorage-1に設定します。

たとえば、Sun ONE Web Serverの場合には、次のコマンドを実行します。

# scrgadm -a -j resource -g resource-group-1 -t SUNW.iws \
-x Confdir_list=/global/iws/schost-1 -y Scalable=False \
-y Network_resources_used=schost-1 -y Port_list=80/tcp \
-y Resource_dependencies=hastorage-1
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8. リソースの依存性を正しく構成したかを確認します。

# scrgadm -pvv -j resource | egrep strong

9. resource-group-1を MANAGED状態に設定し、resource-group-1をオンライン
にします。

# scswitch -Z -g resource-group-1

HAStorageリソースタイプは、別の拡張プロパティ (AffinityOn)を含みます。こ
の拡張プロパティは、HAStorageが ServicePathsで定義されている広域デバイス
およびクラスタファイルシステムの類似性スイッチオーバーを実行する必要があるか
どうかを指定するブール値です。詳細は、SUNW.HAStorage(5)のマニュアルページ
を参照してください。

注 –リソースグループがスケーラブルの場合、HAStorageと HAStoragePlusは
AffinityOnが TRUEに設定されることを許可しません。スケーラブルリソースグ
ループの場合、HAStorageと HAStoragePlusは、AffinityOn値を確認し、この
値を内部で FALSEに設定し直します。

� 既存のリソース用の HAStorageリソースタイプ
の設定
既存のリソースのために HAStorageリソースを作成するには、373ページの「リ
ソースグループとディスクデバイスグループ間での起動の同期」を読んでから、次の
手順を実行します。

1. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

2. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStorage

3. HAStorageリソースの hastorage-1を作成します。

# scrgadm -a -g resource-group -j hastorage-1 -t SUNW.HAStorage \
-x ServicePaths= ... -x AffinityOn=True

4. hastorage-1リソースを有効にします。

# scswitch -e -j hastorage-1

5. 必要に応じて既存の各リソースについて依存性を設定します。

# scrgadm -c -j resource -y Resource_Dependencies=hastorage-1
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6. リソースの依存性を正しく構成したかを確認します。

# scrgadm -pvv -j resource | egrep strong

高可用性ローカルファイルシステムの有
効化
HAStoragePlusリソースタイプを使用すると、ローカルファイルシステムを Sun
Cluster環境内で高可用性にすることができます。このためには、ローカルファイルシ
ステムのパーティションが広域ディスクグループに存在し、アフィニティスイッチ
オーバーが有効であり、Sun Cluster環境がフェイルオーバー用に構成されている必要
があります。これによって、多重ホストディスクに直接接続された任意のホストか
ら、多重ホストディスク上の任意のファイルシステムにアクセスできるようになりま
す(ルートファイルシステムを高可用性にするために HAStoragePlusを使用すること
はできません)。フェイルバック設定は、リソースグループとデバイスグループの両方
で同一でなければなりません。

I/Oに負荷のかかる一部のデータサービスに対しては、高可用性ローカルファイルシ
ステムの使用を推奨します。HAStoragePlusリソースタイプを構成するための手順
は、このようなデータサービスの「登録と構成手順」に追加されています。このよう
なデータサービス用に HAStoragePlusリソースタイプを設定する手順については、
以下の節を参照してください。

� 50ページの「Sun Cluster HA for Oracleの登録と構成」
� 220ページの「Sun Cluster HA for Sybase ASEの登録と構成」

その他のデータサービスの HAStoragePlusリソースタイプを設定する手順について
は、376ページの「HAStoragePlusリソースタイプの設定」を参照してください。

HAStoragePlusリソースタイプの設定
HAStoragePlusリソースタイプは Sun Cluster 3.0 5/02から導入されています。こ
の新しいリソースタイプは HAStorageと同じ機能を実行し、リソースグループと
ディスクデバイスグループ間で起動の同期をとります。HAStoragePlusリソースタ
イプには、ローカルファイルシステムを高可用性にするための機能が追加されていま
す(ローカルファイルシステムを高可用性にするための説明については、376ページ
の「高可用性ローカルファイルシステムの有効化」を参照してください)。これらの機
能を両方とも使用するには HAStoragePlusリソースタイプを設定します。
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HAStoragePlusを設定するには、ローカルファイルシステムのパーティションが広
域ディスクグループに存在し、アフィニティスイッチオーバーが有効であり、Sun
Cluster環境がフェイルオーバー用に構成されている必要があります。

次の例では、簡単な NFSサービスを使用して、ローカルにマウントされたディレクト
リ /global/local-fs/nfs/export/ homeからホームディレクトリのデータを共
有します。この例では、次の条件を前提にしています。

� マウントポイント /global/local-fs/nfsは、UFSローカルファイルシステム
を Sun Cluster広域デバイスのパーティションにマウントするために使用されま
す。

� /etc/vfstabファイルシステムの /global/local-fs/nfsエントリには、こ
のファイルシステムがローカルファイルシステムで、マウントブートフラグ
が「no」であるよう指定されている必要があります。

� PathPrefixディレクトリ (HA-NFSが管理情報と状態情報を保守するために使用す
るディレクトリ)は、マウントするファイルシステムのルートディレクトリ (たと
えば、/global/local-fs/nfs)上に存在します。

1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. リソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、登録されているリソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p | egrep Type

3. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.nfs

4. フェイルオーバーリソースグループ nfs-rを作成します。

# scrgadm -a -g nfs-rg -y PathPrefix=/global/local-fs/nfs

5. タイプ SUNW.LogicalHostnameの論理ホストリソースを作成します。

# scrgadm -a -j nfs-lh-rs -g nfs-rg -L -l log-nfs

6. HAStoragePlusリソースタイプをクラスタに登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

7. タイプ HAStoragePlusのリソース nfs-hastp-rsを作成します。

# scrgadm -a -j nfs-hastp-rs -g nfs-rg -t SUNW.HAStoragePlus\
-x FilesystemMountPoints=/global/local-fs/nfs \
-x AffinityOn=TRUE

注 – FilesystemMountPoints拡張プロパティは、1つまたは複数のファイルシステム
のマウントポイントのリストを指定するために使用できます。このリストは、ローカ
ルおよび広域の両ファイルシステムのマウントポイントで構成できます。
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8. リソースグループ nfs-rgをクラスタノード上でオンラインにします。

このノードは、 /global/local-fs/nfsファイルシステムの実際の広域デバイス
のパーティション用の主ノードになります。次に、ファイルシステム
/global/local-fs/nfsは当該ノード上にローカルにマウントされます。

# scswitch -Z -g nfs-rg

9. SUNW.nfsリソースタイプをクラスタに登録します。タイプ SUNW.nfsのリソース
nfs-rsを作成して、リソース nfs-hastp-rsへのリソース依存関係を指定します。

dfstab.nfs-rsが /global/local-fs/nfs/SUNW.nfsに作成されます。

# scrgadm -a -t SUNW.nfs
# scrgadm -a -g nfs-rg -j nfs-rs -t SUNW.nfs \
-y Resource_dependencies=nfs-hastp-rs

注 – nfsリソースに依存関係を設定するには、nfs-hastp-rsリソースがオンライ
ンである必要があります。

10. nfs-rsをオンラインにします。

# scswitch -Z -g nfs-rg

注意 –切り替えは、リソースグループレベルのときに行うよう注意してください。デ
バイスグループレベルで切り替えを行うと、リソースグループが混乱しフェイルオー
バーが発生します。

これで、サービスを新しいノードに移行するときには常に、/global/local-
fs/nfs用のプライマリ入出力パスはオンラインになり、NFSサーバーに配置されま
す。ファイルシステム /global/local-fs/nfsは NFSサーバーが起動する前に
ローカルにマウントされます。
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重要ではないリソースグループを取り外
すことによるノードリソースの解放
Prioritized Service Management (RGOffload)を使用すると、重要なデータサービスの
ためにノードのリソースを自動的に解放できます。RGOffloadは、重要なフェイル
オーバーデータサービスを起動するために、重要でないスケーラブルデータサービス
またはフェイルオーバーデータサービスをオフラインにする必要がある場合に使用し
ます。また、RGOffloadは、重要でないデータサービスを含むリソースグループを取
り外す場合にも使用します。

注 –重要なデータサービスはフェイルオーバー可能でなければなりません。取り外さ
れるデータサービスは、フェイルオーバーデータサービスでもスケーラブルデータ
サービスでもかまいません。

� RGOffloadリソースの設定
1. クラスタメンバー上でスーパーユーザーになります。

2. RGOffloadリソースタイプが登録されているかどうかを調べます。

次のコマンドは、リソースタイプのリストを出力します。

# scrgadm -p|egrep SUNW.RGOffload

3. 必要であれば、リソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.RGOffload

を参照してください。

4. RGOffloadリソースで取り外すリソースグループごとに、Desired_primariesをゼロ
に設定します。

# scrgadm -c -g offload-rg -y Desired_primaries=0

5. RGOffloadリソースを重要なフェイルオーバーリソースグループに追加して、拡張プ
ロパティを設定します。

リソースグループを複数のリソースの rg_to_offloadリストに追加してはいけませ
ん。リソースグループを複数の rg_to_offloadリストに追加すると、リソースグ
ループはオフラインになった後にオンラインになるという動作を繰り返すことになり
ます。

拡張プロパティについては、381ページの「RGOffload拡張プロパティの構成」を参
照してください。
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# scrgadm -aj rgoffload-resource\
-t SUNW.RGOffload -g critical-rg \
-x rg_to_offload=offload-rg-1, offload-rg-2, ...\
-x continue_to_offload=TRUE \

-x max_offload_retry=15

注 –この場合、rg_to_offload以外の拡張プロパティはデフォルト値で表示されま
す。rg_to_offloadは、お互いに依存しないリソースグループをコンマで区切った
リストです。このリストには、RGOffloadリソースを追加するリソースグループが含
まれていてはいけません。

6. RGOffloadリソースを有効にします。

# scswitch -ej rgoffload-resource

7. 重要なフェイルオーバーリソースから RGOffloadへの依存関係を設定します。

# scrgadm -c -j critical-resource \

-y Resource_dependencies=rgoffload-resource

Resource_dependencies_weakも使用できます。
Resource_dependencies_weakを RGOffloadリソースタイプに使用すると、
offload-rgの取り外し中にエラーが発生しても、重要なフェイルオーバーリソース
を起動できます。

8. リソースグループを、取り外し可能なオンライン状態にします。

# scswitch -z -g offload-rg, offload-rg-2, ... -h [nodelist]

リソースグループは、重要なリソースグループがオフラインであるすべてのノード上
でオンラインのままになります。障害モニターは、重要なリソースグループがオンラ
インであるノード上でリソースグループが動作しないようにします。

取り外されるリソースグループの Desired_primariesはゼロに設定されているの
で (手順 4を参照)、“-Z”オプションを指定しても、このようなリソースグループはオ
ンラインになりません。

9. 重要なフェイルオーバーリソースグループがオンラインでない場合、オンラインにし
ます。

# scswitch -Z -g critical-rg

例 – RGOffloadリソースの構成
この例では、RGOffloadリソース (rgofl)、RGOffloadリソースを含む重要なリソー
スグループ (oracle_rg)、および重要なリソースグループがオンラインになったとき
に取り外されるスケーラブルリソースグループ (IWS-SC, IWS-SC-2)を構成する方法
について説明します。この例では、重要なリソースは oracle-server-rsです。
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この例では、oracle_rg、IWS-SC、および IWS-SC-2はクラスタ "triped"の任意の
ノード、つまり、phys-triped-1、phys-triped-2、phys-triped-3上でマスターできま
す。

[SUNW.RGOffloadリソースタイプが登録されているかどうかを判断する]
# scrgadm -p|egrep SUNW.RGOffload

[必要に応じて、リソースタイプを登録する]
# scrgadm -a -t SUNW.RGOffload

[RGOffloadによって取り外される各リソースグループで、Desired_primariesをゼロに設定する]
# scrgadm -c -g IWS-SC-2 -y Desired_primaries=0
# scrgadm -c -g IWS-SC -y Desired_primaries=0

[重要なリソースグループに RGOffloadリソースを追加し、拡張プロパティを設定する]
# scrgadm -aj rgofl -t SUNW.RGOffload -g oracle_rg \
-x rg_to_offload=IWS-SC,IWS-SC-2 -x continue_to_offload=TRUE \
-x max_offload_retry=15

[RGOffloadリソースを有効にする]
# scswitch -ej rgofl

[重要なフェイルオーバーリソースの RGOffloadリソースに対する依存性を設定する]
# scrgadm -c -j oracle-server-rs -y Resource_dependencies=rgofl

[取り外されるリソースグループをすべてのノードでオンラインにする]
# scswitch -z -g IWS-SC,IWS-SC-2 -h phys-triped-1,phys-triped-2,phys-triped-3

[重要なフェイルオーバーリソースグループがオンラインでない場合は、それをオンラインにする]

# scswitch -Z -g oracle_rg

RGOffload拡張プロパティの構成
通常、拡張プロパティは RGOffloadリソースを作成するときに、コマンド行から
scrgadm -x parameter=value を実行して構成します。Sun Cluster の全標準プロパ
ティについては、付録A を参照してください。

表 15–2に RGOffloadに構成できる拡張プロパティを示します。「調整」エントリ
は、いつプロパティを更新できるかを示します。
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表 15–2 RGOffload拡張プロパティ

名前/データタイプ デフォルト

rg_to_offload (文字列) 重要なフェイルオーバーリソースグループが
ノード上で起動するときに、当該ノード上で
取り外す必要があるリソースグループをコン
マで区切ったリスト。このリストには、お互
いに依存するリソースグループが含まれては
いけません。このプロパティにはデフォルト
設定値がないので、必ず設定する必要があり
ます。

RGOffloadは、rg_to_offload拡張プロパ
ティに設定されたリソースグループのリスト
における依存関係ループを検査しません。た
とえば、リソースグループ RG-Bが RG-Aに
依存する場合、RG-Aと RG-Bは両方とも
rg_to_offloadに含まれてはいけません。

デフォルト:なし

調整:任意の時点

continue_to_offload (ブール型) リソースグループの取り外し中にエラーが発
生した後に、rg_to_offloadリスト内の残
りのリソースグループの取り外し続けるかど
うかを示すブール型。

このプロパティは STARTメソッドだけが使用
します。

デフォルト:True

調整:任意の時点
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表 15–2 RGOffload拡張プロパティ (続き)
名前/データタイプ デフォルト

max_offload_retry (整数) クラスタまたはリソースグループの再構成に
よる障害時の起動中に、リソースグループの
取り外しを試みる回数。再試行の間には 10秒
の間隔があります。

(取り外されるリソースグループの数 *
max_offload_retry * 10秒)

の値が RGOffloadの Start_timeoutの値よ
り少なくなるように

max_offload_retryを設定します。この値
が Start_timeoutの値に近い (あるいは、
より大きい)場合、最大再試行数に到達する前
に、RGOffloadリソースの STARTメソッドが
タイムアウトする可能性があります。

このプロパティは STARTメソッドだけが使用
します。

デフォルト:15

調整:任意の時点

障害モニター
RGOffloadリソースの障害モニター検証は、重要なリソースをマスターするノード上
で、rg_to_offload拡張プロパティに指定されたリソースグループをオフラインに
し続けるために使用されます。各検証サイクルで障害モニターは、重要なリソースを
マスターするノード上で、取り外すリソースグループ (offload-rg)がオフラインで
あることを確認します。重要なリソースをマスターするノード上で offload-rgが
オンラインである場合、障害モニターは重要なリソースをマスターするノード以外の
ノード上で offload-rgを起動し、同時に、重要なリソースをマスターするノード
上では offload-rgをオフラインにしようとします。

offload-rgの desired_primariesはゼロに設定されているので、この後で利用可能
になったノード上では、取り外すリソースグループは再起動されません。した
がって、 RGOffload障害モニターは maximum_primariesに到達するまで、重要な
リソースをマスターするノード上では offload-rgをオフラインにしながら、可能
な限りのプライマリ上で offload-rgを起動しようとします。

RGOffloadは、取り外されたリソースグループが MAINTENANCEまたは UNMANAGED
状態でない限り、取り外されたすべてのリソースグループを起動しようとします。リ
ソースグループを UNMANAGED状態にするには、scswitchコマンドを使用します。

# scswitch -u -g resourcegroup

障害モニター検証サイクルは、Thorough_probe_intervalが実行された後に毎回呼び
出されます。
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付録 A

標準プロパティ

この付録では、標準リソースタイプ、リソースグループ、リソースプロパティについ
て説明します。また、システム定義プロパティの変更および拡張プロパティの作成に
使用するリソースプロパティ属性についても説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 385ページの「リソースタイププロパティ」
� 392ページの「リソースプロパティ」
� 406ページの「リソースグループプロパティ」
� 413ページの「リソースプロパティの属性」

注 – Trueや Falseなどのプロパティ値は、大文字と小文字は区別されません。

リソースタイププロパティ
表A–1に、Sun Clusterによって定義されているリソースタイププロパティを示しま
す。プロパティ値は以下のように分類されます。

� 必須— Resource Type Registration (RTR)ファイル内に明示的な値を必要とするプ
ロパティです。指定されていない場合は、プロパティが属するオブジェクトを作成
できません。ブランクまたは空の文字列を値として指定することはできません。

� 条件付—このプロパティが存在するためには、RTRファイル内で宣言する必要が
あります。宣言されていない場合は、Resource Group Manager (RGM)はこのプロ
パティを作成しないため、管理ユーティリィティで利用できません。ブランクまた
は空の文字列を値として指定できます。プロパティが RTRファイル内で宣言され
ており、値が指定されていない場合には、RGMはデフォルト値を使用します。
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� 条件付/明示—このプロパティが存在するためには、明示的に値を指定して、RTR
ファイル内で宣言する必要があります。宣言されていない場合は、RGMはこのプ
ロパティを作成しないため、管理ユーティリィティで利用できません。ブランクま
たは空の文字列を値として指定することはできません。

� 任意—プロパティを RTRファイル内で宣言できます。宣言しない場合は、RGM
はこのプロパティを作成し、デフォルト値を使用します。プロパティが RTR
ファイル内で宣言されており、値が指定されていない場合は、RGMは、プロパ
ティが RTRファイル内で宣言されないときのデフォルト値と同じ値を使用しま
す。

リソースタイププロパティは、Installed_nodesを除き、管理ユーティリィティに
よって更新することができません。Installed_nodesは、RTRファイル内で宣言で
きないため、管理者が設定する必要があります。

表 A–1リソースタイププロパティ

プロパティ名 説明

API_version (整数) このリソースタイプの実装によって使用され
るリソース管理APIのバージョン。

カテゴリ:オプション

デフォルト:2

調整:不可能

BOOT (文字列) 任意のコールバックメソッド。ノード上で
RGMが起動するプログラムへのパス。このプ
ログラムは、このタイプのリソースがすでに
管理状態にあるときに、クラスタの結合また
は再結合を行います。このメソッドは、INIT
メソッドと同様に、このタイプのリソースの
初期化を行う必要があります。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

Failover (ブール値) Trueは、複数のノード上で同時にオンライン
になることのできる任意のグループで、この
タイプのリソースを構成できないことを示し
ます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:False

調整:不可能
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

FINI (文字列) 任意のコールバックメソッド。RGM管理から
このタイプのリソースを削除するときに RGM
が起動するプログラムへのパス。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

INIT (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースが RGMによって管理されるように
なったときに、RGMが起動するプログラムへ
のパス。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

Init_nodes (列挙) RGMが、INIT、FINI、BOOT、VALIDATE
メソッドをコールするノードを示します。値
には、RG_primaries (リソースをマスター
できるノードだけ)、または
RT_installed_nodes (リソースタイプがイ
ンストールされるすべてのノード)を指定でき
ます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:RG_primaries

調整:不可能

Installed_nodes (文字列配列) リソースタイプの実行が許可されるクラスタ
ノード名のリスト。RGMは、自動的にこのプ
ロパティを作成します。クラスタ管理者は値
を設定できます。このプロパティは、RTR
ファイル内で宣言できません。

カテゴリ:クラスタ管理者は構成可能

デフォルト:すべてのクラスタノード

調整:任意の時点
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Monitor_check (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースの障害モニターが要求するフェイル
オーバーを行う前に、RGMが起動するプログ
ラム。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

Monitor_start (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースの障害モニターを起動するために、
RGMがアクティブにするプログラムへのパ
ス。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

Monitor_stop (文字列) Monitor_startが設定されている場合の、
必須のコールバックメソッド。このタイプの
リソースの障害モニターを停止するために、
RGMがアクティブにするプログラムへのパ
ス。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

各クラスタノードの
Num_resource_restart (整数)

このプロパティは RGMによって、このノー
ド内のこのリソースに対して過去 n秒内に行
われた scha_control RESTART コールの数
に設定されます。ここで nは、リソースの
Retry_intervalプロパティの値です。リ
ソースタイプが Retry_intervalプロパ
ティを宣言しない場合、そのタイプのリソー
スに Num_resource_restarts プロパ
ティを使用できません。

Pkglist (文字列配列) リソースタイプのインストールに含まれてい
る任意のパッケージリスト。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Postnet_stop (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースが依存する任意のネットワークアド
レスリソース (Network_resources_used)
の STOPメソッドを呼び出したあとで、RGM
が起動するプログラムへのパス。ネットワー
クインタフェースが停止に構成された後に必
要な STOPアクションを行う必要がありま
す。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

Prenet_start (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースが依存する、任意のネットワークア
ドレスリソース
(Network_resources_used)の STARTメ
ソッドを呼び出す前に、 RGMが起動するプ
ログラムへのパス。ネットワークインタ
フェースが起動に構成された後に必要な
STARTアクションを行う必要があります。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

RT_basedir (文字列) コールバックメソッドの相対パスを補うため
に使用するディレクトリパス。このパスは、
リソースタイプパッケージのインストール場
所に設定します。スラッシュ (/)で開始する
完全なパスを指定する必要があります。すべ
てのメソッドパス名が絶対パスの場合には、
指定する必要はありません。

カテゴリ:必須 (絶対パスでないメソッドパス
がある場合)

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

RT_description (文字列) リソースタイプの簡単な説明。

カテゴリ:条件付

デフォルト:空の文字列

調整:不可能

付録 A •標準プロパティ 389



表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Resource_type (文字列) リソースタイプの名前。

現在登録されているリソースタイプの名前を
表示するには、次を使用します。

scrgadm —p

Sun Cluster 3.1より、リソースタイプの名前
は次の形式になります。

vendor_id.resource_type:version

リソースタイプ名の 3つの構成要素は、RTR
ファイルに Vendor_id、Resource_type、および
RT_versionで指定されているプロパティで
す。scrgadmコマンドによって、区切り文字
のピリオドとコロンが挿入されます。リソー
スタイプ名の RT_version接尾辞は、
RT_versionプロパティの値と同じになりま
す。

Vendor_idを一意にするには、そのリソースタ
イプを定義する会社の株式銘柄を使用するこ
とを推奨します。

Sun Cluster 3.1以前に作成されたリソースタ
イプ名は、引き続き次の形式になります。

vendor_id.resource_type

カテゴリ:必須

デフォルト:空の文字列

調整:不可能

RT_version (文字列) Sun Cluster 3.1より、このリソースタイプの
実装に必須のバージョン。RT_versionは、
完全リソースタイプ名の接尾語部分になりま
す。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Single_instance (ブール値) Trueの場合は、このタイプのリソースがクラ
スタ内に 1つだけ存在できることを指定しま
す。つまり、RGMは、同時に 1つのこのリ
ソースタイプだけに、クラスタ全体に渡って
の実行を許可します。

カテゴリ:オプション

デフォルト:False

調整:不可能

START (文字列) コールバックメソッド。このタイプのリソー
スを開始するために RGMがアクティブにす
るプログラムへのパス。

カテゴリ:必須 (RTRファイルで
PRENET_STARTメソッドが宣言されていない
場合)

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

STOP (文字列) コールバックメソッド。このタイプのリソー
スを停止するために RGMがアクティブにす
るプログラムへのパス。

カテゴリ:必須 (RTRファイルで
POSTNET_STOPメソッドが宣言されていない
場合)

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

UPDATE (文字列) 任意のコールバックメソッド。実行中のこの
タイプのリソースのプロパティが変更された
場合に、RGMが起動するプログラムへのパ
ス。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能
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表 A–1リソースタイププロパティ (続き)
プロパティ名 説明

VALIDATE (文字列) 任意のコールバックメソッド。このタイプの
リソースのプロパティ値を検査するために呼
び出すプログラムへのパス。

カテゴリ:条件付 /明示

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

Vendor_ID (文字列) Resource_typeを参照してください。

カテゴリ:条件付

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:なし

リソースプロパティ
表A–2に、Sun Clusterによって定義されているリソースプロパティを示します。こ
の説明は、データサービスの開発者を対象としたものです。特定のデータサービスの
詳細は、そのデータサービスのマニュアルページを参照してください。リソースプロ
パティ値は、以下のように分類されます。

� 必須—管理者は、管理ユーティリィティでリソースを作成するときに、必ず値を
指定する必要があります。

� 任意—管理者がリソースグループの作成時に値を指定しない場合、システムがデ
フォルト値を提供します。

� 条件付—プロパティが RTRファイルで宣言されている場合にのみ、RGMがプロ
パティを作成します。宣言されていない場合は、プロパティは存在せず、システム
管理者はこれを利用できません。RTRファイルで宣言されている条件付のプロパ
ティは、デフォルト値が RTRファイル内で指定されているかどうかによって、必
須または任意になります。詳細は、各条件付プロパティの説明を参照してくださ
い。

� 照会のみ—管理ツールから直接設定できません。

表A–2は、リソースプロパティの調整が可能であるか、および、いつ調整できるかも
示しています。

Noneまたは False 更新不可
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Trueまたは Anytime 任意の時点

At_creation リソースをクラスタに追加するとき

When_disabled リソースを無効にするとき

表 A–2リソースプロパティ

プロパティ名 説明

Affinity_timeout

(整数)

クライアントがスティッキースケーラブル
サービスへのすべての接続を閉じた後、IP親
和性が持続する秒数を制御します。このタイ
ムアウト期間が終了するまで、同じクライア
ントからの新しい接続要求は同じクラスタ
ノードに転送されます。0の値は、クライア
ントとスケーラブルサービス間に接続がある
限り、親和性が持続することを意味します。
-1の値は、クライアントがバインドされてい
るクラスタノードが故障または再起動される
まで、親和性が持続することを意味します。-
1の値は、タイムアウト期間が適用されない
ことを示します。

このプロパティは、
Load_balancing_policy=LB_STICKYまた
は LB_STICKYWILDの値を持つリソースのみ
に適用されます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:0

調整:任意の時点
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Cheap_probe_ interval (整数) リソースの即時障害検証の呼び出しの間隔 (秒
数)。このプロパティは、RGMのみが作成で
き、RTRファイル内で宣言されている場合
は、管理者は利用できます。

デフォルト値が RTRファイル内で指定されて
いる場合は、このプロパティは任意です。リ
ソースタイプファイル内で Tunable属性が指
定されていない場合は、プロパティの
Tunable値は、When_disabled (無効化に
するとき)になります。

Default属性が RTRファイルのプロパ
ティ宣言に指定されていない場合は、このプ
ロパティは必須です。

カテゴリ:条件付

デフォルト:上記を参照

調整:無効になっている時

拡張プロパティ 開発者は、クラスタ管理者がデータサービス
を Sun Clusterに登録するときに使用するデー
タサービスの初期構成内でリソースタイププ
ロパティを宣言します。拡張プロパティに設
定可能な各属性については、表A–4を参照し
てください。

カテゴリ:条件付

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:特定のプロパティに依存
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Failover_mode (列挙) None、Soft、および Hardに設定可能です。
リソースでの STARTまたは STOPメソッドの
呼び出しの失敗に対して、RGMがリソースグ
ループを再配置するか、またはノードを異常
終了させるかを制御します。Noneは、RGM
が単にリソース状態をメソッド失敗に設定
し、オペレータの介入を待つことを示しま
す。Softは、STARTメソッドが失敗したと
きに RGMがリソースのグループを別のノー
ドに再配置するか、または、STOPメソッドが
失敗したときに、RGMがリソース状態を設定
してオペレータの介入を待つことを示しま
す。Hardは、STARTメソッドが失敗したと
きに、グループの再配置を行い、STOP メ
ソッドが失敗したときに、クラスタノードを
異常終了させて、リソースの強制的な停止を
行うことを示します。

カテゴリ:オプション

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:任意の時点
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Load_balancing_ policy (文字列) 使用する負荷均衡ポリシーを定義する文字
列。このプロパティは、スケーラブルサービ
スに対してのみ使用します。Scalableプロ
パティが RTRファイルで宣言されている場
合、RGMは自動的にこのプロパティを作成し
ます。

Load_balancing_policyは、次の値が設
定可能です。

Lb_weighted (デフォルト)
Load_balancing_weightsプロパティで設
定されているウエイトに従って、さまざまな
ノードに負荷が分散されます。

Lb_stickyスケーラブルサービスの指定のク
ライアント (クライアントの IPアドレスで識
別される)は、常に同じクラスタノードに送信
されます。

Lb_sticky_wild指定のクライアント (クラ
イアントの IPアドレスで識別される)はワイ
ルドカードスティッキサービスの IPアドレス
に接続され、送信時に使用されるポート番号
とは無関係に、常に同じクラスタノードに送
信されます。

カテゴリ:条件付/オプション

デフォルト:Lb_weighted

調整:作成時
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Load_balancing_ weights (文字列配列) このプロパティは、スケーラブルサービスに
対してのみ使用します。Scalableプロパ
ティが RTRファイルで宣言されている場合、
RGMは自動的にこのプロパティを作成しま
す。形式は、「weight@node,weight@node」に
なります。ここで、weightは、指定したノー
ド (node)に対する負荷分散の相対的な割り当
てを示す整数になります。ノードに分散され
る負荷の割合は、すべてのウエイトの合計で
このノードのウエイトを割った値になりま
す。たとえば、1@1,3@2は、ノード 1に負荷
の 1/4が割り当てられ、ノード 2に負荷の
3/4が割り当てられることを意味します。デ
フォルトの空の文字列 ("")は、一定の分散を
指定します。明示的にウエイトを割り当てら
れていないノードのウエイトは、デフォルト
で 1になります。

Tunable属性がリソースタイプファイルに指
定されていない場合は、プロパティの
Tunable値は Anytime (任意の時点)になり
ます。このプロパティを変更すると、新しい
接続時にのみ分散が変更されます。

カテゴリ:条件付/オプション

デフォルト:空の文字列

調整:任意の時点

各コールバックメソッド用の
method_timeout (整数)

RGMがメソッドの呼び出しに失敗したと判断
するまでの時間 (秒)。

カテゴリ:条件付/オプション

デフォルト:メソッド自体が RTRファイルで宣
言されている場合、3,600 (1時間)です。

調整:任意の時点
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Monitored_ switch (列挙) クラスタ管理者が管理ユーティリィティを使
用してモニターを有効または無効にすると、
RGMによって Enabledまたは Disabledに
設定されます。Disabledに設定されると、
再び有効に設定されるまで、モニターは
STARTメソッドを呼び出しません。リソース
が、モニターのコールバックメソッドを
持っていない場合は、このプロパティは存在
しません。

カテゴリ:照会のみ

デフォルト:有効

調整:不可能

Network_ resources_ used (文字列配列) リソースが使用する論理ホスト名または共有
アドレスネットワークリソースをコンマで区
切ったリスト。スケーラブルサービスの場
合、このプロパティは別のリソースグループ
に存在する共有アドレスリソースを参照する
必要があります。フェイルオーバーサービス
の場合、このプロパティは同じリソースグ
ループに存在する論理ホスト名または共有ア
ドレスを参照します。Scalableプロパ
ティが RTRファイルで宣言されている場合、
RGMは自動的にこのプロパティを作成しま
す。Scalableが RTRファイルで宣言されて
いない場合、Network_resources_usedは
RTRファイルで明示的に宣言されていない限
り使用できません。

Tunable属性が RTRファイルに指定されて
いない場合は、プロパティの Tunable値は、
At_creation (作成時)になります。

カテゴリ:条件付/必須

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:作成時
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

On_off_switch (列挙) クラスタ管理者が管理ユーティリィティを使
用してリソースを有効または無効にすると、
RGMによって Enabledまたは Disabledに
設定されます。無効に設定されると、再び有
効に設定されるまで、リソースはコール
バックを呼び出しません。

カテゴリ:照会のみ

デフォルト:無効

調整:不可能

Port_list (文字列配列) サーバーが待機するポート番号をコンマで区
切ったリスト。各ポート番号に、そのポート
が使用しているプロトコルが追加されます
(例:Port_list=80/tcp)。Scalableプロパ
ティが RTRファイルで宣言されている場合、
RGMは自動的に Port_listを作成します。
それ以外の場合、このプロパティは RTR
ファイルで明示的に宣言されていない限り使
用できません。

Apache用にこのプロパティを設定する場合
は、『Sun Cluster 3.1データサービスのインス
トールと構成』のApacheに関する章を参照
してください。

カテゴリ:条件付/必須

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:作成時

R_description (文字列) リソースの簡単な説明。

カテゴリ:オプション

デフォルト:空の文字列

調整:任意の時点
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Resource_ dependencies (文字列配列) このリソースをオンラインにするために、順
にオンラインにする必要のある同じグループ
内のリソースをコンマで区切ったリスト。リ
スト内の任意のリソースの起動に失敗した場
合、このリソースは起動されません。グルー
プをオフラインにすると、このリソースを停
止してから、リスト内のリソースが停止され
ます。このリソースが先に無効にならなけれ
ば、リスト内のリソースは無効にできませ
ん。

カテゴリ:オプション

デフォルト:空のリスト

調整:任意の時点

Resource_ dependencies_ weak (文字列
配列)

グループ内のメソッド呼び出しの順序を決定
する同じグループ内のリソースのリスト。
RGMは、このリスト内のリソースの START
メソッドを先に呼び出してから、このリソー
スの STARTメソッドを呼び出します。また、
停止する場合は、このリソースの STOPメ
ソッドを先に呼び出してから、リスト内のリ
ソースの STOPメソッドを呼び出します。リ
スト内のリソースが開始に失敗した場合、ま
たは無効になっても、リソースはオンライン
を維持できます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:空のリスト

調整:任意の時点

Resource_name (文字列) リソースインスタンスの名前。クラスタ構成
内で一意にする必要があります。リソースが
作成された後で変更はできません。

カテゴリ:必須

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Resource_project_name(文字列) リソースと関連付けられる Solarisプロジェク
ト名。このプロパティを使用して、CPUの共
有およびリソースプールなどの Solarisリソー
ス管理機能をクラスタデータサービスに適用
します。RGMはリソースをオンラインにする
と、このプロジェクト名の下で関連プロセス
を起動します。このプロパティが指定されな
い場合、プロジェクト名には、そのリソース
が含まれるリソースグループの
RG_project_nameプロパティの値が使用さ
れます。どちらのプロパティも指定されない
場合、RGMはすでに定義されているプロ
ジェクト名 defaultを使用します。指定した
プロジェクト名は、プロジェクトデータベー
ス内に存在している必要があり (適切な SRM
のマニュアルページを参照)、さらにユーザー
rootが指定プロジェクトのメンバーとして構
成されている必要があります。このプロパ
ティは、Solaris 9以降のリリースでサポート
されます。Solarisのプロジェクト名の詳細に
ついては、『Solarisのシステム管理 (資源管理
とネットワークサービス)』を参照してくださ
い。

カテゴリ:オプション

デフォルト:上記を参照

調整:任意の時点

各クラスタノードの Resource_state (列挙) RGMが判断した各クラスタノード上のリソー
スの状態。可能な状態は次のとおりです。
ONLINE、OFFLINE、STOP_FAILED、
START_FAILED、MONITOR_FAILED、
ONLINE_NOT_MONITORED

このプロパティは、ユーザーは構成できませ
ん。

カテゴリ:照会のみ

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

付録 A •標準プロパティ 401



表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Retry_count (整数) リソースの起動に失敗した場合に、モニター
が再起動を試みる試行回数。このプロパ
ティは、RGMによってのみ作成され、RTR
ファイル内で宣言されている場合は、管理者
が利用できます。デフォルト値が RTRファイ
ルで指定されている場合は、このプロパ
ティは任意です。

リソースタイプファイル内で Tunable属性が
指定されていない場合は、プロパティの
Tunable値は、When_disabled (無効化さ
れたとき)になります。

Default属性が RTRファイルのプロパ
ティ宣言に指定されていない場合は、このプ
ロパティは必須です。

カテゴリ:条件付

デフォルト:上記を参照

調整:無効になっている時

Retry_interval (整数) 失敗したリソースを再起動する回数をカウン
トする間隔 (秒)。リソースモニターは、
Retry_countと共にこのプロパティを使用
します。このプロパティは、RGMのみが作成
でき、RTRファイルで宣言されている場合
は、管理者が利用できます。デフォルト値が
RTRファイルで指定されている場合は、この
プロパティは任意です。

リソースタイプファイル内で Tunable属性が
指定されていない場合は、プロパティの
Tunable値は、When_disabled (無効化に
するとき)になります。

Default属性が RTRファイルのプロパ
ティ宣言に指定されていない場合は、このプ
ロパティは必須です。

カテゴリ:条件付

デフォルト:上記を参照

調整:無効になっている時
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Scalable (ブール値) リソースがスケーラブルかどうかを示しま
す。このプロパティが RTRファイルで宣言さ
れている場合は、そのタイプのリソースに対
し、RGMは、
Network_resources_used、Port_list、
Load_balancing_policy、
Load_balancing_ weights スケーラブル
サービスプロパティを自動的に作成します。
これらのプロパティは、RTRファイルで明示
的に宣言されない限り、デフォルト値を持ち
ます。RTRファイルで宣言されている場合、
Scalableのデフォルトは Trueです。

このプロパティが RTRファイルで宣言されて
いる場合、Tunable属性は、At_creation
(作成時)に設定する必要があります。設定し
なければ、リソースの生成に失敗します。

このプロパティが RTRファイルで宣言されて
いない場合、リソースはスケーラブルにはな
りません。また、クラスタ管理者はこのプロ
パティを調整することができず、RGMはス
ケーラブルサービスプロパティを設定しませ
ん。ただし、必要に応じて、明示的に
Network_resources_usedおよび
Port_listプロパティを RTRファイルで宣
言できます。これらのプロパティは、スケー
ラブルサービスだけでなく、非スケーラブル
サービスでも有用です。

カテゴリ:オプション

デフォルト:上記を参照

調整:作成時

各クラスタノードの Status (列挙) リソースモニターによって設定されます。指
定可能な値は、 OK、degraded、faulted、
unknown、および offlineです。RGMは、
リソースがオンラインになると、値を
unknownに設定し、オフラインになると
offlineに設定します。

カテゴリ:照会のみ

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

各クラスタノードの Status_msg (文字列) リソースモニターによって、Statusプロパ
ティと同時に設定されます。このプロパ
ティは、各ノードのリソースごとに調整でき
ます。RGMは、リソースがオフラインになる
と、このプロパティに空の文字列を設定しま
す。

カテゴリ:照会のみ

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

Thorough_probe_ interval (整数) 高オーバーヘッドのリソース障害検証の呼び
出し間隔 (秒)。このプロパティは、RGMに
よって作成され、RTRファイル内で宣言され
ている場合は、管理者が利用できます。デ
フォルト値が RTRファイルで指定されている
場合は、このプロパティは任意です。

リソースタイプファイル内で Tunable属性が
指定されていない場合は、プロパティの
Tunable値は、When_disabled (無効化に
するとき)になります。

Default属性が RTRファイルのプロパ
ティ宣言に指定されていない場合は、このプ
ロパティは必須です。

カテゴリ:条件付

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:無効になっている時

Type (文字列) インスタンスのリソースタイプ。

カテゴリ:必須

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Type_version (文字列) 現在このリソースに関連付けられているリ
ソースタイプのバージョンを指定します。
RGMは自動的にこのプロパティを作成します
が、RTRファイルで宣言できません。このプ
ロパティの値は、そのリソースタイプの
RT_versionプロパティと等しくなります。
リソースが作成されるとき、Type_version
プロパティは明示的に指定されません。ただ
し、リソースタイプ名の接尾辞として現れる
場合があります。リソースを編集するとき
に、Type_versionを新しい値に変更できま
す。

RT_Versionは、データサービスのあるバー
ジョンから別のバージョンにアップグレード
するために使用します。

調整については、以下から派生します。
� リソースタイプの現在のバージョン

* RTRファイルの #$upgrade_from命令

Udp_affinity

(ブール値)

TRUEの場合、指定のクライアントからの
UDPパケットは、TCP接続が転送されるのと
同じ方法で、同じクラスタサーバーノードに
転送されます。クライアントの TCP接続が
サーバーノードに貼り付けられている場合、
同様に、そのクライアントの UDPパケットが
そのノードに送信されます。FALSEの場合、
このような動作は維持されず、指定のクライ
アントからの UDPパケットは、そのクライア
ントからの TCP接続とは別のノード上に届き
ます。

このプロパティは、
Load_balancing_policy=LB_STICKYまた
は LB_STICKYWILDの値を持つリソースのみ
に適用されます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:False

調整:無効になっている時
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表 A–2リソースプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Weak_affinity

(ブール値)

次のような場合で混乱の影響を受ける場合を
除き、スティッキースケーラブルサービスの
ための IPの親和性を提供します。 (1)障害モ
ニターの再起動、リソースのフェイルオー
バーおよびスイッチオーバーによりサーバー
リスナーが起動された場合、またはフェイル
オーバー後にノードが再結合された場合。(2)
管理作業により、スケーラブルリソースの
load_balancing_weightsが変更された場合。
メモリー消費およびプロセッササイクルにつ
いては、IP親和性のデフォルト形式にオー
バーヘッドの低い代替を提供します。affinity
timeout値は使用しません。上記のような混乱
が生じない限りは、Weak_affinityが持続
します。

このプロパティは、
Load_balancing_policy=LB_STICKYまた
は LB_STICKYWILDの値を持つリソースのみ
に適用されます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:False

調整:無効になっている時

リソースグループプロパティ
表A–3に、Sun Clusterによって定義されたリソースグループプロパティを示しま
す。

406 Sun Cluster 3.1データサービスのインストールと構成 • 2003年 2月, Revision A



表 A–3リソースグループプロパティ

プロパティ名 説明

Auto_start_on_new_cluster (ブール型) このプロパティは、新しいクラスタが形成さ
れるときに、Resource Group Managerがリ
ソースグループを自動的に起動するかどうか
を制御します。

デフォルトは TRUEです。TRUEに設定されて
いる場合、クラスタのすべてのノードが同時
に再起動したとき、Resource Group Manager
はリソースグループを自動的に起動して、
Desired_primariesを実現しようとしま
す。FALSEに設定されている場合、クラスタ
のすべてのノードが同時に再起動したとき、
Resource Group Managerはリソースグループ
を自動的に起動しません。

カテゴリ:オプション

デフォルト:True

調整:任意の時点

Desired_ primaries (整数) グループが同時に実行できるノード数として
望ましい値。

デフォルトは 1です。RG_modeプロパティが
Failoverの場合、このプロパティの値を 1
より大きく設定することはできません。
RG_modeプロパティが Scalableの場合
は、1より大きな値を設定できます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:1 (上記を参照)

調整:任意の時点

Failback (ブール値) クラスタメンバーシップが変更されたとき、
グループがオンラインになるノードセットを
再計算するかどうかを指定するブール値。再
計算によって、RGMはグループを優先度の低
いノードでオフラインにし、優先度の高い
ノードでオンラインにします。

カテゴリ:オプション

デフォルト:False

調整:任意の時点
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Global_ resources_ used (文字列配列) クラスタファイルシステムがこのリソースグ
ループで任意のリソースに使用されるかどう
かを示します。管理者は、すべての広域リ
ソース (アスタリスク記号 *)または広域リ
ソースなし (空の文字列 "")を指定できます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:すべての広域リソース

調整:任意の時点

Implicit_ network_ dependencies (ブール値)Trueの場合に、グループ内の
ネットワークアドレスリソースに対する非
ネットワークアドレスリソースの暗黙の強い
依存性を RGMが強制することを指定する
ブール値。つまり、RGMはグループ内のすべ
てのネットワークアドレスリソースを起動し
てからほかのすべてのリソースを起動し、ほ
かのリソースのあとにネットワークアドレス
リソースを停止します。ネットワークアドレ
スリソースには、論理ホスト名と共有アドレ
スリソースタイプが含まれます。

スケーラブルリソースグループの場合、
ネットワークアドレスリソースを含んでいな
いため、このプロパティは効果がありませ
ん。

カテゴリ:オプション

デフォルト:True

調整:無効になっている時

Maximum_ primaries (整数) グループが同時にオンラインになることので
きるノードの最大数。

デフォルトは 1です。RG_modeプロパティが
Failoverの場合、このプロパティの値を 1
より大きく設定することはできません。
RG_modeプロパティが Scalableの場合
は、1より大きな値を設定できます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:1 (上記を参照)

調整:任意の時点
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Nodelist (文字列配列) 優先順位に従ってグループをオンラインにで
きるクラスタノードをコンマで区切ったリス
ト。これらのノードは、リソースグループの
潜在的主ノードまたはマスターです。

カテゴリ:オプション

デフォルト:すべてのクラスタノードの順不同
のリスト

調整:任意の時点

Pathprefix (文字列) グループ内のリソースが書き込めるクラスタ
ファイルシステムにあるディレクトリは、重
要な管理ファイルを書き込めます。一部のリ
ソースでは、このプロパティは必須です。各
リソースグループの Pathprefixは、一意に
する必要があります。

カテゴリ:オプション

デフォルト:空の文字列

調整:任意の時点
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

Pingpong_ interval (整数) 再構成が生じた場合、scha_control
giveoverコマンドの実行結果、あるいは実
行されている機能によって、どのノードでリ
ソースグループをオンラインにするかを判断
するときに RGMが使用する負以外の整数値
(秒)。

再構成において、リソースの STARTまたは
PRENET_STARTメソッドがゼロ以外の値で終
了、またはタイムアウトによって終了したこ
とが原因で、Pingpong_intervalで指定し
た秒数内に、リソースグループをオンライン
にするのを 2回以上失敗した場合、RGMはそ
のノードはリソースグループのホストとして
不適切だと判断し、別のマスターを捜します

リソースの scha_control(1ha)(3ha)コマン
ドまたは機能の呼び出しによって、
Pingpong_intervalで指定した秒数内に特
定のノード上でリソースグループがオフライ
ンになった場合、別のノードから生じる後続
の scha_control呼び出しの結果、そのノー
ドはリソースグループのホストとして不適切
だと判断されます。

カテゴリ:オプション

デフォルト:3,600 (1時間)

調整:任意の時点

Resource_ list (文字列配列) グループに含まれるリソースのリスト。管理
者はこのプロパティを直接設定しません。こ
のプロパティは、管理者がリソースグループ
にリソースを追加したり、リソースを削除し
たときに、RGMによって更新されます。

カテゴリ:照会のみ

デフォルト:空のリスト

調整:不可能
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

RG_ dependencies (文字列配列) このグループが依存するリソースグループを
コンマで区切ったリスト。このリストは、同
じノード上でほかのグループをオンラインま
たはオフラインにするための望ましい順序を
示します。別のノードでグループをオンライ
ンにする場合は、このリストは無効です。

カテゴリ:オプション

デフォルト:空のリスト

調整:任意の時点

RG_ description (文字列) リソースグループの簡単な説明。

カテゴリ:オプション

デフォルト:空の文字列

調整:任意の時点

RG_mode (列挙) リソースグループがフェイルオーバーグルー
プなのか、スケーラブルグループなのかを指
定します。このプロパティの値が Failover
の場合、RGMはグループの
Maximum_primaries プロパティを 1 に設
定し、そのリソースグループをマスターする
ノードを単一のノードに制限します。

このプロパティの値が Scalableの場合、
RGMは Maximum_primariesプロパティが
1より大きい値を持つことを許可し、複数の
ノードで同時にそのグループをマスターでき
るようにします。

注:RGMは、RG-modeが Scalableに設定さ
れているリソースグループに、Failoverプ
ロパティが Trueに設定されているリソース
を追加することを許可しません。

カテゴリ:オプション

デフォルト:Maximum_primariesが 1の場
合 Failover

Maximum_primariesが 1を超える場合
Scalable

調整:不可能
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表 A–3リソースグループプロパティ (続き)
プロパティ名 説明

RG_name (文字列) リソースグループの名前。これは必須プロパ
ティであり、クラスタ内で一意にする必要が
あります。

カテゴリ:必須

デフォルト:デフォルトは存在しない

調整:不可能

RG_project_name リソースグループと関連付けられる Solarisプ
ロジェクト名。このプロパティを使用して、
CPUの共有およびリソースプールなどの
Solarisリソース管理機能をクラスタデータ
サービスに適用します。RGMによってリソー
スグループがオンラインになると、
Resource_project_nameプロパ
ティセットを設定されていない関連プロセス
は、リソースのこのプロジェクト名のもとで
起動されます。指定したプロジェクト名は、
プロジェクトデータベース内に存在している
必要があり (適切な SRMのマニュアルページ
を参照)、さらにユーザー rootが指定プロ
ジェクトのメンバーとして構成されている必
要があります。このプロパティは、Solaris 9
以降のリリースでサポートされます。Solaris
のプロジェクト名の詳細については、
『Solarisのシステム管理 (資源管理とネット
ワークサービス)』を参照してください。

カテゴリ:オプション

デフォルト:Default。上記を参照。

調整:任意の時点

各クラスタノードの RG_state(列挙) RGMによって Online、Offline、
Pending_online、 Pending_offline、
Error_stop_failedに設定され、各クラス
タノード上のグループの状態を示します。グ
ループが RGMの制御下にない場合は、
UNMANAGED状態で存在できます。

このプロパティは、ユーザーは構成できませ
ん。

カテゴリ:照会のみ

デフォルト:Offline

調整:不可能
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リソースプロパティの属性
表A–4に、システム定義プロパティの変更または拡張プロパティの作成に使用できる
リソースプロパティの属性を示します。

注意 – boolean、enum、intタイプのデフォルト値に、NULLまたは空の文字列 ("")
は指定できません。

表 A–4リソースプロパティの属性

属性 説明

Property リソースプロパティの名前。

Extension このプロパティを使用すると、RTRファイルのエントリで、リソースタイ
プの実装によって定義された拡張プロパティが宣言されていることを示し
ます。使用されない場合は、そのエントリはシステム定義プロパティで
す。

Description プロパティを簡潔に記述した注記 (文字列)。RTRファイル内でシステム定
義プロパティに Description属性を設定することはできません。

プロパティのタイ
プ

指定可能なタイプは、string、boolean、int、enum、stringarray
です。RTRファイル内で、システム定義プロパティにタイプ属性を設定す
ることはできません。タイプは、RTRファイルのエントリに登録できる、
指定可能なプロパティ値とタイプ固有の属性を決定します。enumタイプ
は、文字列値のセットです。

Default プロパティのデフォルト値を示します。

Tunable クラスタ管理者が、リソースのプロパティ値をいつ設定できるかを示しま
す。管理者がプロパティを設定できないようにするには、Noneまたは
Falseに設定します。管理者にプロパティの調整を許可する属性値は、
次のとおりです。Trueまたは Anytime (任意の時点)、At_creation
(リソースの作成時のみ)、When_disabled (リソースがオフラインのと
き)。

デフォルトは、 True (Anytime)です。

Enumlist enumタイプの場合、プロパティに設定できる文字列値のセット。

Min intタイプの場合、プロパティに設定できる最小値。

Max intタイプの場合、プロパティに設定できる最大値。

Minlength stringおよび stringarrayタイプの場合、設定できる文字列の最小
長。
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表 A–4リソースプロパティの属性 (続き)
属性 説明

Maxlength stringおよび stringarrayタイプの場合、設定できる文字列の最大。

Array_minsize stringarrayタイプの場合、設定できる配列要素の最小数。

Array_maxsize stringarrayタイプの場合、設定できる配列要素の最大数。
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付録 B

有効な RGM名と値

この付録は、Resource Group Manager (RGM)名と値に指定できる文字の条件につい
て説明します。

有効な RGMの名前
RGM名は、次の 5つのカテゴリに分類されます。

� リソースグループ名
� リソースタイプ名
� リソース名
� プロパティ名
� 列挙リテラル名

リソースタイプ名を除き、他の名前はすべて次の規則に従う必要があります。

� 必ずASCIIにすること。

� 先頭は必ず文字にすること。

� アルファベットの大文字と小文字、数字、ダッシュ (-)、下線 (_)を含むことができ
ます。

� 255文字以下にすること。

リソースタイプ名は、簡単な名前 (RTRファイルの Resource_typeプロパティで指
定)または完全な名前 (RTRファイルの Vendor_idと Resource_typeで指定)のど
ちらでもかまいません。Vendor_idと Resource_typeの両プロパティを指定した
場合は、RGMは、これら 2つのプロパティ間にピリオドを挿入して完全な名前を形
成します。たとえば、Vendor_id=SUNWと Resource_type=sampleの場合、完全
な名前は SUNW.sampleになります。RGM名にピリオドを使用できるのはこのイン
スタンスの場合だけです。
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RGMの値
RGMの値は、プロパティ値と説明値の 2つのカテゴリに分類されます。これら 2つ
のカテゴリは同じ規則を共有します。

� 値はASCIIであること。

� 値の最大長は 4M - 1バイト (つまり、4,194,303バイト)であること。

� 値に次の文字を含むことはできません。

� 空文字
� 改行
� コンマ
� セミコロン
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ループプロパティ, 407
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ティ, 393

Command Center, Sun Cluster HA for Sun
Cluster HA for BroadVision One-To-One
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ティ, 386

Monitored_switch,リソースプロパ
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ソフトウェアのインストール, 164
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Resource_type,リソースタイププロパ
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広域ファイルシステムにインストー
ル, 313, 315
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START,リソースタイププロパティ, 386
Status,リソースプロパティ, 393
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STOP,リソースタイププロパティ, 386
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DocumentRoot命令, 103
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Monitor_retry_interval, 125
Probe_timeout, 125
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障害モニター, 126
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概要, 232
拡張プロパティ
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拡張プロパティ (続き)
Monitor_retry_interval, 252
Probe_timeout, 252
START_ORB_SERVERS, 252

期待される動作, 268
構成

DBMSおよび HTTPサーバー構成, 235
計画, 234
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ORACLE_SID, 53
Parameter_file, 53
Probe_timeout, 53

索引 421



サーバーの拡張プロパティ (続き)
Wait_for_online, 53

作業マップ, 38
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作業マップ, 173
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障害モニター, 205
障害検証, 207
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セントラルインスタンスの拡張プロパティ
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Ci_startup_script, 196
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ロックファイルの設定, 201
スケーラブルアプリケーションサーバー
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セントラルインスタンス, 201
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liveCacheも参照
liveCacheコンポーネントの保護, 286
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Monitor_retry_interval, 297
Probe_timeout, 297
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拡張プロパティ (続き)
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Vendor_ID,リソースタイププロパティ, 386
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アップグレード (続き)
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Monitor_retry_interval, 140
Probe_timeout, 140

索引 425



拡張プロパティ (続き)
Sun Cluster HA for NetBackup
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Stop_command, 283
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リソースグループとの関連性, 25
リソースグループとの起動の同期, 373

データサービス
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